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　大阪府の北東部、北摂山地の山裾にひろがる梶原西遺跡一帯は、東西に走る街道や淀川の
水運を活かし、古くから交通の要所として栄えた場所にあります。現在もＪＲ東海道本線、
阪急京都線、国道 171 号が遺跡内を東西に横断し、東にはＪＲ東海道新幹線が通るなど、大
阪と京都を結ぶ要の場所であることに変わりありません。
　南の国道 171 号から北の山中に建設中の新名神高速道路にアクセスするために、主要地方
道伏見柳谷高槻線道路改良工事が計画された折、該当地にかかる埋蔵文化財が確認されまし
た。それにより、新規発見の遺跡として梶原西遺跡と命名され、今回道路改良工事が実施さ
れるにあたって、当センターで文化財調査を行うこととなりました。
　その結果、弥生時代中期前葉の方形周溝墓群や、古代の集落跡、弥生時代後期の土器棺墓、
古代の群集土坑など、多様な時期、性格の遺構や遺物が発見され、大きな調査成果をあげる
ことができました。なかでも、方形周溝墓群の発見は、近隣に立地する、北摂の弥生時代を
代表する環濠集落、安満遺跡と同時期のものであり、弥生時代のムラや墓のあり方を考える
上で、非常に大きな意味をもつと思われます。この地域のみならず、各地における弥生時代
の社会や墓制を解明する一助となれば幸いです。
　最後になりましたが、発掘調査にあたって、大阪府茨木土木事務所、大阪府教育委員会、
高槻市教育委員会をはじめとする関係各位より多大なご協力を賜りました。心より感謝申し
上げます。
　今後とも埋蔵文化財調査へのご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。
　

　平成 27年８月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　公益財団法人　大阪府文化財センター

理事長　田邉　征夫
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１．本書は大阪府高槻市梶原五、六丁目に所在する梶原西遺跡（調査名：梶原西遺跡 13－１・14－１）

の発掘調査報告書である。

２．調査は、大阪府茨木土木事務所の委託を受け、大阪府教育委員会の指導の下、公益財団法人大阪府

文化財センターが実施した。

３．受託契約名、受託期間、調査及び整理体制は以下の通りである。

　　受託契約名：主要地方道伏見柳谷高槻線（高槻東道路　梶原工区）道路改良事業に伴う埋蔵文化財

発掘調査業務委託

　　受　託　期　間：平成 26年１月６日～平成 26年８月 25日

　　調　査　体　制：〔平成 25（2013）年度〕事務局次長　江浦　洋、調整課長　岡本茂史、

　　　　　　　　調査課長　岡戸哲紀、調査第一課長補佐　金光正裕、副主査　川瀬貴子、

　　　　　　　　副主査　信田真美世、技師　河本純一

　　　　　　　　〔平成 26（2014）年度〕事務局次長　江浦　洋、調整課長　岡本茂史、

　　　　　　　　調査課長　岡戸哲紀、調査第二課長補佐　金光正裕、副主査　川瀬貴子、

　　　　　　　　副主査　若林幸子、副主査　信田真美世

　　

　　受託契約名：主要地方道伏見柳谷高槻線（高槻東道路　梶原工区）道路改良事業に伴う埋蔵文化財

　　　　　　発掘調査業務委託（その２）

　　受　託　期　間：平成 26年８月１日～平成 27年８月 31日

　　調査・整理体制：〔平成 26（2014）年度〕事務局次長　江浦　洋、調整課長　岡本茂史、

　　　　　　　　調査課長　岡戸哲紀、調査第二課長補佐　金光正裕、副主査　川瀬貴子

　　　　　　　　〔平成 27（2015）年度〕事務局次長　江浦　洋、調整課長　岡本茂史、

　　　　　　　　調査課長　岡戸哲紀、調査課長補佐　金光正裕（平成 27年４月 30日まで）、

　　　　　　　　副主査　川瀬貴子、専門員　片山彰一（写真室）、専門員　山口誠治（保存室）

４．遺物写真撮影は写真室が行い、金属製品の保存処理は保存室が行った。

５．胎土分析は株式会社パレオ・ラボに委託し、第４章第１節に掲載した。この分析に使用した試料の

うち梶原瓦窯跡出土瓦に関しては、高槻市教育委員会のご理解とご配慮を得て、提供を受けた。

６．発掘調査及び整理作業の過程で以下の諸氏ならびに諸機関にご指導・ご教示を賜った。記して感謝

の意を表したい。（敬称略）

　　早川圭（高槻市立埋蔵文化財調査センター）、橋本久和（前高槻市立埋蔵文化財調査センター）、森

田克行・高橋公一・今西康雄・内田真雄（高槻市立今城塚古代歴史館）、宮崎康雄（高槻市立しろ

あと歴史館）、高槻市教育委員会、大阪府教育委員会

７．本書の作成は、執筆・編集を川瀬が担当した。

８．本書に関わる梶原西遺跡についての写真・実測図などの記録類・出土遺物は公益財団法人大阪府文

化財センターにおいて保管している。今後、広く活用されることを希望する。
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１．遺構実測図の基準高は、東京湾平均海面（T.P.）を使用している。使用単位はｍである。
２．座標値は世界測地系（測地成果 2000）による平面直角座標系第Ⅵ系に基づき表示し、単位はｍで
ある。

３．全体図及び遺構実測図の方位はすべて平面直角座標系に基づく座標北を示す。
４．現地調査及び遺物整理に際しては、当センターの『遺跡調査基本マニュアル』2010 に準拠した。
５．土層断面図の土色は小山正忠・竹原秀雄編『新版標準土色帖』2006 年度版　農林水産省農林水産
技術会議事務局監修・財団法人日本色彩研究所色票監修を用いた。記号、土色名、土質名の順に記
述している。

６．遺構名は、検出順の通し番号（連番）の後ろに遺構の種類（例：１土坑）をつけて表示している。
　　個々の遺構（柱穴、溝など）を組み合わせて性格を把握できる遺構については、それとは別個に性
格を表す名称と番号の遺構名を付与した（例：掘立柱建物１、方形周溝墓１）。

７．本書では、遺構全体図は 200 分の１か 300 分の１、遺構平・断面図は 40分の１を原則として使
用しているが、一部のものに関してはその限りではない。

８．遺物実測図の縮尺は４分の１を基本として掲載するが、一部のものに関しては、石器を３分の２に
した様に縮尺を変更して掲載している。写真図版の遺物は縮尺を統一していない。

９．掲載遺物は通し番号を与えて表示し、本文・挿図・写真図版ともに一致する。
10．本書を作成するにあたり、主に以下の文献を引用および参照した。

高槻市史編纂委員会　1977　『高槻市史』　第１巻　本編１

森田克行編　1977　『高槻市文化財報告書第 10冊　安満遺跡発掘調査報告書』　高槻市教育委員会

宮崎康雄編　1988　『梶原南遺跡発掘調査報告書』　梶原遺跡調査会

鎌田博子編　1998　『名神高速道路内遺跡調査報告書第３輯　梶原瓦窯跡発掘調査報告書』　名神高速道路内

　遺跡調査会

橋本久和編　2007　『史跡・安満遺跡　保存管理計画書』　高槻市教育委員会

鎌田博子　1994　「梶原窯跡の調査」『高槻市文化財年報』　平成 4年度　高槻市教育委員会

橋本久和・高橋公一・木曽広　2002　「神内遺跡の調査」『高槻市文化財年報』　平成 12年度　高槻市教育委

　員会

黒須亜希子編　2013　『萩之庄南遺跡』　公益財団法人大阪府文化財センター

三宮昌弘編　2015　『井尻遺跡』　公益財団法人大阪府文化財センター

森田克行　1990　「摂津地域」『弥生土器の様式と編年　近畿編Ⅱ』　木耳社

中世土器研究会　1995　『概説　中世の土器・陶磁器』　真陽社
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第１章　調査にあたって

第１節　調査の経緯と経過

（１） 調査の経緯
　梶原西遺跡は、高槻市梶原五、六丁目に所在する遺跡である。梶原西遺跡は北からは北摂山地がு

り出し、南を淀川、西をᐻඌ川に画されたڱ小なԭੵ௿地に位置する。遺跡ൣғの北側をＪＲ東海道

本線、中央を阪急ిమ京都線が東西に横断し、東にはＪＲ東海道新幹線が北東から南西に通り、南は

国道 171 号が઀するなど、交通の要所に立地している。

　主要地方道伏見柳谷高槻線（高槻東道路）は、新名神高速道路（高槻以西間）の։通にあわせ、高槻ジϟ

ンクγϣン・ΠンターνΣンジ（Ծ称）へのアクセス機ೳ޲上や幹線道路のौ଺؇和、地域の活性化

などを目指して、大阪府と高槻市によって整උがਐめられている。計画路線長は約 3.3ᶳで、新たな

淀川ӈ؛の幹線道路として期଴される都市計画道路े三高槻線と、国道 171 号の合ྲྀ点よりやや西を

起点として北上し、ＪＲ東海道本線、阪急ిమ京都線、名神高速道路をॎ断して新名神高速道路ೖ口

へ઀ଓする（第 1図）。

　道路༧定地の近辺には、西側に弥生時代の大規模な環濠集落であり、多਺の方形周溝墓が発見され

た安満遺跡や、梶原西遺跡と同じく、工事にઌ立って発見された遺跡であり、弥生時代後期から古෿

ୈ１図ɹௐࠪ۠Ґஔ図
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時代ॳめのॅډや方形周溝墓が発見された萩之庄南遺跡が存在する（第４図）。東には古代や中世の集

落遺跡である梶原南遺跡、上຀遺跡などが、山࿢部には梶原寺跡や多਺の古෿が点在する。また、古

代の幹線道路であった山陽道などが近いことから、道路改良工事にઌͩって埋蔵文化財の༗ແを把握

する試掘調査が行われることとなった。

　主要地方道伏見柳谷高槻線（高槻東道路　梶原工区）の道路改良事業にઌ立って、大阪府教育委員

会の指導のもと、公益財団法人大阪府文化財センター（以後、当センターと記述）が平成 25年４月

から６月に試掘調査を行った。南北 600 ｍにわたって 20 のトレンνを設定し、地表から 1.0 ～ 3.0

ｍの深度まで掘削した。その結果、ＪＲ東海道本線より北では明確な遺構、遺物が認められず、ＪＲ

東海道本線より南では溝・土坑などの遺構や弥生土器、古෿時代前期の土器が出土した。よって、遺

跡のൣғが確定し、平成 25年９月新規発見の遺跡として梶原西遺跡と命名され、周஌の遺跡となった。

　この結果を受け、前述の道路改良事業にઌͩって、大阪府茨木土木事務所の委託を受けて当センター

が発掘調査を実施することとなった。

　（２）調査の経過
　今回の調査ର৅Օ所は、道路༧定地（１～ 14 区）の東西約 40 ｍ、南北約 240 ｍ内の、面ੵに

して約 4820ᶷの区画と、一辺が８ｍ࢛方のૹి線Ҡ設個所（15 区）面ੵ約 60ᶷ、あわせて総面ੵ

5000ᶷڧに及ぶ。調査区は当ॳ 14Օ所設定したが、工事の工程上 1つの区をෳ਺に分割を༨ّなく

されたり、調査区が௥Ճになるなどして、最ऴ的には 23の区を設定することとなった（第３図）。

　道路は東西྆側に෯約 10.0 ｍで側面にコンクリート༴壁やഉ水溝をもつ構଄で、東西道路をつな͙

用水路でも深度が深く遺構面にୡするものは調査区として設定し、調査を行った（５・10・11区）。また、

東西の道路の間には一辺約 15.0 ｍ࢛方の橋٭が７Օ所存在する（３・４・７－２・７・８・９・13・

14区）が、これも調査ର৅区である。

　平成 26年 1月５日に委託契約を結び、平成 26年１月から７月にかけて発掘調査を行った。

　阪急ిమ京都線以北と以南では工区が分れるため、あるいは場内に掘削土をԾ置きするには隣઀す

る調査区を交ޓに調査するඞ要があるため、ෳ਺の調査区をฒ行して調査をਐめた。また、この期間

にະങऩ地などで調査できなかった部分は、工事のਐ௙にあわせて後日調査を行うこととなった。

　この調査で、確認調査では༧測できなかった、弥生時代中期前半から後葉の方形周溝墓群の発見や、

古代຤の掘立柱建物などのॅډ域、群集土坑などの遺構を多਺検出し、大きな調査成果をあげること

ができた。

　平成 26年７月 31 日に結んͩ委託契約（その２）では、平成 26年８月から平成 27年５月にかけ

て中部調査事務所での報告書作成のための整理事業が主な事業である。この中で、࢒された調査区の

発掘調査も行った。平成 26年 12 月にະ調査区（１－４区と７－２区の大部分、15区）の現地調査

を行い、１－２区や１－３区で検出した方形周溝墓のଓきを検出した。また、平成 27年４月にະ調

査区の１－４区と７－２区の࢒りを調査し、現地調査は完ྃした。

　この調査成果も੝りࠐんで整理作業を引きଓき行い、報告書を平成 27年８月にץ行して、すべて

の作業を完ྃした。

　調査や整理作業のやり方の詳細は次節に、調査成果は第３章以下にまとめたのでそちらを参照され

たい。
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第２節 　調査・整理の方法

　発掘調査及び整理作業は、当センター『遺跡調査基本マニュアル』2010 にैって実施している。

　（１）調査の方法
　調査区割　遺物の取り上げや遺構の位置確認に関しては、当センターマニュアルに基づき平面直角

座標系第Ⅵ系（世界測地系）を基準とした区画を使用した。これにのっとり、第ᶗ～第ᶚまでの大小

４段֊の区画を設定した（第２図）。

　第ᶗ区画は、大阪府の南西୺ X� － 192
000 ｍ、:� － 88
000 ｍを基準とし、南北方޲に６ᶳ、東

西方޲に８ᶳで府域を 62区画に分割したものである。表示は、南西୺を基点に北へ̖～̤、東へ̌

～８とする。第Ⅱ区画は、第ᶗ区画を南北方޲に 1.5ᶳ、東西方޲に 2.0ᶳでそれͧれ４分割し、計

16区画を設定する。表示は南西୺を１とし、東へ４まで、あとは西୺を５、９、13、北西୺を 16と

平行式で表す。第ᶙ区画は第Ⅱ区画を 100 ｍ単位で、南北 15、東西 20に区画する。表示は北東୺を

基点に、南へ̖～̤、西へ１～ 20とする。第ᶚ区画は、第ᶙ区画を 10ｍ単位で南北方޲、東西方޲

ともに 10に区画する。表示は北東୺を基点に南へ̰～̹、西へ１～ 10とする。

　今回の調査地は第ᶗ区画が̠６、第Ⅱ区画が 16、第ᶙ区画が３̖、３̗、３̘、２̗、２̘にあた

る。第ᶚ区画は２̗が９̹、10 ̷～ 10 ̹、２̘が８̰、９̰、９̱、10 ̰～ 10 ̲、３̖が５̸、

５̹、６̸、６̹、７̸、７̹、３̗が１̵～１̹、２F～２̹、３̱～３̹、４̰～４̹、５̰～

５̷、６̰～６̵、７̰～７̳、３̘が１̰～１̲、２̰～２̲、３̰、３̱となる。出土遺物を取

り上げる際には、第ᶙ区画、第ᶚ区画をラベルに記ೖした。また、遺構面や遺構の平面図作成にも区

�ୈ２図ɹ஍ׂ۠図
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画名を表記するようにした。なお、方位は座標北を使用し、水準はすべて東京湾平均海面（T.P.）から

のプラス値を用いた。

　調査区の設定・呼称　今回の調査区は道路用地であるため෯約 10ｍ、南北約 240 ｍの細長いൣғに、

調査区の道路部が東西に約 20ｍの間ִで２本ฒ走し、その間を一辺 15.0 ｍ程度の正方形もしくは長

方形の橋٭部分が７Օ所存在する。その北西道路部分を１区、北東道路部分を２区、中央道路部分を

６区、南道路部分を 12区、橋٭部分を北から３区、４区…といったある程度のまとまりで調査区名

を設定していた（第３図）。

　しかしながら、調査区内で掘削土をԾ置きするඞ要がある、隣઀する水田などの水ೖれ時期や農道

の付けସえ時期と調整して調査を行う事ଶが起きたり、１つの調査区にະങऩ地が含まれるなどの理

༝から、設定した調査区をさらに分割するඞ要が生じた。そのため、２－１区、２－２区といったࢬ

番号を与えた区名をෳ਺作り、最ऴ的には 23の調査区を設定した。たͩし、６－２区と９区、12－

１区と 13 区などは調査区の境界が઀しているため、掘削自体は１つの区として掘削、調査し、遺物

の取り上げなどの時のみ調査区名を区別したところもある。

　遺構名　調査区に関わらず、遺構の検出順に１からの通し番号を遺構種別の前に付与した（例：１

土坑、２溝）。連ଓして同一の遺構になる場合でも調査区がҟなると別個の遺構番号を与え、整理作業

時にどちらかに統一した。また、ෳ਺調査区をฒ行して調査していたため、遺構番号が調査区内でも

連ଓしない場合がある。

　また、掘立柱建物や方形周溝墓などは各柱穴や周溝に調査時は遺構番号を付与し、整理する際に掘

立柱建物１、方形周溝墓２౳の、遺構種類を前に、番号を後ろにした遺構番号を別個付与することと

した。調査区ෳ਺に存在する周溝などでは、同一周溝の遺構番号がෳ਺生じたものもあるが、あえて

そのままにしてあるものもある。

　掘削方法　建物建設時の੝土、近世～近代期のߞ作土層、確認調査坑の֧ཚなどをॏ機で掘削した（写

真１）。機械掘削深度はଯੵがബい北部域では 0.2 ｍ、ްいところでは 0.6 ～ 0.7 ｍあった。

　それ以下を人力によって層序ごとに掘削を行い、遺構面、遺構の確認及び遺物の取り上げに౒めた。

人力掘削は 0.2 ｍ、ްいところでは 0.6 ～ 0.7 ｍあった。人力掘削はγϟベル౳を使用して行い、土

砂のഉ出はベルトコンベアを使用した。遺構の掘削はヘラやスコップを用いて৻ॏに行った。༙水や

Ӎ水はϙンプを用いて場֎へഉ出した。

　遺構面と層　近～現代の整地層や੝土はআ֎して、近世～近代ߞ作土を第１層、遺物を包含する古

代຤～中世後半と考えられる土を第２層とし、遺構面を形成する弥生時代中期から古代の土৕層を第

３層とした。検出した遺構面は機械掘削ऴྃした土৕層上面（第２層上面）を第１面とし、地山上面

を第２面とݺ称した。しかし、第１面は中世後半期以߱のঅ溝を検出したߞ作面であり、調査区によっ

ては検出し得なかったところもある。よって、本報告書では第２面のみを遺構面として掲載している。

　記録作業　遺構面は平板測量で 1�100 や 1�50 の平面図を作成した。レベル測量を行い、高௿ࠩな

ど地形の変化を記録した。また、個別遺構の平面図・断面図・立面図についてはඞ要にԠじて 1�10・

1�20 ౳でదٓ作成した。土層࡯؍用の断面に関しては 1�20 の断面図を作成した（写真２・４）。

　現場での写真撮影は、６ʷ７Χϝラ、35ᶱΧϝラを使用し、それͧれ黒നϑΟルム、Χラーリόー

αルϑΟルムを用いて行った。また、写真୆ா作成用にデジタルΧϝラを使用して撮影を行った。

　主要な遺構面の全景写真撮影に関しては଍場及び高所作業車を用いて行った（写真３）。特にॏ要な
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遺構面に関しては、ヘリコプターによる航空測量を５回、クレーンによる航空測量を２回行った（写

真５）。ਨ直写真とࣼめ写真、1�50 の平面図と遺構図、1�100 の縮小平面図౳がその成果品である。

　立会など　各調査区の調査がऴྃした時点や、指示を͙ڼඞ要がある時などは、大阪府教育委員会

の立会を受けた。全調査区で計８回行い、完ྃすると茨木土木事務所に引き౉しを行った。また、１

－３区で方形周溝墓を検出した際には、当センター理事長の調査指導を受け（写真６）、高槻市教育委

員会など関係諸機関の指導や助言も得た。

　基礎整理作業　現地調査の合間には遺物のొ録、洗浄、஫記や遺構実測図、遺構写真の整理などの

基礎整理作業を行った（写真７）。

　（２）整理の方法
　主要遺構については現地で作成した実測図や航空測量図を編集し、遺構挿図を作成した。挿図の合

成は BEPCF 社製 PIPUTIPQ$S3 を用いて行い、浄書は *llVTUSBUPS$S3 を用いてデジタルトレースを行っ

たものとロットリングによるトレースを行ったものがある（写真９）。

　出土遺物は、઀合、復元を行なった後、実測作業を実施した（写真８）。また、一部の遺物に関して

は୓本を採った。実測図は遺構、包含層ごとにレΠア΢トを作成し、ロットリングトレースを行って

遺物挿図を作成した（写真 10）。

　現地で撮影した遺構面及び個別遺構の写真に関しては、報告書に掲載するものをબ別し、現૾・ম

付け・షりࠐみ作業を行い、写真図版を作成した。また、出土遺物については、報告書に掲載するも

のをબ別して写真撮影を行い、現૾・ࢴম作業を行い、写真図版を作成した。

　以上の作業とซ行して文章を作成し、編集作業を実施して報告書を完成した。ೖߘ後、ߍ正作業を

経て本書のץ行をもって完ྃした。

　また、編集作業とซ行して、出土遺物は報告書掲載遺物とະ掲載遺物に分類し、挿図や写真図版番

号が確定すると個々の遺物に掲載遺物ラベルを記ೖし、掲載順にコンςφにऩೲ作業を行った。

　遺物୆ா、写真୆ாはϑΝΠルϝーΧーでデータベースの୆ாを現地作業時から作成していたが、

掲載遺物番号、掲載写真番号などもొ録し、ऩೲ場所などが検ࡧできるよう整උし、今後の活用にର

Ԡできるよう౒めた。
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第２章　遺跡の位置と環境

第１節　地理的・歴史的環境

（１） 地理的環境
　梶原西遺跡は大阪府の北部、高槻市梶原五・六丁目にかけて所在する。東西約0.35ᶳ、南北約 2.4ᶳ

のൣғで広がる弥生時代から中世のෳ合遺跡である。

　ᐻඌ川の東؛、北摂山地の山裾に広がるઔ状地ԑ辺の、工業地や水田が広がる地域に位置する。遺

跡の北୺をＪＲ東海道本線、中央を阪急ిమ京都線が東西に横断し、東にはＪＲ東海道新幹線が北東

から南西に通り、南は国道 171 号が઀するなど、交通の要所に立地している。

　古代においても೉೾宮や平安京に近く、山陽道のӺՈがあったとされる場所にも近い。中世でも当

時の幹線道路であった西国街道や淀川の水運をར用して栄え、その立地৚݅を活かして人や物ࢿが集

まる場所ͩったといえよう。

　梶原西遺跡の所在する高槻市は大阪府北東部にあり、ちΐうど大阪と京都の中間に位置する。北は

京都府ُ岡市及び京都市西京区、東は島本ொ、南は淀川をִててຕ方市と৸԰川市、西は茨木市と摂

津市に઀している。近年は交通のརศ性の良さからもベッυタ΢ンとして発లし、人口35ສ人を๊え、

。市、東大阪市とฒび、中֩都市として஌られるࡖ

　北半部は୮೾高地からଓく標高 200 ｍ以上の北摂山地が形成され、南半部には大阪平໺の北部を形

成する、標高 10ｍ以下の淀川௿地が広がる。北摂山地と淀川௿地の間にはٰྕ地が広がり、西側で

は෋田୆地がઉ状に南にಥき出ている。北摂山地から南にྲྀれࠐΉ川は中央がև川、その東がᐻඌ川

で、南下して淀川に合ྲྀする。これらの河川やそのྲྀࢧの൙ཞ、ଯੵ作用で形成されたԭੵ௿地が生

産やॅډの主要地域となり、梶原西遺跡もこのԭੵ௿地に立地する。梶原西遺跡のおおよその標高は5.0

～ 8.0 ｍであり、北の山裾から南の淀川にΉかって௿くなる。

　調査区の西をྲྀれるᐻඌ川は、北摂山地のϙンϙン山東部を源として南に޲かい、成合谷の谷ఈ平

໺を形成する。淀川௿地にでると山地の裾をめ͙るように南東にྲྀれ、萩之庄付近で۶曲して、࠶び

南下する。しかし、ઔ状地の広がり方や౳高線のೖり方から、本དྷのᐻඌ川は۶曲せずそのまま南下

して分ྲྀやҠಈを܁りฦし、周辺に土砂をଯੵさせていたであろう。当遺跡西にある安満遺跡でも、

弥生時代の集落が東にҠಈすることが஌られており、その原Ҽの一つとしてᐻඌ川のҠಈがあげられ

る。ᐻඌ川は、ある時期に人ҝ的にྲྀ路がݻ定されたと推測できる。

　そのྲྀ路がいつݻ定されたかは明らかでない。しかし、周辺は室ொ時代前期までय़日大社安満庄と

して存ଓし、15世紀前期には安満ଜ市場が成立していることが文献でも஌られている。ߞ地։発の్

上で、ߞ地をकるために人工的なݻ定化が行われたと考えられる。

　人工的なఅ๷によるݻ定化によりఅ内の土砂がଯੵし、൙ཞのݥة性が૿すと࠶びఅ๷をかさ上げ

することが܁りฦされた結果、ᐻඌ川はఱ井川化した。よって、現在はᐻඌ川からの取水は行われて

おらず、農業用水も淀川の水をϙンプアップして用水路に取りೖれている。そのため、ᐻඌ川東؛の

梶原西地域では用水路がॎ横に存在している。当調査区でも南北、東西に多਺の用水路が走り、１区

などは用水路によって遺構面が֧ཚされている。

ʕ　8　ʕ



WW

西
国
街
道

ɾՃච޻ʮཎʯΛՃߦ౔஍ཧӃฏ੒��೥݄̒１೔ൃࠃ

্຀Ҩ੻

੢Ҩ੻ݪֿ

ਆ಺Ҩ੻

Ҩ੻ݪֿ

ೆҨ੻ݪֿ

Ҫ৲Ҩ੻

௩ܦݪֿ

੻༽נݪֿ

੻ࣉݪֿ

๺Ҩ੻ݪֿ

܈෿ݹݪֿ

ഡ೭ঙנ༼੻

ഡ೭ঙݹ෿܈

ഡ೭ঙҨ੻

҆ຬݹࢁ෿܈

҆ຬݹࢁٶ෿

ഡ೭ঙೆҨ੻

๏রݹࣉ෿

๏রࣉҨ੻ɾ༼੻

҆ຬҨ੻

ճͷௐࠪ۠ࠓ

໳੻ʣؔݪ୆৔੻ʢֿݪֿ

� ���N	�������


（２） 歴史的環境（第４図）
　高槻市域の遺跡分布はٰྕ地帯を南北にྲྀれるև川により、東西に二分できる。梶原西遺跡の所在

する東部の遺跡、史跡について主に概؍する。

　

　旧石器・縄文時代　چ石器時代の遺跡は主にև川西؛の௿位段ٰやٰྕ部に分布する。܊Ո今城遺

跡や、܊Ո本ொ遺跡、津ϊ江南遺跡で᛽群やφΠϑ形石器などの石器が出土している。

　ೄ文時代になると、やや遺跡਺が૿える。淀川の自然అ๷上にある大塚遺跡や柱本遺跡で早期、前

期の北ന川下層式などの土器が出土する。中期ではٰྕԑ辺では塚穴遺跡やఱ神山遺跡がある。後期

はև川遺跡や、宮田遺跡、上田部遺跡౳が出現する。և川遺跡では定ॅがよりਐんͩことがうかがえ

る。ൖೖ土器も認められる。൩期になると遺跡਺はඈ༂的に૿Ճし、安満遺跡、宮田遺跡、ౢ 上܊ᦰ跡、

大塚遺跡౳でऴ຤期の長原式土器などみられる。

　弥生時代　梶原西遺跡より西へ約 0.5ᶳの安満遺跡は、ೄ文時代から中世にかけての遺跡である。な

かでも、ত和 40年代からの発掘調査によって、環濠を伴う大規模な集落や、水田遺構、100 基以上

の方形周溝墓などの墓域を検出したことから、近畿の弥生時代を代表する遺跡として広く஌られる。

　安満遺跡は前期には集落を形成し、これをғんで水田、用水路、ԃなどが作られ、農ߞ۩などの木

製品が出土したことから、早くよりҴ作を։࢝したことが分かっている。前期の集落遺跡は他に、津

ϊ江南遺跡、上田部遺跡、և川遺跡、大蔵࢘遺跡などがあるが、環濠は認められない。

ୈ４図ɹपลҨ੻図
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　中期になると安満遺跡は集落が東西に分ڊ、ࢄ大化する。遺跡東方には 50基௒の方形周溝墓が２

群に分かれて形成される。また、中期後半には西方にも墓域が形成される（第５章第１節参照）。高槻

市の東୺から島本ொでは、やはり山裾の微高地部に中期前半の方形周溝墓群を༗する神内遺跡がある。

୦穴ॅډ 10౩と方形周溝墓 20基がみつかっており、墓域はさらに広がると༧測される。現在は神南

උのై跡として、一部公Ԃとして整උされている。

୛山南遺跡など平໺部での遺跡の૿ՃがਐΉとともに、ٰྕ部でもఱ神山遺跡のような遺跡がみߚ　

られるようになる。

　後期には古曽部・ࣳ谷遺跡౳の高地性集落や安満遺跡の東ඌࠜ上に見ுり場的な萩之庄遺跡が出現

し、後期後半にこれらがऴଉすると、大形高地性集落のߚ୛山遺跡がӦまれる。և川周辺ではౢ上܊

ᦰ跡、և川遺跡などの集落がӦまれる。

　古墳時代　萩之庄遺跡では、古෿時代前期の古෿が２基確認され、１号෿は୦穴式石室内部に粘土

চと割竹形木棺をもつ構଄である。

　萩之庄古෿より南西に位置する安満宮山古෿は、淀川から大阪湾を見౉すことのできる場所に位置

する、最古ڃの古෿である。中国ᲇの年号である੨ཾ３（235）年໏の方格規ۣ神्鏡と三角ԑ神्

鏡５面が出土している。他に大規模古෿としては、前期から中期のหఱ山古෿や܊Ո車塚古෿があげ

られる。

　後期になるとև川ӈ؛の平໺部に今城塚古෿がஙかれる。また、ٰྕࣼ面から裾部にかけて群集෿

がஙかれるようになる。安満山古෿では 40基ڧ、൬खై古෿では３基、梶原古෿群では 25基の横穴

式石室をもつԁ෿が確認される。അ۩やమ製品など多様な副૴品が出土している。

　集落は古෿時代前期には、梶原西遺跡の東に位置する上຀遺跡や井尻遺跡、梶原南遺跡で検出され

ている。後期には梶原遺跡で୦穴建物や掘立柱建物がみつかっている。

　古代・中世　ౢ上܊ᦰ跡は畿内で最ॳに確認された܊ᦰ跡である。ಸ良時代から平安時代にかけて、

遺跡の南側を山陽道が通り、その北側に܊ிや܊寺（և川ഇ寺）がある。隣઀する܊Ո今城遺跡は܊

ᦰ׭人のॅډ域と考えられているが、平安時代中ࠒにはফࣦする。また、܊Ո川西遺跡の調査から、

萩之庄南遺跡、安満遺跡の北側を山陽道が通っていたことが൑明している。安満遺跡や܊Ո川西遺跡

などの集落遺跡は、この山陽道のԑ辺に位置している。しかしながら、これらの集落も中心がҠಈし

ていく޲܏が認められる。

　ఱ長９(832) 年、ౢ上܊の安満を中心にఱߖՈྖࢲである、223 าの௘使田がおかれた。これは中

世期には、य़日大社安満庄に変๴する。

　12世紀にೖると、܊Ո今城遺跡がഇઈ後、西に宮田遺跡が出現する。宮田遺跡は３つの群に大別で

き、それͧれに฼԰と副԰、ࡤ、井戸、土坑墓などをもつ԰ෑ地が形成される。

　古代຤以߱、山陽道のԑ辺のみならず、淀川の൙ཞ原にも集落が଄られるようになる。上຀遺跡は

国ᦰྖで、その名の通りഅをࣂっていた຀と推定される。同時に、平安時代以߱、淀川は運河の։削

によって瀬戸内水運と直઀結ばれ、人のԟདྷや物ࢿの運ൖにॏ要な໾割を果たした。

　上຀遺跡、それと隣઀する井尻遺跡では、ಸ良時代から平安時代の掘立柱建物がまとまって検出され、

区画溝や੨磁࿸などを副૴する土ᆮ墓などもみつかっていることから、԰ෑ地を形成し、集落が存在

していたことが明らかである。

　梶原西遺跡の北 0.5ᶳの山地ࣼ面から山裾には、7世紀中葉から８世紀中葉と目される梶原寺跡と梶
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原瓦窯跡がある。梶原寺・梶原瓦窯跡は正૔Ӄ文書に記載があり、ఱ平উๅ９（757）年摂津৬解では、

଄東大寺࢘がଠ੓׭府によって摂津৬に命じ、摂津৬から梶原寺に東大寺大෹఼า࿓用の瓦 4000 ຕ

の製作をґཔしている。この文書からಸ良時代に梶原寺と瓦窯があり、東大寺などからも受஫を受け

る連ଓ的な瓦生産が行われていたことが明らかである。

　梶原寺は以前から梶原一丁目の畑山神社境内付近と推定されてきたが、発掘調査でૐ๥とされる２

間ʷ７間の掘立柱建物などが発見され、́ ΅確定された。現在も境内には建物の礎石が࢒されている（写

真 11～ 13）。

　梶原瓦窯跡では７世紀中葉の地下式ᜯ窯３基、半地下式ᜯ窯１基、８世紀前半のロストル式平窯１

基が検出された。瓦は淀川から木津川を通ってಸ良へ運ばれたと考えられる。梶原瓦窯跡は名神高速

道路建設工事に伴って発掘調査されたが、現在は説明板が࢒るのみで面影をとどめていない（写真 14

～ 16）。

　梶原南遺跡はಸ良時代を中心とする集落遺跡で、18౩の掘立柱建物を検出している。「新԰टԵᩬ」

という木؆や製Ԙ土器、ர଄関連遺物も出土しており、梶原寺などと関連した古代のॅډ域を考える

上で、ڵ味深い。

　中世以降　安満遺跡や上຀遺跡では 13世紀から 15世紀の集落が確認されており、安満ϊ庄、萩ϊ

庄といった૳Ԃの存在も文献から確認されている。෢࢜の૳Ԃࢧ配がਐみ、この地域では真上氏、溝

Ո人としてޚՈ人として੎力を;るった。鎌૔時代຤、真上氏が໓びるとև川氏が西国ޚ氏が༗力ࡠ

୆頭してくる。その後も三޷氏、高山氏らのઓ国大名へとࢧ配は受けܧがれ、高槻市域は全国ࢧ配の

下に組みࠐまれていくのである。
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第３章　調査成果

第１節 　基本層序（第５～８図）

　第２章の地理的環境でも述べたように、調査区は、北摂山地の山裾から下߱するᐻඌ川によって形

成されたԭੵ地に立地する。北摂山地が北に、淀川が南に位置しており、調査区は北から南へ௿くな

る。第５図をみても、北の１区は現地標高が 8.4 ｍ前後で、中央域の６－２区では 7.9 ～ 8.1 ｍ前後、

南の 12－２区では 7.2 ｍ前後とঃ々に௿くなるのがಡみ取れる。また、東西では東から西へ௿くなる

。をもつが、南北΄どൺ高ࠩは顕ஶでない޲܏

　南北約 240 ｍ、東西約 40ｍの調査区ൣғでの地層ଯੵ状況を把握できるように、東西、南北それ

ͧれ調査区֎周にഉ水の機ೳも݉Ͷて側溝を掘削し、壁面で土層を࡯؍する断面調査を行った。

　東西断面については調査区がి車の線路や市道によって大きくは３つに分断される。よって、１区、

２－２区、５区を連ଓする南壁（̭ � － 126
135 ～－ 126
140 付近）と、６－１区、７区、６－

２区を連ଓする北壁（̭ �－ 126
155 ～－ 126
160 付近）、６－２区の南壁（̭ �－ 126
200 ～－

126
210付近）、12区の北壁（̭�－126
230～－126
235付近）といった20～50ｍ཭れた４Օ所で、

調査区の東西෯約 40ｍにわたる連ଓした断面の࡯؍調査を行い、写真撮影と断面図を作成した。

　本報告書では、その中で最も௿位まで掘削していることから、６－２区南壁の東西断面図をબ୒して、

ѹ縮表現して掲載した（第６図）。

　南北断面は調査区の東୺、西୺それͧれを通して実測するように౒めた（東୺は ̮ � － 32
210 ～

－ 32
220 付近、西୺は ̮ � － 32
250 ～－ 32
260 付近）。南北断面図（第７・８図）は全調査区の

東壁（たͩし、１－３区のみ西壁）をந出し、ѹ縮表現したものである。

　੝土や包含層のްさなどは場所によってҧいはあるものの、基本層序はおおΉͶ３層に大別できる。

基本層序模式図（第５図）にैって、各層の説明を行う。

　・ද౔૚・੝౔૚…چ作土の上に෴われた表土や୐地଄成の際に੝られた近現代の土を指す。砂᛽

やࡅ石を含Ή、փ׊色やԫ׊色のγルト層などである。機械にて掘削した。

　΄とんどの調査区ではްさ0.1～0.3ｍ程であるが、୐地ͩった１－２～１－５区などでは0.8～1.0

ｍ、工場用地ͩった 12－２区の南側では、0.6 ～ 0.8 ｍとްかった。そのため、１－３区は現地標高

も઀する南の６－１区、６－２区とൺֱしてもかなり高く、9.0 ｍ前後ある。

.作土を示す。T.Pߞ౔૚…近現代の࡞چ・　 ʴ 8.0 ～ 8.2 ｍ前後でみられる。主にփ色᛽ࠞじりγルト

層である。機械にて掘削した。主に北部域でみられた。この下層にްさ約 0.05 ｍのচ土がみられるՕ

所もある。

　・ୈ̍૚…主に近世以߱のߞ作土層を示す。2.5 ̮ 6�4 にぶいԫ色のૈ砂から小᛽を多く含Ήγル

トをベース土とする。ベース土中にマンΨンを含༗するためか、ベース土中に஡׊色のൗ点状のもの

が認められる。ްさ 0.1 ～ 0.2 ｍであり、機械にて掘削した。

　第１層と第２層の間に、0.05 ｍ΄どのްさで、間層として੨փ色砂᛽ࠞじりγルトのচ土がみられ

る場合もある。また、マンΨンの含༗量などによって、第１層をさらに細かく分層することもՄೳで

ある。調査区全域でみられたが特に中央部域の６－２区中央でްくଯੵする。わずかに近世陶磁器な
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どを含Ή。

　・ୈ̎૚…第１層をআڈすると、2.5 ̮ 6�2 փԫ׊色ૈ砂から小᛽ࠞじりのγルトや、10̮ 6�1 փ

色γルトをベース土とする第２層を検出した。第２層上面で南北方޲や東西方޲のঅ溝を多਺検出し

たが、これは第１層の下面遺構と考えられる。ްさ 0.1 ～ 0.5 ｍである。

　΄΅全域で認められるが、調査個所によって第２層のްさはްい、ബいのࠩが認められる。

　第２層のଯੵがްいところでは、層中にマンΨンൗが顕ஶにみられる。第２層を、マンΨンൗが多

いためࢎ化の状ଶによって஡׊色がかってみえる上層と、マンΨンൗがগないため੨փ色がかってみ

える下層の、２層に分層することもՄೳである。গ量であるが、中世後半以߱の遺物を包含する。２

－１区や 12－２区など調査区東半でଯੵがްい޲܏がある。

　・ୈ̏૚…主要遺構面を形成する土৕層である。΄΅全域で認められる。10̮Ｒ 5�1 փ色γルト׊

から 10̮Ｒ 6�2 փԫ׊色の、γルトからۃ細砂をベースとする。層のްさは 0.1 ～ 0.3 ｍである。

　この層の上面、あるいは下面から遺構を多਺検出した。弥生時代から古代の遺物を包含し、古代以

前の遺構面と考えられる。北の１区では T.P. ʴ 7.8 ｍ、南の 12 区では T.P. ʴ 5.8 ｍと、調査区の୺

と୺では標高ࠩは２ｍに及ぶ。

　長時期にわたる遺物を含Ήが、量的に多いのは９世紀から 11世紀の古代の遺物である。

　

　以下の層は、12－２区の中央より南から落ちる谷にଯੵする層である（第８図）。

　・黒色γルト層（弥生遺物包含層）…10̮Ｒ 4�1 փ色γルトでやや֧፩されている。弥生時代中׊

期の土器のഁ片が出土した。

　・փ色γルト層…12－２区の南半、̭ �－ 126
170 以南からは急ܹに落ちࠐΉ。その谷部分にփ

色γルト層および黒色γルト層がްくଯੵする。10̮Ｒ 5�1 փ色γルトもしくは׊ 2.5 ̮ 5�2 ҉փ

ԫ色γルトで層ްは 0.2 ～ 0.6 ｍに及ぶ。

　・黒色γルト層…փ色γルト層と黒色γルト層は帯状にޓ層になって３層ずつଯੵする。10 ̮Ｒ

3�2 黒׊色γルトもしくは 2.5 ̮ 3�1 黒׊色γルトで、層ްは 0. １～ 0.2 ｍに及ぶ。

　

　第５～８図を参照すると、山側にあたる最北部の１区では現地標高は 8.4 ｍ前後で、੝土のްい１

－３区をআいては最も高く、地山面の標高も 7.8 ｍ前後である。

　北から南にいくにつれ、標高は次第に௿くなる ( 第７・８図 )。؇やかな地形のࣼ܏以֎にも、６－

２区の中央から約 40ｍにわたって（̭ �－ 126
180 以南）段状に落ちる地形がみてとれ、௿い部分

の地山面標高は 7.2 ｍである。段落ちした௿地部分には、փ色γルトなどの第２層がްくଯੵする。

　さらに南にਐんで、阪急ి車以南の 12区、13区、14 区でもその޲܏はଓき、12－１区北୺では

地山面の標高は 6.7 ｍであるが、12 －２区の中央辺りでは 6.0 ｍ前後となる。̭ �－ 126
270 以南

になると急ܹに落ちࠐΉ谷地形となり、最௿標高は 4.0 ｍまで下がる。

　第３層の下層は、12区で東西北୺に部分的にトレンνを設定した。T.P. ʴ 5.0 ｍ前後まで掘削して、

地山より下層の層序の確認を行った。ઙ瀬状のところで部分的に଍跡などを検出したが、΄とんどは

自然ଯੵ層であった。

　12区のトレンν調査の最下層で、最௿部の 12－２区南東部で大きな地層のずれ（断層）や、ӷ状

化現৅による෿砂などの地震ࠟ跡も確認した（写真図版 43－３）。
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１　10:35�2փԫ׊小᛽ࠞじりγルト～細砂ʹ表土層
２　10:5�1փ小᛽ࠞじりγルト～ۃ細砂ʹ現代作土層
３　10:36�6明ԫૈ׊砂～小᛽多く含Ήγルト～細砂ʹ現代চ土
４　2.5:5�3ԫૈ׊砂～小᛽多く含Ήγルト～細砂ʹ第１層
５　10:34�2փԫૈ׊砂～小᛽ࠞじりγルトʹ第３層
６　2.5:6�2փԫૈ砂～小᛽ࠞじりγルト～ۃ細砂ʹ第１層作土層
７　2.5:6�2փԫૈ砂ࠞじりγルト～ۃ細砂ʹ第１層作土層
８　2.5:6�1ԫփૈ砂ࠞじりγルトʹ第２層作土層
９　10:6�1փૈ砂ࠞじりγルトʹ第２層作土層
10　/5�0փγルトʹ土৕化層
11　/4�0փ中砂～ૈ砂ࠞじりγルトʹ土৕化層
12　2.5:7�2փԫ中砂ࠞじりγルト～ۃ細砂
13　5:6�1փγルト36　5:5�1փγルト（2.5:7�6明ԫ׊γルトϒロック含Ή）
14　5:5�1փγルト（2.5:7�6明ԫ׊γルトϒロック含Ή）
15　10:34�2փԫૈ׊砂ࠞじりγルト（2.5:6�6明ԫ׊γルトϒロック含Ή）
16　10:34�2փԫૈ׊砂ࠞじりγルトと2.5:6�6明ԫ׊γルトがϒロック状にࠞじる
17　10:35�3にぶいԫ׊γルト～ۃ細砂ʹ第３層
18　10:35�2փԫ׊γルト～ۃ細砂
19　2.5:6�3にぶいԫૈ砂ࠞじりγルト～細砂ʹऑく土৕化
20　10:35�3にぶいԫૈ׊砂ࠞじりγルト～ۃ細砂　（160・161土坑の１）

21　5:4�1փγルトʹ黒色土৕化　（160・161土坑の２）
22　5:5�1փγルト～ۃ細砂　（160・161土坑の３）
23　2.5:5�1ԫփγルト～ۃ細砂　（160・161土坑の４）
24　2.5:7�2փԫγルト
25　/5�0փ粘土～γルト（炭細片গし含Ή）　（160・161土坑の５）
26　2.5:6�6明ԫ׊γルトと5:4�1փγルトがϒロック状にࠞじる　（160・161土坑の６）
27　10:35�1ԫփγルト～ۃ細砂　（161土坑）
28　2.5:5�2҉փԫૈ砂ࠞじりγルト
́（細砂のϒロック含Ήۃ～2.5:6�4にぶいԫγルト）細砂ۃ～　　 １層系か
29　2.5:6�1ԫփૈ砂ࠞじりγルト～ۃ細砂ʹ18と同一層
30　/6�1փ粘土～γルト　やや黒色を帯びる
31　2.5:5�2҉փԫૈ砂ࠞじりγルト～ۃ細砂
32　2.5:5�1ԫփγルトと2.5:6�6明ԫ׊γルトがϒロック状にࠞじる
33　2.5:5�1ԫփૈ砂ࠞじりγルトがϒロック状にࠞじる
34　2.5:4�2҉փԫγルト～ۃ細砂と2.5:明ԫ׊γルトがϒロック状にࠞじる
35　2.5:5�3ԫ׊γルト～ۃ細砂
̖　 2.5:7�4ઙԫૈ砂ࠞじりγルト～ۃ細砂
̗　 5:7�2փന細砂～中砂
̘　 5:7�1փനγルト
̙　 5:7�2փന細砂～中砂
̚　 7.5:5�1փૈ砂～小᛽

　この地震ࠟ跡は、断層の࢝まる層序から類推すると、中世以߱の地震と考えられる。༗名なもので

はܚ長の大地震になるՄೳ性もあるが断定はできなかった。６－２区では第２層や第３層で、地震に

よると思われる変形が生じた土坑もෳ਺検出した。地震も一度でなく、਺回にわたって起こったとも

考えられる。

　砂᛽層に人やڇが౿みࠐんで生じた଍跡が࢒る଺水ଯੵ層も確認できたが、΄とんどは୶փ׊色細

砂からૈ砂の砂᛽層、さらに下層はփ色γルトや黒色γルトから粘質土に自然木などの༗機物がࠞじ

る、ߑ水などのྲྀ水による自然ଯੵ層となる。

　断層で落ちࠐんͩ T.P. ʴ 5.7 ～ 5.8 ｍの黒色γルト層内で弥生土器を含Ή層を確認したのが、含༗

遺物層の最௿位レベルとなる。

　以上のような層序を確認した。このうち、機械掘削をऴྃした第２層上面ではঅ溝を多਺検出したが、

状況により平面実測を行った場合と行わなかった場合がある。第２層を掘削して第３層上面で遺構の

検出を試みた。遺構面としては、第３層下面で空撮を行った。この遺構面で、方形周溝墓、柱穴や溝、

土坑、井戸౳を多਺検出した。

ୈ̒図ɹ౦੢นஅ໘図
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１　10:35�3にぶいԫૈ׊砂～小᛽ࠞじりγルト～細砂ʹ表土層
２　10:35�1փ小᛽ࠞじりγルト～細砂ʹ現代作土層
３　2.5:6�4にぶいԫૈ砂～小᛽ࠞじりγルト～ۃ細砂ʹ第１層作土層
４　2.5:6�3にぶいԫૈ砂～小᛽非常に多く含Ήγルト～細砂ʹ第１層作土層
５　2.5: 6�2փԫૈ砂～小᛽多く含Ήγルト～ۃ細砂ʹ第１層作土層
５`   2.5:6�4にぶいԫૈ砂～小᛽多く含Ήγルト～細砂ʹ第１層ʹ作土層
６　10:36�2փԫૈ׊砂～小᛽ࠞじりγルト～ۃ細砂ʹ第２層作層
７　10:35�2փԫ׊小᛽ࠞじりγルト～ۃ細砂ʹ第２層作土層
８　７に第３層の小ϒロック含Ή
９　2.5:6�2փԫ小᛽多く含Ήγルトʹ第２層作土層
10   10:36�2փԫૈ׊砂～小᛽ࠞじりγルト（細砂～ૈ砂・小᛽のϒロック多く含Ή）
10`　2.5:5�1ԫૈ׊砂～小᛽多量に含Ήγルト（マンΨン多量に௜ண）́ 作土層
11　2.5:5�1ԫૈ׊砂～小᛽ࠞじりγルト（マンΨン多く௜ண）́ 作土層
12　5:6�1փૈ砂ࠞじりγルトʹ作土層
13　10:37�2にぶいԫᒵૈ砂～小᛽ࠞじりγルト
14　2.5:7�1փന小᛽ࠞじりγルト
15　2.5:6�3にぶいԫۃ細砂～細砂含Ήγルトʹଯੵ層か
փγルトʹ土৕層か׊5:34�1　16
̖　 2.5:6�6明ԫ׊γルト～ۃ細砂
̗　 2.5:6�8明ԫ׊γルト～細砂
̘　10:36�3にぶいԫᒵ2.5:7�1փന౳γルトࠞじり細砂～ૈ砂・小᛽
17　2.5:6�6明ԫ׊中砂～ૈ砂、小᛽とγルトがϒロック状にࠞ͟る
18　2.5:6�1ԫփ小᛽ࠞじりγルトʹ੝土層または作土層（ʹ7の土色質が変化）
19　5:6�1փૈ砂ࠞじりγルト�作土層( ʹ11の土色質が変化）
20　101:36�2փԫૈ׊砂～小᛽ࠞじりγルト（γルトの小ϒロック多く含Ή）́ ੝土層
փૈ砂～小᛽ࠞじりγルト（ʹ12の土色質が変化）׊10:36�1　21
փૈ砂～小᛽多く含Ήγルト׊10:35�1　22
細砂ۃ～փૈ砂～小᛽ࠞじりγルト׊10:35�1　23
24　2.5:4�1ԫփγルト
25　24に2.5:6�6明ԫ׊γルト～ۃ細砂のϒロック多く含Ή
26　10:34�2փԫૈ׊砂ࠞじりγルトʹ੝土層
27　10:35�3にぶいԫૈ׊砂ࠞじりγルト～ۃ細砂ʹ੝土層
28　10:33�2黒ૈ׊砂～小᛽ࠞじりγルトʹ੝土層
29　10:35�2փԫૈ׊砂ࠞじりγルト～ۃ細砂ʹ੝土

30　10:37�4にぶいԫᒵγルト～ۃ細砂ʹ੝土層
31　10:35�2փԫૈ׊砂ࠞじりγルト～ۃ細砂ʹ第３層　
32　10:34�3にぶいԫૈ׊砂～小᛽を非常に多く含Ήγルト～細砂（273周溝）
砂～小᛽を非常に多く含Ήγルト～細（273周溝）ૈ׊10:34�4　33
細砂（273周溝）ۃ～砂～小᛽多く含Ήγルトૈ׊10:34�4　34
35　10:34�2փԫૈ׊砂～小᛽ࠞじりγルト～ۃ細砂（273周溝）
36　10:34�3にぶいԫૈ׊砂～小᛽ࠞじりγルト（273周溝）
37　10:36�3にぶいԫᒵγルト～ۃ細砂（273周溝）
38　2.5:6�2փԫγルト～ۃ細砂（273周溝）
39　2.5:6�4にぶいԫ細砂～ૈ砂・小᛽とγルトがϒロック状にࠞじる（273周溝）
40　2.5:6�2փԫૈ砂～小᛽ࠞじりγルト（273周溝）
41　2.5:6�1ԫփγルトとۃ細砂がϒロック状にࠞじる（273周溝）
42　2.5:5�2҉փԫૈ砂～小᛽とγルトがϒロック状にࠞじる（273周溝）
43　10:34�3にぶいԫૈ׊砂～小᛽ࠞじりγルト～ۃ細砂（240周溝）
細砂（240周溝）ۃ～砂～小᛽多く含Ήγルトૈ׊10:34�4　44
45　10:34�2փԫૈ׊砂～小᛽多く含Ήγルト～細砂（240周溝）
46　10:34�2փԫૈ׊砂ࠞじりγルト～ۃ細砂（240周溝）
47　2.5:5�4ԫૈ׊砂ࠞじりγルト～ۃ細砂（240周溝）
48　2.5:6�2փԫૈ砂～小᛽多く含Ήγルト～ۃ細砂（240周溝）
49　2.5:6�4にぶいԫγルト～ۃ細砂（γルトϒロック多く含Ή）（240周溝）
50　2.5:6�2փԫૈ砂ࠞじりγルト～ۃ細砂（小ϒロック多く含Ή）（240周溝）
51　2.5:5�1ԫփγルト（ۃ細砂の小ϒロックগし含Ή）（240周溝）
52　5:5�1փ細砂～ૈ砂小᛽と5:7�1փനγルト～ۃ細砂がϒロック状にࠞじる（240周溝）
53　10:35�3にぶいԫૈ׊砂～小᛽ࠞじりγルト～ۃ細砂（260周溝）
砂～小᛽多く含Ήγルト（260周溝）ૈ׊10:34�4　54
55　10:33�2黒ૈ׊砂～小᛽非常に多く含Ήγルト～ۃ細砂（260周溝）
56　10:35�4にぶいԫૈ׊砂ࠞじりγルト～細砂（260周溝）
細砂（260周溝）ۃ～փγルト׊10:35�1　57
58　10:36�4にぶいԫᒵγルト～細砂（260周溝）
փγルト（260周溝）׊10:34�1　59
60　2.5:6�2փԫγルト　5:7�2փനγルト　2.5:6�2փԫ細砂～ૈ砂、小᛽　5:3�1オリーϒ黒
　　γルトϒロックࠞじる（260周溝）

61　2.5:6�2փԫγルト　（260周溝）
62　10:34�3にぶいԫૈ׊砂～小᛽多く含Ήγルト～細砂（276溝）
63　10:34�3にぶいԫૈ׊砂～小᛽非常に多く含Ήγルト～細砂（276溝）
64　10:33�2黒ૈ׊砂～小᛽非常に多く含Ήγルト～細砂
65　10:35�2փԫૈ׊砂・小᛽非常に多く含Ήγルト～細砂
փૈ砂・小᛽多く含Ήγルト～細砂׊10:35�1　66
 փૈ砂ࠞじりγルト～細砂׊10:35�1　67
68　2.5:5�1ԫփૈ砂ࠞじりγルト（2.5:6�6明ԫ׊γルトの小ϒロックগし含Ή）
69　2.5:6�4にぶいԫγルト～ۃ細砂
70　5#4�1҉੨փγルト（中位に中砂～ૈ砂のラϛφ）
71　5#4�1҉੨փγルト（中位に中砂～ૈ砂のラϛφ）
72　5#7�1明੨փۃ細砂（γルトϒロック含Ή）
73　5#4�1҉੨փૈ砂～小᛽ࠞじりγルト～細砂ʹچ表土層
74　2.5:6�2փԫૈ砂～小᛽ࠞじりγルト～細砂ʹچ作土層
75　10:35�6ԫૈ׊砂～小᛽ࠞじりγルト～細砂ʹচ土層
76　10:36�2փԫૈ׊砂～小᛽多く含Ή　γルト～細砂ʹ第１層ʹ作土層
77　10:36�3にぶいԫᒵૈ砂～小᛽ࠞじりγルト～細砂ʹ第１層ʹ作土層
փૈ砂～小᛽ࠞじりγルト～細砂ʹ第２層ʹ作土層׊10:36�1　78
79　10:35�3にぶいԫ׊γルト～ۃ細砂（10:35�2փԫ׊γルトのϒロック含Ή）
80　10:35�4にぶいԫૈ׊砂～小᛽多く含Ήγルト～細砂ʹ周溝最上層ʹ平安中期（434周溝）
81　10:35�3にぶいԫૈ׊砂～小᛽非常に多く含Ήγルト～細砂ʹ周溝上層ʹ平安中期（434周溝）
82　10:34�3にぶいԫૈ׊砂～小᛽非常に多く含Ήγルト～細砂　（434周溝）
83　10:34�2փԫૈ׊砂～小᛽非常に多く含Ήγルト～細砂（434周溝）
84　10:36�2փԫૈ׊砂～小᛽多く含Ήγルト　（434周溝）
85　2.5:5�3ԫ׊γルトࠞじり細砂～ૈ砂（小᛽含Ή）（434周溝）
86　10:33�2黒׊૆砂ࠞじりγルト～ۃ細砂
87　2.5:6�3にぶいԫૈ砂～小᛽ࠞじりγルト（2.5:5�1ԫփγルトの小ϒロック含Ή）́ ่れ
88　10:35�2փԫૈ׊砂～小᛽多く含Ήγルト～細砂（433周溝）
（433周溝）（細砂のϒロック含Ήۃ～γルト׊2.5:6�6明ԫ）փૈ砂～小᛽ࠞじりγルト～細砂׊10:34�1　89
90　2.5:6�4にぶいԫ小᛽ࠞじりγルト～ۃ細砂（10:35�2փԫ׊γルト～ۃ細砂のϒロック含Ή）（433周溝）
91　10:34�2փԫૈ׊砂～小᛽ࠞじりγルト～細砂（2.5:6�4にぶいԫγルトの小ϒロック、炭小片、土器片
        含Ή）́ 平安時代の遺構か
92　10:34�3にぶいԫૈ׊砂～小᛽多く含Ή～細砂（10世紀後葉～11世紀前葉の土器を多く含Ή）́ 周溝最上層（434周溝）

93　  10:34�2փԫૈ׊砂～小᛽多く含Ήγルト～細砂（10世紀後葉～11世紀前葉の土器を
　　   多く含Ή）́ 周溝上層（434周溝）
փૈ砂～小᛽ࠞじりγルトʹଯੵ層か（434周溝）׊10:35�1  　94
95　  10:34�3にぶいԫૈ׊砂～小᛽多く含Ήγルト～細砂（434周溝）
96　  10:33�2黒ૈ׊砂～小᛽非常に多く含Ήγルト～細砂（434周溝）
砂～小᛽多く含Ήγルト～細砂（434周溝）ૈ׊10:33�3҉  　97
98　  10:33�2黒ૈ׊砂～小᛽多く含Ήγルト～細砂（434周溝）
փૈ砂～小᛽多く含Ήγルト～細砂（434周溝）׊10:34�1  　99
100　10:35�2փԫૈ׊砂～小᛽多く含Ήγルト～中砂（434周溝）
砂～小᛽多く含Ήγルト～細砂　（434周溝）ૈ׊10:34�4　101
102　10:35�4にぶいԫૈ׊砂～小᛽多く含Ήγルト～細砂（434周溝）
103　10:32�1黒ૈ砂～小᛽ࠞじりγルトʹଯੵ層か　（434周溝）
104　10:33�1黒ૈ׊砂～小᛽ࠞじりγルトʹଯੵ層　（434周溝）
105　2.5:6�3にぶいԫૈ砂～小᛽ࠞじりγルト（2.5:5�1ԫփγルトの小ϒロックを含Ή）
106　2.5:5�1ԫփૈ砂～小᛽ࠞじりγルトʹଯੵ層　（434周溝）
107　2.5:6�4にぶいԫ中砂～ૈ砂ࠞじりγルト～ۃ細砂ʹ基൫層の่れ（434周溝）
108　10:36�2փԫ׊γルトࠞじり細砂～ૈ砂（小᛽含Ή）́ 基൫層の่れ（434周溝）
109　2.5:5�1ԫփγルトࠞじり細砂～中砂（ૈ砂～小᛽、γルトの小ϒロック含Ή）（434周溝）
110　2.5:5�2҉փԫ細砂～ૈ砂・小᛽（ラϛφあり）　（434周溝）
111　/4�0փ・2.5:6�1ԫփγルトʹଯੵ層　（434周溝）
112　2.5:6�1ԫփγルトࠞじり細砂～ૈ砂・小᛽（γルトの小ϒロック含Ή）（434周溝）
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33　2.5:5�2҉փԫૈ砂～᛽ࠞじりγルトʹߞ土層（第１層）
34　2.5:5�3ԫૈ׊砂ࠞじりγルト　マンΨンൗありʹ第２層
γルト　マンΨンൗありʹ第２層上層׊10:34�4　35
36　2.5:6�3にぶいԫγルト　マンΨンൗあり　੨っΆくみえる層ʹ第２層中層
37　5:4�2փオリーϒγルト　੨っΆくみえる層ʹ第２層下層
38　2.5:4�2҉փԫγルト
39　2.5:4�3オリーϒ׊γルト
փγルト׊10:35�1　40
41　10:35�2փԫ׊γルト   
42　2.5:5�2҉փԫ細砂～γルト
43　5:5�1փγルト
44　7.5:4�1փγルト
45　7.5:3�2オリーϒ黒γルト　༗機物含Ή　境界には7.5:5�1փγルトがうすくଯੵする
46　7.5:3�1オリーϒ黒γルト　༗機物含Ή
47　5:3�2オリーϒ黒γルト　（砂ࠞじり）
48　5:3�2オリーϒ黒γルト　（砂ࠞじり）
49　5:6�2փオリーϒ細砂　粒ܘきわめて細かい
細砂ࠞじりγルト　（遺構埋土）׊10:34�4　50
γルト　（遺構埋土）׊10:34�6　51
52　5:3�1オリーϒ黒γルトに2.5:5�1ԫփγルトの細かいϒロック含Ή　（遺構埋土）

21　/5�0փγルトʹ土৕化
22　7.5:6�1փγルト～ۃ細砂
23　/4�0փ中砂～ૈ砂ࠞじりγルトʹ土৕化
24　7.5:5�1փγルトʹ溝
25　2.5:5�1ԫփγルト～ۃ細砂　（地震変形土坑）
26　/5�0փγルト　（地震変形土坑）
27　7.5:6�1փγルト～ۃ細砂　（地震変形土坑）
28　 /4�0փ中砂～ૈ砂ࠞじりγルトʹ土৕化　（地震変形土坑）
29　5:7�2փനγルト～細砂ʹ基൫層と同一　（地震変形土坑）
30　5:5�1փ中砂～ૈ砂・小᛽ʹ基൫層と同一　（地震変形土坑）
փૈ砂ࠞじりγルト　（地震変形土坑）׊10:34�1　31
32　10:35�2փԫૈ׊砂ࠞじりγルトと2.5:6�4にぶいԫࠞじり
        γルトがϒロック状にࠞじる

73　2.5:6�3にぶいԫγルト
փγルト׊10:35�1　74
փγルト　やや᎟፩されたように見受けられる׊10:34�1　75
　　（黒色ベルト層第１層）
76　2.5:4�2҉փԫγルト　（黒色ベルト層第３層）
77　5:3�1オリーϒ黒γルト　21層と22層の間層に5:5�1փγルトがബくೖる
78　2.5:3�2黒׊γルト　22層と10層の間層に5:5�1փγルトがബくೖる
　　（黒色ベルト層第４層）
79　2.5:4�4オリーϒ׊γルト　（ܣ）
80　2.5:5�3ԫ׊γルト　（ܣ）
81　5:5�2փオリーϒγルト　マンΨンൗ含Ή　（溝埋土）
82　2.5:5�2҉փԫγルト　（溝埋土）
83　5:5�1փγルト　（溝埋土）
84　2.5:7�1փനγルト　（溝埋土） 
85　2.5:5�3ԫ׊微砂
86　10:33�2黒׊γルト
87　2.5:5�3ԫ׊᛽ࠞじりγルトʹ੝土層の一部
88　2.5:6�4にぶいԫ微砂ࠞじりγルト
89　2.5:6�2փԫγルト
90　5:5�2փオリーϒγルト
91　10:35�4にぶいԫ׊γルトʹ土坑埋土
92　10:33�2黒׊γルトʹ土坑埋土
γルト׊10:34�4　93
94　10:35�2փԫ׊γルトʹ第２層
95　5:5�2փオリーϒγルト
96　7.5:5�2փオリーϒ微砂～細砂ࠞじりγルト
97　10:33�1黒׊微砂ࠞじりγルト
98　10:35�6ԫ׊細砂～᛽
փγルト׊10:35�1　99
100　10:34�2փԫ׊γルト　（黒色ベルト層第２層）
101　7.5:4�1փγルト
102　5(:5�1オリーϒփૈ砂～᛽
103　10:33�2黒׊γルト
104　2.5:3�1黒׊γルト
105　10:32�1黒γルト  

53　2.5:5�1ԫփγルト　（遺構埋土）
փγルトʹ黒ベルト層׊10:35�1　54
55　2.5:5�1ԫփ細砂ࠞじりγルトʹ炭ࠞじりの層
56　5:4�2փオリーϒγルトࠞじり細砂～中砂
57　2.5:3�2黒׊γルト
58　5:4�2փオリーϒγルト　わずかに細砂含Ή
59　2.5:5�2҉փԫγルト
60　5:4�1փ細砂ࠞじりγルトʹࠟߌ
61　10:34�2փԫ׊γルト　（308土坑ʁ埋土）
(փγルトに5:6�1փγルトの大きなϒロックがࠞじる　（308土坑ʁ埋土׊10:34�1　62
63　10:34�2փԫ׊細砂ࠞじりγルト　（312土坑埋土）
64　2.5:4�2҉փԫγルトに᎟፩されたように10のγルト層がࠞじる　（312土坑埋土）
65　10:36�2փԫ׊γルトと2.5:5�1ԫփγルトがϒロック状にࠞじる　（312土坑埋土）
66　10:34�2փԫ׊γルト　（312土坑埋土）
67　2.5:6�2҉փԫγルトと2.5:4�1ԫփγルトが細かいϒロック状にࠞじりあう　（遺構埋土）
փγルト　（308土坑ʁ埋土）׊10:34�1　68
69　5:6�1փγルトࠞじり微砂
70　2.5:6�2փԫγルトࠞじり微砂
71　2.5:5�3ԫ׊微砂ࠞじりγルト
72　2.5:5�1ԫփγルト　やや黒色ベルト層

１　10:35�2փԫ׊小᛽ࠞじりγルト～細砂ʹ表土層
１`   10:36�1փ小᛽ࠞじりγルト～細砂ʹچ作土層
２　10:5�1փ小᛽ࠞじりγルト～ۃ細砂ʹ現代作土層
３　10:36�6明ԫૈ׊砂～小᛽多く含Ήγルト～細砂ʹ現代চ土
４　2.5:5�3ԫૈ׊砂～小᛽多く含Ήγルト～細砂ʹ第１層
５　10:34�3にぶいԫૈ׊砂～小᛽多く含Ήγルト～細砂ʹ434周溝最上層～上層
６　10:34�2փԫૈ׊砂～小᛽ࠞじりγルトʹ第３層
７　10:36�3にぶいԫᒵૈ砂～小᛽ࠞじりγルト～細砂ʹ第２層作土層
８　2.5:5�2҉փԫૈ砂～小᛽多く含Ήγルト～細砂　（地震変形土坑）
９　10:33�2黒ૈ׊砂ࠞじりγルト　（地震変形土坑）
10　2.5:6�4にぶいԫૈ砂ࠞじりγルト　（地震変形土坑）

11　2.5:6�2փԫૈ砂～小᛽非常に多く含Ήγルト～中砂　（地震変形土坑）
12　2.5:6�4にぶいԫૈ砂～小᛽ࠞじりγルト～細砂　（地震変形土坑）
13　2.5:5�3ԫૈ׊砂～小᛽ࠞじりγルト
14　2.5:5�3ԫ׊γルト
15　2.5:6�1ԫփૈ砂ࠞじりγルト～ۃ細砂ʹܣ൞੝土
16　2.5:6�2փԫૈ砂～小᛽ࠞじりγルト～ۃ細砂ʹ第１層作土層
17　2.5:6�2փԫૈ砂ࠞじりγルト～ۃ細砂ʹ第１層作土層
18　2.5:6�1ԫփૈ砂ࠞじりγルトʹ第２層作土層
19　10:6�1փૈ砂ࠞじりγルトʹ第２層作土層
20　10:5�1փγルトʹ第２層

A　2.5:6�3 にぶいԫ細砂～ૈ砂・小᛽（γルト含Ή）
#　2.5:6�6 明ԫ׊γルト
$　5:5�1 փ中砂～ૈ砂・小᛽
%　/5�6 փγルト（/3�0 ҉փγルトのラϛφあり）
& 　5:7�2 փന細砂～中砂
'　2.5:7�4 ઙԫ色ૈ砂ࠞじりγルト～ۃ細砂
( 　5:7�1 փനγルト
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１　10:33�2黒׊γルト～ۃ細砂（小᛽গし含Ή　炭小片
　　গし含Ή）
２　10:34�2փԫ׊細砂ࠞじりγルト～ۃ細砂
　　（小᛽গし含Ή）
３　10:35�3にぶいԫ׊細砂ࠞじりγルト（小᛽গし含Ή）
４　10:36�2փԫۃ׊細砂ࠞじりγルト（小᛽গし含Ή）
５　2.5:6�3にぶいԫۃ細砂～細砂
　　（γルトϒロックগし含Ή）
６　10:5�1փۃ細砂ࠞじりγルト～粘土（小᛽গし含Ή）
７　2.5:6�2փԫ細砂～ૈ砂とγルトϒロック含Ή
８　2.5:6�1ԫփૈ砂～小᛽(γルトϒロック含Ή)

1    10:33�2黒׊γルト～ۃ細砂
2    10:33�2黒׊γルト～ۃ細砂（小᛽গし含Ή　炭小片
　　গし含Ή）
3    10:34�2փԫ׊細砂ࠞじりγルト～ۃ細砂
　　（小᛽গし含Ή）
4    10:35�3にぶいԫ׊細砂ࠞじりγルト（小᛽গし含Ή）
5    10:36�2փԫۃ׊細砂ࠞじりγルト（小᛽গし含Ή）
6    2.5:6�3にぶいԫۃ細砂～細砂
　　（γルトϒロックগし含Ή）
7    10:5�1փۃ細砂ࠞじりγルト～粘土（小᛽গし含Ή）
8    10:36�1փγルト～ۃ細砂と細砂～ૈ砂がϒロック
　　状にࠞじる

１　10:35�3にぶいԫૈ׊砂～小᛽ࠞじりγルト～ۃ細砂
２　10:33�1黒ૈ׊砂～小᛽ࠞじりγルト～ۃ細砂
３　10:34�3にぶいԫ׊γルト～細砂
４　10:34�3にぶいԫૈ׊砂～小᛽ࠞじりγルト～細砂
５　2.5:6�4にぶいԫγルト～細砂（基൫層の่れか）
６　10:36�3にぶいԫᒵγルト
７　2.5:6�4にぶいԫγルト～細砂（基൫層の่れか）
８　10:5�1փγルト～ۃ細砂
９　7.5:5�1փγルト（10:7�1փനۃ細砂のϒロック含Ή）
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第２節　北部域の調査

　第２節から第４節にかけては、調査で検出、出土した遺構、遺物について説明する。

　調査区は南北に 240 ｍと長く、山裾の北から南にかけて௿くなる地形にあわせて検出する遺構の性

格もҟなる。また、調査区の北୺はＪＲ東海道線が、1区、２区と１－２～１－５区の間を市道が、

６－２区と12－１区の間を阪急京都線がそれͧれ横断する（第３図参照）。この్੾れるՕ所によって、

遺構の性格もҟなる。

　そこで、調査区を道路や線路で్੾れる部分によって３つに分け、それͧれを北部域、中央域、南

部域とݺ称した。順に節ͩててそれͧれの調査域の遺構、遺物を詳しくみていきたい。

　

（１） 遺構（第９～ 22図、写真図版２～ 14）
　北部域とはＪＲ東海道線より南から市道までのൣғを指す。道路西側の１区、東側の２－１区、

２－２区、橋٭部の３区、４区、用水路にあたる５区が含まれる。おおよそ̭ � － 126
080 ～－

126
140、̮ �－ 32
220 ～－ 32
270 のൣғにあたる（第 11図）。

　近世の整地層やߞ作土層（第１層）を機械掘削し、１区南半や４区、２－２区の第２層上面でঅ溝を

検出した。অ溝は第１層の下面遺構と考えられ、第２層には中世後半期以߱の遺物が含まれるので、そ

れ以߱の遺構となる。その後、第２層を人力掘削して検出した基൫層上面を第１面（最ऴ面）として調

査を行なった。遺構面は北側、東側がやや高くなるものの、́ ΅平ୱで T.P. ʴ 7.7 ～ 7.9 ｍ前後となる。

ୈ̕図ɹ�۠ํܗपุ̒ߔ	��पߔ
ɹฏɾஅ໘図
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　北部域では、弥生時代中期の方形周溝墓６基や、古代から中世と考えられる掘立柱建物１౩、これ

に伴う時期の溝や土坑、柱穴などを多਺検出した（第 11図）。

　1区の北側 1�2 と３区、２－１区の北側 1�2 は、現代に大きな用水路を଄成した際に、ஶしく֧ཚ

を受けており、地山面までཚされていた。そのため、部分的に第２層など包含層は認められるものの、

遺構を検出できなかった。３区の中央にみられる正方形の֧ཚ坑が確認調査の調査区であり、ここか

ら弥生時代中期の溝や土坑、弥生時代中期ᆵのഁ片が検出され、弥生時代の遺構の存在が示ࠦされて

いた。つまり、今回は確認されなかったが、遺存状ଶが良かった南半で検出された方形周溝墓がここ

まで及んでいた事も示ࠦされる。

　また、各調査区の調査は調査の都合上、一度に行われたのでない。北部域の場合、１区と３区、２

－１区を同時に行い、間ִをおいて２－２区と４区、５区の調査を行った。方形周溝墓の周溝も最ॳ

は周溝と認ࣝしないで調査を行った場合もある。そのため、周溝の遺構名称の付け方にෆ統一が生じ

てしまった。例えば、東辺と南辺で１つの名称になっている周溝（67周溝、275 周溝）、２つの方形

周溝墓の周溝ͩが１つの名称のもの（240 周溝、260 周溝）、同一の周溝ͩが調査区が別のため２つ

の名称をもつもの（69周溝と 331 周溝）などである。報告書で名称を統一するબ୒もあったが、あ

えて調査時のままとした。

　1区では弥生時代の遺構と、古代຤以߱の遺構が੾り合い関係をもって検出された。66溝、68溝、

ୈ��図ɹ��पߔ౔ثग़౔ঢ়گ図
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72 土坑は、出土遺物や遺構の੾り合いから古代以߱の遺構と考えられる。弥生時代の遺構としては、

２基の方形周溝墓の周溝を検出した。

ୈ̕ʙ）ุߔपܗํ 1�・�� ਤɺࣸਅਤ൛̎ʙ 1�）

　方ܗपุ̒ߔʢ��पߔʣ（第９・10図、写真図版２～５）

　方形周溝墓６は北辺と西辺の周溝は֧ཚによってফࣦしており、東と南側の周溝（69周溝）を、ٯ

形に検出したにす͗ない。つまり、方形周溝墓としては全体の約ࣈ̡ 1�2 を検出したͩけで、北西部

はෆ明である。東辺も北側の一部は֧ཚされる。෿ٰは削平されており、木棺などの埋૴施設も確認

できなかった。

　67周溝は現存する１辺の長さは、７、８ｍである。周溝の上面෯は1.5ｍ、下ఈ෯は0.4ｍ、深さは0.9

ｍで、Ӷ角的に掘られていて断面はٯ୆形をఄする（第９図、写真図版５－３）。

　埋土は上層から下層にわたって水平にଯੵする。上層は᛽ࠞじりの黒׊色γルト、下層は細砂ࠞじ

りのԫ׊色γルトで細砂ϒロックを含Ή。東辺と南辺は΄΅直角に交わるが、東辺の北側はややऄ行

して๲らみ、南北に広がる。

　67周溝の東辺の中層で土器が出土した ( 第 10 図、写真図版３－２、４－１・２)。土器は大きなഁ

片がかたまって検出されたが、当ॳ、上޲きͩったか、横޲きͩったかなど置かれた状ଶは分からなかっ

た。復元したところ、古෿時代ᙈの口ԑ部 ( 第 23図－１、写真図版 45－１) と弥生土器ᆵのఈ部 ( 第

23 図－２、写真図版 45－６) となった。弥生土器ᆵは弥生時代中期前半、摂津Ⅱ様式である。他に

遺物は出土していない。弥生土器は供献土器と考えられるが、෿ٰから׈り落ちて周溝にೖったもの

かෆ明である。

　方形周溝墓の規模などにෆ明な点はあるが、４区で検出した 275 周溝を南辺とする方形周溝墓と

67周溝東辺をڞ༗するՄೳ性をもつ。

　方ܗपุ̏ߔʢ��पߔɺ���पߔʣ（第 12図、写真図版２・３・５・15）

　１区で周溝の北辺（69周溝）とそこから۶曲してのびる東辺の一部を検出した。東辺はそのまま 1

区から南ਐしていき、１－２区の 331 周溝につながると༧測される。67周溝と 69周溝南辺は΄΅平

行に位置し、そのڑ཭は約５ｍである。ैって、331 周溝が方形周溝墓３の南周溝となり、周溝墓の

南北辺の東୺と東周溝を部分的に検出したことになる。

　方形周溝墓３は南北辺推定長 12ｍの規模である。周溝墓の西側が調査区֎までのびていくため、長

方形か正方形かの周溝墓の平面形状はෆ明である。෿ٰ部は削平され、埋૴施設は確認できなかった。

　69周溝の上面෯は2.3～3.0ｍ、下ఈ෯は0.9～1.9ｍ、深さは0.8～1.3ｍ、断面はٯ୆形をఄする（第

12図、写真図版５－１、２）。埋土は水平にଯੵする。67周溝同様、上層は᛽や炭化物ࠞじりの׊փ

色や黒׊色γルト、下層は地山の土をϒロック状に含Ήオリーϒփ色から黒׊色γルトである。

　331 周溝の上面෯は 2.0 ｍ、下ఈ෯は 0.5 ｍ、深さは 1.0 ｍ、断面は̪ࣈ形をఄする（第 12 図）。

埋土は水平にଯੵする。上層は׊փ色γルトから細砂、下層は地山の土をϒロック状に含Ήԫ׊色γ

ルトである。

　69周溝、331 周溝とも遺物は出土していない。ैって、方形周溝墓３の正確な時期はෆ明ͩが、他

の方形周溝墓と関連して一群をなすとすると、弥生時代中期前半と推測してࠩࢧえないͩろう。

　方ܗपุ̓ߔʢ��� पߔɺ��� पߔɺ��� पߔɺ��� पߔʣ（第 13 図、写真図版６・７・８・

11・13）
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７８

９
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10８

９

3

４

５NN以上のന色᛽ܘ５NN程度の炭化物と直ܘγルトに直׊10:33�3҉　１
       多量に含Ή　10:35�1׊փγルトϒロック状に含Ή
２　10:32�2黒׊γルト
３　2.5:4�1ԫփγルトに直５ܘNN以上のന色᛽含Ή
４　2.5:3�1黒׊γルト
５　2.5:4�1ԫփγルト　わずかにന色᛽含Ή　南北方޲ではマンΨンൗが
       多く認められる（基൫層の่れた土）
６　2.5:4�2҉փԫγルト（基൫層の่れた土）
７　2.5:4�4オリーϒ׊γルト（基൫層の่れた土）
８　10:5�1փ微砂ࠞじりγルト（基൫層の่れた土）
９　7.5:5�2փオリーϒ微砂ࠞじりγルト（基൫層の่れた土）
10   7.5:4�2փオリーϒ微砂～γルト
11　5:4�2փオリーϒ微細砂ࠞじりγルト　మ分の௜ணが認められる　

５NN以上のന色᛽多量に含Ήܘ５NN程度の炭化物と直ܘγルトに直׊10:33�3҉　１
փγルトϒロック状に含Ή׊10:35�1       
２　10:32�2黒׊γルト
３　10:34�2փԫ׊γルト（炭化物含Ή）
փγルト׊10:34�1　４
５　2.5:5�1ԫփγルト（砂᛽をわずかに含Ή）
６　10:34�2փԫ׊γルトに10:34�4γルトをൗ点状に含Ή
７　2.5:4�2҉ԫփγルト
８　10:35�3にぶいԫ׊γルト
９　2.5:4�1ԫփγルトに直５ܘNN以上のന色᛽含Ή
10   2.5:3�1黒׊γルト
11   2.5:3�1黒׊γルト～2.5:2�1黒γルト、下方にやや黒い土が௜఼する
12   2.5:6�4にぶいԫγルト　基൫層の่れた層
13   7.5:5�2փオリーϒ微細砂ࠞγルトと10:36�1փγルトがϒロック状にࠞじり合う
14   10:4�1փγルト
15　5(:5�1オリーϒփγルト、10:34�1փγルト、10:36�1փγルトがϒロック状にࠞじり合う
16　2.5:4�1ԫփγルト　わずかにന色᛽含Ή　南北方޲ではマンΨンൗが多く認められる
17　5:4�2փオリーϒ微細砂ࠞじりγルト　మ分の௜ணが認められる １　10:34�2փԫૈ׊砂～小᛽ࠞじりγルト～細砂

砂～小᛽ࠞじりγルト～細砂ૈ׊10:33�1　２
փૈ砂～小᛽ࠞじりγルト～中砂׊10:34�1　３
փૈ砂～小᛽ࠞじりγルト～細砂׊10:34�1　４
５　2.5:6�4にぶいԫγルトࠞじりۃ細砂（基൫層の่れた土か）
６　10#(5�1੨փγルト（ݞ部2.5:6�4にぶいԫ細砂～ૈ砂、小᛽とγルトのޓ層（ʹ壁面の่れた土）を含Ή
７　7.5:7�1փനγルト（細砂～ૈ砂をラϛφ状に含Ή）
８　2.5:6�4にぶいԫૈ砂ࠞじりγルト～ۃ細砂ʹ基൫層の่れた土
９　10:35�4にぶいԫ׊γルトࠞじり中砂～ૈ砂、小᛽
10　5:6�1փγルトࠞじり細砂～ૈ砂、小᛽
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　４区の北東部で、277 周溝を北辺、275 周溝を西辺、240 周溝を南辺、２－２区の 250 周溝を東辺

とする方形周溝墓７を検出した。４辺を検出したことで、方形周溝墓７は南北長が 7.0 ｍ、東西長が 9.0

ｍ程度の、東西にやや長い方形周溝墓ということが分かる。

　275 周溝と 240 周溝の間、方形周溝墓の南西۱は్੾れており、཮橋部と考えられる。

ୈ��図ɹ� ɾ۠１ʵ２۠ํܗप３ุߔ	��ɾ���पߔ
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１　10:34�3にぶいԫ׊γルト　直10～２ܘNNのന色
　　᛽含Ή　マンΨンൗあり（１、２は同一時の埋ੵ土）
２　10:33�2黒׊γルト　直３～２ܘNNのന色᛽含Ή　
　　マンΨンൗあり（１、２は同一時の埋ੵ土）
３　10:34�3にぶいԫ׊γルトに10:35�4にぶいԫ׊
　　細砂ࠞじりγルトの細かいϒロック含Ή
４　10:34�2փԫ׊γルトに10:35�4にぶいԫ׊細砂
　　ࠞじりγルトの細かいϒロック含Ή　マンΨンൗあり
５　2.5:5�2҉փԫγルト　マンΨンൗあり
６　5:5�2փオリーϒγルト～細砂

砂～᛽ࠞじりγルト、ന色᛽多く含Ήૈ׊10:33�4҉　１
　　（３～５は同一時の埋ੵ土　第２層の土）
᛽ࠞじりγルト（３～５は同一時の埋ੵ土、第２層の土）׊10:34�2　２
᛽ࠞじりγルト（３～５は同一時の埋ੵ土、第２層の土）׊10:34�4　３
４　2.5:4�2҉փԫ᛽ࠞじりγルト
５　2.5:4�3オリーϒ׊γルト
６　2.5:5�3ԫ׊γルトࠞじり細砂～᛽

　γルト　マンΨンൗあり׊10:33�3҉　１
        直10～３ܘNNのന色᛽含Ή）
　γルト　マンΨンൗあり׊10:33�4҉　２
       直10～３ܘNNのന色᛽含Ή）
３　10:34�3にぶいԫ׊γルト　マンΨンൗあり
γルト׊10:34�4　４
５　2.5:5�4ԫ׊γルト
６　2.5:5�1ԫփγルト

１　10:34�3にぶいԫ׊γルト　直10～５ܘNNのന色᛽含Ή　
　　マンΨンൗあり
γルト　マンΨンൗあり׊10:34�3҉　２
３　10:34�3にぶいԫ׊γルトに2.5:5�3ԫ׊細砂ࠞじりγルトの細かい
　　ϒロック含Ή
γルト、炭化物、マンΨンൗあり׊10:33�3҉　４
５　10:33�2黒׊γルト、炭化物、マンΨンൗあり
γルト、マンΨンൗあり׊10:34�4　６
　細砂ࠞじりγルトがࠞじる׊γルトに10:35�6ԫ׊10:34�4　７
　　炭化物含Ή
փ細砂ࠞじりγルト、かたくしまる、わずかに׊10:34�1　８
　　粘土ϒロック含Ή
９　2.5:5�2҉փԫγルト
10　2.5:5�3ԫ׊細砂ࠞじりγルト
11　2.5:5�2҉փԫγルトに10:34�2փԫ׊中砂～ૈ砂含Ή　మ分௜ண　
　　 粘土の細かいϒロック
12　10:34�2փԫ׊中砂～ૈ砂
の細かい׊γルトに地山の10:35�4にぶいԫ׊10:33�4҉　13
　　γルトϒロック含Ή
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１　10:34�3にぶいԫ׊γルト　直10～５ܘNNのന色᛽
        含Ή（１～４は同一時の埋ੵ土）
10NNのന色᛽含Ή（１～５ܘγルト　直׊10:34�4　２
        ～４は同一時の埋ੵ土）
γルト、᛽、炭化物含Ή（１～４は同一時׊10:33�3҉　３
       の埋ੵ土）
４　10:34�2փԫ׊γルト（１～４は同一時の埋ੵ土）
５　2.5:4�4オリーϒ׊γルト
６　10:35�3にぶいԫ׊γルト
７　10:34�2փԫ׊γルト
８　10:35�4にぶいԫૈ׊砂ࠞじりγルト
９　2.5:4�3オリーϒ׊γルトに2.5:5�4ԫ׊細砂がࠞじる
10　10:34�2փԫ׊γルト
11　2.5:5�2҉փԫγルトにわずかに10:34�2փԫ׊
　　γルト、10:35�2҉փԫの粘土ϒロック砂がࠞじる
12　2.5:6�2փԫγルト　下方は2.5:6�3にぶいԫγルト
　　が層状にଯੵする
13　2.5:5�2҉փԫγルトࠞじり細砂～中砂
14　10:35�2҉փԫγルトࠞじり細砂～᛽

１　10:34�2փԫૈ׊砂～小᛽ࠞじりγルト
２　10:33�1黒ૈ׊砂～小᛽ࠞじりγルト
３　10:34�2փԫૈ׊砂～小᛽ࠞじりγルト
４　10:33�2黒ૈ׊砂～小᛽ࠞじりγルト
５　10:33�2黒ૈ׊砂～小᛽ࠞじりγルト～細砂
６　10:34�2փԫૈ׊砂～小᛽ࠞじりγルト～ۃ細砂
７　10:35�2փԫૈ׊砂～小᛽ࠞじりγルト～細砂
８　10:35�2փԫ׊γルト～細砂
փγルト～細砂׊10:35�1　９
փૈ砂～小᛽非常に多く含Ήγルト～細砂׊10:34�1　10
փૈ砂～小᛽多く含Ήγルト׊10:35�1　11
12　7.5:2�1黒ૈ砂ࠞじりγルト（7.5:7�2փന౳のγルト小ϒロックগし含Ή）
13　10:7�1փനγルト～ۃ細砂と2.5:5�1ԫփγルトϒロック状にࠞじる
14　10:37�1փനγルト～ۃ細砂と7.5:2�1黒γルトの小ϒロックとૈ砂～小᛽がࠞじる

１　10:34�3にぶいԫૈ׊砂～小᛽ࠞじりγルト
砂～小᛽ࠞじりγルトૈ׊10:34�4　２
細砂ۃ～փૈ砂～小᛽ࠞじりγルト׊10:34�1　３
細砂ۃ～砂～小᛽ࠞじりγルトૈ׊10:34�4　４
５　10:34�2փԫૈ׊砂～小᛽ࠞじりγルト～細砂
６　10:35�2փԫ׊小᛽多く含Ήγルト～細砂
７　2.5:5�2҉փԫૈ砂～小᛽多く含Ήγルト～細砂
８　10:35�2փԫ׊中砂～ૈ砂・小᛽とγルトがࠞじる
９　10:35�2փԫ׊γルト～ۃ細砂
10　10:36�4にぶいԫᒵγルト～ۃ細砂
11　10:36�4にぶいԫᒵૈ砂～小᛽ࠞじりγルト～ۃ細砂
12　10:34�3にぶいԫૈ׊砂ࠞじりγルト
13　2.5:5�3ԫૈ׊砂～小᛽多く含Ήγルト～細砂
14　2.5:3�1黒׊γルト
15　7.5:5�1փૈ砂ࠞじりγルト
16　7.5:5�1փγルトと中砂～ૈ砂がޓ層状にࠞじる
17　10:7�1փന౳のγルト～ۃ細砂の小ϒロックをૈ砂
　　 がࠞじる
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　東辺の 250 周溝は東にある方形周溝墓８の西辺でもあり、方形周溝墓７と方形周溝墓８は周溝をڞ

༗することとなる。また、275 周溝はࣈ̡ٯ状になった東西と南北の溝をあわせてݺ称するが、この

東西部を南辺とし、67周溝を西辺とする方形周溝墓が、４区のさらに北に存在するՄೳ性も高い。

　方形周溝墓７でも埋૴施設は確認できなかった。

　275 周溝は東西長が約 7.0 ｍ、上面෯は 1.15 ～ 1.5 ｍ、下ఈ෯は 0.3 ～ 0.55 ｍ、深さは 0.7 ～ 0.8

ｍ、断面はٯ୆形をఄする（第 13図、写真図版 13－１・２）。下ఈがڱく周溝がӶ角的に掘りこま

れるのが特徴である。上層は包含層（第２層）のന色᛽ࠞじりのԫ׊色γルトを埋土とし、古代の遺

物が含まれることから、周溝のく΅みが長期間存ଓしていたと推測できる。下層には׊փ色や҉փ色

のγルトがଯੵし、わずかに地山のγルトϒロックが含まれる。

　277 周溝は調査区の北東۱で検出したが、調査区内にあるのは෯にして全体の約 1�2 と思われる。

実際は 275 周溝などと同౳の規模を༗すると思われる。推定長が約 7.0 ｍ、現存上面෯は 0.6 ｍ、現
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１　10:34�3にぶいԫૈ׊砂～小᛽非常に多く含Ήγルト
       ～細砂
砂～小᛽非常に多く含Ήγルト～細砂ૈ׊10:34�4　２
細砂ۃ～砂～小᛽多く含Ήγルトૈ׊10:34�4　３
４　10:34�2փԫૈ׊砂～小᛽ࠞじりγルト～ۃ細砂
５　10:34�3にぶいԫૈ׊砂～小᛽ࠞじりγルト
６　2.5:6�6明ԫ׊γルト～細砂と2.5:5�2҉փԫγルトが
       ϒロック状にࠞじる
７　10:36�3にぶいԫᒵγルト～ۃ細砂
８　2.5:6�2փԫγルト～ۃ細砂
９    2.5:6�4にぶいԫ細砂～ૈ砂、小᛽とγルトがϒロック
       状にࠞじる
10   2.5:6�2փԫૈ砂～小᛽ࠞじりγルト
11   2.5:6�1ԫփγルトとۃ細砂がϒロック状にࠞじる
12   2.5:5�2҉փԫૈ砂～小᛽とγルトがϒロック状にࠞじる

γルト׊10:34�4　１
２　10:34�3にぶいԫ׊γルト
３　10:35�3にぶいԫ׊γルト
４　2.5:4�4オリーϒ׊γルト
５　2.5:5�3ԫ׊γルト　わずかに細砂含Ή
γルト׊10:33�4҉　６
７　2.5:4�6オリーϒ׊γルト
８　2.5:4�4オリーϒ׊細砂ࠞじりγルト
９　2.5:5�4ԫ׊γルトに2.5:5�6ԫ׊細砂含Ή
10　2.5:4�2҉փԫγルト　わずかに᛽含Ή

１　10:33�2黒׊᛽～石ࠞじりγルト（直15～10ܘNN
        程度のന色᛽多く含Ή）
᛽～石ࠞじりγルト׊10:33�4҉　２
３　10:34�3にぶいԫ׊᛽ࠞじりγルト
４　2.5:5�6ԫ׊細砂ࠞじりγルト
５　10:34�2փԫ׊᛽ࠞじりγルト
６　10:34�2փԫૈ׊砂～᛽
７　10:34�3にぶいԫૈ׊砂～᛽　６より粒ܘ細かい
８　2.5:5�2҉փԫγルト
９　2.5:4�4オリーϒ׊γルトと2.5:5�6ԫ׊中砂～᛽
       ࠞじりあう
10　2.5:4�1ԫփγルトと2.5:5�6ԫ׊中砂がࠞじりあう　
        ラϛφがあったもののཚれたか
11　10:34�2փԫ׊中砂～᛽　ラϛφみられる
12　10:33�2黒׊γルトࠞじり᛽　ラϛφみられる
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存下ఈ෯は 0.2 ｍ、深さは 0.75 ｍ、断面はٯ୆形をఄする（第 13図、写真図版 13－３）。ന色᛽ࠞ

じりのԫ׊色γルトから҉փԫ色γルトを埋土とする。275 周溝、277 周溝埋土の上層は第２層の土

がଯੵしたもので、古代຤、10世紀ࠒから中世、13世紀ࠒの遺物を含Ή。

　240 周溝は 250 周溝と交わる地点から計測すると、長さが約 11.0 ｍ、上面෯は 1.5 ｍ、下ఈ෯は 0.7

ｍ、深さは 0.9 ｍ、断面はٯ୆形をఄする（第 13図、写真図版 11－３）。上層は第２層の҉׊色γルト、

҉փԫ色γルトを埋土とする。今までの周溝同様、上層から下層まで΄΅水平のଯੵがみられるのは、

周溝の埋຅過程が୹期間の人ҝ的な埋め໭しなどでなく、時間をかけて自然にଯੵしていったと考え

るべきͩろう。つまり、方形周溝墓の周溝としての機ೳはࣦわれても、溝として։いたまま古代຤や

中世まで存ଓしていたと推測できる。

　250 周溝については、ڞ༗する方形周溝墓８のところで記述する。

　275周溝から弥生土器広口ᆵが出土している (第 23図－３、写真図版 45－２)。弥生時代中期前半、

摂津Ⅱ様式のものであり、方形周溝墓７も他の方形周溝墓と同時期の遺構といえる。

　方ܗपุ̐ߔʢ���पߔʣ（第 13・14図、写真図版 10－３）

　５区で方形周溝墓４の北辺である 260 周溝を検出した。北辺から東辺・西辺にΧーϒをඳいて۶曲

するՕ所までを検出したので、北辺の長さは約 12.0 ｍと൑明した。

　東辺、西辺は市道でःられて検出し得ないが、南辺は中央域１－４区で検出した方形周溝墓２の

341 周溝北辺とつながるՄೳ性が高い（第 26図）。すると、南北長 10.0 ｍ、東西長 12.0 ｍ程度の東

西に長࣠をもつ方形周溝墓となる。しかし、その内側の１－５区で検出した溝（１－４区では 260 溝

として調査）になるՄೳ性も൱定できないため、ここでは北辺の説明のみにとどめる。

　260 周溝は上面෯が 1.85 ～ 3.6 ｍ、下ఈ෯は 0.5 ～ 1.1 ｍ、深さは 0.9 ～ 1.3 ｍをはかる。断面は

形をఄする（第ࣈ୆形もしくは̪ٯ 14図、写真図版 10－３）。上層はന色᛽ࠞじりのԫ׊色γルト、

中層から下層はփ׊色γルトを埋土と

する。

　周溝北辺中央辺りから弥生土器ᙈ（第

23図－ 13、写真図版 45－６）が出土

している。弥生時代中期前半、摂津Ⅱ

様式のものである。

方ܗपุ̔ߔʢ��� पߔɺ��� पߔɺ

��� पߔʣ（第 15 ～ 18 図、写真図版

７ ～ ９・11・12）　　　　　　　　　

　２－２区で方形周溝墓８の北辺にな

る 273 周溝と西辺になる 250 周溝、南

辺になる 240 周溝を検出した。

　250 周溝の西辺から南・北୺でΧー

ϒをඳいて۶曲するՕ所までを検出した

ので、周溝墓西辺の長さは約8.0 ｍと൑

明した。本遺跡で検出した方形周溝墓の

中では、中規模の方形周溝墓といえる。ୈ��図ɹ���पߔ౔ثग़౔ঢ়گ図ɹ
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１　10:34�3にぶいԫૈ׊砂～小᛽ࠞじりγルト～ۃ細砂
細砂ۃ～砂～小᛽多く含Ήγルトૈ׊10:34�4　２
３　10:34�2փԫૈ׊砂～小᛽多く含Ήγルト～細砂
４　10:34�2փԫૈ׊砂ࠞじりγルト～ۃ細砂
５　2.5:5�4ԫૈ׊砂ࠞじりγルト～ۃ細砂
６　2.5:6�6明ԫ׊γルトと2.5:5�3ԫ׊γルトがϒロック状にࠞじる
７　2.5:6�2փԫૈ砂～小᛽多く含Ήγルト～ۃ細砂
８　2.5:6�4にぶいԫγルト～ۃ細砂（γルトの小ϒロック多く含Ή）
９　2.5:6�2փԫૈ砂ࠞじりγルト～ۃ細砂(小ϒロック多く含Ή)
10　2.5:5�1ԫփγルト(ۃ細砂の小ϒロックগし含Ή)
11　5:5�1փ細砂～ૈ砂小᛽と5:7�1փനγルト～ۃ細砂がϒロック状に
　　ࠞじる

１　10:34�2փԫ׊細砂～᛽ࠞじりγルト
２　10:34�3にぶいԫ׊細砂～᛽ࠞじりγルト　マンΨンൗ含Ή
３　10:34�3にぶいԫ׊᛽ࠞじりγルト　直５ܘNN以上の᛽多く含Ή
細砂～᛽ࠞじりγルト　マンΨンൗ含Ή׊10:33�3҉　４
γルト　マンΨンൗ含Ή׊10:33�4҉　５
６　10:35�4にぶいԫ׊γルト　マンΨンൗ含Ή
７　10:34�3にぶいԫૈ׊砂～᛽
８　10:35�4にぶいԫ׊γルトࠞじりૈ砂～᛽
９　10:35�8ԫ׊γルトࠞじりૈ砂～᛽
10　10:34�2փԫ׊γルトࠞじりૈ砂～᛽
11　2.5:5�2փԫ׊γルトࠞじりૈ砂～᛽
12　10:35�2փԫ׊᛽
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　250周溝は隣઀する方形周溝墓７と周溝をڞ༗する。形状、規模も方形周溝墓７と相ࣅするとすれば、

東西にやや長い方形周溝墓で、調査区のさらに東に１、２ｍのびると思われる。木棺などの埋૴施設

は確認できなかった。

　273 周溝は上面෯が 1.4 ｍ、下ఈ෯は 0.3 ～ 0.5 ｍ、深さは 0.65 ～ 1.0 ｍをはかる。断面はٯ୆形

もしくは̪ࣈ形をఄする（第 15図、写真図版８－１、12－３）。上層はന色᛽ࠞじりの׊色γルト、

中層から下層はԫփ色γルトを埋土とする。

　西辺の 250 周溝と交わる 273 周溝のコーφー付近の上層で土器が出土した（第 16 図、写真図版

12 －２）。細かなഁ片で個体をࣝ別できない΄どͩったが、弥生土器高ഋ（第 23図－４、写真図版

45－４）と弥生土器ᙈ（第 23図－５、写真図版 45－５）を復元し得た。いずれも弥生時代中期前半、

摂津Ⅱ様式のものである。

　250 周溝は上面෯が 2.0 ｍ、下ఈ෯は 1.25 ｍ、深さは 0.95 ｍをはかる。断面はٯ୆形をఄする（第

15図、写真図版 12－１）。上層はന色᛽ࠞじりの黒׊色γルト、中層から下層はփԫ׊色からԫփ

色γルトを埋土とする。上層は第２層の土である。このように250周溝も上層には古代຤以߱の包含層、

第２層がଯੵする。

　250周溝の中央（̭ � － 126
125 付近）で、弥生土器ᙈ（第 23図－ 12・13、写真図版 46－１）

が出土した。12は上層からの出土で埋຅しきらない周溝にೖったと思われる、弥生時代後期のᙈである。

ୈ��図ɹ２ʵ２۠ํܗपุ̔ߔ	���पߔ
ɹஅ໘図
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　13 は弥生時代中期前半、摂津Ⅱ様

式のᙈである。

　240 周溝は上面෯が 1.4 ～ 2.0 ｍ、

下ఈ෯は 0.6 ～ 0.7 ｍ、深さは 0.9 ～

1.0 ｍをはかる。断面はٯ୆形をఄす

る（第 17図、写真図版 11－１・２）。

　上層はにぶい׊色γルト、中層から

下層はփԫ׊色γルトを埋土とする。

　240 周溝の調査区東壁付近の中層

で土器が出土した（第 18 図、写真

図版 11 －１）。細かなഁ片になって

出土したが、弥生土器広口ᆵ（第 23

図－６・７・８、写真図版 47 －１、

46－２）、弥生土器直口ᆵ（第 23図

－９、写真図版 46 －１）、弥生土器

ᆵఈ部（第 23 図－ 10・11、写真図

版 46－２）を復元し得た。直口ᆵの

み、ᰍ部に۳ඳ直線文と೾状文を८

らし、やや新しい様相をもつ弥生時

代中期中ࠒ、摂津ᶙ様式のものであ

る。それ以֎の土器は、弥生時代中

期前半、摂津Ⅱ様式のものである。

　方ܗपุ̑ߔʢ���पߔʣ（第 15・19図、写真図版 10－１・２）

　方形周溝墓５も方形周溝墓４同様、２－２区で北辺周溝のみを検出した。北辺の長さは 10.0 ｍ以上

である。北辺は方形周溝墓４の 260 周溝のԆ長部にあたる。東辺、西辺は市道でःられて検出し得な

いが、南辺は１－３区で検出した方形周溝墓１の 433 周溝北辺とڞ༗となるՄೳ性もある。

　この周溝墓のものと考えられるՕ所の 260 周溝は、上面෯が 2.2 ～ 3.0 ｍ、下ఈ෯は 0.8 ～ 1.0 ｍ、

深さは 1.0 ～ 1.1 ｍをはかる。上段南ݞは؇やかにひろがっているՕ所から、段落ちのようにਨ直に

下がる。断面はٯ୆形もしくは̪ࣈ形をఄする（第 19図、写真図版 10－１・２）。上層はにぶいԫ

。色γルト、中層から下層は҉փԫ色γルトを埋土とする׊

　

　以上のような、北部域の方形周溝墓は１辺７、８ｍ程度で、正方形に近い形状のものが多く、北の方

形周溝墓６・７・８が東西一列に、それより約３ｍ཭れて、その南の方形周溝墓３・４・５が東西一列

にฒび、２列になっている。方形周溝墓７のさらに北側には、方形周溝墓がฒんでいたՄೳ性をもつ。

　本遺跡方形周溝墓群の特徴として、隣઀する墓の周溝をڞ༗し、周溝は上෯にൺべて下ఈがかなり

形といってもよいくらい、溝の壁面が直線的に落ちて深いことࣈに近い̪ࣈ୆形や̫ٯく、断面がڱ

があげられる。河内地方の方形周溝墓の周溝などと大きくҟなり、中世԰ෑ地の区画溝などに近い。

周溝墓のベース土の様相の相ҧによるՄೳ性があるかもしれない。

ୈ���図ɹ���पߔ౔ثग़౔ঢ়گ図
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１　10:35�3にぶいԫૈ׊砂～小᛽ࠞじりγルト～ۃ細砂
砂～小᛽多く含Ή　γルトૈ׊10:34�4　２
３　10:33�2黒ૈ׊砂～小᛽非常に多く含Ή　
４　10:35�4にぶいԫૈ׊砂ࠞじりγルト～細砂
細砂ۃ～փγルト׊10:35�1　５
６　10:36�4にぶいԫᒵγルト～細砂
փγルト（小᛽গし含Ή）׊10:34�1　７
８　2.5:6�2փԫγルト5:7�2փനγルト2.5:6�2փԫ細砂～ૈ砂、小᛽5:3�1
　　オリーϒ黒γルトϒロックがࠞじる
９　2.5:6�2փԫγルト

１　2.5:4�2҉փԫγルト　直５ܘNN以上のന色᛽含Ή　マンΨンൗが認められる(１～
　　６は同一時のଯੵによると思われる) 
２　2.5:4�2҉փԫγルト　2.5:4�2҉փԫγルトよりさらに粒ܘの大きな᛽多く含Ή　
　　マンΨンൗが認められる(１～６は同一時のଯੵによると思われる) 
３　10:34�3にぶいԫ׊γルト　マンΨンൗが認められる(１～６は同一時のଯੵによる
　　と思われる)
 փγルト　マンΨンൗが認められる(１～６は同一時のଯੵによると思われる)׊10:34�1　４
５　10:34�2փԫ׊᛽ࠞじりγルト　マンΨンൗが認められる　遺物含Ή(１～６は同一時
　　のଯੵによると思われる) 
６　10:35�2փԫ׊᛽ࠞじりγルト　マンΨンൗが認められる
７　2.5:4�1ԫփγルト細砂わずかに含Ή
８　2.5:5�4ԫ׊γルトに10:34�1׊փγルトがࠞじる
９　2.5:4�3オリーϒ׊細砂ࠞじりγルト
10   2.5:4�2҉փԫγルト
11   2.5:4�2҉փԫγルトに5:6�2փオリーϒγルトの大きな粘土ϒロックがࠞじる
12   2.5:5�2҉փԫγルトに5:6�2փオリーϒγルトの直５ܘᶲ程度のϒロックがࠞじる
砂～᛽ૈ׊10:34�6   13
 砂～᛽ૈ׊10:34�4   14

１

２

３

４

５６

７

８

１

２

３
４

５ ６

７８

９

10

11
12

13

14

９
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X�-126
110

261
１　7.5:33�1 黒׊γルト～ۃ細砂 ( 柱ࠟ )10:35�2 փԫ׊γルトの小ϒロック含Ή
２　2.5:6�4 にぶいԫγルト～ۃ細砂
262
１　7.5:33�1 黒׊γルト～ۃ細砂 ( 柱ࠟ )10:35�2 փԫ׊γルトの小ϒロック含Ή
２　2.5:6�4 にぶいԫγルト～ۃ細砂
263  
１　2.5:5�3 ԫ׊γルト～ۃ細砂 ( 柱ࠟ )10:35�2 փԫ׊γルトの小ϒロック含Ή
２　2.5:6�4 にぶいԫγルト～ۃ細砂

269
１　10:34�2 փԫ׊γルト～ۃ細砂
２　2.5:6�4 にぶいԫγルト～ۃ細砂  
270
１　7.5:4�1 փγルト
２　5:3�1 オリーϒ黒γルト（7.5:7�1 փനۃ細砂（基൫層）の小ϒロック含Ή）
３　7.5:7�1 փനۃ細砂（5:3�1 オリーϒ黒γルトの小ϒロックগし含Ή）

2 ２

２２

　方形周溝墓８の 240 周溝から出土した弥生時代ᶙ様式のᆵ１点をআけば、供献土器はすべて弥生時

代、摂津Ⅱ様式のものである。このことから、北部域の方形周溝墓はいずれも、さ΄ど時期をִずして、

ங଄されたと考えられる。

۷ཱப建෺（ୈ ��ਤɺࣸਅਤ൛ 1�）

　２－１区と２－２区の境界近く、̭ �－ 126
110 付近から北はやや段状の落ちがつき、௿地部とな

る。ここで掘立柱建物１౩を検出した。この掘立柱建物より北の２－１区南辺でも、建物には復元し

得なかったが、౳間ִにฒぶ柱穴列（91～ 93ピット、86～ 89ピットなど）をෳ਺検出した。建物

群が広がっていたՄೳ性をもつ。

　掘立பݐ෺̍（第 20図、写真図版 14）　

　̭ �－ 126
105 ～－ 126
110、̮ʹ－ 32
238 ～－ 32
243 のൣғで検出した、南北１間、東西２

間の掘立柱建物である。後出遺構があるため柱穴を５基しか検出できておらず、２間࢛方の建物のՄ

ೳ性もある。

　264 溝や 271 土坑と੾り合いをもつ。北列中央の柱穴は上層の 271 土坑によって੾られたためか、

検出できなかった。真方位より北で西に;る。東西列の柱間ִ（１間）は 2.0 ～ 2.1 ｍである。柱穴

は直ܘ 0.2 ～ 0.3 ｍのԁ形もしくは۱丸方形をఄし、中心に直ܘ 0.1 ～ 0.15 ｍの柱ࠟをもつ。柱穴断

面は̪ࣈ形をなし、深さは 0.2 ～ 0.3 ｍをはかる。

　遺物は出土していないが、柱穴の形状や規模から、中世の遺構と考えられる。

ୈ��図ɹ２ʵ２۠۷ཱபݐ෺１ɹฏɾஅ໘図
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　２－２区では調査区の中央から南にかけても多਺の柱穴や土坑、溝を確認している。建物には復元

できなかったが、２－１区の南半から２－２区にかけて集落域が広がっていたと༧૝される。

ଞ（ୈ޵౔・ߔ �1・�� ਤɺࣸਅਤ൛̐・1�・1�）

　１区では方形周溝墓の周溝を੾る溝である 66溝、68溝や 72土坑などを検出した。

　�� 第）ߔ 21図）　

　1区の南東୺で検出した。東西方޲の溝で、69周溝の上面の遺構で 69周溝を੾る。５区の西୺か

ら࢝まり、１区の西୺までଓいていたとすると、長さは約 10.0 ｍである（第 11図）。

　上面෯が 1.15 ｍ、下ఈ෯は 0.6 ～ 0.7 ｍ、深さは 0.45 ｍをはかる。断面はٯ୆形をఄする。第１層、

第２層の土がଯੵする。

　�� ౔޵（第 21図、写真図版４－３）

　1区の南側、67周溝と 69周溝にڬまれた地点で検出した。長ԁ形の大形土坑である。長ܘ 3.7 ｍ、

୹ܘ 1.4 ｍ、深さ 1.9 ｍをはかる。断面はٯ୆形をఄする。壁際の่れた土をআけば、埋土は２層に

分層でき、ૈい砂や᛽で一度に埋め໭しが行われたような状況を示す。他の遺構が上層の土が経年と

ともに、自然ଯੵした状況を示すのにରし、特徴的である。時期はෆ明である。

　��� 第）ߔ 21図）

　４区の北西部で検出した南北方޲の溝である。275周溝を੾る。現存長約 3.0 ｍ、෯ 0.6 ｍ、深さ 0.1

ｍをはかる。断面はࡼ形をఄする。時期はෆ明である。

　��� ౔޵（第 21図、写真図版 13－５）

　２－２区の北側、273 周溝に北を઀するように検出した。長ԁ形の大形土坑である。長ܘ 2.0 ｍڧ、

୹ܘ 1.5 ｍ、深さ 0.7 ｍをはかる。断面は̪ࣈ形をఄする。

　ఈの่れた土をআけば、埋土はおよそ２層に分層でき、一度に埋め໭しが行われたような状況を示す。

埋土がૈい砂や᛽でないが、１区の 72土坑と規模やଯੵ過程がࣅたような状況を示す。時期はෆ明

である。

　��� ౔޵（第 21図、写真図版 14－５）

　２－２区の北୺、264 溝に઀するように検出した。北西－南東に長࣠をもつෆ整形の土坑である。

୹ܘ 0.75 ｍ、深さ 0.15 ｍをはかる。断面はࡼ形をఄする。時期はෆ明である。

　��� 第）ߔ 21図）

　２－２区の中央東୺、240 周溝に੾られるように検出した。北東から南西に;る、ෆ整形の溝もし

くは土坑である。ঃ々に広がって、調査区半ばで240周溝にऩଋする。෯1.5ｍ、深さ0.45ｍをはかる。

断面は̪ࣈ形をఄする。

　ఈ面が平らでなく、人が౿みࠐんでาいたような跡がところどころに࢒ることから、࣪地状で時間

経過した状況が推測できる。方形周溝墓と同時期か、それ以前の遺構といえる。

　��� ౔޵（第 21図、写真図版 13－６）

　２－２区の中央東で、東側を250周溝に੾られて検出した。ෆ整ԁ形の大形土坑である。୹1.3ܘｍ、

深さ 0.4 ｍをはかる。断面は࿶形をఄする。時期はෆ明である。

　��� 第）ߔ 21図）

　２－２区の南西۱で検出した。ෆ整形の溝もしくは土坑である。東୺が最も広い。上面෯ 3.6 ｍ、
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１　10:34�3にぶいԫૈ׊砂～小᛽多く含Ήγルト
         ～細砂
２　10:34�3にぶいԫૈ׊砂～小᛽非常に多く含Ήγルト
         ～細砂
３　10:33�2黒ૈ׊砂～小᛽非常に多く含Ήγルト
         ～細砂
 4　10:33�2黒ૈ׊砂～小᛽多く含Ήγルト～細砂
 5　10:35�2փԫૈ׊砂～小᛽非常に多く含Ήγルト
        ～細砂
փૈ砂～小᛽多く含Ήγルト～細砂׊10:35�1　6 
փૈ砂～小᛽ࠞじりγルト～細砂׊10:35�4　7 
 8　2.5:5�1ԫփૈ砂ࠞじりγルト
      （2.5:6�6明ԫ׊γルトの小ϒロックগし含Ή）
 9　2.5:6�4にぶいԫγルト～ۃ細砂
10   5#4�1҉੨փγルト
11   2.5:6�6明ԫ׊中砂～ૈ砂のラϛφ
12   5#7�1明੨փۃ細砂（γルトϒロック含Ή）
13   5:8�2փനۃ細砂（ૈ砂～小᛽のϒロック含Ή）

 
１　2.5:6�6明ԫ׊γルト（粒ܘの細かいマンΨンൗ含Ή）
２　2.5:5�4ԫ׊γルト
３　10:34�3にぶいԫ׊γルト
４　10:35�3にぶいԫ׊γルト
γルトがわずかにࠞじる׊γルトに2.5:5�3ԫ׊10:33�3҉　５
６　10:34�2փԫ׊γルト

１　10:34�3にぶいԫૈ׊砂～᛽
２　2.5:5�6ԫ׊γルトࠞじり中砂～ૈ砂
３　2.5:4�6オリーϒ׊γルトࠞじり中砂
        ～ૈ砂
４　2.5:6�6明ԫૈ׊砂ࠞじりγルト
５　2.5:5�2҉փԫૈ砂～᛽
６　2.5:4�2҉փԫૈ砂～᛽

１　2.5:4�4オリーϒ׊᛽ࠞじりγルト
       直３～２ܘNNのന色᛽含Ή
２　10:34�3にぶいԫ׊γルト
γルト׊10:34�4　３
４　10:35�4にぶいԫ׊᛽ࠞじりγルト
５　2.5:4�3オリーϒ׊微細砂ࠞじりγルト

γルト׊10:34�4　１

１　10:34�2 փԫ׊γルト　やや砂粒含Ή
２　10:33�2 黒׊γルト　マンΨンൗ含Ή

１　10:34�2 ૈ砂ࠞじりγルト～ۃ細砂
２　2.5:7�2 にぶいԫᒵۃ細砂
３　2.5:6�3 にぶいԫૈ砂～小᛽多く含Ήγルト～ۃ細砂
       （2.5:6�1 ԫփγルトϒロック含Ή）
４　2.5:6�3 にぶいԫૈ砂～小᛽非常に多く含Ήγルト～ۃ細砂と
        ૈ砂～小᛽ࠞじりγルト～ۃ細砂がϒロック状にࠞじる
５　2.5:6�4 にぶいԫૈ砂～小᛽ࠞじりγルト～ۃ細砂
６　2.5:5�2 ҉փԫ中砂～ૈ砂、小᛽とγルトがϒロック状にࠞじる

１　10:34�3にぶいԫ׊᛽ࠞじりγルト　ന色᛽５NN程度多く含Ή
２　10:34�2փԫ׊᛽ࠞじりγルト　ന色᛽５NN程度多く含Ή
砂ࠞじりγルトૈ׊10:34�4　３
４　 2.5:5�4ԫ׊γルト　　　
５　2.5:4�3オリーϒૈ׊砂～᛽
γルト׊10:34�4　６

ୈ��図ɹ１ɾ４ɾ�ʵ２۠Ҩߏஅ໘図
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２

３

１

２

１

２

１

１

２

２

１

１

１　10:35�3にぶい
　　ԫ׊γルト

１　2.5:5�2҉փԫγルト
　　（88ピットと埋土ࣅる） １　2.5:5�2҉փԫγルト

２　10:34�3にぶいԫ׊γルト
３　10:35�3にぶいԫ׊γルト

　
１　10:35�3にぶいԫ׊γルト

１　10:35�3にぶいԫ׊γルト　　

１　2.5:5�2҉փԫγルト
　　（92ピットとࣅる）

１　2.5:5�2҉փԫγルト
２　10:34�2փԫ׊γルトに１
　　のϒロックがわずかにࠞじる

１　2.5:4�2҉փԫγルト

１　10:34�2փԫ׊γルト

１　10:35�2փԫ׊γルト
γルト׊10:33�3҉　２

１　2.5:4�2҉փԫγルト
２　10:34�2փԫ׊γルト

１　2.5:4�2҉փԫγルト １　10:34�2փԫ׊γルト
２　10:34�3にぶいԫ׊γルト

１　10:34�3にぶいԫ׊γルト　細砂、マンΨンൗ含Ή

１　10:35�3にぶいԫ׊γルト
２　2.5:5�2փオリーϒγルト
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下ఈ෯ 1.3 ｍ、深さ 1.2 ｍをはかる。断面はٯ୆形をఄする。埋土は水平にଯੵする。溝断面の形状

や規模からは周溝になるՄೳ性も考えられるが、260 周溝に近す͗ることや、ごく一部の検出にとど

まるため推測の域をでない。
　��・��・��ϐοτ（第 22図）

　２－１区の中央東୺で検出したԁ形のピットである。ピットとピットの間ִが約1.5 ｍの౳間ִでฒ

ぶため、掘立柱建物の柱穴のՄೳ性をもつ。各ピットは直0.2ܘ ～ 0.25 ｍ、深さ 0.1 ～ 0.2 ｍをはかる。

　断面は 91・92ピットがԁ形、93ピットがٯ୆形をఄする。92ピットと 88ピットは埋土がࣅてお

り、柱列やࡤ列といった関連する遺構とも考えられる。

　��・��・��・��ϐοτ（第 22図）

　２－１区の中央東୺で検出したԁ形のピットである。91・92・93 ピットの約 1.5 ｍ西に、上記例

と同じく約 1.5 ｍの౳間ִでฒぶため、91・92・93ピットと関連する遺構になるՄೳ性をもつ。各ピッ

トは直ܘ 0.15 ～ 0.2 ｍ、深さ 0.1 ～ 0.35 ｍをはかる。

　断面は86・87ピットが̪ࣈ形、88・89ピットがࡼ形をఄする。89ピットは埋土がਨ直方޲に分かれ、

柱のൈき取り跡や柱ࠟとも考えられる。

　���・��・��・��・��・��ϐοτ（第 22図）

　２－１区の南西୺で検出したԁ形のピットである。105・84・83・82 ピットはやはり約 1.5 ｍの

౳間ִでฒぶため、掘立柱建物などになるՄೳ性をもつ。各ピットは直ܘ 0.15 ～ 0.25 ｍ、深さ 0.1

ୈ��図ɹ２ʵ１ɾ２ʵ２۠Ҩߏஅ໘図
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～ 0.3 ｍをはかる。断面は 82・83ピットが̪ࣈ形、それ以֎がࡼ形をఄする。

　第 22図のピットはいずれも遺物が出土していないが、形状や、包含層から中世、13世紀の陶磁器

などが出土していること（第 24図）から、掘立柱建物１より新しい中世後半の遺構かと考えられる。

　��� 第）ߔ 22図）

　２－２区の北୺で検出した、地形にԊって東西を指޲するが東でやや南に;る溝である。෯ 1.0 ｍ

で北側 1�2 は段落ちに急ܹになって落ちる。深さ 0.1 ｍをはかる。断面はࡼ形をఄする。掘立柱建物

１に੾られるため、それ以前の遺構といえる。掘立柱建物１と 264 溝は平行ͩが、新چはෆ明である。

　��� 第）ߔ���・ߔ 22図）

　２－２区の北東୺で検出した東西溝である。265 溝は෯ 0.15 ｍで深さ 0.05 ｍをはかる。断面はࡼ

形をఄする。266 溝は෯ 0.3 ｍで深さ 0.1 ｍをはかる。断面はٯ୆形をఄする。྆溝は関連する遺構

であろう。２－１、２－２区でみられる他の溝は南北方޲であるのにରし、東西方޲であることから

他の溝とは性格や形成時期がҟなると考えられる。

　

　（２）遺物（第 23・24図、写真図版 45～ 47）
ग़౔Ҩ෺（ୈุߔपܗํ ��ਤɺࣸਅਤ൛ ��ʙ �7）

　１は１区の方形周溝墓６の 67周溝中層から出土した（第 10図、写真図版４－１・２）。土師器ᙈ

口ԑ部からᰍ部である（写真図版 45－１）。

　口ܘ 20.5ᶲ、࢒存高 7.6ᶲをはかる。ઙԫᒵ色をఄする。口ԑ部は֎面に一部ഗが付ணし、口ԑ୺

部は折りฦし、丸みをもつ。口ԑ部からᰍ部は「く」のࣈ状に۶曲する。内֎面ともຏ໓やണ཭がஶ

しく調整はෆ明である。形状から古෿時代前期、布ཹ式土器のᙈと思われる。

　２は１区の方形周溝墓６、67 周溝中層から出土した（第 10 図、写真図版４－１・２）。弥生土器

ᆵの体部下半からఈ部である（写真図版 45－６）。口ԑ部から体部上半はܽଛする。ఈܘ 5.7ᶲ、࢒

存高 10.8ᶲをはかる。にぶいԫᒵ色をఄする。内֎面ともຏ໓やണ཭がஶしく、調整はෆ明である。

弥生時代中期前葉、摂津Ⅱ様式のᆵと考えられる。

　３は４区の方形周溝墓７の 275 周溝から出土した。弥生土器広口ᆵの口ԑ部である（写真図版 45

－２）。口ܘ 21.7ᶲ、࢒存高 2.5ᶲをはかる。փԫ׊色からにぶいԫᒵ色をఄする。内面にϤコ方޲の

ϋέϝが認められ、口ԑ֎面୺部には１ᶲに２個の割合でࠁみ目をもつ。弥生時代中期前葉、摂津Ⅱ

様式のᆵと考えられる。

　４は２－２区の方形周溝墓８の 273 周溝土器集中部から出土した（第 16図、写真図版 12－２）。

弥生土器高ഋのഋ部下半から٭部である（写真図版 45－４）。

　ഋ部の最大ܘ 17.0ᶲ、٭部ఈܘ 9.0ᶲ、࢒存高 11.6ᶲをはかる。にぶいԫᒵ色をఄする。ു部は内

֎面ともຏ໓やണ཭がஶしく調整はෆ明であるが、٭部は板φデの後、１ᶲにつき５৚のタςϋέϝ

を施す。高槻市安満遺跡で同器形の高ഋの出土がみられ、それによるとഋ部は内面がϤコϋέϝ、֎

面上半がϤコϋέϝ、下半がタςϋέϝである。弥生時代中期前葉、摂津Ⅱ様式の高ഋと考えられる。

　５も２－２区の方形周溝墓８の 273 周溝土器集中部から出土した（第 16図、写真図版 12－２）。

弥生土器ᙈである（写真図版 45－３・５）。

　口ܘ 17.6ᶲ、ఈܘ 4.8ᶲ、推定高 19.0ᶲをはかる。にぶいᒵ色をఄする。口ԑ部は୹く۶曲し、口

ԑ୺部にはわずかにࠁみ目が認められる。֎面にタς方޲のϛΨΩを施す。内֎面ともに一部ഗが付
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ணし、使用ࠟ跡が認められる。弥生時代中期前葉、摂津Ⅱ様式のᙈと考えられる。

　６と７は２－２区の方形周溝墓８の 240 周溝から出土した（第 18図、写真図版 11－１）。弥生土

器広口ᆵである。同一個体とみられるが、口ԑ部からᰍ部と、ఈ部に分かれており、体部は器形を復

元できる΄ど出土していない。

１

２

３

４ ５

６

７

８

９

10 11

12

13

14

0 20ᶲ（１：４）
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　６は口ԑ部からᰍ部で、口32.8ܘᶲ、࢒存高14.0ᶲをはかる（写真図版47－１）。ઙԫᒵ色をఄする。

内֎面ともφデ調整と思われる。口ԑは下୺をわずかに֦ுして֎面୺部にはࠁみ目を施す。

　７はఈ部で、ఈ7.3ܘᶲ、࢒存高6.8ᶲをはかる。ઙԫᒵ色をఄする。内֎面ともφデ調整と思われる。

内面には粘土ඥの઀合ࠟが࢒る。６、７は弥生時代中期前葉、摂津Ⅱ様式のᆵと考えられる。

　８は２－２区の方形周溝墓８の 240 周溝から出土した（第 18図、写真図版 11－１）。弥生土器広

口ᆵの口ԑ部である（写真図版 46－２）。

　口ܘ 25.2ᶲ、࢒存高 3.6ᶲをはかる。にぶいԫᒵ色をఄする。口ԑ部֎面にはφデによる凹凸か、

２৚の線がೖる。֎面はຏ໓のため調整ෆ明ͩが、タς方޲のϋέϝないしϛΨΩのࠟ跡が࢒る。内

面はϤコϋέϝが認められる。

　９は２－２区の方形周溝墓８の 240 周溝から出土した（第 18図、写真図版 11－１）。弥生土器直

口ᆵのᰍ部である（写真図版 46－１）。

　口ܘ 18.4ᶲ、࢒存高 12.4ᶲをはかる。にぶいᒵ色をఄする。口ԑ୺部は平らで、֎面はφデの後直

線文を３段、೾状文を２段、交ޓに८らす。文様は 1.25ᶲの原体෯に８৚の۳ඳ線がೖる。内面は口

ԑ部近くでタς方޲のϋέϝが認められるが、体部に近い部位では指オαΤのࠟ跡が࢒る。

　今回検出した方形周溝墓から出土した弥生土器のなかで、９ͩけが།一若ׯ新しい、弥生時代中期

中葉、摂津ᶙ様式のᆵかと考えられる。

　10 は２－２区の方形周溝墓８の 240 周溝から出土した（第 18 図、写真図版 11 －１）。弥生土器

ᆵのఈ部である（写真図版 46－２）。

　ఈܘ 6.8ᶲ、࢒存高 3.3ᶲをはかる。にぶいᒵ色をఄする。֎面はタς方޲のϛΨΩである。ఈ部֎

面がややۼんͩようになっているのは、ఈ部と体部の઀合時の整形がૈࡶなためである。ఈ部内面は

ണ཭する。

　11 は２－２区の方形周溝墓８の 240 周溝から出土した（第 18 図、写真図版 11 －１）。弥生土器

ᆵのఈ部である（写真図版 46－２）。

　ఈܘ 7.1ᶲ、࢒存高 4.3ᶲをはかる。ઙԫᒵ色をఄする。֎面はタς方޲のϛΨΩである。ఈ面には

έζリとφデを施す。ఈ部内面はണ཭する。

　12は２－２区の方形周溝墓８の 250 周溝から出土した。弥生土器ᙈの口ԑ部からᰍ部である（写

真図版 46－１）。口ܘ 16.2ᶲ、࢒存高 7.2ᶲをはかる。胎土はૈく、にぶいᒵ色をఄする。口ԑ部と

ᰍ部はӶく۶曲して段をなし、その後口ԑ部は直立してやや֎に։きؾ味で受口状をఄする。口ԑ部

はϤコφデͩが、それ以֎はຏ໓のため調整ෆ明である。弥生時代後期と考えられる。

　13は２－２区の方形周溝墓８の 250 周溝から出土した。弥生土器ᙈの口ԑ部である（写真図版 46

－１）。口ܘ 19.2ᶲ、࢒存高 3.8ᶲをはかる。にぶいᒵ色をఄする。内֎面ともຏ໓がஶしく、調整は

ෆ明であるが、֎面にഗが付ணする。

　14は４区の方形周溝墓４の 260 周溝から出土した。弥生土器ᙈの体部からఈ部である（写真図版

45－６）。口ԑ部はܽଛする。

ఈܘ 8.0ᶲ、࢒存高 26.6ᶲをはかる。にぶいԫᒵ色をఄする。内֎面ともຏ໓やണ཭がஶしく調整ෆ

明ͩが、֎面はఈ部近くにタς方޲のϋέϝが認められる。ఈ部には内֎面とも指オαΤのࠟ跡が࢒る。

֎面の一部にম成ࠟが認められる。弥生時代中期前葉、摂津Ⅱ様式のᙈと考えられる。

　１から 14 はすべて方形周溝墓の周溝から出土したが、すべてが墓に伴う供献土器と考えられず、
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１や12は埋まりきっていない周溝の凹状部にೖっていた上層の遺物である。中層から下層の遺物では、

９はᶙ様式に下るが、それ以֎は弥生時代中期前葉、摂津Ⅱ様式におさまり、方形周溝墓３から方形

周溝墓８は΄΅同時期にங଄されたと思われる。

　たͩし、検出時に器形をཹめたままのものは΄΅なく、復元しても్中の部位がないものもある。

このことから、これらの土器は෿ٰ上などの当ॳਾえ置かれた位置から׈り落ち、周溝にഁଛした状

ଶでೖった状ଶで、長期間存在したと考えられる。つまり、周溝がす͙に埋められることなく、長期

間։いた状ଶを保っているうちに多くのഁ片がฆࣦしたと推࡯できる。

　また、実測Մೳなものはなく΄とんどがࡅ片ͩったが、周溝部の上層には９世紀から 11世紀、一

部 13 世紀౳の遺物が含まれていた。方形周溝墓の規模とൺֱして出土した供献土器がগないのも、

多くは古代から中世段֊にࣦわれたと推測できる。

̍ʙ̏۠แؚ૚ग़౔Ҩ෺（ୈ ��ਤ）

　15は２－１区の第１層から出土した。陶器ࡼである。

　口ܘ 10.6ᶲ、ఈܘ 5.6ᶲ、器高 1.6ᶲをはかる。素地はփന色ͩが、内֎面ともփオリーϒ色のᬵ

ༀで施ᬵされる。高୆は削り出し、内面見ࠐみから体部は直線的に立ち上がり、口ԑ୺部は水平を保

ちながら、ް く折りฦす、折ԑヘΪࡼである。内面は４NN෯で連ଓした٠Ֆ状のூりこみが施される。

胎土やᬵༀから、国産瀬戸系の陶器と思われる。中世後半期のものか。

　16は２－１区の第１層及び第２層から出土した。੨磁࿸の口ԑ部から体部である。

　口ܘ 14.7ᶲ、器高 3.6ᶲをはかる。素地はփന色ͩが、内֎面ともオリーϒփ色のᬵༀで施ᬵされる。

口ԑ୺部は丸くつまみあげる。体部֎面には᭩࿇ห文が施されるཾઘ窯系੨磁であり、13世紀代か。

　17は３区の֧ཚから出土した。須ܙ器ᆵ̢である。ఈܘ 4.0ᶲ、࢒存高 4.6ᶲをはかる。回సロク

0 20ᶲ（１：４）

0 10ᶲ（１：３）

15

16

17

18

19

20 21

22 23

ୈ��図ɹ１ʙ３۠แؚ૚ग़౔Ҩ෺࣮ଌ図
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ロφデ形成され、ఈ部内面には自然ᬵが࢒る。また、ఈ部֎面には工۩ࠟが認められる。

　18は２－２区の௿地部、第２層から出土した。瓦質土器ઙുである。ՐࣷやՐുとも称される、ஆ

をとる器۩である。口ܘ 42.6ᶲ、࢒存高 7.1ᶲをはかる。口ԑ୺部は平らで、֎面には٠Ֆ状のスタ

ンプがࠁҹされる。ಸ良Րുとして室ொ時代以߱、広くྲྀ通した製品で、14、15世紀のものである。

　19は２－１区の第１層から出土した。丸瓦である。࢒存長 9.9ᶲ、࢒存෯ 5.0ᶲ、ްみ 1.5ᶲをはか

る。凸面は長辺にରして平行な板φデ、凹面には布目が࢒る。ম成は良޷で、内֎面ともփ色をఄする。

　20から 23は金属製品である。いずれも１区から出土した。

　20はమఝである。第１層から出土した。࢒存長 7.7ᶲ、෯ 1.0ᶲ、直ܘ 0.8ᶲをはかる。断面形はԁ

形である。頭は࣠部よりやや大きく直ܘ 1.0ᶲでፏ平である。࣠部のઌ୺もややፏ平になる。ࡺが付

ணするが、আڈすると木目ࠟがみられる。また、上から約 1�3 の部分で直交するように結ଋされたも

のか、別の線状のమ製品が付ணする。

　21はమఝである。第１層から出土した。࢒存長 7.1ᶲ、෯ 0.7ᶲ、ްみ 0.7ᶲをはかる。断面形は長

方形である。周ғにはࡺがްく付ணするが、ࣼめ方޲の木目が࢒る。上下୺をܽଛする。

　22はమఝである。第２層から出土した。࢒存長 4.2ᶲ、෯ 1.0ᶲ、ްみ 0.9ᶲをはかる。断面形は長

方形である。上下୺をܽଛする。20から 22は近઀した位置から出土したが、形状がগしずつҟなり、

同じࡐに使われていたものかはෆ明である。

　23はమの板状製品である。第１層から出土した。࢒存長 4.8ᶲ、࢒存෯ 2.2ᶲ、ް み 0.3ᶲをはかる。

Կかの部ࡐの一部か。

　

第３節 　中央域の調査

　（１）遺構（第 25～ 40・65図、写真図版 15～ 31、44）
　中央域とは、北部域から市道をڬん̭ͩ �－ 126
140 ～－ 126
145 を北限とし、阪急京都線の線

路で画される̭ �－ 126
205 辺りまでを南限とする、南北約 80ｍの区間をいう。調査区は１－２区、

１－３区、１－４区、１－５区、７－２区、７区、10区、６－１区、６－２区、11区、８区、９区、

15区を指す（第 25図）。７区から 11区が橋٭とそれに伴う用水路部分、15区が関西ి力のమౝҠ

設に伴って௥Ճ調査が生じた区域で、それ以֎が道路༧定地である。

　１－２区から１－５区、７－２区は୐地があった部分にあたるため੝土がްく、੝土を 0.8 ～ 1.3

ｍ機械掘削した。それより南の調査区では、੝土はൺֱ的ബく 0.2 ｍ前後ͩが、表土とߞ作土の機械

掘削を行った。機械掘削がऴྃしたところでは、অ溝を検出した。その後は平均して 0.5 ｍ前後人力

掘削を行い、地山を検出した。

　１－２区から６－１区、７区、６－２区までは北部域で検出した方形周溝墓群のଓきと、それより

時期の新しい遺構面として古代の掘立柱建物、井戸、溝、土坑などの集落跡を検出した。それより南

では、多様な時期の土坑、溝、ピット、土器棺墓などを検出した。この区域は、138 溝より南（̭ �

－ 126
170 ～－ 126
195 辺り）で地山が段状に落ちࠐみ௿地となる。ൺ高ࠩは約 0.2 ～ 0.5 ｍである。

そのため、落ちࠐんͩ௿地部には第１層、第２層がްくଯੵする。ൺֱ的遺構が希ബで、時期も弥生時代、

古代、中世がࠞ在するようである。
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ୈ）ุߔपܗํ ��・�7 ਤɺࣸਅਤ൛ 17・1�ɺ�� ʙ ��ɺ��）

　中央域北୺から南北約 20ｍの区域（１－２～１－５区、６－１区、７区、７－２区）では、弥生時

代の遺構と、古代຤以߱の集落関連遺構が੾り合い関係をもって検出された。

　この区域は、弥生時代、古代以߱とも遺構のີ集度が高いが、これは中央域の中央から南（６－２区）

は、畑などのߞ作地としてར用されていたため、遺構面が削平、֧ཚされてしまったのにରし、北側

は୐地としてްく੝り土が෴っていたため、遺存状ଶが良かったからと考えられる。

　弥生時代の遺構としては、２基の方形周溝墓を検出した。それ以֎にも、方形周溝墓に隣઀した、

周溝のՄೳ性をもつ溝などを検出した（449 周溝など）。方形周溝墓以֎の遺構は、遺物の出土がみら

れないこともあり、確実に弥生時代に属すると൑断できるものはなかった。北部域の方形周溝墓のଓ

きであろう方形周溝墓については、ॏෳするのでこの節では説明しない。

　方ܗपุ̎ߔʢ���पߔʣ（第 26～ 28図、写真図版 17・18・44）

　方形周溝墓２は 341 周溝南辺を６－１区と７区で、周溝西辺と北辺を１－４区で、周溝東辺を７－

２区で検出した。調査区֎には、341周溝東辺北半から北周溝へのコーφーや西辺の一部が存在する（第

26図）。

　෿ٰ部の大部分は調査区֎となり、෿ٰ部も削平されているため、埋૴施設౳は確認できなかった。

　341 周溝は上層の中世遺構面の溝、433 溝に੾られる（第 25図）。

　341周溝の各辺の長さは、南北辺が12ｍ、13ｍ、東西辺が14ｍ、15ｍと南北にやや長い主࣠をとる、

長方形である。周溝の上面෯は 3.1 ～ 3.3 ｍ、下ఈ෯は 1.9 ｍ、深さは 0.9 ～ 1.0 ｍ、断面は࿶形かٯ

୆形をఄする（第 26図、写真図版 18）。北部域の周溝とൺֱして、周溝の下ఈ෯が広く、深さも深い。

北辺は上面෯がやや๲らんで広がり、そこから෯がڱまって落ちる、２段落ちのような形状をとる。

　方形周溝墓２は、方形周溝墓のൣғや周溝とも大規模なのが特徴である。

　周溝の埋土は水平にଯੵし、ঃ々に周溝が埋ੵしていった状況がうかがえる。上層は第２層である

᛽ࠞじりのփԫ׊色γルトで、古代から中世の遺物をগ量ͩが包含する。下層は細砂ࠞじりのにぶい

ԫ色γルトである。

　周溝４辺は΄΅直角に交わるが、西辺はさらに西にあると推測できる別の南北方޲の周溝と઀して

๲らΉ。北辺も別の溝と઀する。東辺周溝は、方形周溝墓１の 434 周溝西辺とは周溝をڞ༗せず、ಠ

立している（第 25図）。

　南辺周溝の中層から下層で供献土器がかなり細片になった状ଶではあるが、かたまって出土した（第

28図）。東辺でも਺か所にࢄ在してͩが、供献土器の出土がみられた ( 写真図版 44)。西辺の中層では

ಔ製品も出土したが、後述するように、これはおそらく古代以߱の遺物が埋まりきっていない周溝部

にೖったものと考えられる（第 41図－ 30）。

　これらのうち弥生土器を઀合した結果、復元できた個体としては、広口ᆵとᙈが２個体ずつあるこ

とが分かった（第 41図、写真図版 47・48）。南辺、東辺それͧれからᆵとᙈがセットで出土しており、

方形周溝墓ங଄時に෿ٰもしくは周溝にセットで置かれたという推測ができる。いずれも࢒存状況は

よくなかったが、弥生時代中期前半、摂津Ⅱ様式の土器である。

　よって、方形周溝墓２は北部域の方形周溝墓と同様の時期の方形周溝墓といえるͩろう。

　また、෿ٰや周溝の規模が大きいことから、東に位置する方形周溝墓１とともに、この方形周溝墓

群の中心的存在を示す方形周溝墓であったと考えられる。
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１　10:35�2փԫૈ׊砂～小᛽ࠞじりγルト～ۃ細砂
２　10:34�2փԫૈ׊砂～小᛽ࠞじりγルト～ۃ細砂
փૈ砂～小᛽ࠞじりγルト׊10:34�1　３
４　10:34�2փԫૈ׊砂～小᛽ࠞじりγルト～細砂
５　10:33�2黒ૈ׊砂～小᛽ࠞじりγルト～細砂
６　10:35�3にぶいԫૈ׊砂～小᛽多く含Ήγルト～細砂
７　10:35�2փԫ׊γルト～ۃ細砂
８　/4�0փૈ砂ࠞじりγルト
９　7.5:7�1փനγルト
10  10:35�2փԫૈ׊砂～小᛽ࠞじりγルト～細砂
11   2.5:6�4にぶいԫ細砂～中砂ࠞじりγルト
　    （2.5:5�1ԫփγルトの小ϒロックগし含Ή）
12   2.5:6�3にぶいԫૈ砂～小᛽ࠞじりγルト～ۃ細砂
　    （基൫層の่れ）
13   2.5:5�1ԫփ細砂～中砂（γルトϒロックとૈ砂含Ή）

１　10:35�3にぶいԫૈ׊砂～小᛽ࠞじりγルト～細砂
２　10:33�2黒ૈ׊砂～小᛽多く含Ήγルト～細砂
３　10:32�2黒ૈ׊砂～小᛽非常に多く含Ήγルト～細砂
４　10:34�3にぶいԫૈ׊砂～小᛽ࠞじりγルト～ۃ細砂
５　10:32�2黒ૈ׊砂～小᛽ࠞじりγルト層
６　10:35�4にぶいԫૈ׊砂～小᛽ࠞじりγルト～ۃ細砂
７　10:34�3にぶいԫૈ׊砂～小᛽多く含Ήγルト～細砂
８　10:34�2փԫૈ׊砂～小᛽多く含Ήγルト～中砂
９　10:36�3にぶいԫᒵૈ砂～小᛽多く含Ήγルト～中砂
փૈ砂ࠞじりγルト（土器出土層位）׊10:34�1   10
11　2.5:6�2փԫૈ砂ࠞじりγルト
12　2.5:6�4にぶいԫૈ砂ࠞじりγルト～ۃ細砂
　　（2.5:5�1ԫփγルトの小ϒロックগし含Ή）
13　2.5:6�4にぶいԫૈ砂～小᛽非常に多く含Ήγルト～細砂
　　（2.5:6�6明ԫ׊γルト～ۃ細砂などのϒロック含Ή）
14　2.5:6�2փԫૈ砂～小᛽多く含Ή細砂～中砂とγルトが
        ϒロック状にࠞじる

ୈ��図ɹ�ʵ� ɾ۠̓ 
ߔ���प	２ุߔपܗํ۠ɹฏɾஅ໘図
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８
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１　10:34�2փԫ׊γルト　遺物含Ή　　
　　わずかに᛽含Ήʹ２層
փγルト׊10:34�1　２
３　2.5:4�2҉փԫγルト　
γルト׊10:33�3҉　４
５　10:35�2փԫ׊γルト　砂᛽含Ή
γルトに2.5:4�1ԫփγル׊10:33�3҉　６
　　トにԫփγルトの細かい粘土ϒロック含Ή
微細砂ࠞγルト　׊10:34�4　７
８　2.5:4�2҉փԫγルトに'F含Ή
９　2.5:4�3オリーϒ׊色γルト　遺物含Ή　
　　マンΨン൝含Ή
10　2.5:6�2փԫγルト　　

11　10の土色(2.5:6�2փԫγルト)に地山の
　　 ่れた土ࠞじる
12　5:5�2փオリーϒγルト　細砂含Ή
13　10:34�2փԫ׊γルト　マンΨン൝あり
14　2.5:5�3ԫ׊　細砂ࠞγルト　わずかに
　　15のγルトϒロック含Ή
15　10:35�2փԫ׊γルト

１　10:33�2黒ૈ׊砂～小᛽多く含Ήγルト～細砂
２　10:34�3にぶいԫૈ׊砂～小᛽ࠞじりγルト～ۃ細砂
３　10:35�3にぶいԫૈ׊砂ࠞじりγルト～ۃ細砂
４　2.5:6�3にぶいԫ細砂～ૈ砂ࠞじりγルト～ۃ細砂
５　2.5:5�1ԫփ細砂ࠞじりγルト（土器を含Ή）
６　2.5:6�2փԫ細砂ࠞじりγルト～ۃ細砂
７　10:36�3にぶいԫᒵૈ砂ࠞじりγルト～細砂
８　2.5:6�4にぶいԫૈ砂ࠞじりγルト～ۃ細砂
９　2.5:5�4ԫ׊細砂～ૈ砂・小᛽と10:35�1ԫփγルト～ۃ細砂が
　　ϒロック状にࠞじる
10   2.5:5�3ԫ׊γルト～細砂ʹ基൫層の่れ
11   2.5:5�2҉փԫૈ砂～小᛽多く含Ήγルト～ۃ細砂ʹ基൫層の่れ
12   2.5:5�1ԫփγルトと2.5:5�2҉փԫ細砂～中砂・ૈ 砂非常に多く含Ή
　　γルトがϒロック状にࠞじる
13   2.5:5�3ԫփ中砂～ૈ砂・小᛽（2.5:5�1ԫփγルトのϒロック含Ή）

１　10:34�3にぶいԫ׊細砂ࠞじりγルトʹ２層
細砂ࠞじりγルトʹ２層׊10:34�4　２
３　10:34�2փԫ׊γルト　ന᛽含Ή　遺構埋土上～中層
４　10:35�3にぶいԫ׊γルト　ന᛽含Ή　遺構埋土上～中層
５　2.5:4�2҉փԫγルト　ന᛽含Ή
γルト　᛽～小᛽含Ή׊10:33�3҉　６
γルト　地山の่れた土を含Ή׊10:33�4҉　７
８　10:34�2փԫ׊γルトに10:36�6明ԫ׊γルト
　　地山の่れた土を含Ή
９　2.5:3�2黒׊γルト　砂᛽含Ή
10　2.5:3�3҉オリーϒ׊γルト　砂᛽含Ή
11　2.5:4�3オリーϒ׊γルト　砂᛽含Ή
12　2.5:5�3ԫૈ砂～᛽ࠞγルト　　　　　

� 	����
 �N

　方ܗपุ̍ߔʢ���पߔɺ���पߔɺ���पߔʣ（第 29～ 31図、写真図版 22～ 24）

　方形周溝墓１は 434 周の東辺すべてを１－３区で、北辺の大半を１－３区と１－４区で、南辺の約

半分を１－３区で検出した。６－２区と７区では、434 周溝南辺のଓきと思われる 141 周溝、427 周

溝を検出した。西辺は７－２区と１－４区で部分的に検出した。周溝の北西、北東、南東۱を検出し

得たことで、方形周溝墓１の規模や形状が൑明した。

　434 周溝は上層の古代から中世の溝である 433 溝や 432 井戸に੾られる（第 25図）。

　434 周溝の１辺の長さは、南・北辺が 14ｍ、15ｍ、東・西辺が 12ｍ、13ｍと東西にやや長い長

方形であるのが、方形周溝墓２がやや南北に長いのとҟなる。434 周溝の上面෯は 2.5 ～ 4.5 ｍ、下

ఈ෯は 1.7 ～ 2.0 ｍ、深さは 1.0 ～ 1.2 ｍ、断面はٯ୆形もしくは࿶形をఄする（第 29・30 図、写

真図版 24）。今回検出した方形周溝墓の中で、෿ٰ層東部、周溝とも最大の規模である。北辺は北東

部が調査区֎のため、全部を検出できなかったが、上面෯がやや๲らんで広がり、そこから෯がڱまっ

て落ちる、２段落ちのような形状をとる。

　෿ٰは削平されており、埋૴施設౳は確認できなかった。１－３区と１－４区の境界付近がちΐう

ど方形周溝墓の中心にあたるため、平面ਫ਼査や土層断面࡯؍により木棺ࠟ跡や土坑などの༗ແをਫ਼査

したが、確認できなかった。

ୈ��図ɹ̒ʵ１ ɾ۠̓ 
ߔ���प	２ุߔपܗํ۠அ໘図
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　434 周溝の埋土は水平にଯੵする。上層は第２層にあたるന色᛽ࠞじりのにぶいԫ׊色γルトでଯ

ੵがްい。下層は細砂ࠞじりのԫփ色γルトで、周溝のݞが่れた際生じた地山の細かいϒロックを

含Ή（第 29・30 図、写真図版 24、写真 19）。最下層はബくփ色γルトがଯੵした後、黒׊色、փ׊

色の᛽や石などの砂᛽層となる。

　434 周溝や 141 周溝の上層から中層にかけては、古代຤から中世の土師器、黒色土器̗類、ࣰ窯産

須ܙ器などの土器や、梶原瓦窯跡で出土するのと同ܕ式の瓦などの遺物を多く包含していた（第 42・

43 図）。７区、６－２区、１－３区では広いൣғで、掘立柱建物や井戸、柱穴などの、古代຤の集落

関係遺構が検出されており、これらの遺物もそれに伴うものと思われるが、周溝の埋土内に広くみら

れることは、周溝が当該期までは完全に埋຅することなく凹み状をఄしていたことを示す。下層は弥

生土器などを含Ήが、量的にはগない。

ୈ��図ɹ���पߔ౔ثग़౔ঢ়گ図
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１　10:34�3 にぶいԫૈ׊砂～小᛽多く含Ή～細砂
　　（10世紀後葉～ 11世紀前葉の土器多く含Ή）́ 周溝最上層
２　10:34�2 փԫૈ׊砂～小᛽多く含Ήγルト～細砂
　　（10世紀後葉～ 11世紀前葉の土器多く含Ή）́ 周溝上層
３　10:35�1 փૈ砂～小᛽ࠞじりγルトʹଯੵ層か׊
４　10:34�3 にぶいԫૈ׊砂～小᛽多く含Ήγルト～細砂
５　10:33�2 黒ૈ׊砂～小᛽非常に多く含Ήγルト～細砂
６　10:33�3 砂～小᛽多く含Ήγルト～細砂ૈ׊҉
７　10:33�2 黒ૈ׊砂～小᛽多く含Ήγルト～細砂
８　10:34�1 փૈ砂～小᛽多く含Ήγルト～細砂׊
９　10:35�2 փԫૈ׊砂～小᛽多く含Ήγルト～中砂
10　10:34�4 砂～小᛽多く含Ήγルト～細砂ૈ׊
11　10:35�4 にぶいԫૈ׊砂～小᛽多く含Ήγルト～細砂
12　10:32�1 黒ૈ砂～小᛽ࠞじりγルトʹଯੵ層か
13　10:33�1 黒ૈ׊砂～小᛽ࠞじりγルトʹଯੵ層
14　2.5:5�1 ԫփૈ砂～小᛽ࠞじりγルトʹଯੵ層
15　2.5:6�3 にぶいԫૈ砂～小᛽ࠞじりγルト
　　（2.5:5�1 ԫփγルトの小ϒロック含Ή）́ ่れた土
16　2.5:6�4 にぶいԫ中砂～ૈ砂ࠞじりγルト～ۃ細砂
         ʹ基൫層の่れた土
17　10:36�2 փԫ׊γルトࠞじり細砂～ૈ砂
       （小᛽含Ή）́ 基൫層の่れた土
18　2.5:5�1 ԫփγルトࠞじり細砂～中砂
       （ૈ砂～小᛽、γルトの小ϒロック含Ή）
19　2.5:5�2 ҉փԫ細砂～ૈ砂・小᛽（ラϛφあり）
20　/4�0 փ・2.5:6�1 ԫփγルトʹଯੵ層
21　2.5:6�1 ԫփγルトࠞじり細砂～ૈ砂・小᛽
       （γルトの小ϒロック含Ή）

１　10:34�2 փԫ׊γルト
２　10:34�4 細砂～中砂ࠞじりγルト
３　10:34�3 にぶいԫૈ׊砂～᛽ࠞ じりγルト
４　5:3�2 オリーϒ黒γルト
５　2.5:4�3 オリーϒૈ׊砂～᛽ࠞじりγルト
６　2.5:4�6 オリーϒオリーϒ׊᛽ࠞじりγルト
（の地山の่れた土ݞ）　　
７　10:34�2 փԫ׊中砂～᛽ࠞじりγルト
８　2.5:4�2 ҉փԫ᛽ࠞじりγルト
９　10:35�6 ԫ׊᛽ࠞじりγルト、地山のϒロック含Ή
10　5:5�2 փオリーϒγルト、地山のϒロック含Ή
11　2.5:6�3 にぶいԫγルト　
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１　10:34�3 にぶいԫૈ׊砂～小᛽ࠞじりγルト～細砂
　　（炭小片গし含Ή）́ 上層（平安時代）
２　10:36�1 փૈ砂～小᛽ࠞじりγルト（炭小片含Ή）׊
３　10:34�2 փԫૈ׊砂～小᛽非常に多く含Ήγルト～細砂
４　10:32�1 黒ૈ砂～小᛽多く含Ήγルト（ڧく土৕化する）
５　2.5:4�1 ԫփૈ砂ࠞじりγルトと 2.5:6�2 փԫૈ砂
　　～小᛽ࠞじりγルト～細砂がϒロック状にࠞじる
６　10:34�2 փԫૈ׊砂～小᛽非常に多く含Ήγルト～細砂
７　10:34�1 փૈ׊砂～小᛽非常に多く含Ήγルト～細砂
８　10:35�2 փԫૈ׊砂～小᛽非常に多く含Ήγルト～細砂
９　10:35�3 にぶいԫૈ׊砂～小᛽多く含Ήγルト～細砂
10　10:36�3 にぶいԫᒵૈ砂～小᛽ࠞじり細砂～中砂
　　（γルトの小ϒロック含Ή）
11　/4�0 փૈ砂～小᛽多く含Ήγルト（基൫層に含まれるૈ砂
　　～小᛽をランμムに多く含Ή　ଯੵ層ではなく่れた土または埋め໭し土）
12　2.5:6�1 ԫփૈ砂～小᛽ࠞじりγルト（基൫層に含まれるૈ砂
　　～小᛽をランμムに多く含Ή　ଯੵ層ではなく่れた土または埋め໭し土）
13　5:7�1 փനૈ砂ࠞじりγルト（弥生当時のଯੵ層か）

14　/4�0 ～ 5�0 നγルトʹଯੵ層（弥生当時のଯੵ層か）
15　2.5:6�4 にぶいԫૈ砂～小᛽ࠞじりγルト（弥生当時の่れた土か）
16　2.5:6�1 ԫփγルトʹଯੵ層（弥生時代最ॳのଯੵ層）
17　2.5:6�2 փԫૈ砂～小᛽非常に多く含Ήγルト～中砂
　　（γルト౳のϒロック多く含Ή）（弥生当時の่れた土か）
18　2.5:6�6 明ԫ׊γルトと 2.5:6�1 ԫփγルト 2.5:6�2 փԫૈ砂
　　～小᛽がϒロック状にࠞじる（弥生当時の่れた土か）
19　2.5:6�2 փԫγルトࠞじり細砂～ૈ砂・小᛽（γルトのϒロック含Ή）
　　（最ॳの่れ）
20　2.5:6�2 փԫ細砂～ૈ砂・小᛽（γルトの小ϒロック含Ή）（最ॳの่れ）

449 周溝
21　10:31.7�1 黒ૈ砂～小᛽ࠞじりγルト～ۃ細砂
22　10:34�1 ૈ砂ࠞじりγルト～ۃ細砂
23　2.5:6�6 明ԫ׊γルト～ۃ細砂
24　2.5:�6�6 明ԫૈ׊砂ࠞじり細砂～中砂（γルトのϒロック含Ή）
25　2.5:6�2 փԫૈ砂～小᛽ࠞじり細砂～中砂（γルトの小ϒロック含Ή）

１　10:35�3 にぶいԫૈ׊砂～小᛽非常に多く含Ήγルト
　　～細砂ʹ周溝上層（平安時代）
２　10:35�2 փԫૈ׊砂～小᛽ࠞじりγルト～ۃ細砂
３　10:35�3 にぶいԫૈ׊砂～小᛽多く含Ήγルト～細砂
４　10:34�1 փૈ砂～小᛽多く含Ήγルト～細砂׊
５　10:34�2 փԫૈ׊砂～小᛽ࠞじりγルト～細砂
６　10:34�1 փૈ砂～小᛽ࠞじりγルト～細砂׊
７　10:35�1 細砂（ૈ砂গし含Ή）ۃ～փγルト׊
８　10:36�1 細砂（ૈ砂গし含Ή）ۃ～փγルト׊
９　10:36�3 にぶいԫᒵૈ砂～小᛽多く含Ήγルト～細砂
10　10:35�2 փԫૈ׊砂～小᛽非常に多く含Ήγルト～細砂
　　（炭小片含Ή）
11　/5�0 փγルト（炭小片গし含Ή）（弥生当時のଯੵ層か）
12　2.5:6�1 ԫփ粘土～γルト（弥生当時のଯੵ層か）
13　2.5:5�3 ԫ׊γルトࠞじり細砂～ૈ砂
　　（γルトのϒロック含Ή）（弥生時代の่れた土）
14　2.5:6�4 にぶいԫૈ砂ࠞじりγルト～ۃ細砂
15　2.5:6�6 明ԫ׊γルト～ۃ細砂（弥生時代の่れた土）
16　2.5:6�4 にぶいԫૈ砂ࠞじりγルト
　　（細砂のϒロック含Ή）（弥生時代の่れた土）
17　/4�0 փγルト 2.5:6�2 փԫγルト 5:5�1 փԫ砂が
　　ϒロック状にࠞじる（弥生時代の่れた土）
18　/4�0 փૈ砂ࠞじり粘土～γルトʹ最ॳのଯੵ層
19　2.5:6�2 փԫૈ砂～小᛽ࠞじり細砂～中砂
20　2.5:6�2 փԫ小᛽ࠞじり細砂～ૈ砂
　　（γルトのϒロック含Ή）（掘削時の่れ）

１　10:34�3 にぶいԫૈ׊砂～᛽ࠞじりγルトʹ周溝最上層
２　10:34�2 փԫૈ׊砂～᛽ࠞじりγルト　遺物細片含Ήʹ周溝上層
３　10:34�4 γルト׊
４　10:33�4 砂～᛽ࠞじりγルトૈ׊҉
５　10:34�2 փԫૈ׊砂～᛽ࠞじりγルト　３の粘土ϒロックをわずかに含Ή
６　10:33�2 黒ૈ׊砂～᛽ࠞじりγルト
７　10:34�1 փૈ砂～᛽ࠞじりγルト׊
８　2.5:4�2 ҉փԫૈ砂～᛽ࠞじりγルト
９　10:35�4 にぶいԫૈ׊砂ࠞじりγルト
10　10:34�6 砂ࠞじりγルトૈ׊
11　2.5:4�2 ҉փԫૈ砂～᛽ࠞじりγルト
12　5:4�1 փૈ砂ࠞじりγルト
13　2.5:5�4 ԫૈ׊砂ࠞじりγルト
14　10:33�3 γルトに׊҉ 10:34�4 γルト（地山）のϒロックを含Ή׊
15　2.5:5�3 ԫ׊γルト～ۃ細砂
16　10:34�1 փૈ砂～᛽׊
17　2.5:5�1 ԫփૈ砂～᛽に 2.5:5�4 ԫ׊γルトのϒロックを多く含Ή
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　434 周溝東辺の̭ �－ 126
150 よりやや南にあたる位置で、ᰍ部から体部に۳ඳ直線文をもつ供献

土器のᆵが出土した（第 31図、写真図版 24）。ᆵは周溝最ఈ部近くにおいて横位の状ଶで、ᰍ部を

南東にΉけた状ଶで検出した。口ԑ部をܽଛし、体部の 1Օ所にઠ޸をもつ ( 第 41 図－ 26、写真図

版 48－３)。完形に近い状ଶで出土した供献土器は、本遺跡の方形周溝墓全体でこれのみである。弥

生時代中期前葉、摂津Ⅱ様式のᆵである。その他、周溝東辺からは同時期のᙈも出土している ( 第 41

図－ 29、写真図版 48－１)。

　方形周溝墓１は本遺跡方形周溝墓群の中では、全体の約 3�4 と最も広いൣғを検出できた方形周溝

墓である。周溝規模も最大で、෿ٰ規模も明確である。北部域の方形周溝墓のように周溝をڞ༗する

ことなく、ಠ立した形ଶをとることも、この方形周溝墓のಠ自性、༏位性をޠっている。方形周溝墓

２とともに、方形周溝墓群で中心的໾割を果たした方形周溝墓と考えてࠩしࢧえないͩろう。

　たͩ、方形周溝墓１と方形周溝墓２とで、長࣠方޲が東西と南北に分れるのがԿらかの意味をもつ

かはෆ明である。周溝に੾り合いやڞ༗౳もないのは、相ޓを意ࣝしたうえで方形周溝墓がங଄され

たからといえる。

　また、１－３区の東୺で検出した 449 周溝が別の方形周溝墓の西辺周溝になるとすると、東西一列

にগなくとも３基の方形周溝墓がฒんでいたといえる。北部域でも方形周溝墓は３基から４基で東西

一列をなしていたのでその֖然性が高い。

　中央域で検出した方形周溝墓は出土遺物などからは、細かな時期ࠩは特定できなかった。しかし、

規模などからは北部域の方形周溝墓よりまさり、この方形周溝墓群のなかでまず、中央域の方形周溝

墓１と２がங଄され、それに付ਵするように北部域の方形周溝墓がங଄され、群をなすよう֦大して

いったという、推測が成り立つ。

　��� पߔ（第 29図、写真図版 25）

　１－３区の北東部で、434 周溝東辺に઀するように位置する溝である。１－３区内では南北６、７

ｍの長さにわたって確認できるが、434 周溝東辺とฒ行関係を保ちつつ、やや湾曲しながら南北୺と

も調査区よりさらに東にのびていく。

　周溝現存෯は、上面෯が1.0ｍ以上、下ఈ෯が0.5ｍ以上、深さ0.6ｍをはかる。断面はٯ୆形をఄする。

埋土は 434 周溝東辺と同じである。

　断面の形状が434周溝にࣅることから方形周溝墓の周溝と൑断した。たͩし、現状では৻ॏを期して、

༗の方形周溝墓番号は付与しない。449ݻ 周溝の存在は、方形周溝墓群が今回の調査区よりさらに東

に広がることを示ࠦする。遺物は出土していない。

　

　以上、北部域から中央域の北にかけて、弥生時代中期前半の方形周溝墓がগなくとも８基、449 周

溝も含めると９基あることが൑明した。東西一列に３基ずつ、南北にも３列あることが൑明したが、

東西方޲にさらに広がっていたՄೳ性もある。

　各方形周溝墓は、時期的にも大きなࠩはなく、ൺֱ的୹期間に形成された墓域といえる。方形周溝

墓１と方形周溝墓２がॳめに形成され、それらを中心として、墓域が形成されていったと思われる。

当遺跡の西に位置する安満遺跡などでも、同時期に同様の方形周溝墓域が形成されており、北摂地域

では一ൠ的なあり方ͩったといえる（第５章第１節参照）。

　この墓域を形成した人々の生活域（ムラ）や生産域（水田など）は、調査区内では検出されていない。
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北は山になり南は急ܹな谷地形になることを考えると、調査区より西か東にあると推測する。

۷ཱப建෺・பྻ（ୈ ��ʙ �� ਤɺࣸਅਤ൛ 1�ʙ �1）

　６－１区と７区、10区では、第２層のଯੵがബく、他の調査区では第２層上面で検出する遺構を最

ऴ遺構面（地山面）で検出した。主な遺構としては、古代຤以߱中世前半までに相当する掘立柱建物３౩、

柱列２本を検出した。

　１－３区でも、建物には復元し得なかったが、柱穴౳をෳ਺検出した。この区では、石組の井戸（432

井戸）なども検出した。この区域に２－１、２－２区につながるか、あるいはಠ立した建物群が広がっ

ていたՄೳ性をもつ。

　掘立பݐ෺̎（第 32図、写真図版 19－１、20－１、21－１・２）　

　６－１区と７区にまたがって、̭ �－ 126
170 ～－ 126
175、̮ʹ－ 32
232 ～－ 32
238 の間で

検出した、南北２間、東西３間の東西をܻ行とする掘立柱建物である。柱穴は７基検出した（355 ～

361 柱穴）。北列と西列は検出したが、包含層が削られているため東列は一部のみ、南列は検出できて

いない。主࣠は真方位より北で西に;る。東西列の柱間ִ（１間）は 1.9 ～ 2.0 ｍである。

　柱穴は直ܘ 0.2 ～ 0.4 ｍのԁ形もしくは長ԁ形をఄし、中心に直ܘ 0.1 ～ 0.2 ｍの柱ࠟをもつもの

もある。断面はࡼ形か࿶形をなし、深さは 0.15 ～ 0.2 ｍをはかる。

　遺物は 357 柱穴から須ܙ器の୹ᰍᆵが出土している（第 43 図－ 53、写真図版 50 －７）。これが

後述する、柱列１の 352 柱穴出土の須ܙ器と઀合した。掘立柱建物２の西辺に、柱列１が約 2.5 ｍ間

ִで平行してฒぶことからも、柱列１は掘立柱建物２に伴うࡤ列など、付ਵする施設として作られた

Մೳ性が高い。９世紀後半から 10世紀のものであろうか。

　掘立பݐ෺̏（第 32図、写真図版 19－２、20－２、21－３）　

　７区の̭ �－ 126
161 ～－ 126
165、̮ʹ－ 32
226 ～－ 32
229 の間で検出した、南北２間、東

西１間の南北をܻ行とする掘立柱建物である。掘立柱建物２の北東に位置する。

　柱穴は５基検出した（383、416、406、412、420 柱穴）。南列と東列は検出したが、西列は一部のみ、

北列は検出できていない。主࣠は真方位と΄΅同じである。南北列の柱間ִ（１間）は 1.8 ～ 1.9 ｍ

である。東西列の２つの柱穴の間ִが3.0ｍ近くあるので、検出できていないが、この間にも柱穴があっ

たՄೳ性がある。

　柱穴は直ܘ 0.2 ～ 0.4 ｍのԁ形をఄし、中心に直ܘ約 0.2 ｍの柱ࠟをもつものもある。断面は̪ࣈ

形をなし、深さは 0.2 ～ 0.3 ｍをはかる。柱穴から遺物は出土していない。

　掘立柱建物２に付ਵする建物と考える。

　掘立பݐ෺̐（第 33図、写真図版 19－２、20－３、21－４）　

　７区、10区の̭ �－ 126
162 ～－ 126
164、̮ʹ－ 32
218 ～－ 32
223 の間で検出した、南北１

間、東西２間の東西をܻ行とする掘立柱建物である。掘立柱建物３の東に位置する。

　柱穴はॏෳ例を含め５基検出した（407 ～ 409、363、364 柱穴）。南列と西列は検出したが、東列

と北列は検出できていない。主࣠は真方位と΄΅同じである。柱間ִ（１間）は 2.0 ～ 2.3 ｍである。

　柱穴は直ܘ 0.4 ～ 0.5 ｍの長ԁ形をఄする。断面は̪ࣈ形やٯ୆形をなし、深さは 0.2 ～ 0.4 ｍを

はかる。364 柱穴と 409 柱穴は੾り合いをもつ。

　遺物は小片ͩが、363 柱穴から黒色土器̖類࿶や土師ࡼが出土しており、10世紀ࠒの年代が与えら
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355
１　10:34�2 փԫ׊γルト（2.5:6�4 にぶいԫγルトの小ϒロック含Ή）
356
１　10:33�2 黒׊γルト（2.5:6�4 にぶいԫγルトの小ϒロック含Ή）
357
１　10:34�1 փγルト（2.5:6�4׊ にぶいԫγルト～ۃ細砂の小ϒロック含Ή）
358
１　10:34�1 փγルト（2.5:6�4׊ にぶいԫγルト～ۃ細砂の小ϒロック含Ή）
２　2.5:6�4 にぶいԫγルト～ۃ細砂（10:35�3 にぶいԫ׊γルトのϒロックを含Ή）

359
１　10:34�1 փγルト（2.5:6�4׊ にぶいԫγルト～ۃ細砂の小ϒロック含Ή）
360
１　10:34�1 փγルト（2.5:6�4׊ にぶいԫγルト～ۃ細砂のϒロック含Ή）
361
１　10:34�2 փԫ׊γルト（2.5:6�4 にぶいԫγルトの小ϒロック含Ή） 

383
１　10:34�2 փԫૈ׊砂ࠞじりγルト～ۃ細砂
406
１　10:34�2 փԫૈ׊砂ࠞじりγルト（2.5:6�6 明ԫૈ׊砂～小᛽多く含Ήγルト、中砂のϒロック含Ή）
412
１　10:33�3 細砂（10:36�6ۃ～γルト׊҉ 明ԫ׊γルト～ۃ細砂の小ϒロック含Ή）
416
１　10:34�3 にぶいԫૈ׊砂～小᛽ࠞじりγルト～ۃ細砂（炭小片গし含Ή）
２　2.5:6�6 明ԫ׊γルト～ۃ細砂と 10:34�3 にぶいԫૈ׊砂～小᛽ࠞじりγルト～ۃ細砂がϒロック状にࠞじる
420
１　10:34�2 փԫૈ׊砂ࠞじりγルト～ۃ細砂（2.5:6�6 明ԫ׊γルト～ۃ細砂の小ϒロック含Ή）
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363 
１　10:34�3にぶいԫૈ׊砂ࠞじりγルト～細砂（2.5:6�6明ԫ׊γルト～細砂の小ϒロック含Ή　炭の小片গし含Ή）
364
１　10:35�4にぶいԫૈ׊砂ࠞじりγルト～ۃ細砂と2.5:6�6明ԫ׊γルト～ۃ細砂がϒロック状にࠞじる
407
１　10:34�3にぶいԫૈ׊砂～小᛽ࠞじりγルト～ۃ細砂（2.5:6�6明ԫૈ׊砂ࠞじりγルト～細砂の小ϒロックগし含Ή）
２　10:34�3にぶいԫ׊γルト～ۃ細砂（2.5:6�6明ԫૈ׊砂ࠞじりγルト～細砂の小ϒロックগし含Ή）
408
１　10:35�2փԫ׊γルト、2.5:6�4にぶいԫγルト～ۃ細砂がϒロック状にࠞじる（炭の小片গし含Ή）
409  
１　10:34�3にぶいԫૈ׊砂～小᛽ࠞじりγルト～細砂と2.5:6�6明ԫ׊γルト～ۃ細砂がϒロック状にࠞじる（炭小片গし含Ή）

���������

���

���

1

2

1

2

1

1
1
2 1 1

れる。柱穴の規模がやや大きくなり、柱間ִが長くなるなどҟなる点はあるが、やはり掘立柱建物２、

３に付ਵする建物と考える。

　பྻ̍（第 34図、写真図版 20－１、21－７）　

　６－１区の掘立柱建物２の西辺に平行にฒぶ南北柱列である。列の柱間ִ（１間）は約 1.0 ｍに６

基の柱穴がฒぶ（349 ～ 354 柱穴）。掘立柱建物２とのڑ཭は約 2.0 ｍである。

　柱穴は直ܘ 0.2 ～ 0.3 ｍのԁ形もしくは۱丸方形をఄし、中心に直ܘ 0.1 ～ 0.15 ｍの柱ࠟをもつも

のもある。断面はࡼ形か̪ࣈ形をなし、深さは 0.1 ～ 0.3 ｍをはかる。

　遺物は、352 柱穴のఈから須ܙ器の୹ᰍᆵ片が出土し、これが掘立柱建物２の 357 柱穴遺物と઀合

した（第 43図－ 53、写真図版 50－７）。このことからも、掘立柱建物２と柱列１は相関すると言える。

建物を取りғΉࡤ列などの機ೳが考えられるͩろうか。

　பྻ̎（第 34図、写真図版 19－１、21－５・６）　

　６－１区の掘立柱建物２の北辺より内側で検出した、東西柱列である。列の柱間ִ（１間）は約 2.0

ｍで５基の柱穴がฒぶ（384 ～ 388 柱穴）。掘立柱建物２とのڑ཭は約 1.0 ｍである。

　柱穴は直ܘ 0.2 ～ 0.3 ｍのԁ形もしくは長ԁ形をఄし、中心に直ܘ 0.1 ～ 0.15 ｍの柱ࠟをもつもの

もある。断面はٯ୆形をなし、深さは 0.2 ～ 0.3 ｍをはかる。

　ෳ਺の柱穴は、ఈ面に石や土器がࠜ石としてෑかれていた。387 柱穴から、土師器Ӌזが出土した（第

43図－ 54、写真図版 50－６）。

　掘立柱建物２の北列に平行でないことや、建物より内側にೖることから、柱列２は柱列１とはҟなり、

ୈ��図ɹ̓۠۷ཱபݐ෺４ɹฏɾஅ໘図
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掘立柱建物２に付ਵする施設ではないと考えられる。時期ࠩがあるとも考えられる。

　பྻ̏（第 34図、写真図版 19－１、21－８）　

　６－１区の掘立柱建物２の北辺より内側にฒぶ柱列である。柱列２と交ࠩするが、やや西で南に;る。

列の柱間ִ（１間）は約 2.0 ｍで３基の柱穴がฒぶ。掘立柱建物２とのڑ཭は約 0.8 ～ 1.0 ｍである。

　柱穴は直ܘ 0.2 ～ 0.3 ｍのԁ形もしくは長ԁ形をఄし、中心に直ܘ 0.1 ～ 0.15 ｍの柱ࠟをもつもの

もある。断面はٯ୆形をなし、深さは 0.2 ～ 0.3 ｍをはかる。

　ఈ面に土器が置かれた 391 柱穴から黒色土器̖類࿶が΄΅器形を保って出土した（第 43図－ 57、

写真図版 50 －１）。10 世紀後半のものである。柱列３は柱列２同様、掘立柱建物２に付ਵするので

はなく、時期的には掘立柱建物２と前後する施設と考えられる。

　以上、６－１区と７区で検出した掘立柱建物や柱列は、小時期ࠩはあるものの、まとまりとして集

落域を形成しており、その時期としては 10世紀の主に後半が与えられる。２－２区で検出した掘立

柱建物１より時期的に古くなるので、別の一群として考えた方がよいͩろう。

๺൒ͷҪߔ・ށ・౔޵（ୈ ��・�� ਤɺࣸਅਤ൛ ��）

　��� Ҫށ（第 35図、写真図版 25）　

　１－３区の東୺中央で検出した。434 周溝を੾っており、弥生時代より後出期の遺構である。

　井側に石を用いた石ੵみの井戸ͩが、上段は石が่れた状ଶで検出した（第 35図－̖、写真図版

25－１、２）。

　これを掘りਐめていくと、中心部が直ܘ 0.4 ｍの環状に、石がੵまれた状況が検出できた（第 35図

－̗、写真図版 25－３・４）。石はすべて自然石で、10ᶲ程度のものから人頭大のものまで、大きさ

は様々である。３段から４段は石ੵみが確認できた。石ੵみが్੾れる個所から１ｍ下からは掘形が

はܘまり、掘形の直ڱ 0.5 ～ 0.6 ｍとなる。最ఈ部には曲物の側板が井筒としてਾえられていた（第

35図－̘、写真図版25－５）。曲物は遺存状ଶが੬ऑであり、形状をわずかにとどめているにす͗ない。

　上面の掘形は直2.0ܘｍのԁ形で、東側は調査区東壁に相当しະ検出である。最ఈ部は直ܘ約0.5ｍ、

深さは1.3ｍをはかる。断面は深い̪ࣈ形をఄする。おそらくもっと上層から掘りこまれた井戸であっ

たが、上層は後世の଄成によって削平されたのͩろう。

　井戸からは、΄΅完形の土師ࡼや᯿のӋ口、土師器Ӌזのഁ片などが出土している（第 42図－ 31

～ 37、写真図版 50－４・８・９、54－５）。なかでも、土師器のӋזの口ԑ部から௳部のഁ片が多

਺出土した。そのため、Ӌזの಑部を井筒にస用した井戸かとも考えたが、口ԑ部から௳部のഁ片が

主で体部がগなく、ある程度の形になる΄ど઀合復元できるものがないことから、土師器Ӌזはഁ片

の状ଶで井戸にഇغされたと考えられる。

　出土遺物の時期から、432 井戸は 10世紀ࠒの時期が与えられるか。

　432 井戸の周辺包含層からは京都産の྘ᬵ陶器耳ࡼ（第 42図－ 39、写真図版 49－４）やࣰ窯産

須ܙ器こͶു（第 42図－ 47、写真図版 49－１）なども出土しており、同様の時期を示す。432 井

戸は掘立柱建物２～４と同時期で、これらの建物に伴う遺構と考えられる。

　石ੵみの井戸は高槻市内の他の遺跡でも報告されている。安満遺跡では東部地区で集落に伴ってෳ

਺井戸が検出されており、石ੵみの井戸はಸ良時代としている。宮田遺跡では、12世紀以߱の԰ෑ地

内で、ఈに桶枠や曲物を置いた܀石ੵみの井戸が報告されている。この地域では古代から中世にわたっ
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１　10:33�2 黒ૈ׊砂～小᛽ࠞじりγルト～細砂ʹ最上層

２　10:4�2 փԫૈ׊砂～小᛽多く含Ήγルト～細砂

       （γルトのϒロック、細砂～ૈ砂のϒロック含Ή）́ 上層

３　10:35�2 փԫૈ׊砂～小᛽多く含Ήγルト～細砂

       （γルトのϒロック、細砂～ૈ砂のϒロック多く含Ή）́ 上層

４　10:5�1 փૈ砂～小᛽多く含Ήγルト（炭化物গし含Ή）́ 中層

５　10:4�1 փγルト（中砂～ૈ砂　小᛽を含Ή　炭小片গし含Ή）�下層

６　ψέ 5:5�1 փγルトࠞじり細砂～中砂（ૈ砂、小᛽含Ή）́ 最下層

７　2.5:5�2 ҉փԫۃ細砂～細砂（ૈ砂含Ή）

８　10:5�1 փγルトとૈ砂～小᛽がϒロック状にࠞじる׊

       （石組ཪࠐめは 2.5:4�1 ԫփૈ砂～小᛽ࠞじり粘土）

９　2.5:5�2 ҉փԫۃ細砂～細砂（ૈ砂含Ή、７とࣅࠅする）

10　2.5:5�3 ԫۃ׊細砂～細砂（ૈ砂含Ή）
̘
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１　2.5:6�4にぶいԫᒵ～小᛽非常に多く含Ήγルト～細砂
２　2.5:6�6明ԫ׊γルト～中砂と2.5:5�1ԫփγルトがϒロック状にࠞじるʹ基൫層の่れ
３　10:35�3にぶいԫૈ׊砂～小᛽非常に多く含Ήۃ細砂～中砂（2.5:5�1ԫփγルトの小ϒロックগし含Ή）

１　10:34�2փԫ׊γルト（10:35�4にぶいԫ׊γルト～
（細砂の小ϒロック含Ή　炭小片গし含Ήۃ　　

１　10:34�2փԫૈ׊砂ࠞじりγルト（2.5:6�4にぶいԫૈ砂ࠞじりγルトの
　　小ϒロック含Ή　炭片গし含Ή）
２　10:35�2փԫૈ׊砂ࠞじりγルトと2.5:6�4にぶいԫૈ砂ࠞじりγルトが
　　ϒロック状にࠞじる

１　10:35�3にぶいԫૈ׊砂～小᛽ࠞじりγルト～細砂
       ʹ340溝埋土
２　10:34�3にぶいԫ׊γルト（10:36�3にぶいԫᒵ
       γルトの小ϒロック含Ή）́ 341溝埋土

１　10:33�2黒׊γルト～ۃ細砂（2.5:6�4
       にぶいԫγルトの小ϒロックগし含Ή　
       炭片গし含Ή）
２　2.5:6�4にぶいԫγルト～ۃ細砂
３　2.5:4�1ԫփγルトと2.5:6�6明ԫ׊
       γルト～ۃ細砂がϒロック状にࠞじる

１　10:33�2黒ૈ׊砂
       ࠞじりγルト～ۃ細砂

１　10:33�2黒׊γルト
細砂ۃ～　　

１　10:34�2փԫૈ׊砂ࠞじりγルト
細砂ۃ～　　
２　2.5:6�3にぶいԫγルト～ۃ細砂

１　2.5:6�6明ԫૈ׊砂～小᛽ࠞじりγルト～中砂
２　2.5:7�4ઙԫૈ砂～小᛽ࠞじりγルト～ۃ細砂ʹ基൫層่れ
３　2.5:6�6明ԫ׊細砂～中砂（ૈ砂～小᛽を部分的に含Ή　γルトの小ϒロックগし含Ή）

１　10:33�2黒׊γルト～ۃ細砂（10:3
　　6�4にぶいԫᒵγルトの小ϒロック含Ή）
２　10:36�2փԫ׊γルト～ۃ細砂

　
１　10:34�2փԫ׊γルト～ۃ細砂
　　（10:36�3にぶいԫᒵγルトの小ϒロック含Ή）
２　10:36�2փԫ׊γルト～ۃ細砂

１　10:35�3にぶいԫ׊γルト～ۃ細砂
２　10:35�2փԫ׊γルト～ۃ細砂 １　10:33�2黒׊γルト

２　10:35�3にぶいԫ׊
　　γルト～ۃ細砂

１　10:34�2փԫ׊
　　γルト～ۃ細砂

 
１　10:35�2փԫ׊γルト～ۃ細砂
２　2.5:6�4にぶいԫγルト～ۃ細砂
３　10:34� 2փԫ׊γルト～細砂
４　2.5:4�1ԫփγルト（2.5:6�6明ԫ׊γルト
       ～細砂のϒロックগし含Ή）
５　2.5:6�6明ԫ׊γルト～細砂

１　10:35�3にぶいԫ׊γルト～ۃ細砂
２　10:34�2փԫ׊γルト～細砂
３　10:34�3にぶいԫ׊γルト～細砂
４　10:34�3にぶいԫ׊γルト～細砂
       （2.5:6�4にぶいԫγルトϒロック含Ή）
５　2.5:6�4にぶいԫγルト～ۃ細砂
６　10:33�2黒׊γルト～細砂（2.5:6�6
       明ԫ׊γルトの小ϒロック含Ή）

１　10:34�2փԫ׊γルト
２　10:34�3にぶいԫ׊γルト　遺物含Ή　　　　

１　10:34�2փԫૈ׊砂～᛽ࠞγルト～ۃ細砂
砂ࠞじりγルトがϒロック状にࠞじるૈ׊փγルト　2.5:6�6明ԫ׊10:35�1　２
３　2.5:6�6明ԫૈ׊砂多く含Ήγルト～細砂 

��� ���

��� ��� ���

��� ��� ���

���

���

���
��� ᶃߔ

��� ᶄߔ

4 /

/8 4& ̬ ̚

̬ ̚ /8 4& 8 &

/8 4& 4&/8 /8 4&

8 &

& 8

& 8

/ 4

/ 4

8 &

8 &

/4

/ 4

� 	����
 ��DN

ୈ��図ɹ１ʵ２ɾ１ʵ３ɾ̒ ʵ１۠Ҩߏஅ໘図

ʕ　60　ʕ



て、一ൠ的な形ଶの井戸ͩったと考えられる。

　��� 第）ߔ 36図、写真図版 25－６）

　１－３区、７－２区、６－１区を横断して東西に走る溝である。方形周溝墓１、２を੾る後出の遺

構である。７－２区では 845 溝、６－１区では 340 溝としていたが、同一の溝であるので、本報告時

にݺ称を統一した。東西୺ともさらに調査区֎にのびる。検出長は約 42.0 ｍ、෯は 0.65 ～ 1.15 ｍ、

深さ 0.15 ～ 0.45 ｍをはかる。断面はࡼ形をఄする。

　１－３区で瓦器࿶が、７－２区で瓦器ࡼが出土した（第 42図－ 43、52、写真図版 50－２、３）。

いずれも13世紀代のもので、433溝は掘立柱建物群や432井戸よりさらに新しい、中世の遺構といえる。

　��� ౔޵（第 36図、写真図版 25－７）

　１－３区の北西部で検出した大形の土坑である。長ԁ形で、長ܘ 1.5 ｍ、୹ܘ 0.7 ｍ、深さ 0.5 ｍ

をはかる。断面は̬ࣈ形をఄする。埋土が上下２層に分かれ、ૈ砂や᛽である。この埋土のଯੵ状況

や土坑の形状、規模が１区で検出した 72土坑や、２－２区で検出した 272 土坑に相ࣅする。

　���・���・���・���・��� ϐοτ（第 36図）

　１－３区の中央、方形周溝墓１の෿ٰ部位置で検出した、列状にฒぶピットである。柱ࠟが認めら

れるものもあり、柱穴になるՄೳ性もあるが、建物や柱列としては復元し得なかった。直0.15ܘ～ 0.25

ｍのԁ形のピットで、深さは 0.1 ～ 0.2 ｍをはかる。断面は࿶形かࡼ形をఄする。いずれも遺物は出

土しなかった。

　���・���・��� ϐοτ（第 36図）

　１－３区の中央、方形周溝墓１の෿ٰ部位置で検出した、列状にฒぶピットである。450 ～ 454 ピッ

トの列より約３ｍ南に位置する。直ܘ 0.15 ｍのԁ形のピットで、深さは 0.1 ～ 0.2 ｍをはかる。断面

は࿶形か̪ࣈ形をఄする。いずれも遺物は出土しなかった。458 ピットは柱ࠟが認められる。

　��� ౔޵（第 36図）

　６－１区の東側で１－２区との境界部、北壁で検出した土坑である。北半は調査区֎にあり、ະ検出

である。方形で、１辺が0.6ｍ、深さ0.3ｍをはかる。断面は̪ࣈ形をఄし側面やఈ面は凹凸がみられる。

　��� ౔޵（第 36図）

　１－２区の南半、調査区南壁際で検出した土坑である。南半は調査区֎にあり、ະ検出である。お

そらく長ԁ形で、直ܘが 1.1 ｍ、深さ 0.4 ｍをはかる。断面は深い࿶形をఄする。

　��� ౔޵（第 36図）

　１－２区の南半で検出したෆ整形の土坑である。直ܘが 1.1 ｍ、深さ 0.45 ｍをはかる。断面はٯ୆

形をఄする。

　��� ౔޵（第 36図）

　６－１区の東側、西壁際で検出した土坑で、東側はະ検出である。341周溝の内側、෿ٰ部に存在する。

ԁ形もしくは長ԁ形と推測される。直ܘが1.2ｍ、深さ0.6ｍをはかる。断面はା状に広がる形をఄする。

埋土が２層に分かれ、γルトや細砂のଯੵである状況が、１区で検出した 72土坑や、２－２区で検出

した 272 土坑、１－３区で検出した 446 土坑に類ࣅする。

　��� ౔޵（第 36図）

　６－１区の掘立柱建物２の北西で検出した土坑である。ԁ形で、直ܘ 1.05 ｍ、深さ 0.2 ｍをはかる。

断面はࡼ形をఄする。
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１　10:35�2 փԫ׊中砂ࠞγルト (２にࣅるがそれよりやや

　　土৕化がすすみ黒色化する )

２　10:35�3 にぶいԫ׊中砂ࠞγルト、マンΨン൝ࠞじる

2

　��� ౔޵（第 36図）

　６－１区の掘立柱建物２の西で検出した土坑である。۱丸方形で、長辺 1.1 ｍ、୹辺 0.95 ｍ、深さ

0.1 ｍをはかる。断面はࡼ形をఄする。

தԝʙೆ൒ͷߔ・౔޵（ୈ �7ʙ �� ਤɺࣸਅਤ൛ ��ʙ �1）

　中央から南半とは、６－２区、11区、８区、９区、15区を指す。南北約 60ｍにわたるൣғͩが、

̭ �－ 126
175 から̭ � － 126
220 の間にわたっては段状に落ちࠐΉ௿地部となる。௿地部では

ୈ��図ɹ̒ʵ２۠���౔޵౔ثग़౔ঢ়گ図
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200 土坑や、207 溝౳以֎は΄と

んど遺構が認められず、９区や 15

区では人やۮఙ類の଍跡以֎の遺

構はօແに౳しい（写真図版 31－

１）。

　��� ౔޵（第 37・38 図、写真

図版 27－２）

　６－２区の南東۱で検出したԁ

形の土坑である。直ܘ 0.5 ｍ、深

さ 1.5 ｍをはかる。断面は࿶形を

ఄする。

　土坑の΄΅中心から、弥生土器

ᆵがఈ部をఈ面につけ、口ԑ部を

北西دりにやや܏いた状ଶではあ

るが、ٿ形の಑部の状ଶを保った

ままで出土した（第 37図、写真図版 27－２）。

　ᆵの上面は土ѹのためか割れて಑部の内部に落ちࠐみ、また、ᆵの北東ݞにも土器が割れた状ଶで

かたまって出土した。ᆵの಑部内に٭部やു状に広がるഁ片があるため、ᆵ以֎の個体があることは

明നであった。

　土坑内では、ᆵの周ғの埋土もᰍ部付近で２層に分層でき、ᆵを意図的に埋ೲした埋土と、土ѹ౳

によって割れ、たわみが生じた後に埋ੵした埋土とに分けることができる。ᆵが口ԑを上に޲けてਾ

え置かれた状ଶであることや、埋土の状況からも意図的にこの土器を埋ೲするために掘られた土坑と

断定できる。

　出土遺物を復元したところ、΄΅完形の弥生土器ᆵと高ഋとなった（第 45図－ 70・71、写真図版

51－７、８）。いずれも弥生時代後期、ᶛ様式のものである。

　高ഋの٭部がᆵ体部内に落ちࠐみ、ഋ部がᆵの֎にかたまってみられたことから、ᆵをఈ面に正置し、

ᆵの口ԑ部に高ഋをٯさまにしてかぶせたと推測される（第 38図）。すなわち、ᆵを਎、高ഋを֖と

してར用した土器棺墓ͩったと考えてよいͩろう。

　��� ౔޵（第 39図、写真図版 29－１・２）

　６－２区西側の北部で検出した、大形のԁ形ͩがややいびつな土坑である。֧ཚによって੾られ、

南୺は 179 溝に઀する。

　直ܘ 3.4 ～ 3.6 ｍ、深さ 1.4 ｍをఄする。断面は࿶形をఄする。埋土は水平にଯੵする。上層は小

᛽やマンΨンൗを含んͩ׊փ色γルト、中層は炭化物を含んͩփԫ׊色γルト、下層はにぶいԫᒵ色

細砂である。遺物が一定量含まれており、口ԑが୹く௳から直立する土師器Ӌזが出土する（第 45

図ʕ72、73）。遺物から 9世紀から 10世紀の遺構か。

　171 土坑はさらに上層から掘りこまれていたとも考えられる。形状や埋土に炭化物や砂を含Ή点か

らは、素掘りの井戸ͩったのでは、と推測できる。出土遺物の時期から、北側で検出した掘立柱建物

２や柱列１に伴う遺構の一つとも考えられる。

ୈ��図ɹ���౔޵౔ุ׹ثਪఆ෮ݩ図
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２NN大のܘփ細砂ࠞじりγルト（直׊7.5:35�2　１
       小᛽とマンΨンൗ含Ή）　　　　
２NN大のܘփ細砂ࠞじりγルト（直׊7.5:35�1　２
       小᛽とマンΨンൗ含Ή、
      １より若ׯ粘性ڧい、わずかに炭化物含Ή）
３　10:36�2փԫ׊中砂ࠞじりγルト（わずかに炭化物
       含Ή、２と４の中間的な土質）
փγルト（わずかに炭化物含Ή、଺水性׊10:36�1　４
        ଯੵ物。わずかに５の土がϒロック状にࠞೖする）
５　2.5:5�1ԫփγルトࠞじり中砂～細砂（わずかに
       地山がϒロック状にࠞೖする）
６　2.5:4�1ԫփγルト（地山がϒロック状にࠞೖする）
２NN大のܘփ細砂ࠞじりγルト（直׊10:35�1　７
        ᛽含Ή、８と４の中間的な土質）
８　10:36�3にぶいԫᒵ中砂～細砂（ラϛφあり　
        部分的に地山の土がϒロック状にࠞೖする）
փ細砂ࠞじりγルト（４と10の中間的׊10:36�1　９
       な土質）
10　7.5:33�1黒׊細砂ࠞじりγルト（地山の土が
        ϒロック状にࠞೖする。粘性ڧい）　　

   
１　7.5:35�3にぶい׊微砂ࠞじりγルト（マンΨンൗと直１ܘᶲ以下の炭含Ή）
２　7.5:35�2փ׊細砂ࠞじりγルト（マンΨンൗと直１ܘᶲ以下の炭、直５ܘNN
       以下のম土、風化したՖቋ岩᛽含Ή）
３　10:32�1黒細砂ࠞじりγルト（গ量のম土と多量の木炭片含Ή）
　(色がࠞ͟る׊３のϒロックと地山の明ԫ)փ細砂ࠞじりγルト׊10:34�1　４
５　10:36�2փԫ׊（２のϒロックと、地山の明ԫ׊γルトϒロック、ম土がࠞ͟りあう）

（γルトϒロック含Ή׊５NN大の地山の明ԫܘマンΨンൗ、直）փ中砂ࠞじりγルト׊7.5:35�1　１
２　10:35�2փԫ׊細砂ࠞじりγルト（直１ܘᶲ以下の地山の明ԫ׊γルトϒロックとごくগ量の
        炭化物含Ή）
փ細砂ࠞじりγルト（ごくগ量の炭化物含Ή）׊10:36�1　３
４　10:34�3にぶいԫ׊細砂ࠞじりγルト（直ܘ਺ᶲ以下の地山の明ԫ׊γルトϒロック含Ή）
５　10:34�2փԫ׊細砂ࠞじりγルト（直５ܘNN以下の地山の明ԫ׊γルトϒロック含Ή）
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　��� ౔޵（第 39図、写真図版 30－３）

　６－２区東側の中央部で検出した、ෆ定形の土坑である。135 溝と 138 溝の間に位置する。

　長辺 2.3 ｍ、୹辺 1.8 ｍ、深さ 0.1 ～ 0.2 ｍをはかる。断面はࡼ形をఄする。埋土はϒロックや炭

化物を含んͩγルトである。炭化物は全面にみられるが、次に述べる 106 土坑のように土坑内でԿか

をম成したような状況ではない。

ୈ��図ɹ̒ʵ２۠���౔޵ɾ���౔޵ɾ���౔޵ɹฏɾஅ໘図
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　��� ౔޵（第 39図、写真図版 30－１・２）

　６－２区東側の北部で検出した、長方形の土坑である。南北に長࣠線があり、΄΅真方位である。

　長辺1.2ｍ、୹辺1.0ｍ、深さ0.3ｍをはかる。断面は長方形をఄする。表面には小穴が多਺認められる。

埋土は細砂ࠞじりのփ׊色γルトである。

　106 土坑の大きな特徴は、ఈ面に一面にෑき٧められたような木炭片とম土を確認したことにある。

土坑内でԿかをম成したと考えられる。１－３区や６－２区でர଄関連製品が出土していることもあ

り、関連が示ࠦされる。また、南部域では粘土採掘坑と考えられる土坑を多਺検出しており、これら

の土坑から粘土を採掘して瓦や土器の製作に用いたという推測もたてており、それと関連する遺構と

の推定も成り立つ。たͩし、106 土坑のようなম成土坑はこれ１基のみであり、土器や瓦のম成施設

と考えるには、小規模す͗て೉しい。

　また、106 土坑の西側壁際で検出した土坑としたものは、地震による変形を受けた自然Ӧҝࠟと考

えられる。地震によって土৕が地֪変ಈを受け、平面では下層の細砂層が、അఙ状あるいは環状にོ

起したように認められる。断面はさ͟೾のように೾立っているのが特徴で、風౗木ࠟとはҟなる（第

８図、写真図版 29－３）。

　地震による変形土坑は、６－２区の他の地点でも਺ϲ所認められた。また、南部域の 12－２区の

東壁では大きな断層も࡯؍でき、本遺跡で大きな地震があったことがうかがえる（写真図版 43－３）。

たͩし、地震の発生時期がいつなのか、６－２区と12－２区の地震が同一時期のものか౳はෆ明である。

　��� 第）ߔ 40図）

　６－２区東側の中央部で検出した溝である。西北から東南にのびる。２つの֧ཚ土坑によって੾ら

れる。検出長 3.0 ｍ、෯ 0.25 ｍ、深さ 0.1 ｍをはかる。断面はٯ୆形をఄする。６－１区の、掘立柱

建物２付近で同じ方޲をとる溝があるので、同一の溝となるՄೳ性があろうか。

　��� 第）ߔ 40図）

　６－２区東側の中央部で検出した溝である。北東から南西にのびる。８区では 377 溝とݺ称してい

たが同一の溝とみてࠩしࢧえないͩろう。検出長 11.0 ｍ、෯ 0.3 ｍ、深さ 0.05 ｍをはかる。断面は

。形をఄする。時期はෆ明であるࡼ

　��� 第）޵���౔・ߔ 40図）

　６－２区西側の北部で検出した溝と土坑である。179溝は６－１区の溝と同じ方޲である。現存長７.0

ｍ、෯ 0.4 ｍ、深さ 0.1 ｍをはかる。断面はࡼ形をఄする。168 土坑は 179 溝と南を઀する。直ܘ 0.4

ｍ、深さ 0.1 ｍをはかるԁ形の土坑である。断面はࡼ形をఄする。171 土坑に੾られるので、古代以

前の遺構である。時期はෆ明である。

　��� 第）ߔ 40図）

　６－２区東側の中央部で検出した溝である。北東から南西にྲྀれる。８区では 378 溝、６－２区西

側では 193 溝とݺ称していた。135 溝より南にあり、ฒ行なので྆溝は関連すると思われる。検出長

35.0 ｍ、෯ 0.2 ～ 0.4 ｍ、深さ 0.1 ～ 0.15 ｍをはかる。断面はࡼ形をఄする。時期はෆ明である。

　��� ౔޵（第 40図）

　６－２区西側の南部で検出した土坑である。ԁ形で直ܘ 0.7 ｍ、深さ 0.3 ｍをはかる。断面は長方

形をఄする。時期はෆ明である。

　��� ౔޵（第 40図）
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１　10:35�3にぶいԫૈ׊砂ࠞじりγルト～ۃ細砂
２　5:5�1փγルト～ۃ細砂
３　2.5:5�1ԫփγルト～ۃ細砂
      （2.5:6�6明ԫ׊γルトϒロック含Ή　炭小片গし含Ή）
４　/5�0փ粘土～γルト（炭細片গし含Ή）
５　2.5:6�6明ԫ׊γルトと5:4�1փγルトがϒロック状にࠞじる

１　5:4�1փγルトʹ黒色土৕化
２　5:5�1փγルト～ۃ細砂
３　2.5:5�1ԫփγルト～ۃ細砂
４　/5�0փ粘土～γルト（炭細片গし含Ή）

１　10:35�3にぶいԫ׊細砂ࠞじりγルト（ࢎ化మ、マンΨンൗ含Ή）
（いڧるがそれより粘性ࣅ１に）փ細砂ࠞじりγルト׊10:35�1　２
փγルト（わずかに炭化物含Ή）׊10:34�1　３
４　2.5:5�1ԫփγルト（わずかに炭化物含Ή、ࢎ化మൗ໲顕ஶ）
５　2.5:4�1ԫփγルト（４にࣅるがそれより黒色化する）

１　10:5�1小᛽ࠞじりγルト～細砂ʹ現代作土層
２　10:36�6明ԫૈ׊砂～小᛽多く含Ήγルト～細砂ʹ現代চ土
３　2.5:5�3ԫૈ׊砂～小᛽多く含Ήγルト～細砂ʹ第１層
４　2.5:6�2փԫૈ砂～小᛽ࠞじりγルト～ۃ細砂ʹ第１層作土層
５　2.5:6�2փԫૈ砂ࠞじりγルト～ۃ細砂ʹ第１層作土層
６　2.5:7�2փԫ中砂ࠞじりγルト～ۃ細砂
７　5:6�1փγルト
８　5:5�1փγルト（2.5:7�6明ԫ׊γルトϒロック含Ή）

１　10:33�1黒׊中砂ࠞじりγルト
　　（地山の׊փγルトࠞじり中砂がϒロック状にࠞじる）
փγルトࠞじり砂質中砂～細砂׊10:35�1　２
　　（地山にࣅるがそれより若ׯ黒色化する）
３　2.5:35�1ԫփγルトࠞじり粘質細砂（１がϒロック状にࠞじる）　　

փ中砂ࠞじりγルト׊10:36�1　１
　　（直１ܘᶲ以下の10:34�1׊փγルトϒロックがࠞじる）

փ細砂ࠞじりγルト׊10:34�1　１
　　（地山のփനγルトϒロックがわずかにࠞೖする）

１　7.5:35�2փ׊γルト
      （マンΨンൗ、直１ܘᶲ以下の角᛽গ量含Ή）
微砂ࠞじりγルト׊7.5:34�3　２
      （地山の明ԫ׊γルトϒロック含Ή）

１　7.5:35�2փ׊微砂ࠞじりγルト
      （マンΨンൗ、地山の明ԫ׊γルトϒロック含Ή）

168
１　7.5:34�2փ׊微砂ࠞじりγルト
      （ૈ砂と直５ܘNN以下の地山の明ԫ׊γルトϒロック、マンΨンൗがࠞじる）
179
１　7.5:34�2փ׊微砂ࠞじりγルト（直２ܘᶲ以下の地山の明ԫ׊γルトϒロック含Ή）

１　7.5:34�2փ׊微砂ࠞじりγルト
       （直ܘ਺NN大の地山の明ԫ׊γルトϒロック含Ή）

 
１　10:34�2փԫૈ׊砂～小᛽ࠞじりγルト～ۃ細砂
       （下部に10:36�6明ԫ׊γルト～ۃ細砂のϒロック多く含Ή） փγルトと10:37�1փന細砂׊10:36�1　１

        ～中砂のϒロックがΏるやかな層状をఄしてଯੵする
       （炭化物ࠞじる）
（炭化物ࠞじるׯ若）փγルト׊10:35�1　２
փγルトϒロックを主体に10:37�1փന細砂׊10:35�1　３
        ～中砂ϒロック、炭化物がΏるやかな層状をఄしてଯੵする
４　/1.5�0黒炭化物層

ୈ��図ɹ̒ʵ１ɾ̒ ʵ２ɾ̔ ۠Ҩߏஅ໘図
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　６－２区東側の中央部で検出した土坑である。ԁ形で直ܘ 0.6 ｍ、深さ 0.35 ｍをはかる。断面は࿶

形をఄする。時期はෆ明である。

　��� 第）ߔ 40図）

　６－２区南側の中央部で検出した南北溝である。207溝に੾られる。検出長8.0ｍ、෯0.2ｍ、深さ0.05

ｍをはかる。断面はࡼ形をఄする。時期はෆ明である。

　��� 第）ߔ 40図）

　６－２区南側の中央部で検出した溝である。中央の 135 溝、138 溝などと同じ܏きである。検出長

10.0 ｍ、෯ 0.45 ｍ、深さ 0.05 ｍをはかる。断面はࡼ形をఄする。時期はෆ明である。

　��� ౔޵（第 40図）

　６－２区南側の東にಥき出たՕ所で検出した土坑である。北半は調査区֎である。۱丸方形の土坑

か。෯ 1.6 ｍ、深さ 0.3 ｍをはかる。断面は࿶形をఄする。197 土坑、198 土坑、160 土坑、161 土坑、

163 ピットは、௿地部から࠶び上ঢして୆地状になるՕ所に位置する。時期はෆ明である。

　��� ౔޵（第 40図）

　６－２区南側の東にಥき出たՕ所の南壁際で検出した土坑である。࢒存෯が 1.2 ｍ、深さ 0.6 ｍを

はかる。断面はٯ୆形をఄする。全形を検出していれば、160 土坑・161 土坑のような大形土坑にな

ると思われる。時期はෆ明である。

　��� ౔޵・���౔޵（第 40図）

　６－２区東側の南壁際で検出した大形の土坑である。南半は調査区֎である。

　どちらも方形で、160土坑は上面෯1.8ｍ、下ఈ෯1.2ｍ、深さ0.4ｍをはかる。断面はٯ୆形をఄする。

161 土坑は上面෯ 1.3 ｍ、下ఈ෯ 0.45 ｍ、深さ 0.4 ｍをはかる。断面はٯ୆形をఄする。

　྆土坑は規模や形状、埋土のଯੵ状況から、南部域で検出した群集土坑と同一の性格をもつ土坑と

思われる。群集土坑の北限が 198 土坑、160 土坑、161 土坑のあたりまで及んでいたといえる。出土

遺物から、古代の時期が相当する。

　��� ϐοτ（第 25図）

　６－２区東側の 161 土坑の北東ݞで検出したごく小形のピットである。直ܘ 0.1 ｍをはかる。弥生

時代の༗ܪ石᭲が出土し、弥生時代の遺構と考えられる（第 45図－ 74、写真図版 54－１）。163 土

坑の北東には弥生時代後期の土器棺墓、155 土坑も検出された。

　

　以上、中央部域の中央から北半にかけては、間に遺構が希ബとなる௿地部をڬんで、北側は古代の

遺構が多く、南側は弥生時代や古代の遺構がࢄ見される。たͩし、北側と南側の古代の遺構に相関性

はあまり認められない。６－２区の包含層出土遺物からも、北側からは土師器や黒色土器̖類などが、

中央ではൺֱ的新しい遺物が多く、南側では土器棺以֎にも石器などの弥生時代の遺物も含Ήことが

൑明した（第 46・47図）。

　中央部域の中央から南半は遺構がগなく、全体を通しての遺構面の時期や性格もෆ明確である。し

かしながら、弥生時代後期の土器棺墓（155 土坑）や炭ࠞじりの土坑（106 土坑）など஫ࢹすべき遺

構もある。

　中央部域の北୺ではに遺構がີ集し弥生時代の方形周溝墓群と古代の集落跡を検出した。それより

南では、遺構・遺物のີ度は௿いが、弥生時代から中世まで連໖と人が生活していたことが൑明した。
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（２）遺物（第 41～ 47図、写真図版 47～ 51、53、54）
ग़౔Ҩ෺（ୈุߔपܗํ �1ਤɺࣸਅਤ൛ �7・��・��）

　24から 29は方形周溝墓１、２の周溝から出土した弥生土器である。

　24は７－２区の方形周溝墓２、341 周溝東辺最下層から出土した。弥生土器広口ᆵの口ԑ部からᰍ

部と体部下半である（写真図版 47－３）。

　体部上半は復元できなかった。口ԑ部は口21.6ܘᶲ、࢒存高11.4ᶲをはかる。体部下半はఈ7.1ܘᶲ、

体部最大ܘ 22.8ᶲ、࢒存高 17.8ᶲをはかる。ᆵ全体の高さとしては、35～ 40ᶲと推測される。ᒵ色

からにぶいԫᒵ色をఄする。口ԑ部は֎方に։き、୺部を折りฦす。内֎面ともຏ໓やണ཭がஶしく、

調整はෆ明である。弥生時代中期前葉、摂津Ⅱ様式のᆵと考えられる。

　25は６－１区の方形周溝墓２の 341 周溝南辺からഁ片がまとまった状ଶで出土した。弥生土器広

口ᆵのᰍ部から体部である（写真図版 47－２）。

　口ԑ部はܽଛする。ᰍ部ܘ 10.0ᶲ、ఈܘ 6.0ᶲ、体部最大ܘ 21.0ᶲ、࢒存高 28.2ᶲをはかる。にぶ

いԫᒵ色をఄする。内֎面ともຏ໓やണ཭がஶしく、調整はෆ明であるが、ఈ部内面には指オαΤの

ࠟが࢒る。体部下半の一部にはഗが付ணする。弥生時代中期前葉、摂津Ⅱ様式のᆵと考えられる。24

よりやや小形ͩが、΄΅同器形である。

　26は１－３区の方形周溝墓１の 434 周溝東辺最下層から出土した。弥生土器ᆵのᰍ部から体部で

ある（写真図版48－３）。口ԑ部はܽଛする。供献土器中、26のみが周溝のఈに近いՕ所から器形を保っ

たまま、横に౗れた状ଶで出土した（第 31図、写真図版 24－１）。

　ᰍ部ܘ 8.0ᶲ、ఈܘ 5.6ᶲ、体部最大ܘ 18.0ᶲ、࢒存高 26.6ᶲをはかる。ઙԫᒵ色をఄする。体部

最大ܘの辺りにଧちܽきによると思われる、直６ܘᶲ程度の޸が１Օ所認められる。人ҝ的なଧちܽ

きでなくܽଛのՄೳ性もあるが、その場合でも相当の時間経過したܽଛと思われる。

　ᰍ部と体部の境界から体部上半にかけて、５段の۳ඳき直線文を施す。直線文の原帯෯・৚਺は 1.2

ᶲに６৚である。ຏ໓のため調整はෆ明ͩが、֎面はઠ޸の上部に黒൝が認められる。また、体部下

半にはϤコ、上半にはタςのϛΨΩになるか、わずかなے状のࠟ跡が認められる。ఈ部と体部の઀合

部は指φデである。内面は体部にはϤコ方޲のϋέϝ、ᰍ部と体部の઀合部はέζリとࣼめにφデ上

げられたࠟ跡がある。弥生時代中期前葉、摂津Ⅱ様式のᆵと考えられる。

　27は７－２区の方形周溝墓２の 341 周溝東辺最下層から出土した。24と 27 は周溝の広いൣғで

点在するように出土した（第 28図）。弥生土器ᙈである（写真図版 48－２）。

　口ܘ 15.0ᶲ、ఈܘ 6.0ᶲ、器高 24.2ᶲをはかる。ԫ׊色をఄする。֎面はタςϋέϝ、内面はຏ໓

のため調整はෆ明ͩが、口ԑ部付近はૈいϤコϋέϝが認められる。弥生時代中期前葉、摂津Ⅱ様式

のᙈと考えられる。27は次の 28、29にൺべやや古いか。

　28は７区の方形周溝墓２の 341 周溝南辺から出土した。弥生土器ᙈである（写真図版 48－１）。

　口ԑ部をܽଛする。体部最大ܘ 13.6ᶲ、ఈܘ 4.0ᶲ、࢒存高 15.0ᶲをはかる。にぶいԫ׊色から黒

色をఄする。֎面はタςϋέϝ、内面はຏ໓のため調整はෆ明ͩが、ఈ部付近は指オαΤが認めら׊

れる。弥生時代中期前葉、摂津Ⅱ様式のᙈと考えられる。

　29は１－３区の方形周溝墓１の 434 周溝東辺最下層から出土した。弥生土器ᙈである（写真図版

48－１）。

　口ܘ 16.0ᶲ、ఈܘ 5.2ᶲ、器高 20.0ᶲをはかる。փԫ׊色をఄする。֎面はタςϋέϝ、内面はຏ
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໓のため調整はෆ明ͩが、口ԑ部付近はૈいϤコϋέϝが認められる。口ԑ部֎面はࠁみ目をもつ。

弥生時代、摂津Ⅱ様式のᙈと考えられる。

　方形周溝墓１と方形周溝墓２から出土した土器は、࢒存状ଶもѱく、出土位置もෆ明なものが多い

ながらも、弥生時代、摂津Ⅱ様式のᆵとᙈの組み合わせになっていることが൑明した。これは北摂地

域の代表的な方形周溝墓をもつ遺跡、安満遺跡などでも一ൠ的にみられる組み合わせであり、供献土

器としてීว的なあり方ͩったといえる。

　30は１－４区の方形周溝墓２の 341 周溝西辺中層、黒色γルト層から出土した。

　341 周溝の遺物ͩが、本དྷの周溝ఈ部付近ではなく、凹地のままであった 341 周溝が西にある溝と

઀するՕ所でで出土した。341 周溝が長期間存在していたため、黒色γルト層の遺物は 432 井戸や

434 周溝上層遺物同様、弥生時代に限定されないで、古代຤やそれ以߱になるՄೳ性をもつ。

　金属製品で྘੨の状ଶからಔ・੨ಔ製品と推定できる（写真図版 54－４）。細く平たい๮状製品で

あり、長さ 8.5ᶲ、෯ 1.2ᶲ、ްさ 0.5ᶲをはかる。断面は三角形状をなす。

　上方がᭉ状に曲がるが、これは後の土ѹによる変形であろう。上下୺はઌ細りするよう整えられて

いるようにみえるが、ࠨӈには約 1.5ᶲ෯で֎方にඈび出す部分が認められる。が、そのްみは中心

の๮状部分とൺֱするときわめてബい。

　形状がやや類ࣅするものとして、大阪市細工谷遺跡で出土した和同։ᘘのࢬમのᑫ部がある。当遺跡

では、ಔમは全く出土していないが、これより東の１－３区や６－２区で᯿のӋ口や༹解࿍の࿍壁が出

土しており、Կらかのர଄行ҝを行っていたՄೳ性がある。Ծにࢬમᑫ部としても中世以߱のものか。

̍ʵ̏۠ ��� Ҫށ・��� प্ߔ૚ଞग़౔Ҩ෺（ୈ ��ਤɺࣸਅਤ൛ ��・��・��）

　31から 38は井戸側が自然石ੵみで、最下層に曲物水ཷめをもつ 432 井戸から出土した。

　31は 432 井戸の下層から出土した（第 35図、写真図版 25－３）。土師器ࡼで΄΅完形品である（写

真図版 50－４）。

　口10.6ܘᶲ、器高1.7ᶲをはかる。素地ഁ面はփന色ͩが、内֎面ともփԫ色をఄする。胎土はਫ਼良で、

φデにより丁ೡに࢓上げられている。口ԑ୺部は成形時に௜線がつく。また、ఈ部֎面にはഗ状の使

用ࠟ跡が࢒る。いわΏる、てのࣈ状口ԑࡼで、10世紀代のものである。

　32は 432 井戸の上層から出土した。ೈ質の陶器ఈ部と思われる。

　ఈܘ 6.6ᶲ、࢒存高 1.2ᶲをはかる。にぶいԫᒵ色をఄする。ロクロ形成による粘土の੝り上がり、

φデのࠟ跡がఈ部֎面に認められる。

　33は 432 井戸の最上層から出土した。土師器࿶のఈ部である。ఈܘ 7.6ᶲ、࢒存高 2.7ᶲをはかる。

փന色をఄする。

　34は 432 井戸の最下層から出土した。土師器Ӌזの௳部で小片である。փԫ׊色をఄする。

　35は 432 井戸の最上層から出土した。土師器Ӌזの口ԑから௳部である（写真図版 50－９）。

　口26.0ܘᶲ、࢒存高5.8ᶲをはかる。にぶいԫᒵ色からփԫ׊色をఄする。口ԑ部から௳部はφデで、

体部֎面はタςϋέϝを施す。京都で生産される瓦質Ӌזを模した摂津ܕのӋזである。

　36は 432 井戸の最上層から出土した。土師器Ӌזの口ԑから௳部である（写真図版 50－８）。

　口ܘ 23.2ᶲ、࢒存高 9.8ᶲをはかる。にぶいԫᒵ色をఄする。口ԑ部から௳部はφデで、体部֎面

はϋέϝの後φデを施す。35同様の摂津ܕのӋזである。

　37は 432 井戸の最上層から出土した。土師器Ӌזの口ԑから௳部である。
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　口ܘ 27.0ᶲ、࢒存高 8.0ᶲをはかる。にぶいԫᒵ色をఄする。口ԑ部と௳部の間ִが୹く、体部は

やや内܏する。摂津ܕのӋזである。

　38は 432 井戸上層から出土した。᯿のӋ口である（写真図版 54－５）。

　直ܘ 5.5ᶲ、޸の直ܘ 2.3ᶲ、࢒存長 5.5ᶲである。土師質でփ色をఄするが、֎面の約半分にඃ೤

によるؾ๐や変質、変色が認められる。
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　432 井戸からは他にも多਺、土師器Ӌזのഁ片が出土した。Ӌזを井筒にస用したものかと当ॳ考

えたが、چ状に復元できるものが΄とんどなく、別個体多਺にわたるため、ഁ片౳の状ଶでഇغされ

たと൑断した。432 井戸はこれらの出土品より９世紀から 10世紀にわたる遺構といえる。

　39 から 40、42 から 50 は１－３区の 434 周溝上層、41 は第２層、51・52 は 433 溝から出土し

た遺物である。

　39は 434 周溝東辺の最上層から出土した。྘ᬵ陶器の耳ࡼである（写真図版 49－４）。

　耳ࡼとはઙいࡼの２辺のԑを内側に折り曲げたものである。39はࡼఈ部の約 1�4 と耳の片方をܽଛ

する。本དྷの口ܘ約 10.0ᶲ、ఈܘ 4.3ᶲ、࢒存高は耳のたちあがったところで 3.0ᶲである。削り出

し高୆で、ఈ面はࢳ੾りఈである。内֎面ともに྘色のᬵༀがかかっていたが、ຏ໓やണ཭がஶしい

ためᬵༀは高୆と内面見ࠐみにわずかに࢒るのみである。

　胎土がਫ਼良で៛ີであることと、削り出し高୆であることから、京都བ西産の耳ࡼと考えられる。

平安京などで出土例がみられる。９世紀後半以߱のものか。

40は434周溝南辺の上層から出土した。黒色土器̗類࿶の口ԑ部から体部である（写真図版49－６）。

口ܘ 16.0ᶲ、࢒存高 4.2ᶲをはかる。口ԑ୺部はつまみあげ௜線を施す。内֎面には細いϛΨΩがೖ

り、内面は体部下半まで認められる。

　41は１－３区の第２層から出土した。黒色土器̗類࿶の体部からఈ部である。

　ఈܘ 7.4ᶲ、࢒存高 3.3ᶲをはかる。体部֎面は高୆近くまで細いϛΨΩがີにೖる。内面見ࠐみに

も์ࣹ線状に細いϛΨΩがີにみられる。10世紀中ࠒのものか。

　42は 434 周溝の上層から出土した。黒色土器̖類࿶の口ԑ部から体部である。

　口ܘ 14.2ᶲ、࢒存高 4.3ᶲをはかる。にぶいԫᒵ色からփԫ色で、֎面口ԑ部のみ黒色をఄする。

10世紀前半から中ࠒのものか。

　43は 434 周溝の南辺上層から出土した。土師器ഋである（写真図版 49－６）。

　口ܘ 13.9ᶲ、器高 2.9ᶲをはかる。内֎面ともփԫ色をఄする。体部から口ԑ部は؇やかにたちあ

がり、口ԑ୺部は֎に։きؾ味につまみあげる。

　44は 434 周溝の最上層から出土した。須ܙ器ᆵ口ԑ部である（写真図版 49－５）。

　口ܘ 11.6ᶲ、࢒存高 3.9ᶲをはかる。内֎面ともփԫ色をఄする。胎土はਫ਼良、៛ີで、口ԑ୺部

は֎下方に֦ுさせる。

　45は 434 周溝の最上層から出土した。須ܙ陶器ᆵの体部である（写真図版 49－２）。

　ఈܘ 9.1ᶲ、࢒存高 6.6ᶲをはかる。口ԑ部からᰍ部はܽଛする。内֎面ともփ色をఄする。体部下

半にॏ心をもち、回సロクロφデで࢓上げられる。ఈ部はࢳ੾りఈである。ఈ部には高୆がなく、ࣰ

窯のものであろう。

　46は 434 周溝東辺上層から出土した。土師器ഋである（写真図版 49－６）。

　口ܘ 15.4ᶲ、器高 3.9ᶲをはかる。内面にぶいᒵ色、֎面ઙԫ色をఄする。口ԑ部は؇やかにたち

あがり、֎方に։く。口ԑ部はϤコφデにより段がつく。

　47は 434 周溝東辺最上層から出土した。ࣰ窯産須ܙ器こͶുである（写真図版 49－１）。

　口ܘ 19.8ᶲ、ఈܘ 9.3ᶲ、器高 7.7ᶲをはかる。内֎面ともփ色をఄする。回సロクロφデで࢓上

げられており、ఈ部はࢳ੾ఈである。体部は丸みを帯びてたちあがり、口ԑ୺部は丸くංްする。９

世紀代のものである。
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　48は 434 周溝最上層から出土した。土師器࿶の口ԑ部から体部である（写真図版 49－６）。

　口ܘ 19.4ᶲ、器高 6.4ᶲをはかる。内面はઙԫ色、֎面はփԫ色をఄする。口ԑ部は؇やかに֎൓し、

深い࿶形の器形をなす。口ԑ୺部は平らである。

　49は 434 周溝最上層から出土した。土師器のᙈもしくはᆵの口ԑ部である。

　口15.6ܘᶲ、࢒存高 3.7ᶲをはかる。内面はにぶいԫᒵ色、֎面はԫփ色をఄする。口ԑ部は୹くた

ちあがる。֎面は口ԑ部と体部の境に指オαΤのࠟが࢒り、内面はຏ໓するがφデで࢓上げられている。

　50は 434 周溝東辺の最上層から出土した。須ܙ器ᆵの口ԑ部からݞ部である（写真図版 49－３）。

　口ܘ 16.0ᶲ、࢒存高 9.0ᶲをはかる。内֎面ともփ色をఄする。ٿ形の体部から口ԑ部が୹くたち

あがる。口ԑ୺部は細くとがる。֎面は格子タタΩである。

　51は 434 周溝を੾る、より上層の 433 溝から出土した。瓦器࿶である。

　口ܘ 14.5ᶲ、器高 3.8ᶲをはかる。内֎面とも炭素のٵணがややѱく、փԫ色をఄする。口ԑ୺部

は細くつまみ上げ、௜線は認められない。高୆は形֚化して高さをࣦったものがషりつく。口ԑにൺ

して高さも௿く、和ઘܕᶚ－１ܕ式、13世紀前半のものと思われる。

　52は７－２区で検出した 433 溝から出土した。瓦器ࡼである（写真図版 50－３）。

　口ܘ 9.0ᶲ、器高 1.9ᶲをはかる。փ色をఄする。内面見ࠐみに平行線状のϛΨΩ、体部にもૄらͩ

がϛΨΩが認められる。51と΄΅同時期のものである。

　以上の遺構において、所属ܕ式や時期がおおΉͶ特定できるものに関しては個別に記したが、それ

以֎のࢿ料は、９世紀から 10世紀に属するものであろう。

̒ʵ̍۠ɺ̓۠Ҩߏ・แؚ૚ग़౔Ҩ෺（ୈ ��ਤɺࣸਅਤ൛ ��）

　53は６－１区の掘立柱建物１の 357 柱穴及び柱列１の 352 柱穴のఈから出土したഁ片が઀合した

（第 32、34 図、写真図版 21 －７）。柱のෑ石にస用されていたものか。ࣰ窯産のՄೳ性がある須ܙ
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器୹ᰍᆵの口ԑ部から体部である（写真図版 50－７）。口ܘ 11.0ᶲ、࢒存体部最大ܘ 29.2ᶲ、࢒存

高 11.0ᶲをはかる。内֎面はオリーϒփ色からփԫ色をఄする。胎土はきわめてਫ਼良である。΄΅ٿ

形の体部に、୹い直立した口ԑ部がつく。֎面には自然ᬵが付ணする。

　54は６－１区の柱列２の柱穴、387 ピットのఈから出土した（第 34図、写真図版 21－６）。柱の

ෑ石にస用されていたものか。土師器Ӌזの௳部から体部である（写真図版 50－６）。

ܘ௳　 28.0ᶲ、࢒存高 9.3ᶲをはかる。内֎面ともにぶいԫᒵ色をఄする。΄΅ੇ಑の体部に෯ 1.0ᶲ、

ްさ 2.0ᶲの断面長方形の௳がつく。体部はタςϋέϝである。瓦質Ӌזを模した、摂津でよくみら

れるӋזである。

　55は７区の掘立柱建物４の 363 柱穴から出土した（第 33図）。黒色土器̖類࿶の口ԑ部である。

　小片のため断面実測のみにとどまった。内面はにぶいԫᒵ色、֎面はオリーϒ黒色をఄする。

　56も７区の掘立柱建物４の363柱穴から出土した（第33図）。土師器ࡼである。口10.8ܘᶲ、器高0.7

ᶲをはかる。内֎面ともઙԫᒵ色をఄする。器壁はബく、口ԑ部は大きく֎方に։く。

　57は６－１区の柱列３の 391 柱穴から出土した（第 34図、写真図版 21－８）。黒色土器̖類࿶で、

約 2�3 が࢒存する（写真図版 50－１）。

　口ܘ 16.2ᶲ、ఈܘ 8.2ᶲ、器高 4.9ᶲをはかる。胎土はਫ਼良で器壁はۃめてബい。֎面はにぶいԫ

ᒵ色に上部 1�3 に炭素が付ணして黒色をఄする。内面は一面が黒色である。

　内面は見ࠐみに平行線状のϛΨΩを施したのち、口ԑ部から体部は、見ࠐみとの境までີにϛΨΩ

が施される。֎面は口ԑ部にはϤコ方޲のϛΨΩがみられる。֎面下半には工۩౳を使ってφデを施

したか、ϋέϝのようなے状のࠟ跡がわずかにみえる。口ԑ୺部は内側に巻きࠐみ、௜線をもつ。器

形から、10世紀半ばから後半のものであろう。

　58は７区の 422 柱穴から出土した。黒色土器̖類の࿶である。

　口ܘ 15.2ᶲ、器高 3.5ᶲをはかる。֎面はにぶいԫᒵ色、内面は黒׊色をఄする。内֎面ともຏ໓

やണ཭がஶしいが、内面はわずかにϤコϛΨΩが認められる。

　59は７区の第２・３層から出土した。土師器Ӌの口ԑ部から体部である。

　口ܘ 19.3ᶲ、௳ܘ 25.0ᶲ、࢒存高 7.8ᶲをはかる。内֎面ともにぶいԫᒵ色をఄする。΄΅ੇ಑の

体部に෯1.0ᶲ、ް さ2.0ᶲの断面長方形の௳がਨ直につく。内面は調整ෆ明ͩが、一部にഗが付ணする。

֎面は௳を૷ணする際の指オαΤが࢒る。体部は１ᶲにつき 7.3 ৚のタςϋέϝを施す。௳より下で

は一部にഗが付ணし、使用されていたことがうかがえる。

　60は７区の422柱穴から出土した。土師器Ӌזの口ԑ部から௳部である。口22.4ܘᶲ、௳28.0ܘᶲ、

存高࢒ 2.9ᶲをはかる。内֎面ともにぶいᒵ色をఄする。෯ 0.6ᶲ、ްさ 1.8ᶲの௳がつく。௳ઌ୺は

丸みをもつ。

̍ʵ̏۠ग़౔נ（ୈ ��ਤɺࣸਅਤ൛ ��・��）

　61は１－３区の第２層から出土した。ݢ丸瓦である（写真図版 54－２）。

存長࢒　 6.5ᶲ、࢒存෯ 5.5ᶲ、ްさ 2.0ᶲをはかる。凸面׊փ色、凹面փന色をఄする。瓦当の一部

のみͩが、֎ԑは平ԑで、単หീห࿇՚文ݢ丸瓦である。近઀した梶原瓦窯跡出土瓦と同ᝎで、梶原

ᶗ～ᶙܕ式にあたると思われる。

　62は１－３区の 432 井戸最上層から出土した。平瓦である。࢒存長 11.3ᶲ、࢒存෯ 9.3ᶲ、ް さ 2.2

ᶲをはかる。凸面փ色、凹面にぶいԫᒵ色をఄする。凸面にはೄ目文で、凹面はຏ໓がஶしいがわず
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かに布目ࠟが࢒る。ഗが一部付ணする。梶原瓦窯跡１号窯̵ܕ式 T132、T133 が類例と思われる。

　63は１－３区の 432 井戸直上層から出土した。平瓦である（写真図版 53）。

存長࢒　 12.1ᶲ、࢒存෯ 10.2ᶲ、ްさ 2.3ᶲをはかる。凹凸面ともփന色をఄする。凸面にはࣼめの

ೄ目文を施し、凹面はຏ໓がஶしいがわずかに布目ࠟが࢒る。梶原瓦窯跡１号窯̵ܕ式 T132、T133

が類例と思われる。

　64は１－３区の 434 周溝東辺上層から出土した。平瓦である（写真図版 53）。

存෯࢒、存長9.6ᶲ࢒　 7.0ᶲ、ްさ 1.9ᶲをはかる。凹凸面ともにぶいԫᒵ色をఄする。凸面は大きい

ࣼめ格子タタΩを施し、凹面は布目ࠟが࢒る。梶原瓦窯跡１号窯̵ܕ式T136～T138が類例と思われる。

　65は１－３区の 434 周溝南辺最上層から出土した。平瓦である（写真図版 53）。

存長࢒　 16.2ᶲ、࢒存෯ 8.7ᶲ、ްさ 1.8ᶲをはかる。凸面ઙԫ色、凹面にぶいԫᒵ色をఄする。凸面

は大きいࣼめ格子タタΩを施し、凹面は布目ࠟが࢒る。桶枠଄りによって生じる、布の୺と୺をॏͶ

あわせて௲じた๓い目の部分がみられる。梶原瓦窯跡１号窯̵ܕ式 T136 ～ T138 が類例と思われる。

　66は１－３区の 434 周溝東辺最上層から出土した。平瓦である。

存長࢒　 9.1ᶲ、࢒存෯ 7.2ᶲ、ްさ 1.7ᶲをはかる。凸面ԫփ色、凹面փԫ色をఄする。凸面はೄ目

タタΩを施し、凹面は布目ࠟが࢒る。梶原瓦窯跡１号窯̵ܕ式 T132、T133 が類例と思われる。

　67は１－３区の 434 周溝南辺上層から出土した。平瓦である。

存長࢒　 7.9ᶲ、࢒存෯ 7.3ᶲ、ްさ 2.1ᶲをはかる。凹凸面ともにぶいᒵ色をఄする。凸面はೄ目タ

タΩを施し、凹面は布目ࠟが࢒る。梶原瓦窯跡１号窯̵ܕ式 T132、T133 が類例と思われる。

　68は１－３区の 434 周溝最上層から出土した。平瓦である。

存長࢒　 8.4ᶲ、࢒存෯ 8.4ᶲ、ްさ 1.8ᶲをはかる。凸面փ色、凹面փന色をఄする。凸面はೄ目タ

タΩを施し、凹面は布目ࠟが࢒る。梶原瓦窯跡１号窯̵ܕ式 T132、T133 が類例と思われる。

　69は１－３区の 434 周溝東辺上層から出土した。丸瓦である（写真図版 53）。

存長࢒　 8.4ᶲ、࢒存෯ 5.7ᶲ、ްさ 1.9ᶲをはかる。凸面փԫ色、凹面ԫփ色をఄする。凸面はφデ

を施し、凹面は布目ࠟが࢒る。梶原瓦窯跡１号窯̰１ܕ式 T118 ～ T120 が類例と思われる。

　１－３区では小片も含めると、一定量の瓦の出土がみられたが、ݢ丸瓦が１点、丸瓦が１点でそれ

以֎は平瓦である。また、瓦はࢄ在して出土していることから、当地での瓦෪き建物の存在を示すも

のでない。しかし、どれも北東約 0.5L ｍのڑ཭にある梶原瓦窯で製作された製品が、Կらかのかたち

で近隣に供څされたՄೳ性を示す。梶原瓦窯は７世紀半ばから８世紀前半存ଓしたと報告されるが、

61から 69は７世紀後半を主体とする製品であろう。

̒ʵ̎۠Ҩߏग़౔Ҩ෺（ୈ ��ਤɺࣸਅਤ൛ �1・��）

　70と 71 は６－２区の 155 土坑から出土した（第 37図、写真図版 27－２）。検出時には 71が正

立しており、その中に 70がഁଛして落ちࠐんでいるか、71の֎方ݞ部分にഁ片となってかたまって

いる状況であった。઀合・復元したところ、70、71とも΄΅完全な器形になった。そのため、高ഋ（70）

を֖とし、ᆵ（71）を਎として、組み合わせた土器棺墓ͩったと考えられる（第 38図）。

　70は弥生土器高ഋである（写真図版 51－７）。

　ഋ部は約 2�3 が、٭部は΄΅࢒存する。口ܘ 24.8ᶲ、٭部ܘ 12.4ᶲ、器高 17.3ᶲをはかる。内֎

面ともにぶいᒵ色をఄする。ഋ部は֎面がタςϛΨΩ、内面も์ࣹ線状のϛΨΩを施す。ઙく直線的

なഋ部がおよそ 1�2 の高さで段をもち、֎方に։く。口ԑ୺部は丸くおさまる。

ʕ　76　ʕ



部は֎面に丁ೡなタςϛΨΩが施される。内面は指φデ・指オαΤ、ഋ部との઀合部には粘土の٭　

をもつ。弥生時代後期、摂津ᶛ޸柱に３Օ所、裾に４Օ所のઠ٭。裾୺は折りฦす٭。る࢒り目がߜ

様式の高ഋである。

　71は弥生土器ᆵである。΄΅完全な形に復元できた（写真図版 51－８）。

　口ܘ 18.2ᶲ、体部最大ܘ 30.0ᶲ、ఈܘ 5.7ᶲ、器高 34.2ᶲをはかる。器壁のްさは平均 1.0ᶲである。

ややいびつな器形をなす。内֎面ともઙԫᒵ色をఄする。口ᰍ部と体部の境部はくのࣈにӶく۶曲し、

口ԑ୺部は断面三角形の粘土帯を֎面にష付して֦ுする。

　֎面はఈ部にέζリか、ఈ部と体部の઀合は板φデもしくはヘラφデがみられる。口ԑ部から体部

までタς方޲のヘラϛΨΩを施す。体部下半に一部黒ൗが認められる。内面は、体部は一面にϤコ及

びࣼめ方޲のέζリを施す。口ԑ部はその後、タς方޲のヘラϛΨΩを施す。弥生時代後期、摂津ᶛ

様式のᆵである。

　72と 73 は６－２区の 171 土坑から出土した（第 39図）。72は土師器Ӌזの口ԑ部から体部であ

る（写真図版 51－６）。

　口22.0ܘᶲ、࢒存高7.1ᶲをはかる。内֎面ともփԫ׊色をఄする。口ԑと௳の間ִがきわめて୹く、

௳が体部にਨ直につく。֎面はຏ໓のため詳細はෆ明ͩが、௳を体部に૷ண後、板φデを施し、体部

はタςϋέϝを施しているようである。内面はタςとϤコに板φデが認められる。内面にഗが付ணする。

　73も土師器Ӌזの口ԑ部から体部である（写真図版 51－６）。

　口20.3ܘᶲ、࢒存高 5.4ᶲをはかる。内֎面ともփԫ׊色、にぶいԫᒵ色をఄする。口ԑと௳の間ִ

がきわめて୹く、௳が体部にਨ直につく。֎面は、௳を体部に૷ணしたϤコφデや指オαΤのࠟが࢒る。

70

71

72

73

74
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体部は１ᶲにつき６৚のタςϋέϝを施している。

　74は６－２区の 163 ピットから出土した。αψΧΠトの凹基ແܪ石᭲である（写真図版 54－１）。

　長さ1.7ᶲ、෯0.7ᶲ、最大ް0.2ᶲをはかる。使用ࠟ跡は認められない。弥生時代のものと思われるが、

法量の小さい石᭲である。

̒ʵ̎۠แؚ૚ग़౔Ҩ෺（ୈ ��ਤɺࣸਅਤ൛ �1・��）

　75は黒色土器̖類࿶である。６－２区の北東۱にある 141 周溝最上層から出土した。141 周溝は

１－３区で検出した 434 周溝のଓきになると思われる溝である。

　口ܘ 15.3ᶲ、ఈܘ 8.4ᶲ、器高 5.3ᶲをはかる。֎面はにぶいԫᒵ色、内面は҉փ色をఄする。口ԑ

୺部はつまみあげる。内面は体部から見ࠐみまで細いϛΨΩが認められる。10世紀中ࠒのものである。

　76は６－２区の 141 周溝直上の第１層、第２層から出土した。黒色土器̗類࿶である。

　ఈ部はܽଛする。口ܘ 16.0ᶲ、࢒存高 4.7ᶲをはかる。内֎面はオリーϒ黒色をఄする。口ԑ୺部

は巻きࠐみ、௜線がೖる。内֎面とも体部から見ࠐみまで細いϛΨΩが認められる。

　77は６－２区の 141 周溝直上の第１層、第２層から出土した。黒色土器̖類࿶である。

　ఈ部はܽଛする。口ܘ 16.0ᶲ、࢒存高 4.7ᶲをはかる。口ԑ部はつまみあげ、ڧいϤコφデがೖる。

内֎面ともຏ໓がஶしいが、細いϛΨΩが認められる。

　78は６－２区の 141 周溝最上層から出土した。黒色土器̗類࿶である（写真図版 51－４）。

　口ܘ 16.6ᶲ、ఈܘ 8.6ᶲ、器高 5.6ᶲをはかる。内֎面とも黒色をఄする。口ԑ୺部はつまみあげ、

௜線をもつ。内面は見ࠐみにࣼめ方޲の҉文といえるϛΨΩを施したのち、口ԑ部からϤコϛΨΩを

ີに८らす。֎面はຏ໓のためෆ明ྎͩが、やはり体部下半までϛΨΩがີにೖる。

　79は６－２区の北東部、第２層から出土した。黒色土器̖類࿶である（写真図版 51－１）。

　口ܘ 17.6ᶲ、ఈܘ 8.0ᶲ、器高 6.3ᶲをはかる。֎面はにぶいԫᒵ色、内面は黒色をఄする。口ԑ

୺部はつまみあげる。深い࿶形をఄし、ຏ໓がஶしいがϛΨΩが認められる。10世紀後半のものか。

　80は６－２区の 141 周最上層から出土した。黒色土器̖類࿶ఈ部である。

　ఈܘ 7.5ᶲ、࢒存高 1.2ᶲをはかる。֎面はにぶいԫᒵ色、内面はオリーϒ黒色をఄする。高୆は断

面三角形で、֎側にுり出す。

　81は６－２区の 141 周溝直上の第１層、第２層から出土した。土師器࿶である。

　口ܘ 18.6ᶲ、࢒存高 3.2ᶲをはかる。֎面はփന色、内面はにぶいԫᒵ色をఄする。口ܘにൺべる

と器高がઙく、体部が直線的に֎に։く。

　82は６－２区の北東部、北側溝上層から出土した。土師器ࡼである。

　口ܘ 12.6ᶲ、器高 2.4ᶲをはかる。内֎面ともઙԫᒵ色をఄする。φデにより、器壁がബく࢓上げ

られている。

　83は６－２区の北東部、北壁上層から出土した。土師器ࡼで、́ ΅完形である（写真図版 51－３）。

口ܘ 10.4ᶲ、器高 1.5ᶲをはかる。内֎面ともにぶいԫ色からઙԫᒵ色をఄする。口ԑ୺部を内側に

巻きࠐΉ、いわΏるてのࣈ状口ԑࡼである。10世紀຤から 11世紀ॳめか。

　84は６－２区の北東部、第２層から出土した。土師器ࡼである。

　口ܘ 12.3ᶲ、器高 1.2ᶲをはかる。֎面はઙԫᒵ色、内面はփന色をఄする。てのࣈ状口ԑࡼである。

　85は６－２区の 141 周溝直上の第１層、第２層から出土した。須ܙ器ᆵのᰍ部である。

　ᆵ̡のような器形をとると思われる。体部との઀合部で直ܘ 7.0ᶲをはかる。内֎面ともփന色を
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ఄする。

　75から 85は１－３区で検出した 434 周溝のଓきの 141 周溝が古代຤、10世紀代においても、た

わんͩ状ଶで溝の機ೳを保っていたと推測される。１－３区や６－１区、７区で検出された古代の集

落跡に伴う遺構は、６－２区では検出されていないが、その影ڹが６－２区の北東には及んでいたと

推測される。

　86は６－２区の 141 周溝第３層から出土した。土師器Ӌזである（写真図版 51－５）。

　௳と体部の一部のみ࢒る。௳ܘ 27.0ᶲをはかる。内֎面ともにぶいԫᒵ色をఄする。

　87は６－２区の東側中央、第１層、第２層から出土した。削り出し高୆の陶器ࡼである。

　口ܘ 11.0ᶲ、ఈܘ 6.8ᶲ、器高 2.3ᶲをはかる。内面口ԑ部に２৚のݍ線、見ࠐみにՖ文がమᬵで

ඳかれ、内֎面全面ともઙԫ色のᬵༀをྲྀしかける。౜津系の陶器と思われる。
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　88は６－２区の東側中央、第１層、第２層から出土した。須ܙ器ᆵのݞ部である。

　ᰍ部14.8ܘᶲ、࢒存高4.5ᶲをはかる。֎面には横方޲のタタΩ、内面は同心ԁ文タタΩが認められる。

　89は６－２区の東側中央、第１層、第２層から出土した。陶器ఱ目஡࿸の体部下半からఈ部である。

ఈܘ 5.2ᶲ、࢒存高 3.4ᶲをはかる。明׊փ色の素地にオリ－ϒ黒色のᬵༀを内֎面にྲྀしかける。胎

土がややೈ質であるので、中世後半期瀬戸美ೱで量産された国産陶器と考える。

　90は６－２区の東側中央、第１層、第２層から出土した。੨磁࿸のఈ部である。

　ఈܘ 5.2ᶲ、࢒存高 2.4ᶲをはかる。削り出し高୆で、ఈ部がްい。փന色の素地にオリ－ϒփ色の

ᬵༀを内֎面にྲྀしかける。ཾઘ窯੨磁であろう。

　91は６－２区の東側中央、第１層、第２層から出土した。陶器࿸で、ఈ部をܽଛする。

　口ܘ 13.0ᶲ、࢒存高 3.7ᶲをはかる。口ԑ部を細くつまみあげ、内֎面は୶྘色に施ᬵされる。瀬

戸系の近世陶器と思われる。

　87から 91は東側中央の近઀したՕ所で、最ऴ遺構面より上層から出土した。第２層上面ではঅ溝が

多਺検出されており、遺物の示す時期から中世後半期から近世にかけてのߞ作地ͩったと推測される。

　92は６－２区の中央南、第１層、第２層から出土した。陶器Ꭼുである。

　੺׊色をఄするඋ前মᎬുで、ఈ部はܽଛする。口ܘ 29.2ᶲ、࢒存高 7.6ᶲをはかる。口ԑ部は֎

側にްく折りฦし、段をなす。中世後半期以߱のものである。

　93は６－２区の東側南、第２層から出土した。須ܙ器ഋ̗である（写真図版 51－２）。

　口ܘ 15.1ᶲ、ఈܘ 10.4ᶲ、器高 5.4ᶲをはかる。

　94は６－２区の西側中央、第１層から出土した。須ܙ器ഋ֖である。

　口ܘ 13.1ᶲ、࢒存高 0.8ᶲをはかる。ఱ井部をܽଛする。

　95は６－２区の西側南、第３層から出土した。弥生土器ᆵの口ԑ部である。

　口ܘ 21.08ᶲ、࢒存高 4.9ᶲをはかる。口ԑ୺部は平らで、折りฦす。内֎面ともᒵ色をఄする。内

֎面ともຏ໓やണ཭がஶしく、調整はෆ明である。

　96は６－２区の西側南、第２層から出土した。土師質の板状մであるが、内面にはؾ๐が多く、మ

やΨラス質の物質が多く付ணすることから༹解࿍壁の一部と൑断した（写真図版 54－５）。

存長࢒　 8.6ᶲ、࢒存෯ 6.3ᶲ、ްさ 2.5ᶲをはかる。փ色をఄし、内側にやや湾曲する。

　１－３区で᯿のӋ口、１－４区の周溝でಔ・੨ಔのர଄に関連するՄೳ性を一部示すࢿ料も出土し

ている。出土位置はかなり཭れるが、ர଄に関連する遺物がෳ਺出土することは、この場所でர଄行

ҝが行われていたことを示ࠦするものとして、ڵ味深い。

　97は６－２区の西側南、第２層から出土した。αψΧΠトの༗ܪ石᭲である（写真図版 54－１）。

長さ 3.4ᶲ、෯ 1.4ᶲ、ްさ 0.4ᶲをはかる。弥生時代のものである。

　６－２区は面ੵも広く、୆地状の部分とそれから下߱する௿地部とに分かれる。また、中世以߱の

作土層である第１層、第２層と、弥生時代や古代຤の遺物が含まれる第３層と、包含層遺物といって

も時期が多ذにわたる。

̒ʵ̎۠ग़౔נ（ୈ �7ਤɺࣸਅਤ൛ ��）

　98は６－２区の西側中央、第２層から出土した。ݢ平瓦である（写真図版 54－３）。

ް、存長3.2ᶲ、瓦当෯5.4ᶲ࢒　 さ1.5ᶲをはかる。凹凸面ともփ色をఄする。౜૲文ݢ平瓦と思われる。

梶原瓦窯跡出土ݢ平瓦はॏހ文が΄とんどで、平城宮系の均整౜૲文もあるが、98は中世຤のもので、
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梶原瓦窯との関連はない。

　99は６－２区の東側南୺、第２層から出土した。丸瓦である。

存長࢒　 8.3ᶲ、࢒存෯ 5.0ᶲ、ްさ 1.5ᶲをはかる。凹凸面ともփ色をఄする。凸面にはφデ、凹面

には布目が施される。

　100 は６－２区の西側北部、第２層から出土した。丸瓦である。

存長࢒　 7.0ᶲ、࢒存෯ 6.7ᶲ、ްさ 2.0ᶲをはかる。凹凸面ともઙԫᒵ色をఄする。凸面はຏ໓がஶ

しいがೄ目が認められる。凹面もຏ໓ஶしいが布目ࠟが࢒る。

　101 は６－２区の第３層から出土した。丸瓦である。

ୈ��図ɹ̒ʔ２۠ग़౔࣮נଌ図
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存長࢒　 8.6ᶲ、࢒存෯ 8.5ᶲ、ްさ 2.1ᶲをはかる。凹凸面ともにぶい׊色をఄする。凸面はॎφデ

が認められる。凹面は布目ࠟが࢒る。

　102 は６－２区の第２層から出土した。平瓦である。

存長࢒　 7.3ᶲ、࢒存෯ 6.9ᶲ、ްさ 1.9ᶲをはかる。凹凸面ともփന色をఄする。凸面はೄ目タタΩ

が認められる。凹面は布目ࠟが࢒る。

　103 は６－２区の東側南୺、第２層から出土した。平瓦である。

存長࢒　 11.9ᶲ、࢒存෯ 5.0ᶲ、ްさ 2.0ᶲをはかる。凹凸面ともփന色をఄする。凸面は横方޲の

φデで࢓上げられる。凹面はヘラέζリ及び布目ࠟが࢒る。凹面にഗが付ணする。

　104 は６－２区の東側中央の第２層、௿地部から出土した。平瓦である。

存長࢒　 8.4ᶲ、࢒存෯ 6.3ᶲ、ްさ 2.3ᶲをはかる。凹凸面ともփ色をఄする。凸面はೄ目タタΩで

。る࢒上げられる。凹面は布目ࠟが࢓

　105 は６－２区の東側南୺、第２層から出土した。平瓦である。

存長࢒　 8.0ᶲ、࢒存෯ 6.1ᶲ、ްさ 1.9ᶲをはかる。ম成ෆ良か、凹凸面ともઙԫ色をఄする。凸面

はࣼめ格子タタΩで࢓上げられる。凹面は布目ࠟが࢒る。

　106 は６－２区の東側北୺、141 溝もしくは第３層から出土した。平瓦である。

存長࢒　 9.6ᶲ、࢒存෯ 7.3ᶲ、ްさ 2.0ᶲをはかる。凹凸面ともઙԫᒵ色をఄする。凸面はૈいࣼめ

格子タタΩで࢓上げられる。凹面は布目ࠟが࢒る。

　６－２区で出土した瓦は、98をআく 99から 106 は１－３区で出土した瓦と同様に梶原瓦窯跡で作

られたものと考えられる。時期も７世紀後半から8世紀前半までにおさまる。理化学的なख法を用いた、

胎土組成分析によるൺֱも行っている（第４章第１節）。

　

第４節　南部域の調査

（１）遺構（第 48～ 59図、写真図版 32～ 43）
　阪急京都線の線路より南調査区を南部域と称する。

　̭ �－ 126
230 ～－ 126
290、̮ � － 32
145 ～－ 32
210 のൣғ内に位置する、南北約 60 ｍʷ

東西約 35ｍのൣғである。道路部分を 12区とし、12－１区と 12－２区に分けて調査した。橋٭部

は 13区と 14区となる。12－１区と橋٭部の 13区の北は઀する。

　遺構は 28溝や 480 溝、280 井戸といった、古代以߱と思われる時期の下る遺構と、調査区の大部

分を઎める、それ以前の時期の群集土坑群に大別できる。12－２区は南に行くにैい、急ܹに落ちる

谷地形となり、遺構は検出されない。12－２区南୺東壁で地震による大きな地層のずれ（断層）を؍

。できる࡯

　また、12区においては、12－１区西୺と12－２区東୺をトレンν状に深掘りし、下層確認を行った。

ここでは、砂層や༗機遺物を含Ήଯੵ層などの自然ଯੵ層と、࣪地状の௿地部に࢒る人の଍跡などを

確認した。トレンν部の最下層からは、地震のӷ状化現৅による෿砂ࠟ跡も検出されているが、地震

の時期はෆ明である。

Ҩߏ໘ͷҪߔ・ށ（ୈ ��ʙ �� ਤɺࣸਅਤ൛ ��ʵ̎ɺ�� ʵ̍ɺ�7ɺ�� ʵ̎）

　��� Ҫށ（第 49図、写真図版 37）
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化మ含Ήࢎ　細砂ࠞじりγルト׊10:34�6　１
２　2.5:5�2҉փԫ細砂ࠞじりγルトに10:34�1׊փγルトの大きな粘土ϒロックがࠞじる　マンΨンൗあり
３　2.5:5�3ԫ׊γルト　マンΨンൗあり
４　2.5:6�2փԫγルトに10:35�8ԫ׊細砂ࠞじりγルトがࠞじる
５　10:35�2փԫ׊γルト中砂含Ή　マンΨンൗあり
６　2.5:4�2҉փԫγルト　マンΨンൗあり
７　2.5:5�3ԫ׊γルト　ࢎ化మ含Ή
８　5:5�2փオリーϒ細砂ࠞじりγルト
９　2.5:5�2҉փԫ細砂ࠞじりγルトにわずかに2.5:5�2҉փԫγルトϒロック含Ή
10　5:4�1փ中砂ࠞじりγルトにわずかに2.5:5�2҉փԫγルトϒロック含Ή
11　10:34�3にぶいԫ׊細砂ࠞじりγルト　ࢎ化మ含Ή
12　2.5:4�1ԫփ細砂ࠞじりγルト　ࢎ化మ含Ή
め土ࠐγルト　マンΨンൗあり　ཪ׊10:34�4　13
14　2.5:4�3オリーϒ׊γルト　ཪࠐめ土
15　2.5:4�1ԫփγルト　ཪࠐめ土
16　2.5:5�2҉փԫγルトに7.5:34�6׊細砂含Ή　マンΨンൗあり
17　7.5:4�1փγルトに5:3�2オリーϒ黒γルトや10:33�2黒׊γルトの大ϒロック含Ή　᛽含Ή
18　2.5(:4�1҉オリーϒփγルトに10:34�1׊փ細砂ࠞじりγルトϒロックや᛽含Ή

27　2.5:4�2҉փԫ細砂～中砂ࠞじりγルト
28　10:4�1փγルト～粘土
29　7.5:5�2փγルトࠞじり細砂
30　7.5:5�2փγルトに32のγルトϒロック含Ή
31　10:4�2オリーϒփγルトに10:4�2オリーϒփ細砂ࠞじる
32　5:3�1オリーϒ黒γルトわずかに細砂含Ή
33　10:4�1փγルト～粘土に7.5:34�6׊᛽含Ή
34　10:4�1փ微砂ࠞじりγルト
35　7.5:4�2փオリーϒγルトࠞじり微砂
36　7.5:4�2փオリーϒ微砂～細砂

24　2.5:4�1ԫփ細砂ࠞじりγルト
25　5(:5�1オリーϒփ粘土に7.5:5�2փオリーϒ細砂が部分的にࠞじる
26　10:33�2黒׊細砂ࠞじりγルト

19　5:4�2փオリーϒγルトに10:34�1׊փγルトϒロック含Ή
20　5(:4�1҉オリーϒփγルトに10:34�1׊փγルトϒロック含Ή
21　7.5(:4�1҉྘փ細砂ࠞじりγルトに10:34�1׊փγルト、7.5:4�2փオリーϒγルトϒロック含Ή
22　5(:4�1҉オリーϒփγルトに2.5:4�6オリーϒ׊細砂含Ή
23　5:5�2փオリーϒ細砂ࠞじりγルトに2.5:4�2҉փԫ細砂ࠞじりγルトの大きなϒロック含Ή　石、᛽含Ή
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　12 －１区と 13 区にまたがって検出した井戸である。̭ � － 126
246 ～－ 126
249、̮ � －

32
185 ～－ 32
188 のൣғ内に位置し、΄΅真方位にのる。

　方形の掘形をもつ井戸で、掘形の１辺は南北約 2.4 ｍ、東西約 2.9 ｍをはかる。深さは 2.7 ｍまで

掘削し、さらに下にもଓくが、安全上掘削ෆೳと൑断して図化した深さまでにとどめた。断面はٯ୆

形をఄする。ఈ面はԁ形の掘形となり、直ܘは 0.9 ｍ程度である。

　地表面から約 0.5 ｍ掘削すると、掘形の中心よりやや北西دりに、桶をస用した井筒とその周ғを

板やߌでғった井戸側を検出した。井戸側は࢛۱に 0.1 ｍ角の角ࡐをଧって枠とし、横木を上下２段

にわたって΄ͧ޸に通してࠎ組みとしたものである。これに長さ 1.1 ｍ、෯ 0.25 ｍの板を 1辺に４、

５ຕฒべてғってある。土ѹによってか、板はࠎ組みから֎れたり、上部をܽଛしたり、折れ曲がる

など変形していた。井側は約 1.0 ｍ࢛方である。

　井側の内側には桶స用井筒を検出した。桶井筒は２段確認できたが、下層には板が土中から೷いて

おり、さらに下にଓいていると思われる。井筒の桶の直ܘは約 0.7 ～ 0.9 ｍ、高さ 1.2 ｍ前後ある。

１段目は下方に։くが、２段目は上と下の直ܘが΄΅同じで、直立する。෯ 0.1 ｍ程度の板をܺ間な

くԁ状にฒべ、上下２Օ所をೄ状のᝣでۓറする。

　埋土は井筒の高さまでは、井筒をೖれて周ғにཪࠐめとして粘土やബくണいͩ平たい石を٧めていた。

井筒より上は、井戸ഇઈ後に自然ଯੵしたものであろう。

　桶を井筒としている点や、出土遺物が陶磁器（第 60図－ 119 ～ 121）である点から、280 井戸は

中世後半以߱の遺構といえる。

　�� 第）ߔ 50図、写真図版 39

－２）

　12 －１区東半の中央より南、

̭ � － 126
255 ～ － 126
274、

̮ � － 32
158 ～－ 32
159 のൣ

ғ内に位置する。΄΅南北方位

にのびる溝である。

　検出長は約 18.0 ｍで、調査区

の南北にさらにのびる。෯は 0.6

ｍ、深さは 0.2 ｍ、断面は࿶形

をఄする。埋土はփ色γルトか

らۃ細砂である。急ܹに落ちて

いく୆地から谷への変׵点ԑ辺

部にあたり、地形のԿらかの境

界を示す遺構とも考えられる。

　28 溝の北୺で土師器࿶が出土

した（第 60図－ 113、写真図版

52－２）。よって、28溝は古代、

10世紀ࠒの遺構と思われる。

　��� 第）ߔ 48 図、写真図版ୈ��図ɹߔ��౔ثग़౔ঢ়گஅ໘図
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33 －２）

　14区で検出した΄΅東西方޲に走る溝である。検出長11.0ｍ、෯0.5ｍ、深さ0.1～0.2ｍをはかる。

東壁で్੾れるが、12－１区東半まではのびていない。

ୈ）޵౔ू܈ �1ʙ �� ਤɺࣸਅਤ൛ ��ʙ ��）

　南部域の̭ �－ 126
270 を南限とし、広ൣғで方形や長方形、ෆ定形の土坑を多਺検出した。

　調査区内で約 80基検出したが、壁断面でのみ検出したものも含めるとそれ以上になり、13区と 14

区の間のະ調査区にも土坑が広がっていたと推定できる。おそらく、100 基以上で土坑群を形成して

いたと考えられる。群集土坑の北限は、中央域で検出した 160 土坑、161 土坑、198 土坑も含まれる

とすると、̭ �－ 126
210 辺りになり、群集土坑のൣғは南北約 60ｍにわたると考えられる。

　隣઀する土坑は、おޓいを意ࣝして平行に掘削されているようͩが、時期ࠩによるのか੾り合いを

２ॏ、３ॏにもつものもある。309 土坑と 310 土坑、312 土坑と 313 土坑のように２つの土坑を連

結する溝をもつものもある（第 48図）。

　群集土坑から出土する土器は弥生時代から古代までにわたる。よって、群集土坑は長期間にわたっ

て形成された、あるいは存ଓした遺構群ともいえる。が、後述するように、古代の所産であるՄೳ性

が高いͩろう。

　��� ౔޵（第 51図、写真図版 35－８）

　12－１区の中央、北୺に位置する大形の土坑である。۱丸方形の形に付Ճして 304 土坑への連結

部であったか、東へ溝状にඈび出す形状をとる。

　方形部は長辺 5.1 ｍ、୹辺 4.0 ｍ、ಥ起部まで含めると東西長は 6.5 ｍとなる。深さは 0.8 ～ 0.9

ｍをはかる。断面は長方形をఄする。307 土坑と連結部でつながる。

　埋土は細かく分層できるが、各層ともにγルトϒロックを含み、掘削で生じた土が࠶び埋められた

状況を示す。弥生土器ᆵのఈ部などのഁ片が出土している（第 60図－ 115・116、写真図版 52－４）。

　��� ౔޵（第 51図、写真図版 35－１、３）

　13 区の西側に位置する大形のෆ定形の土坑である。北東۱は 280 井戸へ઀する。１辺約 4.0 ｍ、

深さは 0.6 ｍをはかる。断面は長方形をఄし、壁面がਨ直におちる。

　埋土は水平にଯੵするが、上層、下層でγルトϒロックを含Ή層がある。γルトϒロックはまんべ

んなく全層に含まれるのではない。

　土坑北東部の上層で土器がかたまって出土した。ࡅ片でຎ໣ஶしかったが、復元したところ弥生土

器となったᆵ ( 第 60図－ 114）や須ܙ器片が出土している。

　��� ౔޵・���౔޵・���౔޵（第 52図、写真図版 34－３）

　12 －１区と 13 区にまたがって、北西から南東にやや;るように連なって検出した。304 土坑が

300 土坑を੾る。300 土坑と 301 土坑、302 土坑は各々が連結部のような୹い溝で઀ଓしていて、਺

चつな͗状になる。300 土坑と 301 土坑、302 土坑は同時性、関連性のある遺構ͩろう。

　304 土坑は長ԁ形で、長ܘ 3.9 ｍ、୹ܘ 3.0 ｍ、深さ 0.6 ｍをはかる。断面は長方形をఄし、壁面

がਨ直におちる。黒׊色γルトからԫ׊色γルトを埋土とする。凸面ೄ目タタΩ、凹面布目の平瓦（第

61図－ 132、写真図版 53）や土師器片が出土する。古代の遺構か。

　300土坑は長ԁ形で長5.5ܘ ｍ、୹ܘ 3.1 ｍ、深さ 0.3 ｍをはかる。断面は長方形をఄし、壁面がਨ
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１　2.5:5�2҉փԫγルトマンΨン含Ήに10:35�3にぶいԫ׊細砂ࠞじりγルト
       のϒロック含Ή
細砂ࠞじりγルトに2.5:4�2҉փԫ細砂ࠞじりγルトϒロック含Ή׊10:33�3҉　２
       5:5�2փオリーϒγルトの細かいϒロック含Ή
３　2.5:5�2҉փԫ細砂ࠞじりγルトに（ଓき書いてない）
４　2.5:3�1黒׊γルト
փ׊細砂ࠞじりγルトに2.5:6�2փԫγルトもしくは10:34�1׊10:33�3҉　５
　　γルトの細かいϒロックを含Ή
６　2.5:3�2黒׊γルトに5:5�2փオリーϒγルトの細かいϒロック含Ή
７　10:33�1黒׊γルトに2.5:5�2҉փԫγルトϒロック含Ή
８　10:33�1黒׊γルトに7.5:5�1փγルトの大きなγルトϒロック多量に含Ή
       ϒロックは直20～３ܘᶲと大きく、下層のみでなくԿ層かにわたって
       水平にଯੵする
９　5:5�2փオリーϒγルトと2.5:5�1ԫփγルトがࠞじり合いޓ層でଯੵする
10　10:4�1փγルト
փγルトと2.5:5�2҉փԫγルトがϒロックでଯੵする׊10:34�1　11

փγルト׊10:34�1　１
２　10:35�2փԫ׊γルトに10:34�1׊փγルトの細かい粘土
        ϒロック含Ή
３　2.5:5�2҉փԫγルト
４　2.5:4�1ԫփγルト
５　2.5:4�2҉փԫγルト
６　2.5:4�3オリーϒ׊γルト
７　10:34�3にぶいԫ׊γルト
８　2.5:5�1ԫփγルト
９　2.5:5�2҉փԫ細砂ࠞじりγルト
10　2.5:3�3҉オリーϒ׊γルト
11　2.5:6�2փԫγルトに2.5:5�1ԫփ粘土ϒロック含Ή
12　5:4�1փγルト
13　5:5�2փオリーϒγルト
14　2.5:3�3҉オリーϒ׊γルトに2.5:5�1ԫփ粘土ϒロック含Ή

14 � ２N(1�60)

���

���

ୈ��図ɹ��ʵ１۠���౔޵ɾ���౔޵ɹฏɾஅ໘図
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８   2.5:6�3にぶいԫ細砂ࠞじりγルト
９   2.5:5�2҉փԫγルト
10  2.5:3�2黒׊γルト
փγルト׊10:34�1  11
փγルトの2.5:5�1ԫփγルトの細かなϒロック含Ή׊10:34�1  12

１  10:34�2փԫ׊γルト　やや細砂ࠞじり
２  2.5:5�1ԫփγルト
փγルト׊10:34�1  ３
４  10:33�2黒׊γルト
５  10:33�1黒׊γルト
細砂ࠞじりγルト׊10:34�4  ６
７  10:33�2黒׊γルトにわずかに5:5�1փγルトϒロックがࠞじる

細砂ࠞじりγルト　木質の෗৯土層か׊7.5:34�4  13

309・310 

１　25:4�3オリーϒ׊細砂ࠞじりγルト　やや砂質ڧい　
２　2.5:4�2҉փԫ細砂ࠞじりγルト
３   10:34�3にぶいԫ׊γルト
４　2.5:3�2黒׊γルト
５　2.5:3�1黒׊γルト
６　10:33�1黒׊γルト
７　2.5:5�1ԫփγルト　地山基൫層より下層の水成ଯੵ層
８　2.5:4�1ԫփγルト　地山基൫層より下層の水成ଯੵ層
９　2.5:5�1ԫփγルトに2.5:6�1ԫփγルトのϒロック含Ή

304・300・301

10   2.5:4�1ԫփγルト
γルト׊10:33�3҉  11
12  10:34�2փԫ׊γルトに2.5:5�2҉փԫγルトϒロックがࠞじる
みのようにたわΉ層ࠐփγルト　౿み׊10:34�1  13
14  10:33�2黒׊γルト

ୈ��図ɹ��ʵ�۠���౔޵ɾ���౔޵ɾ���౔޵ɾ���౔޵ɾ���౔޵ɹ�ฏɾஅ໘図
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直におちる。黒׊色γルトからԫ׊色γルトを埋土とする。土師器片が出土している。古代以前の遺構か。

　301 土坑は長ԁ形もしくは۱丸方形で、長ܘ 4.5 ｍ、୹ܘ 3.0 ｍ、深さ 0.5 ｍをはかる。断面は長

方形をఄし、壁面がਨ直におちる。黒׊色γルトを埋土とする。300 土坑と 301 土坑の間には、南北

中心に長さ 0.6 ｍ、෯ 0.4 ｍ、深さ 0.1 ｍの୹い溝が存在し、２つの土坑をつな͙。301 土坑はさら

に南にある 302 土坑とも同規模の溝でつながっている。溝は土坑΄ど深くなく、上層の଺水をഉ水す

る溝とも考えたが、土坑や溝は水平でࣼ܏も΄΅ない。機ೳはෆ明である。須ܙ器片が出土している。

　��� ౔޵・���౔޵（第 52図、写真図版 34－２）

　12－１区の北東۱に位置する長ԁ形と方形の土坑である。

　309土坑は長ԁ形で、長2.7ܘ ｍ、୹ܘ 2.0 ｍ、深さ 0.5 ｍをはかる。断面は࿶形をఄする。黒׊色

γルトを埋土とする。ߌのൈきࠟか২物のࠜࠟのようなॎ方޲のࠟ跡が認められる。遺物は出土しない。

　310 土坑は方形で、１辺 2.2 ｍ、深さ 0.5 ｍをはかる。断面は࿶形をఄする。黒׊色γルトを埋土

とする。ߌのൈきࠟか২物のࠜࠟのようなॎ方޲のࠟ跡が認められる。309土坑と310土坑の間には、

300 土坑と 301 土坑の間にあるのと同じ、長さが 0.3 ｍ、෯が 0.25 ｍ程度の連結溝が存在する。２

つの土坑は΄΅水平である。遺物は出土しない。

　�� ౔޵（第 53図）

　12－１区の西半の中央に位置するෆ定形の土坑である。方形とԁ形の土坑がつながって１つの土坑

として検出したとも考えられる。一部は西壁に੾られる。

　長辺 4.8 ｍ、୹辺 1.9 ｍ、深さ 1.6 ～ 2.1 ｍをはかる。断面は࿶形もしくは長方形をఄする。大き

くは３層に分層できるが、どの層にもԫփ色γルトやփന色γルトのϒロックを多量に含Ή。土師器

片が出土している。

　�� ౔޵（第 53図、写真図版 41－３）

　12－１区の西半の南୺に位置するෆ定形の大形土坑である。東西に長く広がり、中には長ԁ形のく

΅み、もしくはもう一つ土坑があると思われる。東୺は東壁に੾られる。

　現存の長辺 7.0 ｍ、୹辺 5.0 ｍ、深さ 0.4 ～ 0.6 ｍをはかる。断面は長方形をఄする。ԫփ色γル

トに҉փԫ色γルトの細かいϒロックを多量に含Ή。

　須ܙ器ᆵのᰍ部～ݞ部、体部、ఈ部、土師器片などが出土している ( 第 60 図 107 ～ 109、写真図

版 52－５)。遺物から൑断すると古代の遺構である。

　�� ౔޵・̑౔޵（第 54図、写真図版 40－３）

　12－２区の東半に位置するԁ形と方形の土坑である。26土坑が５土坑を੾る。

　26土坑はԁ形の土坑で、直1.3ܘｍ、深さ1.0ｍをはかる。断面はٯ୆形をఄする。埋土はփ色γルト、

փന色γルトなどのγルトϒロックのࠞ合層である。

　５土坑は方形の土坑で、１辺 1.3 ｍ、深さ 0.3 ｍをはかる。断面はࡼ形をఄする。埋土はփ色γル

トにϒロック土を含Ή。遺物は出土しない。

　�� ౔޵（第 54図）

　12－１区の西半の中央、41土坑の北東に位置する長方形の土坑である。

　長辺 2.5 ｍ、୹辺 2.1 ｍ、深さ 0.5 ｍをはかる。断面は࿶形をఄする。ԫփ色γルトや黒׊色γル

トϒロックのࠞ合層である。遺物は出土しない。

　�� ౔޵（第 54図、写真図版 41－１）
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１　2.5:4�2҉փԫ微砂ࠞじりγルト　やや砂質ڧい
２　2.5:5�2҉փԫγルト
３　10:35�2փԫ׊γルト　わずかにマンΨン含Ή
փγルト׊10:34�1　４
５　10:33�1黒׊γルト
６　10:35�2փԫ׊γルトに10:34�1׊փγルトが᎟፩されたようにࠞじる
７　2.5:4�1ԫփγルト
８　2.5:4�1ԫփγルトに2.5:4�2҉փԫγルトの細かいϒロック含Ή
９　2.5:5�2҉փԫγルトに10:34�1׊փγルトがࠞじる
փγルトに2.5:4�2҉փԫγルトがࠞじる׊10:34�1　10

11　5:4�1փγルト
12　5:3�1オリーϒ黒γルト　わずかにマンΨン含Ή
13　2.5:3�2黒׊γルト　粘性ڧい
14　7.5:4�2փオリーϒγルト
15　7.5:4�1փγルト
16　5:4�1փγルトに12のγルトを細かいϒロックで含Ή
17　2.5:5�2҉փԫγルトと2.5:3�2黒׊γルトがϒロック状にࠞじる
18　2.5:5�1ԫփγルト、下層に細い帯状の2.5:3�1黒׊γルトが௜఼する
19　2.5:5�2҉փԫ微砂～細砂

１　2.5:5�1ԫփγルト　2.5:7�1փനγルトϒロック含Ή
２　2.5:4�1ԫփγルト　2.5:6�2փԫγルトϒロックগ量含Ή
３　2.5:6�1ԫփγルト　直５ܘNN大の2.5:7�2փԫγルトϒロックগ量含Ή
４　2.5:5�1ԫփγルトϒロックと2.5:7�1փനγルトϒロックのࠞ合層
５　2.5:6�1ԫփ஌γルト  2.5:6�2փԫγルトϒロック含Ή
６　2.5:3�1黒׊γルト　2.5:7�2～2.5:7�1փԫ～փനγルトϒロック多量に含Ή
７　2.5:3�1黒׊γルト

８　2.5:5�1ԫփγルトϒロックと2.5:7�1փനγルトϒロックのࠞ合層
９　2.5:8�1փനγルト～ۃ細砂（ラϛφ明ྎ）
10　2.5:5�1ԫփγルト
11　2.5:4�1ԫփγルト　2.5:փനγルトϒロック
12　2.5:3�1黒׊γルト　直20～５ܘᶲ大の2.5:7�1փനγルトϒロック含Ή
13　2.5:5�1ԫփγルトϒロックと2.5:7�1փനγルトϒロックのࠞ合層
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１　5:5�1փγルトϒロック土と5:7�2փനγルト～ۃ細砂ϒロックと2.5:4�1中砂ࠞじりγルト～
（地表土かʁچ）細砂ϒロック土のࠞ合層ۃ　　

１　2.5:4�1ԫփγルト、2.5:7�2փԫγルトϒロック多量に含Ήʹ埋め໭し
２　2.5:6�1ԫփγルト

１　2.5:4�1ԫփγルト　2.5:6�1ԫփγルトϒロック含Ή
２　2.5:4�1ԫփγルトϒロックと2.5:6�1ԫփγルトϒロックのࠞ合層
３　2.5:5�1～7�1ԫփ～փനγルト～細砂　ラϛφ顕ஶ
４　2.5:4�1ԫփγルトϒロックと2.5:6�1ԫփγルトϒロックのࠞ合層
　　（２にൺべϒロックが細かい）
５　2.5:6�1ԫփγルト　2.5:3�1黒׊γルトϒロック含Ή
６　2.5:3�1黒׊γルト　2.5:6�1ԫփγルトϒロック含Ή
７　5:3�1オリーϒ黒γルト
８　5:6�1փγルト　2.5:3�1黒׊γルトϒロックগ量含Ή
９　2.5:3�1黒׊γルト　2.5:6�1ԫփγルトϒロック含Ή

１　2.25:7�2փԫγルトϒロックと2.5:4�1ԫփγルトϒロックのࠞ合　
２　2.5:5�1ԫփγルト
３　2.5:7�1փനγルト　直10～５ܘNN大の2.5:4�1γルトϒロック含Ή　
　　2.5:8�1փനγルトϒロックগ量含Ή
４　2.5:5�1ԫփγルトϒロックと2.5:7�1փനγルトϒロックのࠞ合層

２　2.5:4�2փԫۃ׊細砂ࠞじりγルト（下方はややγルトڧؾい）
３　5:4�1փγルト、5:7�1փന（γルト～）ۃ細砂ϒロック含Ή（ʹՃ工時に่れたベース土と
　　その後自然にཷまった土のࠞ合層）
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１　10:34�2փԫ׊γルト　マンΨン௜ண　埋め໭しʁ
細砂ϒロック土と10:37�2にぶいԫᒵγルトϒロックのࠞ合層　埋め໭しʁۃ～փγルト׊10:34�1　２
細砂ϒロック含Ή　掘削後自然ଯۃ～փγルト　10:37�2にぶいԫᒵγルト׊10:36�1　３ （ੵ下方はՃ工時形成層の࢒りかʁ）

１　2.5:4�6 オリーϒγルト　マンΨン含Ή　
       粒子細かい
２　2.5:5�4 ԫ׊γルト　マンΨン含Ή　
       粒子細かい
３　2.5:4�2҉փԫγルトに5:5�1փγルトと5:5�3
       փオリーϒγルトϒロックがࠞじる
４　2.5:５�2 ҉փԫγルト

　　　　　

　

１　2.5:3�1黒׊γルトϒロックと2.5:7�1փനγルトϒロック
       のࠞ合層　
２　2.5:5�2҉փԫγルト
３　2.5:6�1ԫփ細砂～中砂およびγルトϒロックのࠞ合層
４　2.5:5�1ԫփγルト細砂～中砂ごくগ量ࠞじる
５　2.5:3�1黒׊γルト
６　2.5:7�1փനγルト
７　2.5:4�1ԫփγルト（５より色がബくやや砂ؾあり）
８　2.5:5�3ԫ׊γルト　マンΨン௜ண
　

１　2.5:4�6オリーϒ׊γルト　下方（１と２の境）には
　　2.5:5�2҉փԫγルトが௜఼ଯੵする 
γルトがࠞじり合う׊γルトと10:35�2փԫ׊10:34�4　２
３　2.5:3�2黒׊γルト　᎟፩されている
４　2.5:6�1ԫփγルト（～粘質土）

５　2.5:5�4 ԫ׊γルトと 2.5:6�3
       にぶいԫγルト
       がࠞじる
６　2.5:5�3 ԫ׊γルト
７　2.5:5�3 ԫ׊γルト
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　12－２区の東半に位置する長方形の土坑である。26土坑、５土坑の南にある。東西に長い。

　長辺 3.0 ｍ、୹辺 2.0 ｍ、深さ 0.3 ｍをはかる。断面は࿶形をఄする。埋土は２層ͩが、΄とんど

はԫփ色γルトにփԫ色γルトのϒロックを多量に含Ή、一ڍに埋め໭しが୹期間で行われた土の様

相である。平瓦や土師器が出土する、古代の遺構である。

　�� ౔޵（第 54図、写真図版 41－２）

　12－１区の西半の北側に位置する長方形の大形土坑である。東側Կ分の１かは調査区֎である。

　現存の長辺の長さが 3.0 ｍ、୹辺 2.8 ｍ、深さ 0.2 ～ 0.4 ｍをはかる。断面は࿶形をఄする。埋土

はԫփ色γルトにփԫ色γルト、փന色γルトϒロックがࠞじり合う。遺物は出土しない。

　̎౔޵（第 55図、写真図版 42－１）

　12 －２区・12 －１区にまたがって、東半に位置する方形の土坑である。12 －１区では 325 土坑

とݺ称していたが、２土坑に統一した。東南部は調査区֎である。

　現存の長辺 5.1 ｍ、୹辺 3.5 ｍ、深さ 0.5 ｍをはかる。断面はٯ୆形をఄする。埋土は҉փԫ色γ

ルトにփ色γルトϒロックがࠞじり合う。須ܙ器や土師器のഁ片が出土する。

　̓౔޵（第 55図）

　12－２区の南半に位置する長方形の土坑である。西半は調査区֎である。

　現存の長辺 3.1 ｍ、୹辺 2.5 ｍ、深さ 0.3 ｍをはかる。断面はٯ୆形をఄする。埋土は҉փԫ色γ

ルトにԫփ色γルト、黒׊色γルトϒロックがࠞじり合う。土師器片が出土する。

　̏౔޵（第 55図、写真図版 40－２）

　12－２区の中央、１土坑の南に位置するෆ整形の大形土坑である。

　１辺 4.5 ｍ、深さ 0.45 ｍをはかる。断面は長方形をఄする。埋土はփԫ׊色γルトから׊փ色γル

トである。弥生土器ᆵのఈ部が出土した（第 60図－ 111、写真図版 52－５）。他に須ܙ器や土師器

の小片が出土する。

　̍౔޵（第 55図）

　12－２区の中央、12－１区近くに位置する長方形の土坑である。

　長辺 3.0 ｍ、୹辺 1.8 ｍ、深さ 0.5 ｍをはかる。断面は長方形をఄする。埋土は׊色γルトにփԫ

。色γルトがࠞじり合う。土師器片が出土している׊

　��� ౔޵（第 56図）

　12－１区の中央、北୺、296 土坑の南に位置する大形の土坑である。296 土坑と連結部でつながる。

35土坑にଓくՄೳ性がある。۱丸方形で 280 井戸に੾られる。

　長辺 7.0 ｍ、୹辺 3.0 ｍ、深さは 0.8 ～ 0.9 ｍをはかる。断面は࿶形をఄする。296 土坑と連結部

でつながる。

　埋土は黒׊色γルトにփオリーϒ色やԫփ色γルトの大きなϒロックがࠞじる。須ܙ器ഋ（第 60

図－ 117、写真図版 52 －３）や弥生土器かまたは土師器のᆵ（第 60 図－ 118、写真図版 52 －４）

が出土する。古代の土坑と考えられる。

　��� ౔޵（第 56図）

　12－１区の中央部北側、307 土坑の北に位置する土坑である。長ԁ形で、南東部は調査区֎である。

　長ܘ 3.0 ｍ、୹ܘ 1.2 ｍ、深さは 0.3 ｍをはかる。断面は長方形をఄする。埋土は黒׊色γルトに

。色γルトの大きなϒロックがࠞじる。土師器高ഋのഋ部が出土している׊
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１　10:33�1黒׊γルト
       に10:34�6׊細砂ࠞ
       じりγルトの大きな粘土
       ϒロックがࠞじる
փγルト׊10:34�1　２
３　2.5:4�1ԫփγルト
４　2.5:6�1ԫփγルト

　
１　10:34�3にぶいԫ׊γルトに10:35�1׊փγルト
       の細かい粘土ϒロックがࠞじる
２　5:5�1փγルトの大きな粘土ϒロックに10:34�4
中砂ࠞじりγルトがϒロックでࠞじる׊       
３　2.5:5�2҉փԫγルトと10:34�1׊փγルトの粘土
       ϒロックがࠞじる　どちらも大きいϒロック
４　7.5:5�1փγルト

細砂ࠞじりγルト׊10:34�4　１
２　10:34�2փԫ׊細砂ࠞじりγルト
３　2.5:4�1ԫփγルトに2.5:4�2҉փԫγルトのϒロックがࠞじる
４　2.5:5�2҉փԫγルトに2.5:4�3オリーϒ׊γルトϒロック（直５ܘᶲ程度）がࠞじる
５　10:33�1黒׊γルトに2.5:5�1ԫփγルトの大きなϒロック含Ή（ϒロックの直ܘは
　　５～20ᶲと大きい）
６　2.5:2�1黒γルト
７　5:5�1փγルト
８　10:33�2黒׊γルトに5:5�2փオリーϒγルトのϒロック含Ή
փγルトに2.5:5�2҉փԫγルトϒロック含Ή׊10:34�1　９
10　5:4�1փ細砂ࠞじりγルト　砂質ڧい（ベース層下の砂層含Ή）

　
փγルト׊10:34�1　１
２　2.5:5�2҉փԫγルト　やや砂粒含Ή
３　10:34�2փԫ׊γルト
４　10:33�1黒׊γルト
５　2.5:5�1ԫփγルト
６　2.5:3�2黒׊γルトに細かい2.5:5�1ԫփγルトの粘土ϒロック含Ή

１　5:4�2փオリーϒγルト
２　2.5:4�2҉փԫγルト
３　2.5:4�1ԫփγルト　マンΨンൗ含Ή

　
γルト׊10:33�3҉　１
２　5:5�2փオリーϒγルト
３　2.5:3�2黒׊γルト
４　2.5:5�4ԫ׊γルト
５　10:33�1黒׊γルト
փγルト׊10:34�1　６

　
１　10:34�2փԫ׊γルト　マンΨンൗあり　2.5:5�2
　　҉փԫ粘土ϒロック含Ή
２　2.5:4�2҉փԫγルト
３　5:3�1オリーϒ黒γルトに2.5:5�2҉փԫγルトの
　　大きな粘土ϒロック含Ή
４　2.5:5�2҉փԫγルト
５　5:4�1փγルト
６　10:34�2փԫ׊γルト

　
１　10:34�2փԫ׊γルト
２　10:35�3にぶいԫ׊γルトに2.5:5�2
        ҉փԫγルトϒロックがࠞじる
３　2.5:4�1ԫփγルト
փγルト׊101:34�1　４
５　10:34�2փԫ׊γルト
６　10:33�2黒׊γルト
փγルトに2.5:5�2҉փԫ׊10:34�1　７
       γルトのϒロックがࠞじる
８　10:34�2փԫ׊γルト

　
１　2.5:4�2҉փԫγルト
２　2.5:5�1ԫփγルト
３　10:33�2黒׊γルト
փγルトわずかに׊101:34�1　４
        細砂含Ή
５　2.5:4�1ԫփγルト　炭ࠞじり

１　7.5:34�2փ׊γルト
γルトがϒロック状にࠞじり合う׊γルトと10:36�2փԫ׊10:33�3҉　２
３　10:35�2փԫ׊γルトに10:33�3҉׊γルトが大きなϒロックでࠞじる
４　2.5:4�2҉փԫγルトに2.5:5�1ԫփγルトの細かい粘土ϒロックがࠞじる
５　2.5:5�2҉փԫγルト
６　2.5:4�1ԫփγルト　

１　10:34�2փԫ׊γルト
փγルト׊10:34�2　２
３　2.5:4�1ԫփγルト
４　2.5:4�1ԫփγルトに2.5:6�1ԫփ細砂ࠞじりγルトの細かいϒロックがೖる
５　2.5:3�3҉オリーϒ׊γルト
６　5:4�1փγルトに5:5�2փオリーϒγルトの細かいϒロックがೖる
７　2.5:4�1ԫփγルト　炭がࠞじる

　
γルトϒロック含Ή׊փγルトに10:34�6׊101:34�1　１
細砂ࠞじりγルト׊10:34�6　２
３　2.5:5�1ԫփγルト
γルトϒロック含Ή׊փγルトに10:34�6׊10:34�1　４
５　5:5�1փγルト

　
１　2.5:4�2҉փԫγルト
γルト׊10:33�3҉　２
փγルト׊10:34�1　３
４　2.5:6�2փԫγルトと10:34�1׊փγルトが
　　ϒロック状にࠞじり合う
５　2.5:4�1ԫփγルト
６　2.5:5�1ԫփγルト　炭ࠞじる
７　2.5:5�3ԫփγルトʹ地山の土
８　5:5�1փγルト
９　2.5:6�3にぶいԫγルト

　
γルト　遺物含Ή׊7.5:34�3　１
２　10:33�1黒׊γルト
փγルト׊10:34�1　３
４　10:32�1黒γルト
５　2.5:3�2黒׊γルト　遺物含Ή
１～５とも砂質を΄とんど感じないγルト層

　
細砂ࠞじりγルト׊10:33�3҉　１
２　10:34�2փԫ׊細砂ࠞじりγルト

　
փγルトに2.5:5�2҉փԫγルトの細かい׊10:34�1　１
　　ϒロックが多量にࠞじる

　
１　2.5:4�1ԫփγルト
２　10:34�2փԫ׊γルト
３　10:33�2黒׊γルト
４　2.5:3�1黒׊γルト

１　10:34�3にぶいԫ׊γルト
２　10:33�2黒׊γルト
３　2.5:3�2黒׊γルト
փγルトと2.5:4�1ԫփγルトがࠞじる 下層の砂もわずかに含Ή׊10:34�1　４
　　（層界が明ྎでない）
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　��� ౔޵（第 56図）

　12－１区の西北୺に位置する土坑である。長ԁ形で、南部は調査区֎である。

長ܘ 1.3 ｍ、୹ܘ 0.75 ｍ、深さは 0.45 ｍをはかる。断面は長方形をఄする。埋土はԫ׊色γルトに

。փ色γルトの大きなϒロックがࠞじる。遺物は出土していない׊

　��� ౔޵（第 56図、写真図版 35－２）

　13区の西南୺に位置する土坑である。ԁ形で、西半は調査区֎である。

　直ܘ 1.3 ｍ、深さは 0.6 ｍをはかる。断面は長方形をఄする。埋土は黒׊色γルトにԫփ色γルト

ϒロックがࠞじる。遺物は出土していない。

　��� ౔޵（第 56図）

　13区の西南୺、283 土坑の北に位置する土坑である。ԁ形で、西半は調査区֎である。

　直ܘ 1.0 ｍ、深さは 0.25 ｍをはかる。断面は長方形をఄする。埋土は黒׊色γルトにԫփ色γルト

ϒロックがࠞじる。遺物は出土していない。

　��� ౔޵（第 56図、写真図版 35－４）

　13区の北に位置する土坑もしくは溝で、297 土坑と઀する。

　長方形で、全長 3.5 ｍ、෯ 0.8 ｍ、深さは 0.45 ｍをはかる。断面は̪ࣈ形をఄする。埋土は黒׊色

γルトが水平ଯੵする。土師器片が出土している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　��� ౔޵（第 56図、写真図版 35－６）

　13区の北に位置する溝で、290 溝と઀する。ԁ形で、ఈ面に小ԁ形のく΅みをもつ。

　直ܘ 1.5 ｍ、深さは 0.6 ｍをはかる。断面は̪ࣈ形をఄする。埋土は黒׊色γルトに҉փԫ色γル

トのϒロックがࠞじる。遺物は出土していない。

　��� ౔޵（第 56図）

　13区の南୺に位置する土坑である。۱丸方形である。

　長辺 1.8 ｍ、୹辺 1.5 ｍ、深さは 0.3 ｍをはかる。断面は長方形をఄする。埋土は単層で、փ׊色

γルトに҉փԫ色γルトの細かいϒロックが多量にࠞじる。遺物は出土していない。

　��� ౔޵（第 56図）

　13区の南壁際でわずかに検出した土坑である。そのため形状はෆ明である。

　長辺 0.7 ｍ、深さは 0.1 ｍをはかる。断面はࡼ形をఄする。埋土は҉׊色細砂ࠞじりγルトである。

　��� ౔޵（第 56図）

　13区の南半で検出した土坑である。۱丸方形である。

　長辺 1.9 ｍ、୹辺 1.4 ｍ、深さは 0.5 ｍをはかる。断面は࿶形をఄする。埋土には遺物が含まれる。

　��� ౔޵（第 56図）

　13区と 12－１区西半の઀合部にあたるՕ所で検出した、土坑もしくは溝である。長くのびるෆ定

形である。

　検出長 4.6 ｍ、෯ 2.1 ｍ、深さ 0.3 ｍをはかる。断面はٯ୆形をఄする。埋土は׊փ色γルトに׊

色γルトϒロックを含Ή。遺物は出土していない。

　��� ౔޵（第 56図、写真図版 35－５）

　13区の中央、286 土坑と 281 土坑の間で検出した土坑である。ԁ形である。直ܘ 1.6 ｍ、深さ 0.4

ｍをはかる。断面は࿶形をఄする。埋土はփԫ色γルトと׊փ色γルトがϒロック状にࠞじり合う。
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遺物は出土していない。

　��� ౔޵（第 56図）

　13区の南壁際で検出した土坑である。302 土坑に੾られる。ԁ形と思われる。

　直辺 1.3 ｍ、深さ 0.3 ｍをはかる。断面は長方形をఄする。埋土は黒׊色γルトと׊փ色γルトが

水平にଯੵする。遺物は出土していない。

　��� ౔޵（第 56図、写真図版 37－８）

　13区と 12－１区東半の઀合部にあたるՕ所で検出した土坑である。305 土坑、315 土坑などに੾

られ、なかには 303 土坑が含まれている。二ވの溝状に長くのびるෆ整形である。

　検出長 6.5 ｍ、෯ 2.9 ｍ、深さ 0.3 ～ 0.45 ｍをはかる。断面はٯ୆形をఄする。埋土は黒׊色γル

トである。土師器片が出土している。

　��� ౔޵（第 56図、写真図版 36－３）

　12－１区東半北୺で検出した土坑である。314 土坑の北にあたる。ԁ形の北と西に尻ඌがついたよ

うな形状である。

　検出長3.5ｍ、෯2.6ｍ、深さ0.6ｍをはかる。断面はٯ୆形をఄする。埋土はԫփ色γルトにփオリー

ϒ色γルトのϒロックがࠞじる。遺物は出土していない。

　��� ౔޵（第 56図）

　13区南東۱で検出した土坑である。۱丸方形で南半は調査区֎である。

　長辺 4.5 ｍ、୹辺 2.0 ｍ、深さ 0.45 ｍをはかる。断面は長方形をఄする。埋土はփԫ׊色γルトに

҉փԫ色γルトのϒロックがࠞじる。301 土坑南東۱と 302 土坑北۱が連結部で઀ଓする。連結部は

300 土坑と 301 土坑の連結部と同規模で、෯ 0.4 ｍ、長さ 0.7 ｍをはかる。遺物をわずかに含Ή。

　��� ౔޵（第 56図）

　13区と12－１区東半の઀合部にあたるՕ所で検出した314土坑のなかにある土坑で長ԁ形である。

　長ܘ 1.5 ｍ、୹ܘ 0.6 ｍ、深さ 0.55 ｍをはかる。断面はٯ୆形をఄする。埋土は҉փԫ色γルトか

ら׊փ色γルトで、下層に炭がࠞじる。遺物は出土していない。

　��� ౔޵（第 56図）

　12－１区北୺で検出した土坑である。۱丸方形で、304 土坑を੾る。長辺 1.5 ｍ、深さ 0.5 ｍをは

かる。断面はٯ୆形をఄする。埋土は҉փԫ色γルトとԫփ色γルトの大きなϒロックがࠞじり合う。

遺物は出土していない。

　��� ౔޵（第 57図）

　13区と 12－１区東半の઀合部にあたるՕ所で検出した土坑である。314 土坑、313 土坑、318 土

坑を੾る。長ԁ形である。

　長ܘ 3.0 ｍ、୹ܘ 2.1 ｍ、深さ 0.55 ｍをはかる。断面はٯ୆形をఄする。埋土は自然ଯੵのような

ラϛφが認められる。凸面ೄ目タタΩ、凹面布目の平瓦が出土する（第61図－130）。古代の土坑である。

　��� ౔޵（第 57図）

　12－１区東半北部で検出した長方形の大形土坑である。315 土坑、319 土坑に੾られる。

　長辺 4.5 ｍ、୹辺 3.35 ｍ、深さ 0.6 ｍをはかる。断面はٯ୆形をఄする。埋土は下層にϒロックが

みられるものの、水平にଯੵする。土師器片が出土している。312 土坑と長さ 2.0 ｍの連結部（330 溝）

でつながっている。
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１　10:34�3にぶいԫ׊γルト
փγルト　マンΨンൗあり　わずかにラϛφ状の׊10:34�1　２
　　փ色γルトが境界にみられる（水成層）
３　2.5:4�1ԫփγルト（水成層）
４　2.5:4�2҉փԫγルト
５　2.5:5�2҉փԫγルト
６　10:34�2փԫ׊γルト
７　2.5:4�3オリーϒ׊γルト

１　10:35�2փԫ׊γルト
２　2.5:4�1ԫփγルト
փγルト׊10:34�1　３
４　10:34�2փԫ׊γルト
５　３の10:34�1׊փγルトに2.5:5�1ԫփの細かいγルト
　　ϒロックがࠞじる
６　2.5:4�2҉փԫγルト
γルト׊10:33�3҉　７
８　2.5:5�2҉փԫγルトと2.5:4�1ԫփγルトがϒロック状
       にࠞる

　
１　10:35�4にぶいԫ׊γルト
２　10:35�2փԫ׊γルト 　

１　2.5:5�2҉փԫγルト
２　10:35�3にぶいԫ׊γルト
３　10:34�3にぶいԫ׊γルト
γルト׊10:34�4　４
５　2.5:4�3オリーϒ׊γルトにわずかに６のγルトϒロックがࠞじる
６　2.5:6�2փԫγルト　

１　10:34�2փԫ׊細砂ࠞじりγルト
２　2.5:4�2҉փԫγルトに᎟፩されたように2.5:5�2҉փԫ細砂～γルトがࠞじる
３　10:36�2փԫ׊γルトと2.5:5�1ԫփγルトがϒロック状にࠞじる
４　10:34�2փԫ׊γルト

１　2.5:4�2҉փԫγルト
２　10:34�2փԫ׊細砂ࠞじりγルトに5:5�2փオリーϒγルトの細かい
　　γルトϒロック多量に含Ή
փγルトに5:5�2փオリーϒγルトϒロックগ量含Ή׊10:34�1　３

　
１　10:33�1黒׊γルト
２　10:34�2փԫ׊γルト、層界にփനγルトがଯੵする
փγルト׊10:34�1　３

　
γルト׊10:34�4　１
２　10:33�2黒׊γルト
３　10:33�2黒׊γルトに10:36�1׊փγルト
　　がࠞじる
փγルト׊10:34�1　４
５　2.5:4�1ԫփ細砂ࠞじりγルト
６　10:34�2փԫ׊γルト
７　2.5:5�2҉փԫγルト
׊փγルトに10:35�2փԫ׊10:34�1　８
　　γルトϒロックがࠞじる

　
փγルト׊10:34�1　１
２　10:35�3にぶいԫ׊γルト
３　2.5:4�1ԫփγルト
４　2.5:4�2҉փԫγルト
５　2.5:4�2҉փԫγルトと2.5:5�3
　　ԫ׊γルトがࠞじる

　
փγルト׊10:34�1　１
２　10:34�2փԫ׊γルト　層界に10:36�1׊փγルトが௜఼ଯੵする
փγルトに2.5:6�2փԫγルトの細かいϒロックがࠞじる׊10:34�1　３
４　10:34�2փԫ׊γルトに10:36�1׊փγルトϒロックࠞじる
　　（ϒロック直10ܘᶲ程度の大きなもの）
５　2.5:5�1ԫփγルト　炭ࠞじり

１　10:35�2փԫ׊γルト
փγルト　炭ʁࠞ׊10:35�1　２ じり
３　2.5:5�2҉փԫγルト

　
փγルト׊10:35�1　１
２　10:34�2փԫ׊γルト
３　10:33�2黒׊γルト
４　2.5:4�1ԫփγルトに2.5:5�2҉փԫγルトϒロックがࠞじる
５　2.5:5�1ԫփγルトϒロックと2.5:5�2҉փԫγルトϒロックがࠞじる
６　2.5:5�1ԫփγルト
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　��� ౔޵（第 57図）

　12－１区東半北部で検出した土坑である。313 土坑を੾る。۱丸方形である。

　長辺2.0ｍ、୹辺2.1ｍ、深さ0.1ｍをはかり、断面はࡼ形をఄする。埋土はにぶいԫ׊色γルトである。

遺物は出土していない。

　��� ౔޵（第 57図、写真図版 37－７）

　12－１区東半北東۱で検出した土坑である。۱丸方形と思われるが、約 1�2 は調査区֎である。

　長辺2.0ｍ、୹辺0.9ｍ、深さ0.4ｍをはかる。断面は࿶形をఄする。埋土はにぶいԫ׊色γルトである。

遺物は出土していない。

　��� ౔޵（第 57図）

　12－１区東半北部で検出した土坑である。۱丸方形と思われるが、約 1�2 は調査区֎である。313

土坑と連結部（330 溝）でつながる。

　長辺 4.1 ｍ、୹辺 3.1 ｍ、深さ 0.3 ｍをはかる。断面はٯ୆形をఄする。埋土は҉փԫ色γルトと

փԫ׊色γルトがϒロック状にࠞじり合う。遺物は出土していない。

　��� ౔޵（第 57図）

　12－１区東半と 13区の઀合部で検出した土坑である。۱丸方形で、南西部は調査区֎である。

　長辺 2.5 ｍ、୹辺 2.1 ｍ、深さ 0.4 ｍをはかる。断面は長方形をఄする。埋土はփԫ׊色γルトに

փオリーϒ色γルトがϒロック状にࠞじり合う。遺物は出土していない。

　��� ౔޵（第 57図、写真図版 36－５）

　12－１区東半北部で検出した土坑である。۱丸方形である。

　長辺 2.7 ｍ、୹辺 1.6 ｍ、深さ 0.35 ｍをはかる。断面はٯ୆形をఄする。埋土は黒׊色γルトから

փԫ׊色γルトである。遺物は出土していない。

　��� ౔޵（第 57図、写真図版 35－７）

　12－１区東半北部で検出した土坑である。۱丸方形である。

　長辺 2.3 ｍ、୹辺 1.5 ｍ、深さ 0.7 ｍをはかる。断面はٯ୆形をఄする。埋土は黒׊色γルトから

。փ色γルトである。遺物は出土していない׊

　��� ౔޵（第 57図）

　12－１区東半中央部で検出した土坑である。長ԁ形である。

　長ܘ 2.0 ｍ、୹ܘ 1.6 ｍ、深さ 0.4 ｍをはかる。断面は࿶形をఄする。埋土は҉փԫ色γルトから

。փ色γルトである。土師器片が出土している׊

　��� ౔޵（第 57図、写真図版 36－７）

　12－１区東半中央部で検出した大形の土坑である。۱丸方形である。

　長辺 3.5 ｍ、୹辺 2.6 ｍ、深さ 0.35 ｍをはかる。断面はٯ୆形をఄする。埋土はփԫ׊色γルトに

。փ色γルトのϒロックがࠞじる。遺物は出土していない׊

　��� ౔޵（第 57図）

　12 －１区東半北部で検出した土坑である。315 土坑、313 土坑、319 土坑に੾られる。۱丸方形

もしくは長ԁ形である。

　長辺1.5ｍ、୹辺1.0ｍ、深さ0.3ｍをはかる。断面は長方形をఄする。埋土はփԫ׊色γルトである。

遺物は出土していない。
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１　10:34�3にぶいԫۃ׊細砂ࠞじりγルト
２　2.5:3�1黒׊γルト　直５～３ܘᶲ大の2.5:6�1
　　ԫփγルトϒロック含Ή　

１　10:34�3にぶいԫۃ׊細砂ࠞじりγルト　直５～１ܘᶲ大の10:37�3にぶいԫᒵγルトϒロックগ量含Ή
２　10:34�2փԫ׊γルト　直５～３ܘᶲ大の10:37�3にぶいԫᒵγルトϒロック多く含Ή　10:35�1׊փ
　　γルトϒロック（ࠜ跡にೖりこんͩものか）も含まれる
３　2.5:4�1ԫփγルト　直５～３ܘᶲ大の10:37�3にぶいԫᒵγルトϒロック含Ή（γルトڧؾい）

　
１　10:35�4にぶいԫۃ׊細砂ࠞじりγルト　直１ܘNN大の10:37�3にぶいԫᒵγルトϒロックগ量含Ή
細砂ࠞじりγルトۃփ׊101:34�1　２
３　2.5:3�1黒׊γルト　直10～５ܘNN大の2.5:7�1փനγルトϒロックগ量含Ή
４　2.5:3�1黒׊γルト　直15～５ܘNN大の2.5:7�1փനγルトϒロック多量に含Ή
５　2.5:7�2փԫγルトϒロックと2.5:4�1ԫփγルトϒロックのࠞ合層
６　2.5:6�2փԫγルト　2.5:4�1ԫփγルトϒロックがগ量ೖる

１　2.5:5�3ԫ׊γルト
２　2.5:5�3ԫ׊γルトϒロックと2.5:3�1黒׊γルトϒロックのࠞ合層
３　2.5:3�1黒׊γルト　2.5:5�3ԫ׊γルトϒロックগ量含Ή

γルト׊10:34�4　１
微砂ࠞじりγルト׊10:33�3҉　２
３　5:3�1オリーϒ黒γルト
４　2.5:3�2黒׊γルト
５　2.5:3�1黒׊γルトに2.5:5�2҉փԫγルトが細かい
　　ϒロックでࠞじる
６　2.5:4�6オリーϒ׊γルト
７　5:4�1փ微砂ࠞじりγルト
８　2.5:4�6オリーϒ׊γルトに5:3�1オリーϒ黒γルト
　　がࠞじる

　
１　2.5:5�3ԫ׊γルトϒロックと2.5:3�1黒׊γルトϒロック
　　のࠞ合層（黒׊ϒロックの割合গない）
２　2.5:5�1ԫփγルト
３　2.5:4�1ԫփγルトϒロックと2.5:6�2փԫγルトϒロック
　　のࠞ合層

　
１　2.5:5�2҉փԫγルト　下方にラϛφを
　　とった2.5:7�1փനγルトがଯੵ
２　2.5:4�2҉փԫγルトに2.5:3�1黒׊
　　γルトϒロックがগ量ೖる
３　2.5:3�1黒׊γルト、2.5:7�1փനγルト
　　ϒロックがগ量ೖる

　
１　2.5:3�1黒׊γルトϒロックと2.5:7�1փനγルト
　　ϒロックと2.5:5�3ԫ׊γルトϒロックのࠞ合層

１　2.5:5�3ԫփγルトと2.5:4�3オリーϒ׊γルトがϒロック状にࠞじる
２　10:35�6ԫ׊γルトと10:34�1׊փγルトがϒロック状にࠞじる
３　10:35�8ԫ׊γルトと10:34�1׊փγルトがϒロック状にࠞじる
４　2.5:4�4オリーϒ׊γルトに10:34�1׊փγルトがϒロック状にࠞじる
５　2.5:3�1黒׊γルトに2.25:4�1ԫփγルトがϒロック状にࠞじる

　
γルト׊10:33�4҉　１
２　10:35�3にぶいԫ׊γルトと10:33�4
γルトがϒロック状にࠞじる׊҉　　
փγルト׊10:35�1　３
４　10:33�2黒׊γルト
５　101:33�1黒׊γルトに10:35�2փԫ׊
　　γルトがわずかに含Ή
６　10:35�2փԫ׊γルト
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　��� ౔޵（第 57図）

　12－１区東半中央部で検出した土坑である。323 土坑に੾られる。۱丸方形である。

　長辺 1.6 ｍ、୹辺 1.5 ｍ、深さ 0.5 ｍをはかる。断面はٯ୆形をఄする。埋土はԫփ色γルトに҉

փԫγルトϒロックがࠞじる。土師器片が出土している。

　�� ౔޵（第 58図）

　12 －１区西半北部で検出した大形の土坑である。長方形で東西に広がり、北は 56土坑に઀する。

西側は調査区֎である。

　検出長辺 5.8 ｍ、୹辺 1.8 ～ 2.5 ｍ、深さ 0.4 ｍをはかる。断面はٯ୆形をఄする。埋土は׊փ色

γルトににぶいԫᒵ色γルトϒロックがࠞじる。土師器片が出土している。

　�� ౔޵（第 58図）

　12－１区西半北部で検出した大形の土坑である。正方形で西側は調査区֎である。

　１辺は4.7～4.9ｍ、深さ0.4ｍをはかる。断面は長方形をఄする。埋土は大きな土坑が次第に埋まっ

てڱまったようなଯੵ状況を示す。黒׊色γルトやփԫ色γルトにփന色γルトやԫփ色γルトのϒ

ロックがࠞじる。弥生土器か土師器ᆵఈ部（第 60図－ 112、写真図版 52－５）や須ܙ器片が出土する。

　�� ౔޵（第 58図、写真図版 42－３）

　12－１区西半北部で検出した 34土坑の東にある。南北に長いෆ定形である。

　検出長辺は 3.0 ｍ、୹辺は 1.5 ｍ、深さ 0.4 ｍをはかる。断面は長方形をఄする。埋土はԫ׊色γ

ルトと黒׊色γルトのϒロックがࠞじる。遺物は出土していない。

　�� ౔޵（第 58図、写真図版 42－６）

　12－２区西半で検出した方形の土坑である。西側は壁に੾られる。１辺0.9 ～ 1.0 ｍ、深さ 0.45 ｍ

をはかる。断面はٯ୆形をఄする。埋土は黒׊色γルトにփԫ׊色γルトがϒロックでわずかにࠞじる。

　�� ౔޵（第 58図、写真図版 42－２）

　12－２区西半で検出したෆ定形の土坑である。東側は調査区֎である。

　長辺は 2.0 ｍ、୹辺は 1.6 ｍ、深さ 0.7 ｍをはかる。断面は࿶形をఄする。埋土はԫ׊色γルトと

黒׊色γルトϒロックのࠞ合層である。遺物は出土していない。

　�� ౔޵（第 58図）

　12－２区西半で検出した方形の土坑である。東側は調査区֎である。１辺 1.3 ｍ、深さ 0.45 ｍを

はかる。断面は方形をఄする。埋土は҉փԫ色γルトに黒׊色γルトϒロックがわずかにࠞじる。遺

物は出土していない。

　�� ౔޵（第 58図、写真図版 42－４）

　12－２区西半で検出した方形の土坑である。東側は壁に੾られる。

　１辺 1.5 ～ 2.0 ｍ、深さ 0.6 ｍをはかる。断面は࿶形をఄする。埋土は׊փ色γルトとԫ׊色γル

トがϒロックでࠞじり合う。弥生土器と思われる小片を含Ή。

　�� ౔޵（第 59図）

　12－２区西半で検出した方形の土坑である。33土坑に੾られる。

　１辺 1.1 ｍ、深さ 0.45 ｍをはかる。断面は࿶形をఄする。埋土は黒׊色γルトと҉փԫ色γルトの

ࠞ合層である。土師器片が出土している。

　�� ౔޵（第 59図）
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　12－２区西半で検出したෆ定形の大形土坑である。南北に長く、42土坑、43土坑、52土坑౳を੾る。

　長辺 9.0 ｍ、୹辺 2.5 ｍ、深さ 0.5 ｍをはかる。断面は࿶形をఄする。埋土は黒׊色γルトと҉փ

ԫ色γルトのࠞ合層である。

　33 土坑と 46 土坑の઀するՕ所から、凸面ೄ目タタΩ、凹面布目の平瓦が出土する（第 61 図－

133）。ఈ面には須ܙ器細片もみられた。

　�� ౔޵（第 59図、写真図版 42－７）

　12－２区西半で検出した方形の土坑である。33土坑に੾られる。

　長辺 1.9 ｍ、୹辺 1.4 ｍ、深さ 0.4 ｍをはかる。断面はٯ୆形をఄする。埋土は黒׊色γルトにԫ

փ色γルトϒロックがࠞじる。遺物は出土していない。

　�� ౔޵（第 59図、写真図版 42－３）

　12－２区西半で検出した長方形の土坑である。33土坑に੾られる。

　長辺 2.2 ～ 2.4 ｍ、୹辺 1.4 ～ 1.9 ｍ、深さ 0.4 ｍをはかる。断面はٯ୆形をఄする。埋土は׊փ色

γルトに炭やম土が含まれていてԿかをম成する目的の土坑とも考えられる。土師器片が出土している。

　�� ౔޵（第 59図、写真図版 42－８）

　12－２区西半で検出した長方形の土坑である。

　長辺 2.1 ｍ、୹辺 1.3 ｍ、深さ 0.3 ｍをはかる。断面は࿶形をఄする。埋土はにぶいԫ׊色γルト

とփԫ׊色γルトがϒロック状にࠞじる。土師器片が出土している。

　�� ౔޵（第 59図）

　12－２区西半で検出したෆ定形の土坑である。33土坑に੾られる。

　長辺 1.9 ｍ、୹辺 1.5 ｍ、深さ 0.3 ｍをはかる。断面は࿶形をఄする。埋土はにぶいԫփ色γルト

とփオリーϒ色γルトがϒロック状にࠞじる。

　��� ౔޵（第 59図）

　14区北壁際で検出したԁ形の土坑である。直0.5ܘｍ、深さ0.15ｍをはかる。断面はٯ୆形をఄする。

埋土はփ׊色γルトである。

　��� ౔޵（第 59図）

　14区北壁際で検出した方形の土坑である。1辺 2.4 ｍ、深さ 0.1 ｍをはかる。断面はࡼ形をఄする。

埋土は׊փ色γルトである。遺物は出土していない。

　��� ౔޵（第 59図）

　14区北壁際で検出したおそらく۱丸方形の大形土坑である。１辺 4.2 ｍ、深さ 0.1 ｍをはかる。断

面はٯ୆形をఄする。埋土は׊փ色γルトである。遺物は出土していない。

　��� ౔޵（第 59図）

　14区北壁際で検出したおそらくԁ形の土坑である。直ܘ 0.9 ｍ、深さ 0.1 ｍをはかる。断面はࡼ形

をఄする。埋土は҉փԫ色γルトである。遺物は出土していない。

　

　以上、群集土坑の個々をみてきたが、各群の特徴をந出していくつかの群に分けることがՄೳか、

検౼する。

　土坑の配列であるが、12－１区の 321 土坑から２土坑などは、南北の真方位を意ࣝして、一直線

にฒんでいるようにもみえる（第 48図）。これは土坑を掘削する際には、それͧれの土坑を意ࣝして
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いるといえる。一定の間ִをあけてฒび੾り合いがあるので、322 土坑、324 土坑掘削後、空いてい

る場所をબ୒して 321 土坑、323 土坑、２土坑が掘削、あるいは 321 土坑、322 土坑、324 土坑掘

削後、323 土坑、２土坑が掘削されたと考えられる。

　この列の西には 312 土坑、313 土坑、319 土坑が、東では１土坑、３土坑、５土坑がやはり一直線

にฒぶ。12－１区の南側の 48土坑、49土坑、50土坑なども一直線上に配列される。

　土坑の掘削が一定間ִをもって行われ、掘削されていない場所を୳して、新しく土坑が掘られたと

すれば、土坑が規則性をもってฒぶのも当然といえる。
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２ ３
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３

４５
６

７
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3
4

5

6
7

8

9 10 

1
2

８

４ １
２３

４
５

６

７
８

　　　　　　　　
１　10:33�1黒׊γルト
２　2.5:5�2҉փԫγルトと10:33�1黒׊γルトのϒロック層
փγルト׊10:34�1　３
４　10:34�2փԫ׊γルト　下方は土器ഁ片と10:34�1׊փγルトの௜఼層
փγルト׊10:35�1　５
６　2.5:4�2҉փԫγルト
７　2.5:3�2黒׊γルトに2.5:6�1ԫփγルトの大きなϒロックがࠞじる
８　2.5:4�1ԫփγルトに2.5:6�1ԫփγルトの小ϒロックがわずかにࠞじる
９　2.5:4�2҉փԫγルト
10   2.5:4�1ԫփγルトに2.5:6�1ԫփγルトのϒロックがわずかにࠞじる　

１　10:34�3にぶいԫ׊γルトと10:34�2փԫ׊γルトがϒロック状にࠞじる
２　10:33�2黒׊γルト、わずかに10:34�3にぶいԫ׊γルトϒロックがࠞじる
փγルト׊10:35�1　３
４　2.5:5�2҉փԫγルト

փγルト׊10:34�1　１
２　10:33�2黒׊γルト
３　2.5:4�2҉փԫ細砂ࠞじりγルト

１　2.5:5�2҉փԫγルト
փγルト׊101:35�1　２

１　10:33�2黒׊γルト
２　2.5:3�3҉オリーϒ׊γルト（10:33�2黒׊γルトの
　　細かいϒロック土が認められる）
３　2.5:5�1ԫփγルト
４　2.5:4�1ԫփγルト
５　2.5:6�1ԫփγルト
６　2.5:5�1ԫփγルトと5:5�2փオリーϒγルトがϒロ
　　ック状にࠞじり合う
７　2.5:5�2҉փԫγルト

γルト׊10:33�4҉　１
２　10:33�1黒׊γルト
γルトがϒロック状にࠞじる׊փγルトと10:33�1黒׊10:34�1　３
４　10:35�2փԫ׊γルトに10:34�1׊փγルトϒロックがࠞじる
５　10:33�1黒׊γルトに10:34�1׊փγルトがわずかにࠞじる
６　10:33�2黒׊γルトに10:34�1׊փγルトがわずかにࠞじる
７　2.5:5�1ԫփγルト
８　2.5:3�3҉オリーϒ׊γルト

１　2.5:5�2҉փԫγルト
փγルト׊10:35�1　２

１　2.5:5�2҉փԫγルト

　
１　（上部）2.5:5�4ԫ׊γルト　直５ܘNN大の炭粒ۃগ量含Ή
　　（下部）2.5:4�1ԫփγルト、2.5:7�1փനγルト～ۃ細砂の砂層が
        ラϛφをもって存在する
２　2.5:5�1ԫփγルト　埋土西側はগ量の2.5:7�1փനγルトϒロック
       がೖる
３　2.5:4�1ԫփγルト
４　10:35�2փԫ׊γルト　

　
１　2.5:5�4ԫ׊γルト　直５ܘNN大の炭粒ۃগ量含Ή
２　2.5:4�1ԫփγルト、2.5:7�1փനγルト～ۃ細砂の砂層がラϛφをもって存在する
３　2.5:5�1ԫփγルト　埋土西側はগ量の2.5:7�1փനγルトϒロックがೖる
４　2.5:4�1ԫփγルト
10NN大の炭粒含Ή～５ܘփγルト　直׊10:34�1　５
６　2.5:5�1ԫփγルト　直５ܘNN大の炭粒গ量含Ή
７　2.5:6�1ԫփγルト　直５ܘNN大の炭粒গ量含Ή
８　2.5:3�1黒׊γルト　直10～５ܘNN大の炭粒、直５ܘNN大のম土（または༹けた土器片）含Ή
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　また、土坑群が一時に形成されたかのか、長期間にわたって形成されかという໰୊である。土坑の

時期については、土坑から出土する遺物は弥生時代から古代までにわたり、わずかに明らかに構成の

ࠞೖ౳が考えられる中世のものも含まれる。とすると、土坑群は長期間で形成されたことになるが、

古代の須ܙ器΄かが多いことなどから、古代の所産となるՄೳ性が最も高い。

　たͩし、各土坑からの出土遺物がগなく、΄とんどが細片のため、明確な新چはܾめがたい。

　上述の一定間ִで配置された土坑は同時か、きわめて୹期間に形成され、それと੾り合いをもつ土

坑は新چがあるのは明നͩが、どれ΄どの時期ࠩがあるかは൑明できなかった。また、12土坑と 313

土坑、309 土坑と 310 土坑のような連結溝によってつながれているものは、同時期に掘削された土坑

と考えてよいͩろう。

　次に、土坑の規模であるが、１辺２ｍ程度のものから、７、８ｍのものまで様々である。たͩし、

大きな土坑は、隣઀するෳ਺の土坑がつながった結果、大きくなったと考えられるものもある。

　深さも 0.1 ｍ程度のものから、0.7 ～ 1.0 ｍと深いものもあり、様々である。޲܏として、北側の土

坑が深く、南にいくとઙくなるようである。これは、土坑の掘削目的が土坑を掘りࠐんͩ基൫層の土৕

採取が目的であるならば、土৕のଯੵがްいところでްく、ബいところでബく掘削するのは当然ͩろう。

　土坑の埋土であるが、単一層や水平に自然ଯੵするものもみられるが、多くは਺層に分層でき、基

൫層のϒロックを大小のҧいはあるが含んでいる。これは土坑を掘りࠐんͩ後、୹期間で埋め໭した

ことを示している。これらのことから、土坑に大きな類別はできないと൑断した。

　これらの土坑を掘削した目的であるが、規模がෆ統一で、形状が長方形でなくԁ形を基本とするこ

とや、土器などの遺物がগなく人ࠎや土器棺、木棺などの存在を示ࠦさせる遺物も出土していないこ

とから、墓のՄೳ性は௿い。

　以上のࠜ拠から、粘土の採掘を目的として掘削された土坑と考えるのが、群集土坑の機ೳとして最

もଥ当ではないͩろうか。

　その説のࠜ拠として、当地の北東約 0.5LNには梶原寺や東大寺に瓦を供څしたとされる梶原瓦窯跡

の存在がある。ここでは窯跡や工๪跡は検出されているが、粘土採掘場は検出されていない。௿地の

粘土ଯੵ地で粘土を採掘し、೩料を得やすい山࿢に窯を作ってম成したという推測も成り立つ。この

推測を補ڧする一助として、群集土坑を形成する基൫層の土を採取し、これに当遺跡で出土した梶原

瓦窯産の瓦や土器、梶原窯跡そのもので出土した瓦をあわせて、胎土分析を行った。その結果は第４

章に掲載したので、参照されたい。

　また、群集土坑については、第５章第２節でも埋土や深さを指標として、࠶度詳細な検౼を試みた。

　

（２） 遺物（第 60・61図、写真図版 52～ 54）
1� ʵ̍۠ɺ1� ʵ̎۠ɺ1� ۠Ҩߏ・แؚ૚ग़౔Ҩ෺（ୈ ��ਤɺࣸਅਤ൛ ��ʙ ��）

　107 は 12－２区の 54土坑から出土した。須ܙ器ᆵのᰍ部からݞ部である（写真図版 52－５）。

　ᰍ部ܘ 5.2ᶲ、ݞ部ܘ 14.8ᶲ、࢒存高 5.0ᶲをはかる。口ԑ部及び体部以下をܽଛする。֎面はփ色、

内面はփന色をఄする。

　108は 12－２区の54土坑の中央南周辺から出土した。須ܙ器ᆵのఈ部である（写真図版52－５）。

　ఈܘ 8.0ᶲ、࢒存高 3.4ᶲをはかる。内֎面ともփന色をఄする。

　109 は 12 －２区の 54土坑、55土坑の境界から出土した。須ܙ器ᆵの体部からఈ部である（写真
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図版 52－５）。高さよりܘが大きく๲らみ下にॏ心をもつ器形をとる、ᆵ̡のՄೳ性がある。

　ఈܘ 7.2ᶲ、࢒存高 8.6ᶲをはかる。内֎面ともփ色をఄする。

　110 は 12 －２区の 58 土坑の最ఈ部から出土した（写真図版 43 －１）。須ܙ器ᆵの体部からఈ部

である（写真図版 52－１）。ᆵ̡であろう。

　ఈܘ 8.5ᶲ、࢒存高 9.4ᶲをはかる。内֎面ともփ色をఄする。֎面には粘土のմが付ணし、自然ᬵ

がみられる。平城ᶙ～ᶚܕ式、８世紀中ࠒのものか。

　111 は 12－２区の３土坑から出土した。弥生土器ᆵのఈ部である（写真図版 52－５）。

　ఈܘ 4.7ᶲ、࢒存高 3.3ᶲをはかる。֎面はにぶいԫᒵ色、内面はփ色をఄする。ຏ໓のため調整ෆ

明ͩが、֎面に土器ম成時の黒ൗが࢒る。

　112 は 12－２区の 36土坑から出土した。土師器ᆵఈ部である（写真図版 52－５）。

　ఈܘ 5.8ᶲ、࢒存高 1.5ᶲをはかる。֎面はᒵ色、内面はփ色をఄする。ຏ໓のため調整ෆ明である。

　113 は 12－２区の 28溝から出土した（第 50図）。土師器ഋである（写真図版 52－２）。

　口16.7ܘᶲ、器高3.8ᶲをはかる。内֎面ともにぶいԫᒵ色をఄする。ຏ໓がஶしく、調整ෆ明である。

　114 は 13区の 281 土坑から出土した（写真図版 35－３）。弥生土器ᆵの体部からఈ部である。

　ఈܘ 7.6ᶲ、࢒存高 15.8ᶲをはかる。内֎面ともにぶいԫᒵ色をఄする。土坑の北東۱、上層にか

たまって出土したが、細片化されていた。ຏ໓のため調整ෆ明であるが、器形から弥生時代前期中葉、

摂津Ⅱ様式のᆵと考えられる。

　115 は 12－１区の 296 土坑から出土した。弥生土器ᆵのఈ部である（写真図版 52－４）。

　ఈܘ 5.4ᶲ、࢒存高 2.0ᶲをはかる。֎面はオリーϒ黒色、内面はにぶいԫ׊色をఄする。

　116 は 12－１区の 296 土坑から出土した。土師器ᆵのఈ部である。

　ఈܘ 6.2ᶲ、࢒存高 2.1ᶲをはかる。֎面はփ色からにぶいԫ色、内面はԫփ色をఄする。

　117 は 12－１区の 307 土坑から出土した。須ܙ器ഋである（写真図版 52－３）。

　口ܘ 12.4ᶲ、ఈܘ 10.0ᶲ、器高 4.3ᶲをはかる。内֎面ともփ色をఄする。ఈ部から体部はやや内

ኪしながら直立ؾ味にたちあがる。内面にわずかに炭状のࠟ跡（ൽບ）が認められる。

　118 は 12－１区の 307 土坑から出土した。弥生土器か土師器ᆵのఈ部である（写真図版 52－４）。

　ఈܘ 5.8ᶲ、࢒存高 2.5ᶲをはかる。֎面はにぶいԫᒵ色、内面は黒色をఄする。

　以上のように、12区、13区の群集土坑から出土する土器は弥生土器と古代຤の須ܙ器が多くを઎める。

　119 は 12 －１区の 280 井戸の井筒内から出土した。陶器࿸のఈ部である。ఈܘ 6.0ᶲ、࢒存高 2.8

ᶲをはかる。高୆が高く、࿐胎である。素地はにぶい੺׊色ͩが、内֎面ともփന色のᬵༀがかけられ、

線状の文様が筆書きされる。内面は体部のたちあがり部分がऄの目ᬵണ͗である。

　120 は 12－１区の 280 井戸の井筒内から出土した。陶器࿸のఈ部である。

　ఈ4.4ܘᶲ、࢒存高3.1ᶲをはかる。高୆は୺部が丸く、઀地面のみ࿐胎である。内֎面とも施ᬵされ、

ઙԫ色をఄする。

　121 は 12－２区の東側南部、第２層から出土した。瓦器࿶の口ԑ部から体部である。

　口ܘ 13.6ᶲ、࢒存高 3.4ᶲをはかる。内֎面ともփ色をఄする。֎面は口ԑ部に、内面は体部に෯ 0.5

ᶱの細いϛΨΩがೖる。ೇ葉ܕⅡ－１～２ܕ式、12世紀後半の瓦器࿶である。

　122 は 12－２区の西側北部、第２層上面から出土した。ന磁ࡼである。

　口10.1ܘᶲ、ఈܘ 4.3ᶲ、器高 1.5ᶲをはかる。高୆はఈ面に水平で、体部はઙく口ԑは丸みを帯びる。
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内֎面ともփന色をఄする。

　123 は 12－１区の西側北部、第２層から出土した。છ付磁器࿸である。

　口ܘ 11.8ᶲ、ఈܘ 4.4ᶲ、器高 6.1ᶲをはかる。ఈ部がްく、高୆は୺部が丸く、઀地面のみ࿐胎

である。内֎面ともޖ須で文様がඳかれて施ᬵされる。֎面は、口ԑ部にݍ線１৚、体部には大小の

丸文が、高୆との境にはݍ線３৚がඳかれる。֎面ఈ部は１৚のݍ線を८らせた後、中心に「ᅳ」文

をඳく。内面口ԑ部はݍ線で区画した中にࣼめ格子文とՖ文らしきものをඳき、見ࠐみには２৚のݍ
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線と中心に５หՖ文をඳく。

　124 は 12－１区の東側北部、第２層から出土した。陶器ࡼである。

　口ܘ 11.0ᶲ、ఈܘ 6.0ᶲ、器高 1.8ᶲをはかる。内֎面ともփന色をఄする。これは素地の色で、内

֎面とも୶྘色のᬵༀがかけられていたが、かなりണ཭する。内面見ࠐみにはమᬵが認められる。口

ԑ୺部は丸く折りฦし、内面は٠Ֆ状の௜ூりが施される。瀬戸系東海産陶器の折ԑιΪࡼとݺばれ

るものである。

　125 は 12－２区の東側中央部、黒色γルト層から出土した。須ܙ器ഋである。ఈܘ 9.0ᶲ、器高 2.7

ᶲをはかる。内֎面ともփന色をఄする。

　126 は 12 －２区の東側南部、西側溝から出土した。須ܙ器ᙈの口ԑ部から体部である（写真図版

52－５）。口ܘ 23.0ᶲ、࢒存高 9.5ᶲをはかる。֎面はにぶいԫ׊色、内面はᒵ色をఄする。口ԑ部

は内֎に֦ுする。

　127は12－２区の西側溝から出土した。土師器ᙈの口ԑ部から体部である。口15.1ܘᶲ、࢒存高6.3

ᶲをはかる。体部֎面にタςϋέϝを施す。

　128 は 12－１区の西側南୺から出土した。石器ະ製品である（写真図版 54－１）。

　片୺のਨ直面は折れにより生じたか。石้丁౳を作成్中の細かな調製や研ຏがなされる前のもの

で、Ճ工の際折れたため製品にならなかったと考える。長さ 5.4ᶲ、෯ 4.6ᶲ、ްさ 1.1ᶲをはかる。

北摂山地からُ岡に岩຺をもつ୮೾帯、ட෕古生層のท岩もしくは粘板岩製である。

　129 は 12 －２区の東側南୺から出土した。石᭲であるがかなりຏ໓する。わずかにಥ出した部位

が認められるので、平基式༗ܪのຏ製石᭲であろう（写真図版 54－１）。

　長さ 3.0ᶲ、෯ 1.7ᶲ、ްさ 0.5ᶲをはかる。これも 128 と同じく、ท岩もしくは粘板岩製である。

1� ʵ̍۠ɺ1� ʵ̎۠ɺ1� ۠ग़౔נ（ୈ �1ਤɺࣸਅਤ൛ ��）

　130 は 12－２区の２土坑の最下層から出土した。平瓦である（写真図版 53）。

存長࢒　 11.5ᶲ、࢒存෯ 13.2ᶲ、ްさ 2.5ᶲをはかる。凹凸面とも明ԫ׊色をఄする。凸面はૈいࣼ

め格子タタΩが認められる。凹面は布目ࠟがわずかに࢒る。

　131 は 12 －１区の 315 土坑から出土した。平瓦である。࢒存長 9.5ᶲ、࢒存෯ 6.0ᶲ、ްさ 2.0ᶲ

をはかる。凹凸面ともփന色をఄする。凸面はೄ目タタΩが認められる。凹面は布目ࠟが࢒る。

　132は12－１区の304土坑から出土した。平瓦である（写真図版53）。࢒存長10.0ᶲ、࢒存෯12.2ᶲ、

ްさ 3.1ᶲをはかる。凸面փ׊色、凹面׊色をఄする。凸面はೄ目タタΩが認められる。凹面は布目

ࠟが࢒る。

　133は12－２区の33土坑、46土坑の境界から出土した。平瓦である。࢒存長10.3ᶲ、࢒存෯6.5ᶲ、

ްさ 1.7ᶲをはかる。凹凸面とも੨փ色をఄする。凸面はೄ目タタΩが認められ、凹面は布目ࠟが࢒る。

　134 は 12－２区の東側南୺部、第２層から出土した。平瓦もしくはݢ平瓦である。

存長࢒　 11.5ᶲ、࢒存෯ 9.0ᶲ、ްさ 2.1ᶲをはかる。凸面にぶいԫᒵ色、凹面ઙԫ色をఄする。凸

面はφデ、凹面は布目ࠟが࢒る。

　135 は 12 －１区の東側北୺部、第２層から出土した。平瓦である。࢒存長 6.4ᶲ、࢒存෯ 7.7ᶲ、

ްさ 1.8ᶲをはかる。凹凸面ともઙԫ色をఄする。凸面はೄ目タタΩ、凹面は布目ࠟが࢒る。

　136 は 13 区の第３層上面から出土した。丸瓦である。࢒存長 7.6ᶲ、࢒存෯ 6.0ᶲ、ްさ 1.8ᶲを

はかる。凹凸面とも明ԫ׊色をఄする。凸面はφデか、凹面は布目ࠟが࢒る。
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　12－１区、12－２区、13区で出土した瓦は１－３区や６－２区で出土した瓦と同様に、梶原寺窯

跡で作られたՄೳ性が高く、時期も同じものである。
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第４章　自然科学分析

第１節 　群集土坑の粘土、出土瓦と梶原瓦窯跡出土瓦の胎土分析

（１）分析の目的と遺構の概要
　৥ྠや土師器などの胎土分析は、一ൠ的には製作地の推定を目的として行われる場合が多い。しか

しながら、例えば胎土中に含まれる岩石片の߭物組成から、砂粒物の示す地域がいずれであるかを推

定するのは༰қでない。ম物は、基本ࡐ料として粘土と砂粒などのࠞ和ࡐから構成されるが、粘土ࡐ

料がൺֱ的良質とも思える粘土層から採取されていたことが、粘土採掘坑の調査から推࡯される（౻ ・ࠜ

今ଜ 2001）。また、粘土自体にܔ૶化石やプラント・オパール、์ 、஬化石がࠞ在している場合がありࢄ

。料の粘土が生成された時の環境がわかるࡐ

　一方、ࠞ和ࡐとしての砂粒物は、粘土層から粘土を採取する際に、粘土層の上下層や周辺に分布す

る砂層などから採取されたと༧૝される。東海地域の弥生時代後期の੺彩を施したパレススタΠル土

器では、３分の１程度の土器に、砂粒物としてՐ山Ψラスが多量に含まれている（౻ࠜ 1998、車崎

΄か 1996）。これらのՐ山Ψラスは、粘土採取場所の上下層や周辺に分布するςϑラ層༝དྷと考えら

れる。胎土分析においては、粘土やࠞ和ࡐについて微化石類およびςϑラなどの߭物を含めて検౼す

るඞ要がある。

　本章では、梶原西遺跡の中央域と南部域から出土した瓦、土器及び梶原瓦窯跡から出土した瓦につ

いて、蛍光ᶠ線分析およびബ片の偏光顕微鏡࡯؍を行い、化学組成および粘土の種類と砂粒組成౳の

特徴について調べ、報告する。

　今回胎土分析を試みる目的は、主に南部域で検出した群集土坑の性格を明確にすることにある。

　群集土坑は 80 ～ 90 基を検出したが、13 区と 14 区の間のະ調査地にも土坑は存在し、一帯には

100 基以上の土坑が広がっていたと考えられる（第 48図）。

　土坑は平面形が۱丸方形もしくは長方形が主であるが、ԁ形に近いものやෆ整形のものもある。規

模は小さいものでは１辺 1.5 ～ 2.0 ｍ程度であるが、大きなものは１辺 5.0 ～ 8.0 ｍある。深さはઙ

いもので 0.3 ｍ程度、深いものは 0.7 ～ 0.8 ｍある。北側に深い土坑が集中する޲܏がある。ఈ面は

΄΅平らで、壁面がା状にオーόーϋングしたものはなかった。断面形は࿶形やٯ୆形をなす。埋土

は਺層が層序をなしてଯੵする自然ଯੵと思われるものと、γルトから粘土のϒロックを含Ή埋め໭

し土の単一層と思われるものがࠞ在する。

　土坑は、北側にີ集する޲܏があり、੾り合いが認められるが、南ではややૄらである。

　また、群集土坑の形成された時期であるが、土坑出土遺物は弥生時代、古෿時代、古代とあるが、

遺物量もগ量で完形になるものもなく、長期間土坑が掘られଓけたのか、古い時代の土器が後世のࠞ

ೖなのかも現時点では明確な൑断がつかない。最も高いՄೳ性としては、古代の所産と推定している。

　この群集土坑の性格であるが、木棺やࠎなどの༗機遺物は࢒存せず、土器棺や副૴品になるような

遺物も出土していない。また、深さもઙいものが多いことから墓とは考えにくい。ஷ水やஷ蔵施設と

したとするにも、このままではஷ水施設にならず、ஷ蔵穴としても断面や埋土にࠄ物などの༗機物、

炭化物も認められなかった。埋土に大きな土のմがࠞじってみられることから、発掘調査段֊では土

を採取するために掘削した粘土採掘坑と推測した。
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　現地調査においては推測に基づき、土坑の埋土ではなく土坑がつくられた基൫土৕を採取した。

　粘土の胎土分析という理化学的分析を行うことによって、胎土組成が土器などの製品製作にదして

いるかどうか൑断できるが、梶原西遺跡やその周辺の遺跡から出土する土器・土製品と近ࣅすれば、

この粘土を用いて当遺跡周辺でこれらの製品が作られたとする推࿦を導き出せる。

　当遺跡で群集土坑が検出できるのは、６－２区の南壁際、12－１区、12 －２区、13 区、14 区に

限定される（第 62図）。これは 12－２区の南半や６－２区の南半が௿地部という、地形環境に起Ҽ

すると考えられる。また、土坑の深さが 12－２区より北にいく΄ど深く、12－１区の北壁際が最も

深いのも、ここに粘土がްくଯੵし粘土採掘にదしていたという、粘土採掘坑説のཪ付けになりうる。

　粘土採掘坑とԾ定するとこの粘土でԿを作ったかというٙ໰が生じる。当調査区内では窯跡などの

生産遺構や特定種のະ製品、製品が大量に検出されていない。粘土を採取し、どこかに運ൖし生産し

たと考えるしかない。

　そこで、出土遺物で瓦にண目した。瓦は１－３区、６－２区、12－１区、12－２区、13区、14区

の広いൣғで出土した（第 62図）。たͩし、小片が多く、まとまって出土しないので二次的な遺物と

言える。平瓦と丸瓦が主であるが、梶原瓦窯跡から出土したものと類ࣅする特徴をもつ瓦も認められた。

　梶原瓦窯跡は当遺跡の北約 0.5LNの山࿢部に位置する（第４図）。７世紀半ばから８世紀半ばまで

の窯５基と工๪跡とされる掘立柱建物などを名神高速道路内遺跡調査会が調査している。梶原寺や東

大寺に瓦を供څしたとされる。この生産遺構で出土した瓦（現在は高槻市教育委員会埋蔵文化財調査

センターが保管）もൺֱࢿ料として分析

を行えば、よりਫ਼度が高い結果が得られ

ると考える。

　（２）分析試料の概要
　胎土分析試料は表１のとおりである。

　試料１・２は 12－２区西半北側で採取

した。近઀した地点で採取した大きなϒ

ロック２かたまりからそれͧれ作製する。

試料３・４は 12 －１区と１－３区の包

含層、遺構から出土した瓦の小片である。

梶原瓦窯跡出土ࢿ料と類ࣅし、出土地点・

層が限定される点からબ୒した。

　試料５・６は高槻市教育委員会で保管

する梶原瓦窯跡出土瓦である。報告書ະ

掲載ࢿ料であるが、試料３・４と類ࣅし

た１号窯から出土したࢿ料をબ୒した。

　試料７・８は粘土採掘坑と考える土坑

や古代の遺構から出土した土師器である。

ैって、試料３から６よりは新しくなると

考えられる。瓦以֎の製品を制作したՄೳ

性を考え、在地生産のՄೳ性も૝定される
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土師器をબ୒した。

　胎土分析にはബ片を作成して࡯؍する分析と蛍光̭線分析がある。前ऀは߭物組成や岩石組成、粒

度組成が、後ऀは化学組成がٻめられる。྆ऀをฒ行して行うのがޮ果的であるが、ബ片分析はグルー

プで１点の計４点、蛍光̭線分析は８点の計 12点行った。

　（３）分析方法
ബยͷภޫݦඍ࡯؍ڸ

　ബ片作製は、（１）試料は、はじめに岩石Χッタ－などで整形し、߃Թס૩機によりס૩させた。全

体にΤϙΩγ系थࢷを含ਁさせ、ݻ化処理を行った。これをスラΠυグラスに઀ணし、઀ண面と൓ର

の面に平面を作製した後、同様にしてその平面のݻ化処理を行った。なお、粘土試料は、ిؾ࿍を用

いて 750ˆ、6時間でম成し、同様の処理を行った。（２）さらに、研ຏ機およびΨラス板を用いて研

ຏし、平面を作製した後、スラΠυグラスに઀ணした。（３）その後、ਫ਼ີ岩石ബ片作製機を用いて試

料を੾断し、Ψラス板などを用いて研ຏし、ްさ 0.02ᶱ前後のബ片を作製した。࢓上げとして、研ຏ

。をృ布したࡎを含ませた布板上でୖຏし、コーςΟングࡎ

　ബ片は、偏光顕微鏡を用いてബ片全面にみられた微化石類（์ࢄ஬化石、ܔ૶化石、ࠎ਑化石など）

と大ܕ粒子の特徴およびその他のࠞ和物について、࡯؍と記載を行った。

　なお、以下に、土器胎土中粒子を同定または分類する際の各分類群の特徴を示す。

ʦ์ࢄ஬化石ʧ

ࢎܔストロンν΢ムまたはࢎ格はེࠎ஬は、์ࣹԾ଍類に属する海生ු༡性原生ಈ物で、そのࢄ์　

からなる。์ࢄ஬化石は、海生ු༡生ܔ૶化石とともに֎洋性ଯੵ物中に含まれる。

ʦܔ૶化石ʧ

質の֪をもつ微小な૶類で、大きさはࢎܔ　 10～਺ඦЖN程度である。ܔ૶は、海水域から୶水域

に広く分布する。小ਿ（1988）や安౻（1990）は、現生ܔ૶に基づいて環境指標種群を設定し、۩

体的な環境復原を行っている。ここでは、種あるいは属が同定できるܔ૶化石（海水種、୶水種）を

分類した。

ʦࠎ਑化石ʧ

　海໖ಈ物のࠎ格を形成する小さなܔ質、石փ質のࠎ片で、細い管状や਑状からなる。海໖ಈ物の多

くは海産であるが、୶水産としても 23種΄どが஌られ、ބや஑あるいは川のఈに横たわる木や֋֪

などに付ணして生育する。したがって、ࠎ਑化石は水成環境を指標する。

ʦ২物ࢎܔ体化石ʧ

　主にΠω科২物の細๔組৫をॆరする非থ質含水ࢎܔ体であり、長ܘ約 10～ 50 ЖN前後である。

一ൠにプラント・オパ－ルともݺばれ、Πω科૲本やスή、γμ、トクα、コέ類などに存在する。

ද１ɹ෼ੳΛࢼͨͬߦྉͱͦͷৄࡉ

分析/P. 地区名 地区割 層位・遺構名
ొ録

種類 色調 時期 උ考
分析߲目

番号 ബ片࡯؍ 蛍光̭線
1

12 Ȃ２ ３̘Ȃ１̵
第１面ベース直下層

粘土
10̮Ｒ５ʗ１׊փ ˓ ˓

2 第１面ベース土 ５̮Ｒ５ʗ１׊փ ˓
3 12Ȃ１ ２̘Ȃ９̵（̹） １層・２層 278

瓦
2.5 ̮Ｒ５ʗ２明੺׊

７～８

世紀

˓ ˓
4 １Ȃ３ ３̗Ȃ２̵ 434 周溝（南辺）上層（平安） 425 ５̮Ｒ６ʗ１փ ˓
5

梶原瓦窯 １号窯出土
瓦（平瓦̵、̶） ５̗５ʗ１੨փ 高槻市 

提供ࢿ料

˓ ˓
6 瓦（平瓦̰１） ５̥̗５ʗ１੨փ ˓
7 １Ȃ３ ３̗Ȃ１̴・̵ 432 井戸（断面図６層）曲物内 489 土師器Ӌז ５̮６ʗ６ᒵ ９～ 

10世紀

˓ ˓
8 12Ȃ２ ２̘Ȃ７̶ 27土坑 151 土師器ᙈ 7.5 ̮６ʗ６ᒵ ˓
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ʦ๔子化石ʧ

　๔子は、直ܘ約 10～ 30 Ж N程度のࢎܔ質のٿ状粒子である。๔子は、水成ଯੵ物中に多く見ら

れるが、土৕中にも含まれる。

ʦ石ӳ・長石類ʧ

　石ӳおよび長石類は、いずれもແ色ಁ明の߭物である。長石類のうち、後述する૒থなどのように、

光学的な特徴をもたないものは石ӳと区別するのがࠔ೉である場合が多く、一括してѻう。

ʦ長石類ʧ

　長石は、大きくࣼ長石とΧリ長石に分類される。ࣼ長石は、૒থ（主として平行なࣶ）を示すもの

とྦྷ帯構଄（同心ԁ状のࣶ）を示すものに細分される（これらのࣶは組成のҧいを൓өしている）。Χ

リ長石は、細かい葉片状の結থを含Ήもの（パーαΠト構଄）と格子状構଄（微ࣼ長石構଄）を示す

ものに分類される。また、ϛルϝΧΠトはࣼ長石と஬৯い状石ӳとの連থ（微文৅構଄という）である。

ྦྷ帯構଄を示すࣼ長石は、Ր山岩中の結থ（ൗথ）に見られることが多い。パーαΠト構଄を示すΧ

リ長石は、Ֆቋ岩などέΠࢎ分の多い深成岩などに産出する。

ʦӢ฼類ʧ

　一ൠ的には黒Ӣ฼が多く、黒色から҉׊色で、風化すると金色からന色になる。形は板状で、へき։（規

則正しい割れ目）にそって板状にണがれқい。ബ片上では長柱状や層状に見える場合が多い。Ֆቋ岩

などのέΠࢎ分の多いՐ成岩にීว的に産し、変成岩類やଯੵ岩類にも産出する。

ʦً石類ʧ

　主としてࣼ方ً石と単ًࣼ石とがある。ࣼ方ً石（主にࢵોً石）は、೑؟的にϏールළのような

୶׊色および୶྘色などの色をఄし、形は長柱状である。έΠࢎ分のগない深成岩類やՐ山岩類、ϗ

ルンϑΣルスなどのような高Թで生じた変成岩類に産する。単ًࣼ石（主にී通ً石）は、೑؟的に

྘色から୶྘色をఄし、柱状である。主としてέΠࢎ分のগないՐ山岩類やέΠࢎ分の最もগないՐ

成岩類や変成岩類中にも産出する。

ʦ角ર石類ʧ

　主としてී通角ર石であり、色は黒色から黒྘色で、ബ片上ではԫ色から྘׊色などである。形は、

細長く平たい長柱状である。ર྘岩のような、έΠࢎ分が中間的な深成岩類や変成岩類あるいはՐ山

岩類に産出する。

ʦΨラス質ʧ

　ಁ明の非結থの物質で、ిٿのΨラスഁ片のようなബく湾曲したΨラス（όϒル・΢Υールܕ）や

小さな๐をたくさんもつΨラス（ܰ石ܕ）などがある。主にՐ山෾Րにより෾出した෾出物（ςϑラ）

である。

ʦ片理ෳ合石ӳ類ʧ

　石ӳ、長石類、岩片類などの粒子が集合し、片理構଄を示す岩石である。

ʦ砂岩質・ట岩質ʧ

　石ӳ、長石類、岩片類などの粒子が集合し、基質部分をもつ。構成粒子の大きさが約 0.06ᶱ以上の

ものを砂岩質、約 0.06ᶱະ満のものをట岩質とした。

ʦෳ合石ӳ類ʧ

　ෳ合石ӳ類は、石ӳの集合している粒子で、基質（マトリックス）の部分をもたないものである。個々
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の石ӳ粒子の粒ܘは、ૈ粒から細粒までさま͟まである。ここではศٓ的に、個々の石ӳ粒子の粒ܘ

が 0.01ᶱະ満のものを微細、0.01 ～ 0.05ᶱのものを小0.05、ܕ ～ 0.10ᶱのものを中0.10、ܕᶱ以上

のものを大ܕと分類した。微細結থの集合体である場合には、ଯੵ岩類のνϟートなどに見られる特

徴がある。

ʦ石փ質類ʧ

　微小～小ܕ～大ܕの方解石から構成され、結থ度は௿いものから高いものまで見られる。結থ度、

構成粒子の大きさなどの構଄に基づいて分類される。

ʦൗথ質・完থ質ʧ

　ࣼ長石やً石・角ર石などの結থからなるൗথ構଄を示し、基質は微細な߭物やΨラス質物からな

る岩石である。

ʦྲྀ໲岩質ʧ

　石ӳや長石などの結থからなるൗথ構଄を示し、基質は微細な߭物やΨラス質物からなり、ྲྀ理構

଄を示す岩石である。

ʦڽփ岩質ʧ

　Ψラス質でൗথ質あるいは完থ質構଄を࣋つ粒子のうち、結থ度が௿く、直交ニコルで࡯؍した際

に全体的に҉い粒子である。

ʦෆ明粒子ʧ

　下方ϙーラーのみ、直交ϙーラーのいずれにおいてもෆಁ明な粒子や、変質して߭物あるいは岩石

片として同定ෆՄೳな粒子をෆ明粒子とした。

線෼ੳ̭ޫܬ

　蛍光̭線分析では、土器のΨラスϏーυを作製し、ΨラスϏーυ法による分析を行った。まず採取

した土器ഁ片を、表面のԚれ౳の影ڹをഉআするため、岩石Χッターで表面を削った後、さらにਫ਼

製水で௒Ի೾洗浄を行った。試料をセラϛックೕുでค຤にして、るつ΅にೖれ、ిؾ࿍で 750ˆ、

６時間ম成した後、デγέータ内で์ྫྷし、1.8000 ̶ട量した。これを、ແ水࢛ϗ΢ࢎリν΢ム

-i2#4O7 と、ϝタϗ΢ࢎリν΢ム -i#O2 を 8�2 の割合で調製した༥ࡎ 3.6000 ̶とे分にࠞ合し、ന金

製るつ΅にೖれ、Ϗーυαンプラーにて約 750ˆで 250 ඵ間༧උՃ೤、約 1100ˆで 150 ඵ間༹༥さ

せ、約 1100ˆで 450 ඵ間༳ಈՃ೤してΨラスϏーυを作製した。

　分析は、ϑΟリップス社製೾長分ܕࢄ蛍光̭線分析૷置.BHiX（P82424 にて、検量線法によ（ܕ

る定量分析を行った。標準試料には、ಠ立行੓法人産業技術総合研究所地質調査総合センターおよび

ถ国標準技術研究所（/*ST）の岩石標準試料計 15種類を用いた。定量元素は、ࢎ化φトリ΢ム (/B2O)、

化マグωγ΢ムࢎ (.HO)、ࢎ化アルϛニ΢ム (Al2O3)、二ࢎ化έΠ素 (SiO2)、五ࢎ化二リン (P2O5)、ࢎ

化Χリ΢ム (,2O)、ࢎ化Χルγ΢ム ($BO)、ࢎ化νタン (TiO2)、ࢎ化マンΨン (.OO)、ࢎ化మ ('F2O3)

の主成分 10元素と、ルϏジ΢ム (3C)、ストロンν΢ム (SS)、Πットリ΢ム（:）、ジルコニ΢ム（;S）、

όリ΢ム（#B）の微量成分５元素の計 15元素である。また、ম成前後のॏ量（0.1NH 単位）よりڧ

೤ݮ量（-O*）をࢉ出した。

　（４）結果および考࡯
　以下に、土器胎土ബ片の顕微鏡࡯؍および蛍光̭線分析結果について述べる。土中の粒子組成につ

いては、微化石類や߭物・岩石片を記載するために、プレパラート全面をਫ਼査・࡯؍した。以下では、
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粒度組成や 0.1ᶱ前後以上の߭物・岩石片の砂粒組成、計਺も含めた微化石類などの記載を示す。なお、

表２におけるෆ౳号は、おおまかな量ൺを示す。

ඍԽੴྨʹΑΔ೪౔ࡐྉͷ෼ྨ

　各土器および粘土のബ片全面の࡯؍の結果、ܔ૶化石やࠎ਑化石などの微化石類が検出された。微

化石類の大きさは、์ࢄ஬化石が਺ 100 ЖN、ܔ૶化石が 10～਺ 100 ЖN、ࠎ਑化石が 10～ 100

Ж N前後である（২物ࢎܔ体化石が 10 ～ 50 Ж N前後）。一方、۵ࡅ性ଯੵ物の粒度は、粘土が約

3.9 Ж N以下、γルトが約 3.9 ～ 62.5 Ж N、砂が 62.5 Ж N～２ᶱである（地学団体研究会・地学事

య編集委員会ɼ1981）。主なଯੵ物の粒度分布と微化石類の大きさの関係から、微化石類は土器の粘

土ࡐ料中に含まれると考えられ、粘土ࡐ料中に含まれている২物ࢎܔ体化石以֎の微化石類の特徴は、

粘土の起源を஌るのに༗ޮな指標になると考える。なお、২物ࢎܔ体化石は、ଯੵ物中に含まれては

いるものの、土器製作の場ではփ質が多くࠞೖするՄೳ性が高いなど、他の微化石類のようにඞずし

も粘土の起源を指標するとは限らないと思われる。

　土器胎土は、粘土中に含まれていた微化石類により、B）海成粘土、C）୶水成粘土、D) 水成粘土、

の３種類に分類された（表３）。表３において、˕は非常に多い、˓は多い、˚は検出、空ཝはະ検出

である。以下では、各粘土の特徴について述べる。なお、海成粘土は、海水種ܔ૶化石の΄かに୶水

種ܔ૶化石も含Ή。

B) 海成粘土（分析/P. １：粘土）

　粘土中には、海水種 $PTDiOPEiTDVT 属 �TIBlBTTiPTiSB 属やބপු༡生指標種群 AVlBDPTFiSB HSBOVlBUB

が含まれていた。また、ࠎ਑化石が多量に含まれていた。

C) ୶水成粘土を用いた土師器Ӌז（分析/P. ７）

　この土師器Ӌז胎土中には、୶水種 $ZNCFllB 属または PiOOVlBSiB 属や /BWiDVlB 属が含まれていた。

また、཮生ܔ૶ PiOOVlBSiB CPSFBliT やࠎ਑化石も含まれていた。

D) 水成粘土を用いた瓦（分析/P. ３、/P. ５）

　これらの瓦胎土中には、ࠎ਑化石がগ量含まれていた。なお、۩体的なଯੵ環境を示すܔ૶化石は

含まれていなかった。

ཻ࠭૊੒ʹΑΔ෼ྨ

　本ߘで設定した分類群は、構成する߭物種や構଄的特徴から設定した分類群であるが、地域を特徴

づける源岩とは直઀ରൺできない。そのため、各胎土中の߭物と岩石粒子の岩石学的特徴は、地質学

的状況に一ٛ的にରԠしない。特に、深成岩類のՄೳ性のあるෳ合石ӳ類の場合、構成する߭物の粒

度が大きく、細粒質の砂粒からなる土器胎土の場合には深成岩類と推定するのがࠔ೉となる。

ද２ɹ଻౔தͷඍԽੴྨͱཻ࠭෺ͷಛ௃
分析/P. 種類 粒度 最大粒ܘ 微化石類の特徴 砂粒物岩石・߭物組成

１ 粘土 80ЖN ôç200ЖN 0.37ᶱ
૶化石（海水種ܔ $PTDiOPEiTDVT 属 �TIBlBTTiPTiSB 属、
୶水種ބপු༡生指標種群 AVlBDPTFiSB HSBOVlBUB）、ࠎ
਑化石多産（302）、২物ࢎܔ体化石多産、๔子化石

Ӣ฼類ʭ石ӳ・長石類ʫࣼ長石（૒থ）、Χリ長石（パー
αΠト）、ෳ合石ӳ類（微細）、角ર石類、Ψラス質、ジ
ルコン

３ 瓦 80ЖN ôç140ЖN 1.88ᶱ 体化石ࢎܔ਑化石（４）、২物ࠎ
石ӳ・長石類ʭෳ合石ӳ類（微細）、ࣼ長石（૒থ）ʫෳ
合石ӳ類（大ܕ）、Ӣ฼類、砂岩質、ڽփ岩質、ࣼ 方ً石、
Ψラス質、ジルコン、単ًࣼ石

５
瓦 

（平瓦̵、̶）
60ЖN ôç180ЖN 1.14ᶱ 体化石ࢎܔ਑化石（５）、২物ࠎ

石ӳ・長石類ʭෳ合石ӳ類（微細）ʫࣼ長石（૒থ）、Ψ
ラス質、ෳ合石ӳ類（大ܕ）、Ӣ฼類、ྲྀ ໲岩質、角ર石類、
ϛルϝΧΠト、ジルコン

７ 土師器Ӌז 100ЖN ôç650ЖN 2.11ᶱ
૶化石（୶水種ܔ $ZNCFllB 属 �PiOOVlBSiB 属、/BWiDVlB
属、཮生ܔ૶ PiOOVlBSiB CPSFBliT）、ࠎ਑化石、২物ܔ
体化石多産、๔子化石ࢎ

Ψラス質ʭ石ӳ・長石類、ࣼ 長石（૒থ）ʫΧリ長石（パー
αΠト）、ෳ合石ӳ類（微細）ʫෳ合石ӳ類（大ܕ）、ྲྀ
໲岩質、角ર石類、ڽփ岩質、ジルコン、単ًࣼ石

ʕ　114　ʕ



　ここでは、ൺֱ的大ܕの砂粒について起源岩石の推定を行った（表３）。岩石の推定では、片岩質を

片岩類（̖ʗ̰）、ෳ合石ӳ類を深成岩類（̗ʗ̱）、ෳ合石ӳ類（微細）や砂岩質をଯੵ岩類（̘

ʗ̲）、ൗথ質・完থ質をՐ山岩類（̙ʗ̳）、ڽփ岩質をڽփ岩類（̚ʗ̴）、ྲྀ໲岩質をྲྀ໲岩類（̛

ʗ̵）、Ψラス質またはܰ石質をςϑラ（̜ʗ̶）とした。たͩし、ൗথ質・完থ質の多くは結থ度が

௿く、ڽփ岩類に属する場合もある。推定した起源岩石は、表４の組み合わせにैって分類した。以

下に、粘土および瓦・土師器ז胎土中の砂粒物の岩石組み合わせについて述べる。なお、表４におい

て全体的に大ܕの砂粒がগない試料は（　）書きで表した。

１）主にଯੵ岩類からなる̘群（１試料：粘土（分析/P. １））

　これら粘土中の砂粒は、গないもののෳ合石ӳ類（微細）からなるଯੵ岩類を含Ή。

２）主にଯੵ岩類と深成岩類からなる $C群（３試料：瓦（分析/P. ３）、瓦（分析/P. ５）、土師器ז

（分析/P. ７））

　この瓦および土師器ז胎土中の砂粒は、ෳ合石ӳ類（微細）や砂岩質からなるଯੵ岩類やෳ合石ӳ

類（大ܕ）からなる深成岩類を含Ή。

線෼ੳ̭ޫܬ

　表５に、蛍光ᶠ線分析の測定結果を示す。

　分析の結果、粘土は、/B2O が 1.09ˋと 0.90ˋ、.HO が 1.05ˋと 1.14ˋ、Al2O3 が 20.9ˋと

18.8ˋ、SiO2 が 63.9ˋと 59.3ˋ、P2O5 が 0.110ˋと 0.273ˋ、,2O が 2.39ˋと 2.09ˋ、$BOが 0.45ˋ

と 0.48ˋ、TiO2 が 0.98ˋと 0.93ˋ、.OO が 0.033ˋと 0.104ˋ、'F2O3 が 5.05ˋと 12.28ˋ、

3C が 129QQN と 120QQN、SS が 83 QQN と 81QQN、: が 30 QQN と 24QQN、;S が 217 QQN と

213QQN、#Bが 456 QQNと 535QQNであった。瓦は、/B2Oが 0.85 ～ 1.63ˋ、.HOが 1.06 ～ 1.51ˋ、

Al2O3 が 19.3 ～ 21.8ˋ、SiO2 が 61.2 ～ 64.5ˋ、P2O5 が 0.068 ～ 0.177ˋ、,2O が 2.01 ～ 2.41ˋ、

$BOが 0.40 ～ 0.78ˋ、TiO2 が 0.87 ～ 1.03ˋ、.OOが 0.029 ～ 0.115ˋ、'F2O3 が 4.81 ～ 7.30ˋ、

3C が 101 ～ 125QQN、SS が 75 ～ 124QQN、: が 34 ～ 45QQN、;S が 199 ～ 237QQN、#B が 344

ද３ɹ೪౔͓Αͼཻ࠭૊੒ͷಛ௃

ද４ɹؠੴยͷݯىͱ૊Έ߹Θͤ

分析/P. 種
類

粘土の特徴 砂粒の特徴 ߭物の特徴
植
物
珪
酸
体
化
石

そ
の
他
の
特
徴

種
類

放
散
虫
化
石

海
水
種 

珪
藻
化
石

淡
水
種 

珪
藻
化
石

不
明
種 

珪
藻
化
石

骨
針
化
石

胞
子
化
石

分
類

片
岩
類

深
成
岩
類

堆
積
岩
類

火
山
岩
類

凝
灰
岩
類

流
紋
岩
類

テ
フ
ラ

石
英

斜
長
石 

（
双
晶
・
累
帯
）

カ
リ
長
石 

（
パ
ー
サ
イ
ト
）

ジ
ル
コ
ン

角
閃
石
類

輝
石
類

雲
母
類

１ 粘土 海　成 ˚ ˚ ˕ ˚ ($) ˚ ˚ ˕ ˓ ˓ ˚ ˚ ˕ ˕
ઑった粒子が多い、ࣼ長石にた

わみがみられる
３ 瓦 水　成 ˚ $C ˚ ˓ ˚ ˚ ˕ ˓ ˚ ˚ ˓ ˚ ઑった粒子が多い

５ 瓦（平瓦̵、̶） 水　成 ˚ $C ˚ ˓ ˚ ˚ ˕ ˚ ˚ ˚ ˚ ˓
ઑった粒子が多い、ࣼ長石にた

わみがみられる
７ 土師器Ӌז ୶水成 ˚ ˚ ˓ $C ˓ ˓ ˚ ˚ ˕ ˓ ˓ ˓ ˚ ˚ ˚ ˕ ࣼ長石にたわみがみられる

第１出現群
̖ ̗ ̘ ̙ ̚ ̛ ̜

片岩類 深成岩類 ଯੵ岩類 Ր山岩類 փ岩類ڽ ྲྀ໲岩類 ςϑラ

第
２
出
現
群

̰ 片岩類 #B $B %B &B 'B (B
̱ 深成岩類 AC $C %C &C 'C (C
̲ ଯੵ岩類 AD #D %D &D 'D (D
̳ Ր山岩類 AE #E $E &E 'E (E
̴ փ岩類ڽ AF #F $F %F 'F (F
̵ ྲྀ໲岩類 AG #G $G %G &G (G
̶ ςϑラ AH #H $H %H &H 'H
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～ 399QQN であった。土師器は、/B2O が 1.97ˋと 1.39ˋ、.HO が 0.22ˋと 0.93ˋ、Al2O3 が

17.6ˋと 21.8ˋ、SiO2 が 69.0ˋと 66.3ˋ、P2O5 が 2.010ˋと 0.150ˋ、,2O が 2.33ˋと 2.28ˋ、

$BO が 0.92ˋと 0.67ˋ、TiO2 が 0.48ˋと 0.86ˋ、.OO が 0.015ˋと 0.031ˋ、'F2O3 が 2.01ˋと

4.46 ˋ、3C が 93QQN と 97QQN、SS が 131 QQN と 109QQN、: が 24 QQN と 26QQN、;S が 212 

QQNと 220QQN、#B が 528 QQNと 368QQNであった。

　第 63図に各元素の分布図を粘土、瓦（梶原西遺跡、梶原瓦窯跡１号窯）、土師器別に示す。

　各種別の試料点਺が２点ずつとগないため൑断が೉しいが、分析 /P. ７は /B2O、.HO、Al2O3、

SiO2、P2O5、$BO、TiO2、'F2O3 ౳といった多くの元素において他の瓦、土師器と大きくҟなる化学組

成を示した。また、分析 /P. ３も /B2O、.HO、$BO、.OO、SS、;S ౳の元素が他の瓦、土師器とは

ҟなる化学組成とみられる。粘土については、分析 /P. １は分析 /P. ３、/P. ７以֎の瓦、土師器の

化学組成とൺֱして大きくҳ୤しないと見受けられるものの、分析/P. ２は.OO、'F2O3 が多い޲܏

がみられた。

（５）土器ࡐ料の特徴
　ബ片࡯؍では、瓦（分析 /P. ３、/P. ５）および土師器Ӌז（分析 /P. ７）は、ࠎ਑化石あるいは

୶水種ܔ૶化石がۇかに検出され、水成粘土あるいは୶水成粘土と推定された。一方、粘土試料（分

析/P. １）は、ࠎ਑化石を多量に含み、海水種あるいは୶水種ܔ૶化石をۇかに含Ή海成粘土であった。

　これら胎土中の砂粒組成は、瓦（分析/P. ３、/P. ５）および土師器Ӌז（分析/P. ７）は、概Ͷଯ

ੵ岩類と深成岩類からなる $C群であった。たͩし、土師器Ӌז（分析/P. ７）の胎土中には、Ր山Ψ

ラスを多く含んでいた。一方、粘土試料（分析/P. １）は砂粒分はগなく、ଯੵ岩類の砂粒が認められた。

　蛍光ᶠ線分析では、ബ片࡯؍を行った試料に関して、਺ˋ以上の含༗཰を示すࢎ化アルϛニ΢ム

（Al2O3）や二ࢎ化έΠ素（SiO2）、ࢎ化Χリ΢ム（,2O）やࢎ化మ（'F2O3）に஫目すると、瓦（分析

/P. ３、/P. ５）や粘土試料（分析/P. １）は概Ͷ類ࣅした値を示すが、土師器Ӌז（分析/P. ７）は

分析）ז化Χリ΢ム（,2O）以֎の元素においてҟなった値を示す。これは、土師器Ӌࢎ /P. ７）の

ബ片࡯؍において、二ࢎ化έΠ素（SiO2）を多く含ΉՐ山Ψラスが多いためと考えられる。

　なお、一ൠ的に土器などの土製品において、粘土と砂粒分のࠞ合度合いは、ࢎ化アルϛニ΢ム（Al2O3）

と二ࢎ化έΠ素（SiO2）において示され、粘土の種類やమ分の含༗量などにより分布޲܏がҟなる（小

ଜ ŋ౻ࠜɼ2001、第 64図）。

　ബ片分析を行っていない瓦や土師器ᙈあるいは粘土試料については、化学組成に関して大きなҧい

はなく、ࡐ料として類ࣅした結果と考えられる。

ද̑ɹ̭ޫܬઢ෼ੳ݁Ռʢॏྔ�ʣ
分析
/P.

種
類

/B2O
(�)

.HO
(�)

Al2O3
(�)

SiO2
(�)

P2O5
(�)

,2O
(�)

$BO
(�)

TiO2
(�)

.OO
(�)

'F2O3
(�)

TPUBl
(�)

3C
(QQN)

SS
(QQN)

:
(QQN)

;S
(QQN)

#B
(QQN)

-O*
(�)

１ 粘
土

1.09  1.05  20.9  63.9  0.110  2.39  0.45  0.98  0.033  5.05  96.0  129  83  30  217  456  6.88 
２ 0.90  1.14  18.8  59.3  0.273  2.09  0.48  0.93  0.104  12.28  96.3  120  81  24  213  535  7.88 
３

瓦

1.63  1.51  19.3  64.1  0.173  2.41  0.78  0.87  0.115  6.13  97.0  125  124  34  237  399  0.85 
４ 0.85  1.22  20.8  61.2  0.177  2.01  0.40  0.98  0.038  7.30  95.0  101  75  35  212  388  0.68 
５ 1.08  1.14  21.5  63.3  0.113  2.18  0.56  1.03  0.052  5.49  96.4  113  89  38  213  344  0.70 
６ 1.10  1.06  21.8  64.5  0.068  2.31  0.46  1.00  0.029  4.81  97.1  120  86  45  199  374  0.81 
７ 土

師
器

1.97  0.22  17.6  69.0  2.010  2.33  0.92  0.48  0.015  2.01  96.6  93  131  24  212  528  4.46 

８ 1.39  0.93  20.1  66.3  0.150  2.28  0.67  0.86  0.031  4.46  97.2  97  109  26  220  368  1.20 
最小値 0.85  0.22  17.6  59.3  0.068  2.01  0.40  0.48  0.015  2.01  95.0  93  75  24  199  344  0.68 
最大値 1.97  1.51  21.8  69.0  2.010  2.41  0.92  1.03  0.115  12.28  97.2  129  131  45  237  535  7.88 
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　以上の結果から、粘土試料（分析/P. １）は、ࠎ਑化石を多量に含Ή海成粘土であり、瓦や土師器

.分析/P）ז料とはҟなった特徴を示す。また、砂粒組成では、土師器Ӌࡐの粘土ז ７）はՐ山Ψラ

スを多く含Ή点でҟなり、化学組成に൓өされていると考えられる。

　なお、梶原西遺跡出土瓦と梶原瓦窯跡出土瓦は、গなくともബ片࡯؍を行った分析 /P.3 と分析

/P.5は微化石類と岩石片の組成および化学組成において類ࣅしている。また、分析/P.4と分析/P.6は、

ബ片࡯؍を行っていないが、化学組成では類ࣅしていると考えられる。

（６）おわりに

　瓦や土師器あるいは粘土試料について、一部試料のബ片࡯؍と蛍光ᶠ線分析を行った。

　粘土試料（分析/P. １）は、ࠎ਑化石を多量に含Ή海成粘土であり、瓦や土師器Ӌזの粘土ࡐ料と

はҟなった特徴を示す。また、砂粒組成では、土師器Ӌז（分析/P. ７）はՐ山Ψラスを多く含Ή点

でҟなり、化学組成に൓өされていると考えられた。

　গなくともബ片分析を行った結果から、土坑の粘土試料は、分析ର৅とした瓦や土師器Ӌזの特徴

とൺֱした場合、これら土製品の粘土ࡐ料に使用されたとは言い೉い。なお、梶原西遺跡出土瓦と梶

原瓦窯跡出土瓦は、ബ片࡯؍あるいは化学組成において類ࣅしていると考えられた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（株式会社パレオ・ラボ　竹原弘ల）
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第５章　総　括

第１節　方形周溝墓について

　第３章では、調査区を北部域、中央域、南部域に分けて出土遺構・遺物について解説した。方形周

溝墓は北部域と、中央域の北側に分れて検出したため、個々の説明にとどまり全体૾をつかみにくい

きらいがある。そこで、この節で࠶度、方形周溝墓群としての梶原西遺跡でみつかった方形周溝墓の

特徴や޲܏について総括し、近隣の安満遺跡や神内遺跡の方形周溝墓群とのൺֱର照を行いたい。

　今回の調査で検出した方形周溝墓を表にまとめ、方形周溝墓ͩけをந出した平面図を作成した（表６、

第 65図）。

（１） 単位・立地環境
　梶原西遺跡では方形周溝墓を８基検出した。周溝のみ検出したものやՄೳ性のあるものも含めると

９、10基あったՄೳ性がある。

　方形周溝墓を検出した調査区は、１区、２－２区、４区、５区、１－２～１－５区、６－１・６－２区、

７・７－２区が該当する。Xʹ－ 126
120 ～－ 126
165 の南北約 35ｍの区域に３列にわたり存在す

る（第 11、25、65図）。

　１列には東西に２～３基の方形周溝墓が存在する。たͩし、Xʹ－ 126
120 より北は֧ཚにより当

該期の遺構はࣦわれているが、方形周溝墓６など周溝北辺がະ検出なものもあるため、方形周溝墓が

さらに北に存在していたՄೳ性もある。東西列は調査区東୺にある 449 周溝から、গなくとも東には

ଓいていたと推測される。

　梶原西遺跡の方形周溝墓群が立地するのは、北摂山地の山裾、山間部からྲྀれるᐻඌ川によって形

成されたઔ状地の微高地にあたる。ᐻඌ川؛ࠨには三島地域の弥生時代拠点集落である安満遺跡が存

在する。ᐻඌ川ӈ؛、南の淀川との間のڱᯀ部には萩之庄南遺跡、梶原西遺跡、梶原南遺跡、梶原遺跡、

神内遺跡が山裾を取りғΉように立地する（第 66図）。

　安満遺跡や神内遺跡では当遺跡と同じ弥生時代中期の方形周溝墓群が、萩之庄南遺跡では弥生時代

後期の方形周溝墓が検出されている。安満遺跡では弥生時代前期からの環濠集落や水田域も஌られる

が、中期にはॅډ域の西と東に墓域が形成される。また、水田域は微高地南側のԑ辺部で確認される。

　萩之庄南遺跡でも、微高地でॅډ域と墓域が、南の௿地に水田域が確認されている。梶原西遺跡では、

弥生時代のॅډや水田は確認できなかったが、他の遺跡と同様、自然地形を活かして微高地上に墓域

が形成されたと考えられる。

（２） 規模・形状
　方形周溝墓群は南北、東西とも約３基がฒんで形成されるが、市道でੇ断されたり、周溝の１辺が

調査区֎にあったりするため、周溝に４辺とも取りғまれて検出できたのは、方形周溝墓１、方形周

溝墓２、方形周溝墓７の３基にす͗ない。それでも、推定復元も含め、７、8基はॎ横の規模とその

平面形状により大小２グループに類別Մೳなことが൑明した（表６）。

　１辺が 12、13ｍと 14、15ｍの長方形の規格をなすのが大形のグループである（方形周溝墓１・２）。

方形周溝墓３も東側約半分のみの検出であるが、このグループと考えられる。周溝෯も２～４ｍ以上

と広く、深さも１ｍ以上ある。南北を長࣠とするのが主であるようͩが、最大の方形周溝墓１は 427
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周溝までଓくとすると、東西が長くなる。

　小形のグループは、１辺が７、８ｍあるいは 10ｍ程度のものが多く、正方形に近い形状である（方

形周溝墓４～８）。方形周溝墓４と５、方形周溝部７と８のように隣઀する周溝をڞ༗するものもある

が、これは安満遺跡などでもよくみられる。཮橋部になるか、周溝がと͗れるՕ所もある。周溝෯は 1.5

～３ｍ程度、深さ１ｍະ満のものが多い。

　大形、小形のグループとも෿ٰは後世に削平されたため、弥生時代の੝土は検出できなかった。地

山面で木棺などの埋૴主体も検出し得なかったため、෿ٰが最ॳから௿かったのでなく、ங଄当ॳは

周溝掘削で得た土などを੝り上げていたと考えられる。よって、埋૴主体から得られる৘報はօແで

ある。

　周溝の埋຅状況は෿ٰとベース土の่落によって下層から中層までは早い時期に埋຅していると思

われる。たͩ、୹期で人ҝ的な埋め໭しではなく、自然に埋຅した状況を示す。

　上層は第２層による埋土となり、古代຤から中世の遺物が一定量含まれる。後出遺構として掘立柱

建物などからなるॅډ域が確認されており、この時期には周溝としての機ೳはࣦっていたとしても、

ある程度のたわみが࢒っていた、つまり弥生時代から古代にࢸるまでの長期間、ઙくとも溝の形状を

保っていたと༧測できる。

ද̒ɹֿݪ੢Ҩ੻ํܗपุߔҰཡ

名称 地区 周溝
（東西南北の順で） 形状 主࣠方޲ 規模

（東西ʷ南北：ｍ）
周溝෯
（ｍ）

周溝深さ
（ｍ） 供献土器 時期

方形周溝墓１
１－３、
１－４、
７－２

434、˓、434・
427・141、434 長方形 東西 14～ 15ʷ 12

～ 13 2.5 ～ 4.5 1.0 ～ 1.2 ᆵ、ᙈ 弥生時代中期
前葉（Ⅱ様式）

方形周溝墓２

１－４、
１－５、
６－１、
７

すべて 341( 方形周溝
墓４と 341 周溝をڞ
༗か）

長方形 南北 12～ 13ʷ 14
～ 15 3.1 ～ 3.3 0.9 ～ 1.0 広口ᆵ（２）、

ᙈ（２）
弥生時代中期
前葉（Ⅱ様式）

方形周溝墓３ １、
１－２

331、ෆ明、331、
69 長方形 ʁ ʁʷ 12 2.3 ～ 3.0 0.8 ～ 1.3

方形周溝墓４

５、
１－４、
１－５、
１

ෆ明、ෆ明、341 ʁ、
260（方形周溝墓５
と 260 周溝をڞ༗、
方形周溝墓２と 341
周溝をڞ༗か）

長方形 東西 ʁʷ 12 1.85 ～ 3.6 0.9 ～ 1.3 ᙈ 弥生時代中期
前葉（Ⅱ様式）

方形周溝墓５ ２－２、
５

ෆ明、260、˓、260
（方形周溝墓４と 260
周溝をڞ༗）

長方形ʁ 東西 10以上ʷ 10 2.2 ～ 3.0 1.0

方形周溝墓６ 1 67、ෆ明、67、ෆ明 ʁ ʁ ７～８ʷ７～８ 1.5 0.9 ᆵ 弥生時代中期
前葉（Ⅱ様式）

方形周溝墓７ 4
250、275、240、
277（方形周溝墓８
と 250 周溝をڞ༗）

長方形 東西 10ʷ７ 1.5 0.8 広口ᆵ 弥生時代中期
前葉（Ⅱ様式）

方形周溝墓８ ２－２
ෆ明、250、240、
273（方形周溝墓７
と 250 周溝をڞ༗）

長方形か
正方形 東西ʁ ８以上ʷ８ 1.4 ～ 2.0 0.65 ～ 1.0

高ഋ、ᙈ（２）、
ᆵ（２）、広
口ᆵ（２）、
直口ᆵ

弥生時代中期
前葉～中期前
半（Ⅱ・ᶙ様
式）

１－３ ෆ明、449、ෆ明、
ෆ明

４ 275、67、275、˓ ʁʷ７～８程度

ʕ　122　ʕ



�
	�
��
��



��
N

X
�-
12
6

11
0

２
ʵ
２
۠

１
ʵ
３
۠

̒
ʵ
２
۠

̓
۠

̒
ʵ
１
۠

４
۠

̑
۠

１
۠

１
ʵ
２
۠

１
ʵ
̑
۠

67
周
溝

69
周
溝

土
器

27
5
周
溝

27
7
周
溝

土
器

27
3
周
溝

土
器

25
0
周
溝

24
0
周
溝

土
器

26
0
周
溝

ํ
ܗ
प
ߔ
ุ
１

土
器

44
9
周
溝

43
4
周
溝

42
7
周
溝

34
1
周
溝

土
器

ํ
ܗ
प
ߔ
ุ
２

ํ
ܗ
प
ߔ
ุ
�

33
1
周
溝

X
�-
12
6

14
0

X
�-
12
6

15
0

X
�-
12
6

16
0

X
�-
12
6

17
0

X
�-
12
6

18
0

:�-32
260

:�-32
270

:�-32
250

:�-32
240

:�-32
230

:�-32
220

:�-32
210

X
�-
12
6

12
0

X
�-
12
6

13
0

ํ
ܗ
प
ߔ
ุ
̒

ํ
ܗ
प
ߔ
ุ
̓

ํ
ܗ
प
ߔ
ุ
̔

��
۠

̓
ʵ
２
۠

１
ʵ
４
۠

土
器

26
0
周
溝

14
1
周
溝

ํ
ܗ
प
ߔ
ุ
４

ํ
ܗ
प
ߔ
ุ
̑

24
0
周
溝

ʕ　123・124　ʕ

ୈ
��
図
ɹ
ํ
ܗ
प
ߔ
ุ
܈
ฏ
໘
図



１神内遺跡　２梶原遺跡　３梶原南遺跡　４上຀遺跡　５萩之庄遺跡　６萩之庄南遺跡　７安満遺跡　８成合遺跡

୛山遺跡　10高槻城下層遺跡　11上田部遺跡　12古曽部・ࣳ谷遺跡　13ఱ神山遺跡　14և川遺跡　15࣊願寺山遺跡ߚ９

16大蔵寺山遺跡　17上໺遺跡　18܊Ո本ொ遺跡　19川西遺跡　20津之江南遺跡　21大塚遺跡　22ࣳ生遺跡

23πήϊ遺跡　24宮田遺跡　25෋田遺跡　26中城遺跡　27ଠ田遺跡　28総࣋寺遺跡　29塚原遺跡　30安Җ遺跡

31耳原・五日市遺跡　32中河原遺跡　33܊・ഒլ遺跡　34य़日遺跡　35॓久庄遺跡　36地蔵஑遺跡　37見付山遺跡

38দ୔஑遺跡　39ໂྱ遺跡　40溝ࡠ遺跡　41新庄遺跡　42中৚遺跡　43東ಸ良遺跡　44目֞遺跡　�� ੢Ҩ੻ݪֿ

46 井尻遺跡

　

35

32

36

37

38

30

31
27

29

23

24

28
26

25

19

20

17

18

16

12

15

13

14

７

９

11

10

21
22

33

34

42

43 44

８

５

６

３
２

４
45

46

1

39 40
41

� �LN

ࢢ௬ߴ

ཎ઒

ຕํࢢ

ҵ໦઒

ঁ੉઒
և઒

ජඌ઒

҆Җ઒

　供献土器はすべて周溝から出土した。器形を確認できる状ଶで出土したのは、方形周溝墓１の 434

周溝東辺から出土したᆵ（第 41図－ 26）のみである。これも周溝ఈ近くから横位で検出したが、元

དྷ周溝ఈにਾ置かれたものが横సしたのか、あるいは、෿ٰ上にあったものが周溝内に׈り落ちたの

か൑断し೉い。このᆵは体部に１Օ所ઠ޸ともみられる޸が認められる。

　これ以֎の土器は、周溝の最ఈ部で出土したものもあれば、ൺֱ的上層で出土したものもある。か

なり細片化していたが、まとまって出土したものが多く、ᆵやᙈに復元できた（第 23・41 図）。いず

れも࢒存状況がѱく、ઠ޸などは൑断できない。

　１つの方形周溝墓からᆵとᙈ、各１点ずつ位の出土点਺である。方形周溝部に伴う供献土器として

は、他の出土例とൺֱしてもきわめてগない。器種も高ഋ１点（第 23図－ 4）がある以֎は、ᆵとᙈ

に限定される。これはங଄時からそうͩったか൑断できないが、おそらく他の各種土器類は後世の削平、

଄成などでࣦわれたのであろう。包含層からの弥生土器の出土もগない。

ୈ��図ɹࡾౡ஍ํͷ໻ੜ࣌୅Ҩ੻෼෍図ʢh ࢙੻ɾ̓ ຬҨ੻ɹอଘ؅ཧܭըॻ ͷɦ図̓Λ΋ͱʹ࡞੒ʣ�
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（３） 時期
　次に、この方形周溝墓群の中で新چの時期ࠩがあるか検౼する。

　隣઀する方形周溝墓、周溝をڞ༗する方形周溝墓の੾り合いなどから、同時に଄られたか、どちら

かが後から଄られたかは、周溝にରしての二次的な掘削や改変が行われたかが指標となる。しかし、

周溝断面を࡯؍する限りその類の把握はできなかった。

　また、周溝内で出土した供献土器から時期を考࡯すると、一定の土器点਺が得られた方形周溝墓８の

240周溝から出土した直口ᆵのみが、弥生時代中期前半、摂津ᶙ様式とやや新しい様相のՄೳ性を示し

た（第23図－９）。それ以֎は、弥生時代中期前葉、摂津Ⅱ様式におさまるものである（第23・41図）。

　調査当時は規模の点からみて、方形周溝墓１と方形周溝墓２が方形周溝墓群の中心的໾割を果たす墓

で、時期的にもॳめに଄られ、これに௥ਵするように、北に方形周溝墓が௥ՃされていったとԾ定した。

྆墓が中心的໾割を果たす墓であるのは変わりないとしても、྆墓には大きな時期ࠩはみられない。そ

れに஗れて଄られたと推測する他の方形周溝墓も、出土遺物をみる限りでは方形周溝墓相ޓにはさ΄ど

時期ࠩはない。つまり、この方形周溝墓群では、間断をおかず墓が଄Ӧされていったと考えられる。

（４）他遺跡とのൺֱ
　梶原西遺跡方形周溝墓群が、近઀する地域の同時期の方形周溝墓とൺべるとීว的なものͩったの

か、特ҟなものͩったのか、いくつかの遺跡をあげてൺֱର照を試みる。

　҆ຬҨ੻　

　大阪府高槻市東部に所在し、梶原西遺跡とのڑ཭は１ᶳऑと近い（第４・66図）。梶原西遺跡同様、

山࿢裾部のᐻඌ川؛のઔ状地、標高約10ｍに形成される。北摂三島地域を代表する弥生時代遺跡である。

　その規模は東西約 1.5LN、南北約 0.5LN、面ੵ約 70IB にも及ぶ。ত和ॳ期の京都大学農学部付属

農場での遺跡の発見から、ত和 40年代の୐地などの大規模։発に伴って、中期の墓域や前期の環濠

集落など耳目に値する発見が相次͗、遺跡のൣғが֦大されていった。਺े年にわたる調査の結果、

平成 23年には中心部約 12.8IB が史跡として保存されることになり、取り組みがਐめられている。

　弥生時代前期前半に環濠集落が形成されるが、前期後半には環濠が埋められ、֎側に新たな環濠が

形成される。また、水田域が環濠の南に形成される。この時期の墓域は確認されていない。環濠や水

路からは農۩などの木製品が大量にみつかっている。その後、前期ऴりごろ、ߑ水に集落全体が見෣

われたと考えられる。そのためか、弥生時代中期ॳ頭にはいったんਰୀし、山側のఱ神山遺跡にҠॅ

したとも考えられる。

　中期前葉には前期のॅډ域の東に溝が掘削され、集落が֦大しムラがڵ࠶される。弥生時代中期前

葉Ⅱ様式のॅډ、ࠒ域の北西と東に 100 基以上の方形周溝墓が形成される（第 67図）。北西部（西部

方形周溝墓群）では木棺が３基みつかっている。また、東部（東部方形周溝墓群）では保存状ଶがよ

い組み合わせ式木棺１基を含Ή、多਺の方形周溝墓がみつかっている。

　方形周溝墓は１辺５～ 10N程度の方形のもので、中央に墓棺がෳ਺基検出された。਺基が周溝をڞ

༗しながら列をなすように連なり、いくつかのグループに分れて、方形周溝墓群として長期間ܧଓし

ていく。方形周溝墓の一部は前期になるՄೳ性のものもあるが、多くは中期前葉Ⅱ様式のものである。

周溝෯は２～３ｍである。周溝内からは、ᆵ、水ࠩし、ᙈなどの供献土器が出土している。農場北側では、

土ᆮ墓もみつかっている。

　後期前半には࠶び遺構が希ബとなり、古曽部・ࣳ谷遺跡へҠॅしたとも考えられる。後期中ࠒには、
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前期環濠集落より東にॅډ域が形成される。より東には萩之庄南遺跡が出現し、࠶びԭੵ地への回ؼ

がみられる。安満遺跡の方形周溝墓は、規模、形状、時期など梶原西遺跡方形周溝墓群と類ࣅする。

　ഡ೭ঙೆҨ੻ɹ

　大阪府高槻市に所在する。安満遺跡の東に隣઀し、安満遺跡と梶原西遺跡の間に位置する（第４・

65図）。安満遺跡や梶原西遺跡同様、北摂山地の山裾にある微高地に立地する。

　萩之庄南遺跡が遺跡として明確になるのは、弥生時代後期以߱である。後期後半には、微高地上に

方形周溝墓２基、大溝や溝をもったॅډ域が、௿地部には水田域が଄られる。梶原西遺跡の方形周溝

墓群よりは時期が新しく、Ήしろ安満遺跡の後期中ࠒ以߱のॅډ域との関連が示ࠦされる。

　神಺Ҩ੻　

　大阪府高槻市の東୺に所在し、島本ொに隣઀する。やはり、安満遺跡や梶原西遺跡同様、北摂山地

の山裾から淀川までのڱᯀな平໺部に立地する（第４・66図）。

　古くから「神内 ( こうない )」は「神南උ（かΉなび）の森」がޠ源であり、西国街道や淀川にڬま

れた交通の要所であった。そのため、京から西国などへෝ೚する人の別れの場所として஌られる。区

画整理に伴って、約 20000ᶷが調査された。調査後は、一部は公Ԃとして整උされている。

　弥生時代の遺構としては、弥生時代中期前半、Ⅱ様式後半を中心とする方形周溝墓 20基と୦穴ॅ

１౩を検出している。方形周溝墓は調査区より西にさらに広がり、かなり大規模な方形周溝墓群ͩっډ

たと༧૝される。୦穴ॅډは方形周溝墓より古い時期のものである。

　方形周溝墓は１辺が 10ｍ以上の大規模なもの、７～８ｍの中規模なもの、５～６ｍの小規模なもの

の３群に分けられる（第68図）。大規模な方形周溝墓に小規模な方形周溝墓が溝をڞ༗して઀している。

最も大規模な 15号方形周溝墓は長辺 17ｍ、୹辺 15ｍで、周溝෯は約２ｍ、深さは 1.6 ｍをはかる。

　方形周溝墓の周ғや北のᶙ区南୺で、木棺墓２基と土ᆮ墓５基が検出されている。供献土器から、

方形周溝墓と΄΅同時期とみられる。

　方形周溝墓が規模によりグループに分けられる点や、形状、時期、立地৚݅などは梶原西遺跡方形

周溝墓群と類ࣅする。たͩ、方形周溝墓以֎の墓制をもつなど相ҧする点もある。

ɹԼ২໺ೆҨ੻　

　京都府大山崎ொに所在する。神内遺跡よりさらに東、山城に位置する遺跡ͩが、ＪＲ東海道本線よ

り南で、ܡ川のྲྀࢧ、小ઘ川と小畑川にڬまれたԭੵ௿地に広がるという、立地৚݅がࣅた弥生遺跡

としてここにあげた。弥生時代遺構面は標高 9.6 ｍ前後である。

　調査面ੵ約 17000ᶷのなかで、方形周溝墓 82基を検出した。方形周溝墓は大半はᶙ様式古段֊に

属するものである。また、３基の木棺墓、土ᆮ墓も検出されている。

　方形周溝墓は南北に長いものが多く、南北辺は５～ 12 ｍ、東西辺は５～９ｍ程度のものが多い。

周溝をڞ༗して東西または南北に４、５基が連なっているものが多く、埋૴主体も 27基の方形周溝

墓中、38基で確認された。供献土器も多਺出土したが、ઠ޸はもたない。

ɹܬ஑（ٶͷલ）Ҩ੻　

　๛中市と஑田市に所在する。଴݉山ٰྕからのびた୆地上に立地し、標高約 30ｍである。梶原西

遺跡よりはさらに西に位置する。摂津地域で、ઍཬٰྕの山裾に形成される方形周溝墓群として取り

上げた。

　1968 年に中国自ಈ車道、大阪中央環状線建設に伴って約 15000ᶷを調査し、弥生時代中期（Ⅱ～
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ᶚ様式）の方形周溝墓 20基を検出した。他に土ᆮ墓 91基、ᙈ棺墓２基、ᆵ棺墓７基の墓域と୦穴ॅ

ډ 10 ౩が検出された。方形周溝墓はᶙ様式のものが多い。方形周溝墓は調査区の東と西に大きく分

かれ、その中でさらに小群を形成する。

　第 12次調査は 1968 年調査の中央部南にあたる。弥生時代の遺構は７基の方形周溝墓と土ᆮ墓、木

棺墓６基、溝３৚などを検出した。方形周溝墓は中期前葉（Ⅱ様式）が１基、中期中葉（ᶙ様式）が

５基、中期後葉（ᶚ様式）が１基である。方形周溝墓の規模は、１辺が７～８ｍで、周溝෯が１～ 3.7

ｍ程度である。周溝内で埋૴施設が認められることや、周溝の深さが 0.2 ｍ程度とઙいが、供献土器

が多く出土するのが特徴である。方形周溝墓６では、大量の土器が周溝の２、３ｍのڱいൣғに集中

して出土することから、ഁ片の状ଶで周溝内に一括౤غされたと報告している。

　この大量土器ഇغ行ҝが出現する、中期前葉までの方形周溝墓は、単਺埋૴を基本として周溝墓同࢜

が列状にฒび、埋૴主体の主࣠が列の࣠とฒ行する。これにରし、中期中葉以߱は群構଄が変化し、１

つの෿ٰへの多਺埋૴、਺基を単位とする方形周溝墓同࢜の群集化がみられるようになる、としている。

　第 26次調査で、第 12次調査で検出された方形周溝墓４のଓきや土ᆮ墓を検出した。弥生時代中期

中ࠒである。

　蛍஑・宮の前遺跡は弥生時代中期前半に方形周溝墓群が形成され、中期中ࠒには૿Ճする。方形周

溝墓は６つの群に分けられ、土坑墓群、木棺墓群も認められる。中期後半には遺構がݮり、後期には

集落はফ໓する。

（５） まとめ
　梶原西遺跡の方形周溝墓群について検౼を試みた。

　そのうちରൺࢿ料としていくつかの遺跡例を঺հしてきたが、本遺跡において８～ 10基の方形周

溝墓が北摂山地の山裾に列をなして構成される点、時期も弥生時代中期前葉（Ⅱ様式）に限定される

などの点は、近隣の安満遺跡や神内遺跡と類ࣅしている。北摂津、三島地域での方形周溝墓としては、

特ҟなものでなく、ීว的なありかたを示す方形周溝墓群といえよう。

　一方、埋૴主体などは確認できず、供献土器も限られるなど、方形周溝墓の性格を解明する৘報量

としてはগなく、े分な検౼にࢸらなかったところもある。

　また、梶原西遺跡では、方形周溝墓群の近隣で方形周溝墓以֎の墓、土ᆮ墓やᙈ棺墓も検出されて

いない。墓域より約 40ｍ南下した、６－２区の南୺で弥生時代後期のᙈ棺墓が１基検出された。ڑ

཭的にも、時期的にもִたりがあり、相関性がある墓域とは言い೉い。現時点では、方形周溝墓のみ

の小規模なಠ立した墓域としてଊえるべきͩろう。

　墓域は検出したものの、これらの墓域を形成した人のॅډ域や水田域なども検出されていない。墓

域自体もさらに西や北に広がることが༧測されるが、ॅډ域はさらに西や東に存在するのͩろうか。

　地形環境からすると、水田域は墓域より南に存在すると思われるが、調査区の南側をトレンν調査

した結果、調査区南୺までいくと࣪地状の自然ଯੵになり、人が生活していたࠟ跡は認められない。

　安満遺跡のようにॅډ域、墓域、水田域がセットで検出されれば、梶原西遺跡周辺での弥生時代の

様相解明にさらに近づけるͩろう。調査区֎の近઀したՕ所に、今回ະ検出ͩったॅډ域や水田域を

示す遺構があると考え、今後の調査に期଴したい。
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第２節　群集土坑について
　

　第３章第３節の南部域の調査成果において、群集土坑を 80基以上検出し、代表的な土坑について

形状や埋土、出土遺物などを挿図、写真図版とڞに解説した（群集土坑には、南部域以֎にも中央域

の６－２区南୺の 160 土坑、161 土坑、198 土坑までを含Ή）。

　第３節では、群集土坑の性格については粘土採掘坑と推測し、近઀する梶原瓦窯跡の瓦用に粘土を掘

削したのではないかと考えた。そこで、群集土坑を掘削した基൫土৕を採取し、梶原西遺跡、梶原瓦窯

跡から出土した瓦とബ片࡯؍や蛍光̭線を用いた胎土分析を行った（第４章第１節）。しかし、梶原西

遺跡及び梶原瓦窯跡から出土した瓦と、群集土坑の基൫から採取した粘土の胎土組成は一致しなかった。

　この節では、まず、群集土坑の各土坑を類ܕするいくつかの特徴をఠ出して、一覧表にまとめた（表７）。

　次に、その特徴から土坑を分類するݤとなり得る要素をఠ出して分析し、その要素から土坑の分類

がՄೳか、土坑の性格や機ೳを解明できるか検౼を試みたい。

　（１）土坑埋土による分類
　梶原西遺跡で検出した土坑の多くは、ԫ׊色やփ׊色γルト層の地山（基൫層）に形成され、土坑

中には黒׊色γルトや׊փ色γルトが埋ੵしていた。土坑の埋土は単層のものもあるが、ྦྷ層ଯੵす

るものが΄とんどである。その中に大きさのࠩはあるが、基൫層を掘り起こした際生じたϒロックを

含Ήものが、一定割合存在する。

　ϒロックは各層に含まれる場合と、ある層にのみ含まれ、上層や下層には含まれない層をもつ場合

とあるが、１層でも含Ή場合はすべてϒロック土とした。たͩし、最下層に壁際の่れた土をわずか

に含Ή場合はϒロック土でないとみなした。

　同様の埋土による類ܕは、ਧ田市、摂津市に所在するਧ田ૢ車場遺跡、明和஑遺跡でも行われてい

る。この中では、埋ੵ状況を̖から̙の４タΠプに分類している。̖タΠプはすべてϒロック土がॆ

రしているもの、̗タΠプはϒロック土ଯੵの中間もしくは上部に水成ଯੵと思われる自然ଯੵ層が

認められるもの、̘タΠプはϒロック土ଯੵの下層に水成ଯੵと思われる自然ଯੵ層が認められるも

の、̙タΠプはϒロック土でないものとしている。

　梶原西遺跡の埋ੵ状況をこれにあてはめると、̖から̘タΠプをϒロック土のタΠプに含め、̙タ

Πプのみをϒロック土でないとしたことになる。梶原西遺跡では、どの時点で自然ଯੵがਐんͩかは

土坑の全体਺がগないこともあり類別のର৅とせず、大きく２つに分類している。

　ਧ田ૢ車場遺跡、明和஑遺跡における類別からԿが分るかというと、人ҝଯੵと自然ଯੵかという

ଯੵ状況のҧいと、それが起こった時期である。つまり、̖タΠプは土坑掘削後す͙に人ҝ的に埋め

໭されたもの、̗タΠプは土坑掘削後ある程度埋め໭され、一時์置されて自然ଯੵがਐみ、その後

び埋め໭されたもの、̘タΠプは掘削後一時์置されて自然ଯੵがਐみ、その後人ҝ的な埋め໭し࠶

が行われた、埋຅過程のҧいによるとする。

　ਧ田ૢ車場遺跡での各タΠプのൺ཰は、̖が 52ˋ、̗が 16ˋ、̘が 13ˋ、̙が３ˋとし、広ൣғ

で検出しているため各Τリアの分布も示している。

　埋຅過程のҧいによって、埋土のଯੵ状況やϒロックを含Ήか൱かがҟなってくるというண؟点は、

梶原西遺跡でもద用できると考えた。

　梶原西遺跡で埋土を確認できた土坑は 74 基、そのうちϒロック土（̖～̘タΠプ）が 49 基で
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� 1(�327) 12-2 東 3.0 1.8 0.5 長方形 形ࡼ ϒロックで
ない 土師器 55

� 2(�325) 12-2東・
12-1 5.1 3.5 0.3 方形 ୆形ٯ ϒロック 須ܙ器、土

師器 55 42-1

� 3 12-2 東 4.5 4.5 0.5 ෆ定形 長方形 ϒロックで
ない

須ܙ器、土
師器、弥生
土器 (60-
111)

55 40-2

� 4 12-2 東 1.0 0.5 0.4 長ԁ形 長方形 ϒロック 瓦器、土師
器

� 5 12-2 東 1.3 1.3 1.0 方形 形ࡼ ϒロック 土師器 54 40-3

� 6 12-2 東 1.05 (0.2) 0.1 長ԁ
形ʁ 形ࡼ ϒロックで

ない ʷ

� 7 12-2 東 3.1 2.5 0.3 長方形 ୆形ٯ ϒロック 土師器 55
� 26 12-2 東 1.3 1.3 1.0 ԁ形 ୆形ٯ ϒロック ʷ 54 40-3

� 27 12-2 東 3.0 2.0 0.3 長方形 ࿶形 ϒロック 平瓦、土師
器 54 41-1

�� 33 12-1 9.0 2.5 0.5 ෆ定形 ࿶形 ϒロック 須ܙ器、平
瓦 (61-133) 59

�� 34 12-2 西 (5.8) 1.8 ～
2.5 0.4 長方形 ୆形ٯ ϒロック 土師器 58

�� 35 12-2 西 3.0 1.5 0.4 ෆ定形 長方形 ϒロック ʷ 58 42-5

�� 36 12-2 西 4.7 ～
4.9

4.7 ～
4.9 0.4 正方形 長方形 ϒロック 土師器 (60-

112)、須ܙ器 58

�� 37 12-2 西 2.0 1.6 0.7 ෆ定形 ࿶形 ϒロック ʷ 58 42-2

�� 38 12-2 西 3.0 2.8 0.2 ～
0.4 長方形 ࿶形 ϒロック ʷ 54 41-2

�� 39 12-2 西 1.5 ～
2.0

1.5 ～
2.0 0.6 方形 ࿶形 ϒロック 弥生土器ʁ 58 42-4

�� 40 12-2 西 2.5 2.1 0.5 長方形 ࿶形 ϒロック ʷ 54

�� 41 12-2 西 4.8 1.9 1.6 ～
2.1 ෆ定形 ࿶形 ϒロック 土師器 53

�� 42 12-2 西 (1.5) (1.2) 方形ʁ 土師器
�� 43 12-2 西 2.2 1.9 0.4 長ԁ形 ୆形ٯ ϒロック 土師器 59 42-3

�� 44 12-2 西 1.5 (0.5) 0.5 ۱丸方
形ʁ ୆形ٯ ϒロック ʷ

�� 45 12-2 西 0.9 ～
1.0

0.9 ～
1.0 0.45 方形 ୆形ٯ ϒロック ʷ 58 42-6

�� 46 12-2 西 1.1 1.1 0.45 方形 ࿶形 ϒロック 土師器 59
�� 47 12-2 西 1.9 1.4 0.4 方形 ୆形ٯ ϒロック ʷ 59 42-7
�� 48 12-2 西 1.3 1.3 0.45 方形 方形 ϒロック ʷ 58

�� 49(�50) 12-2 西 3.4 (1.5) 0.55 ۱丸方
形 ୆形ٯ ϒロック 土師器

�� 51 12-2 西 2.1 1.3 0.3 方形 ࿶形 ϒロック 土師器 59 42-8
�� 52 12-2 西 1.9 1.5 0.3 ෆ定形 ࿶形 ϒロック あり 59
�� 53 12-2 西 2.0 (1.3) (0.3) ෆ定形 土師器

�� 54 12-2 西 (7.0) 5.0 0.4 ～
0.6 ෆ定形 長方形 ϒロック

須ܙ器、土
師器 (60-
107 ～ 109)

53 41-3

�� 55 12-2 西 (1.0) (0.6) ԁ形ʁ 須ܙ器

�� 56 12-2 西 (1.8) 0.8 0.2 長方
形ʁ ࿶形 ϒロック 須ܙ器

�� 57 12-2 西 4.1 0.35 ෆ定形 長方形 ϒロック 須ܙ器 (60-
110)
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�� 281 12-1 4.0 4.0 0.6 ෆ定形 長方形 ϒロック
須ܙ器、弥
生土器（60-
114)

51 35-1・3

�� 282 13 1.0 1.0 0.25 ԁ形 長方形 ϒロック ʷ 56
�� 283 13 1.3 1.3 0.6 ԁ形 長方形 ϒロック ʷ 56 35-2

�� 284 13 0.7 0.1 ෆ明 形ࡼ ϒロックで
ない ʷ 56

�� 285 13 1.8 1.5 0.3 ۱丸方
形 長方形 ϒロック ʷ 56

�� 286 13 1.9 1.4 0.5 ۱丸方
形 ࿶形 あり 56

�� 287 13 1.6 1.6 0.4 ԁ形 ࿶形 ϒロック ʷ 56 35-5

�� 290 13 3.5 0.8 0.45 長方形 形ࣈ̪ ϒロックで
ない 土師器 56 35-4

�� 291 12-1 東 3.5 2.6 0.6 ෆ定形 ୆形ٯ ϒロック ʷ 56 36-3

�� 293 13 1.3 1.3 0.3 ԁ形 長方形 ϒロックで
ない ʷ 56

�� 294 12-1 1.3 0.75 0.45 長ԁ形 長方形 ϒロック ʷ 56
�� 295 12-1 3.0 1.2 0.3 長ԁ形 長方形 ϒロック 土師器 56

�� 296 12-1 6.5 4.0 0.8 ～
0.9

۱丸方
形 長方形 ϒロック

弥生土器ʁ、
土師器 (60-
115・116)

51 35-8 307 と連結

�� 297 12-1・
13 1.5 1.5 0.6 ԁ形 形ࣈ̪ ϒロック ʷ 56 35-6

�� 298 12-1 4.6 2.1 0.3 ෆ定形 ୆形ٯ ϒロック ʷ 56

�� 299 12-1 1.5 1.5 0.5 ۱丸方
形 ୆形ٯ ϒロック ʷ 56

�� 300 12-1 5.5 3.1 0.3 長ԁ形 長方形 ϒロックで
ない 土師器 52 34-3 301 と連結

�� 301 13 4.5 3.0 0.5 長ԁ形 長方形 ϒロックで
ない 須ܙ器 52 34-3 300、302 と連結

�� 302 13 4.5 2.0 0.45 ۱丸方
形 長方形 ϒロック あり 56 301 と連結

�� 303 12-1 東 1.5 0.6 0.55 長ԁ形 ୆形ٯ
ϒロックで
ない（炭ࠞ
じり）

ʷ 56

�� 304 12-1 3.9 3.0 0.6 ۱丸方
形 長ԁ形 ϒロックで

ない
土師器、平
瓦 (61-132) 52 34-3

�� 305 12-1・
13 2.5 2.1 0.4 ۱丸方

形 長方形 ϒロック ʷ 57

�� 306 12-1 東 2.0 1.6 0.4 長ԁ形 ࿶形 ϒロックで
ない 土師器 57

�� 307 12-1・
13 7.0 3.0 0.8 ～

0.9
۱丸方
形 ࿶形 ϒロック

須ܙ器 (60-
117)、土師器
(60-118)

56 296 と連結

�� 308 12-1 東 2.0 0.9 0.4 ۱丸方
形 ࿶形 ϒロックで

ない ʷ 57 37-7

�� 309 12-1 東 2.7 2.0 0.5 長ԁ形 ࿶形 ϒロックで
ない ʷ 52 34-2 310 と連結

�� 310 12-1 東 2.2 2.2 0.5 方形 ࿶形 ϒロックで
ない ʷ 52 34-2 309 と連結

�� 311 12-1 東 2.3 1.5 0.7 ۱丸方
形 ୆形ٯ ϒロックで

ない ʷ 57 35-7

�� 312 12-1 東 4.1 3.1 0.3 ۱丸方
形 ୆形ٯ ϒロック ʷ 57 313 と連結

�� 313 12-1 東 4.5 3.35 0.6 長方形 ୆形ٯ ϒロック
（水平） 土師器 57 312 と連結

�� 314 12-1 東 6.5 2.9 0.3 ～
0.45 ෆ定形 ୆形ٯ ϒロックで

ない 土師器 56 37-8

�� 315 12-1 東 3.0 2.1 0.55 長ԁ形 ୆形ٯ 水平ଯੵ 平瓦 (61-
130) 57
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66ˋ、ϒロック土でないもの（̙タΠプ）が 25基で 34ˋとなる。ਧ田ૢ車場遺跡の全くϒロック土

でないものとൺֱすると、ൺ཰が大きい。つまり、梶原西遺跡では、土坑が掘削されてから埋め໭さ

れるまでの期間が୹いものが多い、という結果がでた。

　この土坑埋土にϒロック土が含まれているか൱かで２タΠプに分類した、その土坑の分布状況を図

に示すとڵ味深い結果が出た ( 第 69図 )。

　ϒロック土でない土坑は調査区の東半、特に北東部に多い。ٯに、西部の 12－１区などは΄とん

どの土坑同࢜が੾り合い、埋土はϒロック土である。土坑がີ集し、੾り合いが多い΄どϒロック土

がࠞじる割合が多いといえる。

　300 土坑と 301 土坑、309 土坑と 310 土坑の様に細い溝で連結する土坑は、同時期形成されたと

考えられ、埋土のଯੵ状況も同じでϒロック土でないものが多い。

　また、ϒロック土でない土坑は、ෳ਺の土坑が੾り合っている場合では、上位に位置するものが多い。

あるいは、੾り合いをもたず単ಠで存在するものが多い。

　これらのҧいの理༝として、土坑がີ集して੾り合いが多い個所では、新しい土坑を掘削する場合

に以前の土坑の壁などを᎟ཚすることになるので、ϒロック土がࠞじる割合がඞ然的に多くなると言

えるͩろう。ところが、ಠ立した土坑の場合は、土坑がそのまま์置されていたとしても他の影ڹを

受けずに、経年によって自然ଯੵすると考えられる。

　あるいは、ൺֱ的古い時期の土坑は、後で土坑が付近で掘削されることを考えてか土坑を埋め໭し

ているが、それより新しいか最ऴ段֊の土坑は埋め໭しが行われず、時間経過による自然ଯੵによっ

て次第に埋ੵしていったとも推測される。

　（２）形状、法量による分類
　検出した土坑の平面形は、方形 ( ۱丸方形を含Ή )、長ԁ形、ෆ整形が΄とんどで、ԁ形などが若ׯ

ࠞじる。ෆ整形もෳ਺のԁ形や方形の土坑が一つになって生じたか、それに溝などが連結したものと

考えられ、特ҟな形状はみあたらない。
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�� 318 12-1 東 1.5 1.0 0.3 長ԁ形 長方形 ϒロックで
ない ʷ 57

�� 319 12-1 東 2.1 2.0 0.1 ۱丸方
形 形ࡼ ϒロックで

ない ʷ 57

�� 321 12-1 東 2.7 1.6 0.35 ۱丸方
形 ୆形ٯ ϒロックで

ない ʷ 57 36-5

�� 322 12-1 東 (1.5) 1.6 0.5 ۱丸方
形 ୆形ٯ ϒロック 土師器 57

�� 323 12-1 東 3.5 2.6 0.35 ۱丸方
形 ୆形ٯ ϒロック ʷ 57 36-7

�� 324 12-1 東 2.6 2.3 方形 ୆形ٯ ϒロック 土師器

�� 326 12-1 東 1.0 (0.6) 長ԁ
形ʁ ʷ

�� 475 14 0.5 0.5 0.15 ԁ形 ୆形ٯ ϒロックで
ない ʷ 59

�� 476 14 2.4 2.4 0.1 方形 形ࡼ ϒロックで
ない ʷ 59

�� 477 14 4.2 4.2 0.1 ۱丸方
形 ୆形ٯ ϒロックで

ない ʷ 59

�� 478 14 0.9 0.9 0.1 ԁ形 形ࡼ ϒロックで
ない ʷ 59

�� 160 6-2 2.7 (0.6) 0.4 方形 形ࣈ̪ ϒロックで
ない あり 40

�� 161 6-2 3.5 (0.6) 0.4 方形 ࿶形 ϒロック ʷ 40
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　断面形はࡼ形、࿶形、長方形、ٯ୆形などである。側面をૡきとる、あるいはା状にオーόーϋン

グしたものはみあたらない。長辺（直ܘ）にରして深さの΄うが深い柱穴のような形状のものもない。

　規模は、長辺（長ܘ）は΄とんどが１ｍを௒え、５ｍ௒のものも 10基ະ満であるが存在する。最

গでも 0.7 ｍある。୹辺（୹ܘ）は 0.5 ～ 4.0 ｍ程度のൣғにおさまるが、0.5 ｍ程度、1.5 ～ 2.0 ｍ

程度、それ以上の３つに大別できる。

　土坑の深さは 0.1 ｍから１ｍ近くと様々であるが、深さと土坑の位置、分布状況に相関関係がある

か図化した（第 70図）。

　0.1 ｍ単位で同じ深さのものを౳高線状に結ぶと、面നい޲܏がみてとれる。一番深い土坑が存在

するのは、南部域の中央北୺（13 区や 12 －１区の北୺）、296 土坑や 307 土坑となり、0.8 ～ 0.9

ｍ掘削している。これを取りғΉように、南や東西に཭れていく΄ど、0.6 ｍ、0.5 ｍ、0.4 ｍと、ঃ々

に土坑の深さがઙくなる。東西最南୺の７土坑や 27 土坑、51 土坑などでは深さ 0.3 ｍ前後である。

言い׵えると、近઀する土坑は深さも近ࣅしている。

　群集土坑が掘削されている地൫の標高は、北側（13区、12－１区）、̭ʹ－ 126
230 位までは 7.0

ｍ前後、12－１区西側及び東側の南୺では 6.7 ～ 6.8 ｍ前後と、ൺ高ࠩは 0.2 ｍ΄どである。

　北壁や 12－１区西壁、12－１・２区東壁断面をみると、基൫層のްさは 0.1 ｍ΄どで平均してい

るが、その下層のオリ－ϒ׊色γルト層は北がްく、次第にബくなり、土坑の深さの分布状況に合致

する。これらのγルト層を掘削する目的で土坑を掘削したとすれば、ଯੵがްいところで深く掘削し、

ബいところではઙく掘削することになる。そう考えると、梶原西遺跡の土坑はやはり土৕採集を目的

として掘削された土坑と考えるのが、༗力である。

（３） 出土遺物による時期の検౼
　表７に示す通り、検出土坑の約４割から遺物が出土している。たͩし、細片化しているものが΄と

んどで、図示し得たものはわずかである。

　土坑からの出土遺物は弥生土器、古෿時代の須ܙ器、土師器、古代の須ܙ器、土師器、黒色土器、

瓦などである。量的には古代の遺物が最も多い。

　遺物は器形を完全に復元できるものはなく、また、出土位置も上層、下層など様々で、281 土坑を

আけば同一個体片がかたまって検出されたものもなかった。ैって、意図的に埋ೲされたものではな

いと考える。土坑の埋め໭しの際や自然ଯੵに伴ってࠞೖしたと考えられる。

　また、出土位置によって出土遺物の時期が分れることもなく、まんべんなく上記の時期の遺物がࢄ

在する。この地域で群集土坑以֎に検出した遺構といえば、中世後半以߱の 280 井戸や、古代の土師

器࿶が出土した 28溝があるが、古代の集落跡があったか౳はෆ明である。

　群集土坑群は古代を含みそれ以前の遺構とはいえるが、弥生時代から古代まで連ଓ的にଓいた遺構

ͩったかはٙ໰である。出土量や出土状ଶから൑断するならば、弥生時代や古෿時代の遺物などは、

土坑掘削の際にࠞೖしたと考えた方がଥ当ͩろう。ैって現状では、一定量の遺物の出土をみた古代

の所産（ಸ良時代後半が主体か）であるՄೳ性が最も高いと理解しておきたい。

（４） 群集土坑の機ೳ・性格
　土坑があるൣғにかたまって検出される群集土坑群は、ઌ述のਧ田ૢ車場遺跡の他、これまでにも

いろいろな遺跡で報告されてきた。

　群集土坑の性格については、多くは土ᆮ墓か粘土採掘坑が考えられている。
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　梶原西遺跡の群集土坑については、墓とするには೉しい。ࢷ๱ࢎ分析などの理化学的分析は実施し

ていないが、ࠎなどの出土は１基も認められなかった。副૴品となるような遺物や埋૴施設もօແで

あった。他にも、土坑の規模がෆ統一で、人間を埋૴するには規模が法量的に大きす͗るものが多い

こと、深さもෆ統一なことなどがあげられる。

　土坑同࢜をつな͙連結溝があることにண目して、水などをஷめておくஷ水穴などのՄೳ性も考えた。

しかし、当地の土৕では水をஷめるには素掘り土坑での๷水機ೳを࣋たない。また、ഉ水機ೳを૝定

しても連結された土坑間に高௿ࠩがなく、土坑内ଯੵも水平でࣼ܏がない。ࠄ物などのஷ蔵穴としても、

༗機遺物の出土はまったくなかった。

　やはり、粘土採掘坑とするのが法量的にも、粘土ϒロックを含Ή埋め໭しが行われた状況からも、

最もଥ当ͩろう。しかし、この採取した粘土をԿに用いたかについては、調査区内からは工๪的な遺

構も検出しておらず、ະ製品やഇغ品などの遺物もみつかっておらず、ෆ明である。ここで粘土を採

掘したとしても製作地は別の場所と考えられる。

　そこで、古代の遺構であるՄೳ性が高いことと、当遺跡より北東約 0.5LNの山࿢部に東大寺などに

も瓦を供څしたとされる梶原瓦窯跡があり、ここでは窯跡や工๪跡は見つかっているものの粘土の採

取地がෆ明であることから、梶原瓦窯の粘土原ࡐ料採取地でないかというԾ説をたててみた。

　群集土坑から採取した土となる基൫層の土と、梶原西遺跡で出土した梶原瓦窯と類ࣅした平瓦、梶

原瓦窯出土瓦についてബ片࡯؍及び蛍光 X線分析による胎土分析を実施した。その結果、瓦同࢜はࣅ

た組成を示し同一ࡐ料で作られたと൑断できるが、採取粘土と瓦はҟなり、この粘土から梶原瓦窯跡

の瓦が作られたՄೳ性が௿い、という結果が出た。

　現時点では、粘土採掘坑であったとしてଊえるが、Կを製作する目的でこれͩけの土坑を掘削して、

粘土が採取されたのか、その製品はどこで作られたのかは解明できなかった。古代の集落遺構も限ら

れた地域でしか検出されておらず、調査区֎の群集土坑群に΄ど近い場所にあったのでは、と推測す

るしかない。
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１．調査区全景（西から）

２．調査区全景（南から）
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１．１区、２－１区、３区全景（北から）

２．１区全景（北から）
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１．１区方形周溝墓３　69周溝（西北から）

２．１区方形周溝墓６　67周溝（南西から）
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ࣸਅ図版４

１．１区 67周溝土器出土状況
　　（南東から）

２．１区 67周溝土器出土状況
　　（南から）

３．１区 72土坑完掘状況
　　（南東から）



ࣸਅ図版̑

１．１区 69周溝東西断面
　　（北から）

２．１区 69周溝南北断面
　　（東から）

３．１区 67周溝南北断面
　　（東から）



１．２－１区全景（南から）

２．２－２区、４区、５区全景（南から）

ࣸਅ図版̒



１．４区方形周溝墓７（北東から）

２．２－２区方形周溝墓８（南西から）

ࣸਅ図版̓



１．２－２区方形周溝墓８　273 周溝（西から）

２．４区 275 周溝（北東から）

ࣸਅ図版̔



１．２－２区方形周溝墓８　240 周溝（西から）

２．２－２区 260 周溝（南東から）

ࣸਅ図版̕



ࣸਅ図版 ��

１．２－２区 260 周溝断面
　　（西から）

２．２－２区 260 周溝断面
　　（東から）

３．５区 260 周溝断面
　　（西から）
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１．２－２区 240 周溝
　　土器出土状況（西北から）

２．２－２区 240 周溝断面
　　（東から）

３．４区 240 周溝断面
　　（東から）



ࣸਅ図版 ��

１．２－２区 250 周溝断面
　　（北から）

２．２－２区 273 周溝
　　土器出土状況 ( 西から )

３．２－２区 273 周溝断面
  ( 西から )



１．４区 275 周溝東西断面（南から）　　　２．４区 275 周溝南北断面（西から）　　　３．４区 277 周溝断面（西から）
４．２－２区 279 周溝断面（西から）　　　５．２－２区 245 土坑断面（南東から）　　６．２－２区 272 土坑断面（北から）
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１．２－２区掘立柱建物１（北から）

ࣸਅ図版 ��

２．掘立柱建物１　261 ピット（南東から）

３．掘立柱建物１　262 ピット（南から）

４．掘立柱建物１　263 ピット（東から）

５．２－２区 271 土坑（南から）



１．１－２区全景（南から）

２．１－２区方形周溝墓３　331 周溝（南東から）
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１．１－２区 331 周溝断面
　　（東から）

２．１－２区 334 土坑断面
　　（南から）

３．１－４区 341 周溝断面
　　（東から）



１．６－１区、７区方形周溝墓２　341 周溝（南東から）

２．６－１区、７区方形周溝墓２　341 周溝（西北から）

ࣸਅ図版 ��



１．６－１区 341 周溝土器出土状況（南西から）

２．６－１区 341 周溝断面（西から）

ࣸਅ図版 ��



１．６－１区、７区掘立柱建物２、柱列２・３（南東から）

２．７区掘立柱建物３・４（南西から）

ࣸਅ図版 ��



ࣸਅ図版 ��

１．６－１区、７区掘立柱建物２、
柱列１（西から）

２．７区掘立柱建物３
　　（北から）

３．７区掘立柱建物４
　　（南西から）



１．掘立柱建物２　357 ピット（南西から） ２．掘立柱建物２　358 ピット（南から）

ࣸਅ図版 ��

３．掘立柱建物３　416 ピット（南から） ４．掘立柱建物４　409 ピット、364 ピット（南から）

５．柱列２　388 ピット（南から） ６．柱列２　387 ピット（南から）

７．柱列１　352 ピット（西から） ８．柱列３　391 ピット（南から）



１．１－３区方形周溝墓１検出状況（南から）

２．１－３区全景（南から）

ࣸਅ図版 ��



１．方形周溝墓１　434 周溝完掘状況（南から）

２．434 周溝東辺（北西から）

ࣸਅ図版 ��



ࣸਅ図版 ��

１．434 周溝土器出土状況
　　（北西から）

２．434 周溝東西断面
　　（南から）

３．434 周溝南北断面
　　（東から）



１．432 井戸最上層（西から） ２．432 井戸上層（南から）

ࣸਅ図版 ��

３．432 井戸土器検出状況（東から） ４．432 井戸石組検出状況（南から）

５．432 井戸最下層曲物井筒検出状況（西から） ６．433 溝断面（東から）

７．446 土坑（南西から） ８．449 溝断面（南から）



１．６－２区全景（西から）

２．６－２区東半全景（北から）

ࣸਅ図版 ��



１．６－２区西半全景（北から）

２．155 土坑土器出土状況（南から）

ࣸਅ図版 ��



ࣸਅ図版 ��

１．６－２区東半北部近景
　　（北西から）

２．６－２区東半中央部近景
　　（北東から）

３．６－２区東南部近景
　　（北西から）



ࣸਅ図版 ��

１．６－２区 171 土坑
　　（東から）

２．６－２区 171 土坑
　　北半南北断面（東から）

３．６－２区東半西壁地震によ
る変形土坑断面（東から）



ࣸਅ図版 ��

１．６－２区 106 土坑炭検出状況
　　（北から）

２．６－２区 106 土坑完掘状況
　　（南から）

３．６－２区 211 土坑完掘状況
　　（西から）



１．８区、11区全景（北から）

２．９区全景（北から）

ࣸਅ図版 ��



１．12－１区、13区遺構検出状況（南西から）

２．12－１区、13区全景（西から）

ࣸਅ図版 ��



１．12－１区、13区全景（西から）

２．14区全景（北から）

ࣸਅ図版 ��



ࣸਅ図版 ��

１．12－１区近景
　　（北西から）

２．12－１区近景
　　（西南から）

３．12－１区、13区近景
　　（北から）



１．281 土坑断面（南から） ２．283 土坑断面（東北から）

ࣸਅ図版 ��

３．281 土坑土器出土状況（南から） ４．290 土坑断面（南東から）

５．287 土坑断面（東から） ６．297 土坑断面（東から）

７．311 土坑断面（南東から） ８．296 土坑断面（東から）



１．295 土坑断面（西から） ２．298 土坑断面（東から）

３．291 土坑断面（南から） ４．299 土坑断面（南から）

５．321 土坑断面（西南から） ６．322 土坑断面（北東から）

７．323 土坑断面（南から） ８．324 土坑断面（南東から）

ࣸਅ図版 ��



１．280 井戸最上面平面（東南から） ２．280 井戸掘形掘削状況（東南から）

ࣸਅ図版 ��

３．280 井戸１段目桶枠（東南から） ４．280 井戸２段目側板（東南から）

５．280 井戸２段目桶枠（東南から） ６．280 井戸２段目断面（東南から）

７．308 土坑断面（北西から） ８．314 土坑断面（南から）



１．12－２区西半遺構検出状況（南から）

２．12－２区東半全景（南から）

ࣸਅ図版 ��



１．12－２区西半全景（南から）

２．12－１区東半全景（南から）

ࣸਅ図版 ��



ࣸਅ図版 ��

１．12－１区西半近景（南東から）

２．12－１区３土坑（南西から）

３．12－１区５・26土坑
　　（南西から）



ࣸਅ図版 ��

１．12－２区 27土坑（南から）

２．12－２区 38土坑（南西から）

３．12－１区 54土坑（西から）



１．２土坑断面（南西から） ２．37土坑断面（南から）

３．43土坑断面（南西から） ４．39土坑断面（南から）

５．35土坑断面（南から） ６．45土坑断面（南から）

７．47土坑断面（南西から） ８．51土坑断面（西から）

ࣸਅ図版 ��



ࣸਅ図版 ��

１．58土坑土器出土状況（西から）

２．12－１区東壁断面（西から）

３．12－１区東壁断層（西から）



１．１－４区、７－２区全景（南西から）

２．１－４区、７－２区全景（北東から）

ࣸਅ図版 ��



ࣸਅ図版 ��ɹ１ɾ４ɾ２ʵ２۠ํܗपุߔҨ෺

１．１区 67周溝　　　２．４区 273 周溝　　　３～５．２－２区 273 周溝　　　６．１区 67周溝、５区 260 周溝
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１．２－２区 240 周溝、250 周溝

２．２－２区 240 周溝
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１．２－２区 240 周溝　　　２．６－１区 341 周溝　　　３．７－２区 341 周溝
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１．７区 341 周溝、１－３区 434 周溝　　　２．７－２区 341 周溝　　　３．１－３区 434 周溝
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ࣸਅ図版 ��ɹ１ʵ３ɾ̒ʵ１ɾ̓۠Ҩߏɾแؚ૚Ҩ෺

１．６－１区 391 ピット　　　２、３．１－３・７－２区 433 溝　　　４、８、９．１－３区 432 井戸
５．６－２区第３層　　　６．６－１区 387 ピット　　　７．６－１区 357 ピット
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ࣸਅ図版 ��ɹ̒ʵ２۠Ҩߏɾแؚ૚Ҩ෺

１、２．６－２区第２層　　　３～５．６－２区 141 周溝　　　６．６－２区 171 土坑
７、８．６－２区 155 土坑
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ࣸਅ図版 ��ɹ�� ʙ �� ۠Ҩߏɾแؚ૚Ҩ෺

１．12－２区 57土坑　　　２．12－２区 28溝　　　３．12－１区 307 土坑
４．12－１区 307 土坑、296 土坑　　　５．12－２区 54土坑、55土坑、３土坑、36土坑、第２層
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ࣸਅ図版 ��ɹग़౔Ҩ෺ʢנʣ

１．１－３・12－１・12－２区丸瓦・平瓦（凸面）

２．１－３・12－１・12－２区丸瓦・平瓦（凹面）
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ࣸਅ図版 ��ɹग़౔Ҩ෺ʢੴثɾנɾ౔੡඼ɾۚଐ੡඼ʣ

１、２．６－２区第２層、163 ピット、12－２区第２層、12－１区第２層　　　３．１－３区第２層
４．６－２区第２層　　　５．１－４区 341 周溝　　　６．６－２区第２層、１－３区 432 井戸
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